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　　その〇　マヌケが一匹






　まだ都会に住んでいた頃ころ、俺はよく朝とも夜とも判断つかない時間に散歩へと出かけていた。草木も不良も年寄りも眠る午前四時、その時間だけは、都市部特有の耳が遠くなるような喧けん騒そうも、すっかり消え去さってしまうのだった。俺は両手をポケットに突つっ込んで、地表に漂ただよう淀よどんだ空気を搔かき分けながら、その並行世界を歩いた。自分の足がちゃんと地面に着いていると実感できるのは、俺の住んでいたあの街では、その瞬間だけだった。その瞬間だけは、自分が、ちゃんと自分だった。誰だれかが望んだ噓うその自分ではなかった。

　俺のその趣しゆ味みは、家族にも知られてはいなかった。あの頃の俺はまだ小学生。夜中にこっそり外出していただなんて、思いもよらなかったことだろう。だがあの街には、そんな子供にさえそういう衝動を与える、よくない何かがあったのだ。防犯ブザーを吊つり下げて人混みを搔き分ける俺たちは、親が考えているよりもずっと大人で、こんがらがった社会の構造にしっかり順応していた。もしもあの頃、友達にこの趣味を明かしていたら、きっと皆理解を示したことだろう。俺は結局そうしなかったのだが。

　さて、今の俺はどうだろうか。最近よく思う。

　今の俺は、昔むかしよりもずっと子供なのではないだろうか。祖父の死をきっかけに親父の実家へ引っ越した俺は、八合目まで登った大人の階段から見事に突き落とされた。俺が移り住んだこの田舎いなかは、それまでの自分の常識を粉々に打ち砕くだいてしまうほど、何もかも極めて単純にできていた。そして、ここに住む連中は、その単純なものを組み合わせてなんでも欲しいものを創つくり出すことができた。何もかも揃そろっているように見せかけながら、その実必要なものは何もない、あの街とは対照的だった。俺は、この田舎の空気にどっぷり肩まで浸かって、持っていた複雑なものを何もかも捨ててしまった。俺は子供に戻ってしまったのだ。けれど、その状態で吸ったここの空気は格別だった。

　それでも結局、散歩だけは続けていた。今はもう現実逃避の側面もないから、この趣味はかえって充実していた。耳にイヤホンを挿さして、澄んだ空気の中を歩くのは、それだけで気持ちのいいことだった。綺き麗れいな星に、水の音。俺はこの瞬間の浮遊感を気に入った。ただ、時間だけは変えなければならなかった。この世界での午前四時は、時期によってはもう朝も遅おそい時間で、収穫作業に勤いそしむ近所の人たちに「おはよう」なんて声をかけられてしまうのだった。俺は新たな午前四時を探して一晩中起き続け、午後十一時が適当であると知った。その時間は俺の両親もまだ起きていたので、この趣味もすっかり知られてしまった。今の俺はそれでも全まつたく構わなかった。そして気付けば、俺は新しい友達にもこの散歩のことを明かしていた。皆、俺の趣味にはさっぱり興味を持たなかった。「地味だな」の一言で片付けられてしまうのだった。




　俺が移り住んだこの土地、便べん宜ぎ的てきに田舎いなかと呼んではいるが、実際、誰だれもが想像するような普通の田舎とは違ちがっていた。少なくとも夏休みに泊とまったお袋の故郷ふるさととは似ても似つかない。きっとここが普通の田舎で、息が詰つまりそうな村社会を抱えていたのなら、俺がここまで変わることもなかっただろう。この土地には、その類たぐい稀まれな豊かさのためか、皆と同じ方を向いていたいと考える人間は一人もいなかった。おかげでこの土地、この田舎は、自由で楽しいばかりでなく、恐ろしいまでに危険な場所となってしまっていた。




　そういうわけで、午後十一時半、俺はいつものように電灯もまばらな暗い山道を歩いていた。月のない夜。小さな星までよく見える。決して黒一色なんかじゃない、色鮮やかな宇う宙ちゆう。俺は、前と上を半々くらいで見ながらゆっくり歩いていた。そろそろ折り返す頃ころ合あいだった。

　俺は、もう少し登ったところにある、便所しかない小さな駐ちゆう車しや場じようまで行ってから帰ることにした。三分ほどの距きよ離りだった。駐車場には、車の一台もなかった。どことなく夏の気配を感じるようになった、六月中ちゆう旬じゆんの水曜日。これが普通だ。長期休みの時期でもなければ、こんな山奥に用のある人間などいやしない。だが引き返そうとしたそのとき、俺の目は普通じゃない何かを捉とらえた。俺は駐車場の入口に立ち止まって、駐車場に一本だけある街がい灯とうの下を見つめた。




　真っ青な長い髪かみを生はやした女が、手を頭上に伸ばして、ピョンピョン飛び跳はねていた。




　俺は頰ほおをつねってみようかどうしようか悩んで、結局やめた。奇き妙みような光景ではある。しかし夢かと疑うほどのことではない。やはり、俺はすっかりこの田舎に毒どくされてしまったらしい。

　俺は女の後ろ姿をしばらく眺ながめた。背は低め。やけにほっそりとしている。着ている服は、まるで学校の制服。それも夏服だろうか。えんじ色のプリーツスカートに、長なが袖そでのブラウス。あと白いタイツを穿はいているようだった。あの髪が本物かどうかは、ここからではわからない。

　俺はちょっと近付いてみた。女の正体を確かめたいと思ったのだ。知り合いなら、多少茶ちや化かして一緒に帰るのも悪くない。同じような背せ格かつ好こうの奴やつを、俺は二人くらい知っていた。きっとどちらかだろう。俺は、なんて声をかけようか考えながら、足を止めた。で、口を開きかけたそのとき、女がパッと振り向いた。




　その女の顔に、見覚えはなかった。




　歳としは俺と同じくらいだろうか。まだ高校生ではないと思う。顔も小さく、まるで人形みたい──いや、人形みたいに見えるのは、もっと別の理由だ。真っ白い肌はだ、それ以上に、電灯の光を宿して異様に目立つ、髪と同じ色の目。

　外国人？　違ちがう。そういう顔付きじゃない。それに外人だってこんな色じゃないだろう。ビビットで、なんというか、一言でいえば、そう、人じん工こう的てき──

「……驚おどろいた。わたしが見えるのね？」女が、そう言った。

　ああ……と、俺は思った。
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　どこから湧わいてきたのか知らないが、この女、少々頭が緩ゆるんでいらっしゃる様子だ。この危険な田舎いなかの空気に吸い寄せられたとでもいうのだろうか。この時点で、俺に与えられた選せん択たく肢しは三つ。一つ目、この遭そう遇ぐうをなかったことにして今すぐ家に帰る。二つ目、角かどが立たないように適当にあしらってから家に帰る。三つ目、何がどうなっているのか、もう少しハッキリさせる。放っておいたら必ず起こるであろう、不必要な騒動を回かい避ひするために。俺は頭の中でサイコロを転がした。サイコロは、三の目を上にして止まった。

「まあ、うん、見える。見えないこともあるのか？」俺は聞いた。

「普通、人間なら、見えない」女は答えた。「見えるのは、同じ次元にいるもの同士だけ。そうでしょ？　あなたたち人間は、十一次元の世界に住んでいる。わたしたちはそれよりも高い次元にいるから、観測できないの」

　女が『次元』という言葉をどのような意味で使っているのか、俺は判断しかねた。しかしとりあえず流してしまっても問題はなさそうだった。

「それはつまり、アンタは人間じゃないってことか？」

「ええ。わたしは《精せい霊れい種しゆ族ぞく》。十二次元の世界の住人。人間じゃない」女は言った。

「そうなのか。でも俺は人間だ。妖よう精せいじゃない。どうしてアンタが見えるんだ？」

　女はあからさまにムッとして、こう言った。

「妖精じゃない。《精霊種族》よ。間ま違ちがえないで。それは侮ぶ辱じよくになる」

「え、ああ、そりゃすまない。ええと……そうだ、謝あやまるときにはどうしたらいい？」

　俺はそう聞いた。試しに。

「俺の世界では、頭を下げるもんだけど、あー、精霊種族？　の世界では、きっと違うよな？」

　女は数秒間フリーズした。

「…………謝るときは、こう」挙あげ句く、人差し指だけ畳たたんで、胸むねに右手を当てた。

「そうか、こうだな」俺は左手でそれを真ま似ねしてみたが、女は何も言わなかった。

「それで、前の質しつ問もんに答えて欲しいんだけど」俺は言った。

「前の質問？」

「どうして俺に見えるか、って話」

「……あなたたちがわたしたちを観測するには、二つの方法があるわ」女は言った。「あなたたちがわたしたちの世界に上がるか、わたしたちがあなたたちの世界に下がるか、どちらかよ」

「どっちなんだろうか」

「きっと……」女はくるりと周囲を見渡し、言った。「後者ね」

「どうして下りてきちゃったんだ？」俺は尋たずねた。

「わからないけど……多分、時空間のほつれから押し出されたのだと思う」

「それじゃあ、えーと……」俺は数瞬考えて、もう少し揺ゆさぶりをかけてみることにした。「押し出されてこっちに来たってことは、アンタらの世界って俺たちの世界に内ない包ほうされてるのか？　一次元多いのに。俺のイメージだと、そりゃ全まつたく逆なんだけど」

　俺には理論物理学の知識なんて欠片かけらもない。だからこれはそれらしいことを適当に言ってみただけだ。しかし女は再ふたたび機能停止に陥おちいった。「内包……？」なんてこっそり漏もらしながら。女の眉まゆ毛げがじわじわと寄っていく。三十秒待まつと、女の口から次のような言葉が出てきた。

「あなたたちの文明レベルでは、まだ理解できない概がい念ねんだから」

「そいつは残念だな。ちなみに、あと何レベルくらい必要なんだ？」俺は聞いた。

「…………一万レベルくらい？」

「それを経験値に直したら？」

「経験値？　あなたは一体なんの話をしているの？」女は言った。眉毛は寄ったままだ。

「なんの話をしてるかだって？　俺にわかると思うか？」俺は言った。

「とにかく！」女はさっきより大きな声を出した。それでやっとここの住人の平へい均きんぐらいの音量だった。「あなたたち人間には理解できないの！」

　俺は、そろそろ頃ころ合あいかな、なんて思った。

「じゃあ俺にも理解できるような話をしようじゃねえか」俺は言った。「ネジが緩ゆるんだような話はもう終わりだ。もう終わり。ちゃんと設定を練ねり直してこい。お前、何者だ？　どこから来た？　どうしてこんなところにいる？　そんな奇き天て烈れつな格かつ好こうしてよ」

「キテレツじゃないもん！　《精せい霊れい種しゆ族ぞく》はこれが普通なの！」

「その模も造ぞう品ひんがか？」

「模造品じゃないもん！　天然よ！」

「誰だれも頭の中身の話はしてねえよ」

「頭は天然じゃないわよ！」

「へえ、じゃあやっぱりその髪かみの毛は模造品なんだな？」

「あーもう！　あーもう！　髪の毛は模造品じゃないの！　これは元もとからこうなの！」

「証しよう拠こは？」

　俺がそう聞くと、なぜか女は得意気な顔をした。

「いいわ、触さわってみてよ」

　で、頭をこっちに突き出した。だから俺は、髪を一本摘つまんでヒョイと引っ張った。一瞬ピンと張り、女が「痛っ！」と言って、そいつは抜けた。

「何するのよ！　誰も抜いていいとは言ってないわよ！」

　まあ、カツラではなかったわけだ。俺はその一本を電灯の光に当てて、片目でよくよく見てみた。先せん端たんは、綺き麗れいな青。透すき通るような色だ。それからしばらく青、青……しかし毛もう根こんまで残り五ミリのところで、若じやつ干かん色が暗くなっていた。

「フフ、どうよ？」

「……努力は認めるが、ダメなものはダメだな」

「うそっ！」女は俺の手から髪の毛を奪った。そして同じように見つめ、「げっ」と漏もらした。

「…………これは元からこういう色なの」女は言いながら顔を逸そらした。

「じゃあ、まあ、そういうことでいいから」俺は言った。「もっと大事な質しつ問もんに答えろ。なんでこんなところにいる？　こんな時間に。ここの住民でもないのに」

「あんたに話さなきゃならない義務はないもん」視線を俺から外したまま、女はむくれる。「どこで何していようがわたしの勝手でしょ。親でも警察でもないあんたにどうして言わなきゃならないの？　あんた自じ警けい団だん気取り？」

「自警団は俺じゃない。それは他にいる。俺はあんたのためを思って言ってる」俺は言った。「理由を話したくないのならまあいい。とにかく、アンタみたいのがここにいるのは非常にマズい。ここの誰かの親しん戚せきってわけでもないのなら、今すぐ回れ右してこの土地から出ていけ」

「あくまで指図しようとするのね」イライラした様子で女は言った。「いい？　わたしはもう自由なの。あんたの言うことなんて聞かないわ」

「何があっても知らないぞ？」

「知ってもらう必要なんてないもん」

「泣き付いてきても知らん顔するぞ？」

「いいもん、いいもん、あんたに泣き付きなんかしないもん。だいたい、何があるっていうの？　こんなド田舎いなかなんかにさ。悪い魔ま法ほう使つかいに攫さらわれちゃったりするわけ？　ばっかみたい」

「その可能性も大いにありうる。というか、俺が一番心配しているのはそれだ」俺は言った。「いいか、この田舎には、お前なんかじゃ足元にも及ばないような狂くるった連中がウヨウヨしてやがる。お前みたいなヤツが中ちゆう途と半はん端ぱな冗じよう談だん垂たれ流しながら歩いてたら、何が起こるか」

　女は怪け訝げんそうな顔を俺に向けた。

「頭、だいじょうぶ？」

「……わかったよ、勝手にしろ」俺は片手でこめかみを押さえてそう言った。

「勝手にするわ」女はそう言って、くるりと街がい灯とうの方へ向き直ると、またピョンピョンし始めた。一体何をしているのか、視線を上に動かしてみると、随ずい分ぶん気の早いカブトムシが一いつ匹ぴき、ギリギリ届きそうにないところへ止まっていた。

「俺は行くぞ」わざわざそう言ってから、俺は駐ちゆう車しや場じようから出て、道を少し登った。家とは逆方向だ。俺は便所の側まで来て、その陰に隠かくれた。そこからは女の様子がよく見えた。

　女は五分くらい自分の身長と格かく闘とうしていた。そしてとうとう諦あきらめて、跳はねるのをやめ、ため息を吐ついたあと、地面に転がしてあったリュックサックを拾った。リュックサックには薄うす手での毛もう布ふが括くくり付けられていた。リュックサックを背せ負おうと、女は駐車場を出て、左右の道を順に見つめ、下りを選んで、行ってしまった。

　俺は携けい帯たい電話を取り出して時間を確認した。午前零れい時じを回っていた。俺は駐車場に戻って縁えん石せきに腰こしかけ、三十分くらいボーっとしてから、帰路に着いた。帰り道、女には会わなかった。きっと、またどこかで道草でも食っているのだろう。どこかで気が変わって、この世界一危険な田舎から出ていってくれれば、それでいいと思った。

　不思議なことだが、俺はあの女から、どことなく都会の匂においを感じ取っていた。あの街の匂いを。言動は全まつたく子供じみていたが、それでも、内面からそれが染しみ出していたのだ。




　俺は次の朝早くに目覚めた。ここの基準では決して早くはなかったが、俺としてみれば異常なくらいだった。俺は、いつもより三十分も早く学校へ向けて出発した。俺の通学路は、この危険な田舎で更さらに最もつとも危険な男、邪じや悪あくなる炎ほのおの魔法使いの、アジトの前を通っていた。




　俺は生いけ垣がきの切れ目からアジトの中を覗のぞいた。青い髪かみの女が、首輪をはめられ、窓まどガラス越ごしにこっちを見ていた。自然と交わる、俺たちの視線。女は俺に気付くと、髪と同じ色をした大きな目いっぱいに涙なみだを浮かべて、しきりに口を動かしていた。




　俺がこの田舎いなかに越してきてもう三年になる。俺は昔むかしよりもずっと幸せに暮らしていたが、一方で悩みもあった。俺は、あの街で必要だった複雑なものを何もかも捨ててしまった。しかしその代わりにこの田舎の皆が持っている単純なものを手に入れられたかといえば、そうでもなかった。俺は今、すっからかんになった自分を埋うめる大きなパーツをこっそり探していた。














　　その一　火炎放射器と踊る男






「なあなあなあなあ、利り一いち、お前、魔ま法ほう使つかいのとこの変な女、見たか？」

　始業前、ヘリウムガスより軽い調子で俺の肩をベシベシ叩たたきながらそう聞いてくるのは、俺の友達で、名前は岩いわ科しな達たつ彌みといった。達彌は俺の机つくえの上にヒョイと腰こしかけた。

「どうなんだよ、おい、聞いてんのか？」

「……いいや、見てない」俺は首を振った。「見てないな、うん」

「なんだよ、盛り上がらねぇな。ほら、写真撮とってきたから見せてやる」

　達彌はそう言って、近ちか頃ごろ流は行やりの無ぶ骨こつでデカい携けい帯たい電話の画面を俺に向ける。そこには、俺の想像通りのモノが映っていた。

「お、あんまり驚おどろかねぇな」

「驚くようなことか？」俺は言った。「あの人のことだぜ？　何しでかしたって不思議じゃない。コスプレイヤーの一人くらい飼かってたって、おかしくはないさ」

「確かにそうかもしれねぇが……」達彌はそう呟つぶやきながら、人差し指で頭を搔かく。「いやな、俺が『変だ』って思うのは、格かつ好こうのことでも、あの人に監かん禁きんされてるってことでもねぇんだよ」

「というと？」

「利一、お前はコイツがどこの誰だれだかわかるか？」達彌はそう聞いてきた。

「俺にわかるはずもないだろ。俺は元々違ちがう土地の人間だぞ」俺は答えた。

「だからこそ聞いてんだよ」達彌は言った。「俺はこんなヤツ見たことない。ってことはよ、コイツはここの人間じゃねぇんだ。ヨソのことを知ってるお前なら何かわかるかと思ってな」

　達彌は画像の顔の部分を拡大した。いやはや、随ずい分ぶんと悲しそうな表情をしていらっしゃる。

「さーて、お前も知らないとなると、いよいよ変だ」達彌は身振りを付けて話し始めた。「コイツがここの人間で、あの人に魔法をかけられてこんな格好をしてるんだったら、俺だって不思議には思わねぇさ。だけどそうじゃない。コイツは『ヨソモノ』だ。なんでヨソモノがこんなところにいる？　こんな時期に？　どう考えたって変だぜ」

「あの人の親しん戚せきって線は？」俺は聞いた。「あるいは、他の誰かの親戚」

「ないね」達彌は答えた。「あの人に同年代の親戚はいない。それに、誰の親戚だとしても、長期休きゆう暇かの時期でもなしにここへ来るのはおかしいだろ」

「何か特別な事情があって、一時的にここにいるとか？」

「そうだとしたら俺たちが知らないはずはない。狭せまいところだ、隠かくしごとなんてできねぇよ」

「それもそうだな」

「あの人がヨソから攫さらってきたってのも考えづらいしなぁ」達彌は言った。「あの人が外へ行くなんて滅めつ多たにあることじゃないし。というか、昨日もここにいたし」

「ならアレだ、ネットででも知り合ったんだ」俺は言った。「で、うっかり呼び寄せられちゃった、と」

「……それはあるかもしれねぇな」達たつ彌みは軽く指を鳴らした。「あの人何なに気げにパソコン好すきだからな。あ、でもネットだからって性格が変わるような人じゃないぜ？　あの人と仲良くだなんて……」

「さっきから君たちはなんの話をしているのかな？」

　突とつ然ぜん頭上から声が降ってきて、俺は目を向けた。俺の従姉いとこ、雨あまヶが瀬せ玲れい子こが横に立っていた。

　玲子は、雨ヶ瀬家へ嫁とついだ親父の姉さんの一人娘むすめであり、緩ゆるくカールした栗くり色いろのセミロング、薄うすい唇くちびる、眠そうな目が特徴で、今日もその顔に熱のない笑みを湛たたえていた。

「きっとアレのことだね。私も混ぜておくれ」

「玲子、お前も見たのか？」達彌が言った。

「見たよ、アレはここの人間じゃないね。もしかして私の従弟いとこなら何か知っているのかな？」

「コイツもなんにも知らねぇらしい」

「ふーむ……」玲子は腰こしを曲げて、俺の顔をまじまじと見つめてきた。

「……噓うそを吐ついているのかどうか、利り一いちの顔はわかりづらいから嫌いやだよ。ここの人間なら、見ただけで大体わかるのだけど……ほら、ちょっと失礼するよ」

　そう言って、玲子は片手で俺の頭を押さえ、逆の手で俺の右のまぶたをグイと押しのけた。

「そんなことして、何か変わるのか？」

「ものは試しというやつだよ」玲子は言いながら、今度は左目に対して同じことをした。

「で、結果は？」達彌が言う。

「うーん、確かに知らないようなのだけど、何か隠かくしているような気もするね。利一、隠しごとはいけないよ？　この土地は、秘密を持つには狭せま過すぎるからね」

　俺はしばらく思いを巡めぐらせ、それからこう尋たずねた。

「……なあ、本当にどうしても聞きたいか？」

　玲子は、顔いっぱいで驚おどろきを表現してみせた。

「なんとまあ、適当なことでも言ってみるものだね」

「それじゃ何か？　お前にはアレの正体がわかるっていうのか？」達彌が声を張った。おかげで教室の皆が「どうした、どうした」と俺の周りに集まってくる。

「いいや、それはわからん」俺は答えた。「……実を言うと、俺は魔ま法ほう使つかいより前にあの女に会ってんだよ。昨日の夜中のことだ。あの、山の駐ちゆう車しや場じようで」

　周囲が急にガヤガヤと騒さわがしくなった。『あの女』の一言だけでなんの話か理解した奴やつらは、てんでに質しつ問もんをぶつけてくる。わからなかった奴らは、わかった奴や達彌に説明を求める。その内他の学年の連中を呼んでくる奴まで現れ、話の続きができるようになるまでに、全校生徒がこの教室に集まってしまった。まあ、全校生徒といってもそう多くはないのだが。

「なあ、俺が夜中の散歩を趣しゆ味みにしていることは知ってるよな？」俺は達たつ彌みにそう尋たずねた。

「は？　なんだそりゃ」達彌は答えた。「夜中に散歩？　変なヤツだなお前も」

「……まあいい。とにかく、夜の十一時半頃ごろだ。県道をずっと登って、山の駐ちゆう車しや場じようまで行ったら、あの女がいたんだよ、電灯の下に、一人で。俺は、誰だれか知ってるヤツかもしれないと思って、その女に近付いてみた。そしたら、急にこっちを向いて──」

　俺は、昨日と今日の境さかいに起きた自称《精せい霊れいナントカ》との遭そう遇ぐうを、綺き麗れいさっぱり全部話した。途と中ちゆうまでは余よ計けいなツッコミを入れてくる奴やつもいたが、その内皆静かになって真しん剣けんに俺の話を聞いていた。

「お前、なんでその話隠かくしてたんだよ」俺が話し終わったところで、達彌が言った。

「……なんでだろうな。そういう気分だったとしか言えん」俺は答えた。「話す前は、なんだか隠しておいた方がいいような気がしてたんだ。お前にもなんとなくわかるだろ？」

「わからねぇよ。お前は全まつたく、病的だ」達彌はそう言って肩をすくめた。「いつものことながら、お前の行動原理はさっぱりわからん」

「利り一いちの病気は置いておくとして、その『精霊種しゆ族ぞく』というのはいいね。面おも白しろい」玲れい子こが言った。「いかにも、あの魔ま法ほう使つかいが好このみそうだ」

「好んだからとっ捕つかまえたんだろうな」俺は返した。

「しかし結局、なんでこんなところに現れたのかはわからずじまいか」達彌が言った。「家出か何かか？　利一、お前はどう思う？」

「そんなところじゃないか」俺は答えた。「なんにせよ、計画的ではないだろう」

「あてもなく電車に飛び乗ったとか？」

「十分考えられる。その内終電になって帰れなくなったんだろう。ここは終電早いからな」

「で、ぶらぶら歩いていたらお前に会ったと」

「そんで忠告を無視して、魔法使いに見つかった」

「あの人朝早いからなー」達彌が言った。なんというか、楽しそうだ。「遅おそくても五時には起きてるぜ。バイクの音でよく起こされる。で、寝るのも早ぇ。九時にはもうグッスリだ」

「ところで利一、そこまで関わっておいて、本当に何もしてやらないつもりなのかい？」玲子が言った。「面白そうじゃないか。もう少し首を突っ込んでみたらいい」

「……あんまり気は進まないな」俺は答えた。「相手はあの人だし、助けたからって何か得をするわけでもない」

「なんというか、やっぱりお前は変わってるよ」落らく胆たんのような色を表情にチラッと覗のぞかせながら、達彌がそう言った。

「なんだよ、さっきから散さん々ざん人のことを変人扱あつかいしやがって。俺はそんなに変わってるか？」

「ああ、変わってる。無む茶ちや苦く茶ちや変わってる」達彌は言う。「面白そうなネタが鼻先にぶら下がってるんだぜ？　俺たちだったらいても立ってもいられなくなる。一体どうしてお前はいっつもそう消しよう極きよく的てきなんだか」

　達たつ彌みは、親指で周りの皆を指しながら『俺たち』という言葉を使った。その意味を考えて、俺は少しムッとした。

「ま、でもそれがお前らしさってもんなんだろうな。別にお前のことを悪く言うつもりはねぇんだ。癇かんに障さわったなら謝あやまるよ」達彌は言った。「さてと、お前が本当にもう関わらないつもりなら、代わりに俺があの子を悪の魔ま法ほう使つかいの手から救い出してこよう。お礼にチューの一つでももらえれば、俺にはそれで十分だ。お前と違ちがってな」

『お前と違ってな』。その達彌の声が俺の中で反はん響きようする。俺は揺ゆらめく炎ほのおの魔法使いの影と、迫せまり来るその恐怖に震ふるえる小さな唇くちびるを無意識に思い描えがいた。青い目、青い髪かみ、白い肌はだ、それらに囲まれて唯ゆい一いつ赤みを帯おびる、薄うすく子供っぽい唇。女はその唇を必死に動かして、窓まど越ごしに何かを訴うつたえようとしている。必死に、何かを、生け垣がきの隙すき間まから魔法使いのアジトを覗のぞく何者かに向かって──

　俺は今いま更さらになって、あの妄もう想そう癖へきの女がまとっていた都会の匂においを思い出していた。

「なあ利り一いち、どうすんだ？」

「……チクショウ、舐なめやがって。気が変わった、やってやるよ」俺は声を上げた。すると玲れい子こと達彌は、人のことを煽あおり立てていたくせに酷ひどく驚おどろいた。

「……本当に、なんでも言ってみるものだねえ」玲子は言った。

「全まつたくだ」達彌もそんなことを言った。そして更さらに、こう続けた。「よし、お前がやる気を出したのなら、俺たちは大人しくしていよう。邪じや魔まはしないぜ。存分にあの人と戦たたかってこい。そんで、お前が見事あの子を取り返して、俺の前に連れてきてくれたら、何か報ほう酬しゆうをやろうじゃないか。俺たち全員からな。アレだ、インセンティブってやつだ」

「見合ったものを寄よ越こせよ？　金ならいらねえぞ」俺は言った。

「心配すんな。もっと面おも白しろいものを用意しといてやるよ」ニヤッと笑って、達彌が言った。「さ、精せい一いつ杯ぱい楽しんでこい」




　そういうわけで即そく席せきバウンティハンターになった俺は、放課後、掃除をすっぽかして魔法使いのアジトへやってきた。この時間なら、高校の終業まではまだ多少ある。アジトの玄げん関かんには、表ひよう札さつの代わりに『七なな号ごう児じ遊ゆう館かん』と表記された大きな木の板がかけられている。俺は音を立てないようにそっとその玄関の戸を開けた。案の定じよう、そこには女の靴くつしかなかった。

　児遊館へ上がり、襖ふすまも障しよう子じ戸どもすっかり開け放たれた座ざ敷しきを覗くと、黄色くなった畳たたみの上で女が寝ね息いきを立てていた。リュックサックを枕まくら代がわりにしている。細い首に、南なん京きん錠じよう付つきの赤い首輪がはまっている。一体どこで手に入れたのか、鋼こう鉄てつ製せいで、どう見てもペット用ではなかった。首輪から伸びる鎖くさりは、隅すみの柱に一周巻かれ、二つ目の南京錠で留められていた。

　俺は改あらためて女の顔をまじまじと見てみた。少し子供っぽいが、小さく整った顔。こんな髪かみやら肌はだやら眉まゆ毛げやら（よく見ると眉毛まで真っ青に染そまっていた）をしていなければ、実はかなりの美人なんじゃないだろうか。俺は青い髪を手で隠かくし、目を細めて女の顔を見てみた。やっぱり──よくわからない。

　ふと思い立って、俺は台所からサラダ油を取ってきた。ティッシュに少量取り、女の頰ほおにそれを当てる。数十秒待まって、なるべく力をかけないように優やさしく拭ぬぐう。肌の白さが、頰の頂点から剝はがれて、ティッシュに移った。化け粧しようの下にはそこそこ日本人らしい色があった。

　女が突とつ然ぜん寝返りを打って、俺は我われに返った。こんなことをしている場合ではない。時計を確認すると、あまり余よ裕ゆうはなかった。俺はムニャムニャ寝ね言ごとを言う女の耳に息を吹ふきかけた。

　女はバタバタ暴れながら飛び起きた。

「え、わ、な、なに？　ぁ、あ……あ！」

　そして俺の顔をビシッと指差し、絶ぜつ叫きようした。

「ぁぁあああんた！」

「どうやら、俺の忠告を無視したみたいだな」俺は言った。「馬ば鹿かなヤツだ」

「あ、え？」女はそう言って周囲をキョロキョロ見回す。そして鎖くさりに気付くと、がっくりうなだれた。

「夢じゃなかった……」

　そうして次の瞬間には、声を上げて泣き始めた。

「泣くんじゃねえよ騒がしいな」俺は言った。だが女は余よ計けいうるさくなるばかりで、結局は収まるまでじっと待つしかなかった。そして泣き止んだ女は、俺の襟えり元もとを摑つかんでこう言った。

「助けて！　ここから出して！」

「そうしてやりたいのは山々だが、今しばらくは無理だな」俺はそう返した。「お前、あの人の前で、妖よう精せいがどうとか次じ元げんがどうとか、そんな馬鹿話をしちまったな？」

「だ、か、ら！　妖精じゃないの！　《精せい霊れい種しゆ族ぞく》！」

「まだ続けるつもりか、懲こりねえな。で、話しちまったんだな？」

「そりゃ、だって、自じ己こ紹しよう介かいくらいはしないと……」女は目を伏ふせた。「すごく真しん剣けんに聞いてくれて、顔はちょっと怖かったけど、悪い人には見えなかったし……」

「そんでノコノコ付いていったと。危機意識ってものがないのかお前には」

「精霊の世界にはあんなやついないもん……」女はティッシュを二、三枚引っ摑んで、思いっきり鼻をかんだ。「一体なんなの、あの男は？」

「炎ほのおの魔ま法ほう使つかい」俺は答えた。

「炎の魔法使い？」

「なんだ、自分のことを精霊だとかぬかすくせに、魔法使いは信じないのか？」

「ぁ……ぇ、えと……あ！　そ、そうよ、ここは人間界でしょ？」女は言った。「精霊の世界には魔ま法ほう使つかいの友達だっているし、向こうなら私だって魔法の一つや二つは使えるわ。空を飛んだりもできるもの。自じ慢まんじゃないけど、私の飛ひ翔しよう魔法はすごいのよ。得意なんだから」

「へえ、空を飛んだりねえ」

「でもこっちの世界に魔法使いがいるのはおかしいじゃない！　こっちの世界じゃ空気中の魔力が足りないから、魔法なんて使えないはずだもの！」女は言った。

「魔力？　そんなもんあの人には必要ない」

「必要ない？　魔力もなしに何ができるっていうのよ？」

「おいおいわかるさ」俺は言った。

「……ねえ、本当に魔法が使えるわけじゃないわよね？」眉まゆをハの字に寄せて、女は言った。

「それは魔法っていうものをどう定義するかによるな」俺は答えた。「あの人が本気になれば、三十秒であたり一面を火の海にできるし、雲もないのに雨を降らせることだってできる。そういう能力に対して一番しっくりくる呼び名は『魔法』以外に考えられないのさ」

「……あんたの言葉は理解不能だわ」

　お前がそれを言うか。

「とにかくだ、お前は今、お前が自分で想像しているよりもよっぽど厄やつ介かいな状態にある。あの人に変な妄もう想そうを吹ふき込んだせいでな。場合によっちゃあ、アンタはもう二度と人間には戻れないかもしれない」

「どういう意味よ、それ」

「あの人はきっと、アンタが本物の妖よう精せいであって欲しいと願っているだろう。あの人の魔法の前じゃ、俺だってアンタのことを妖精だと認めなけりゃならない。事実がどうであれ」

　俺がそう言った丁ちよう度どそのとき、俺の耳に、微かすかな単たん気き筒とうエンジンの排はい気き音おんが届いた。規則的に鳴るその音は、徐じよ々じよにだが大きくなっている。俺は、今一度時計を確認してから、女の頭を両手で摑つかみ、自分の方を向かせてこう言った。

「いいか、お前を今すぐ連れ出すのは難むずかしい。そんなことしたら俺の身にまで危険が及およぶ。さすがにそこまでの情なさけはかけられない。だがチャンスを待まちさえすれば、俺が怪け我がすることなくお前を逃がしてやることも不可能じゃないはずだ。そのチャンスがいつ巡めぐってくるかはわからんが、それでもいいなら、乗りかかった船だ、力になってやろう。どうだ、ん？」

「……不ふ名めい誉よだけど、お願いするわ」女は言った。ほんのちょっとだが、表情が明るくなったような気がした。「お願い、助けて」

「善ぜん処しよはするぜ」俺はそうとだけ返した。それから俺はサラダ油を片付けて、女を座ざ敷しきに残し、外へ出た。バイクの音が、まるで警けい告こく音おんのように鳴り響ひびいていた。




　玄げん関かんの戸に寄りかかって待つこと二十秒、あの人のオートバイが生いけ垣がきの隙すき間まから庭へと飛び込んできた。百二十五ｃｃの古めかしいビジネスバイクで、あちこち錆さびだらけ、テープだらけだ。片方のミラーは手て鏡かがみをガムテープで留めただけだし、ヘッドライトレンズには大きな亀き裂れつが走っている。しかしエンジンだけはすこぶる元気で、ブルブルと、今にも駆かけ出しそうな猛もう犬けんのように鼓こ動どうしていた。

「よう、よう、古い顔オールド・フエイス。早速噂うわさを聞き付けたな？」オートバイから降りた男が快かい活かつそうにそう言った。男は被かぶっていた半はん帽ぼうタイプのヘルメットを脱ぐと、俺に向かって放った。

「兄アニさん、お早いお帰りで」ヘルメットを受け取って、俺は言った。

「そりゃあお前、ノロノロなんてしちゃいられねぇよ」男は言った。「今朝捕つかまえたばっかりなんだぜ？　ブッ飛ばして帰ってきたわ」

「それじゃ、ええと、マジなんですね？　その……なんでしたっけ？」

「妖よう精せいさんだよ、妖精さん。捕とれたて新鮮、手足も揃そろってちゃんと生きてる完品だぜ？」

　男はそう言って、俺の胸むな元もとを人差し指でドンと突ついた。この人にとっては親しい相手に対する軽い挨あい拶さつだ。だが力加減も何もないので、俺はこの一いち撃げきで少々息を詰つまらせた。

　この男が、例のあの人、この田舎いなかの子供社会を代表する危険人物の一人、そして中でも最もつとも危険な男、通称『炎ほのおの魔ま法ほう使つかい』である。

　炎の魔法使いは瘦やせ型長身で、どこか爬は虫ちゆう類るいを思わせる尖とがった顔付きが特徴的だ。口は大きく、鼻はな筋すじがハッキリしていて、目付きが悪い。顔立ちに、その性格の八割が表れていた。服装は黒いスラックスと白いシャツだけ。飾かざり気けは全まつたくない。外見には無む頓とん着ちやくな人だった。

　そして『炎の魔法使い』と呼ばれる所以ゆえんの一つが、いつも通り兄さんの背中に装備されていた。ポンプ式の米国製大型水みず鉄でつ砲ぽうで、タンクの内容物は高純度エタノール。銃じゆう口こうにはライターが組み付けられており、実銃用の三点式スリングで背せ負おわれていた。

「見にきたんだろ？　上がれよ」兄さんは言った。「人に見せるのは初めてだ。光栄に思えよ？」

　靴くつを脱ぎ散らかした兄さんに続いて、俺も部屋に上がった。兄さんは座ざ敷しきの前で一度立ち止まると、こっちを向いて、親指を座敷の隅すみへ向けた。兄さんの顔には上じよう機き嫌げんな笑みが満ち満ちている。兄さんは、口こう角かくを上げ過ぎるせいか、笑うと殊こと更さら蛇へびに似ていた。俺は兄さんが指差す方を見た。そこにはもちろん女がいた。まるで蛇に睨にらまれたネズミのように、リュックサックを抱きしめて縮こまっていた。眉まゆをひそめ、目は俺の方を向いている。その視線が送ってくるメッセージを俺は一切無視して、兄さん向けにビックリしたような顔を急ごしらえした。

「はあー、これが妖精ですか。髪かみの色も目の色も人間とは違ちがうんですね」俺は言った。

「キレーだろ？」兄さんは言った。「コイツを見つけたときは、オレも一瞬我わが目を疑ったぜ。やっと日が昇ってきた頃ころ合あいでよ、バイクで県道を走ってたら、ガードレールの陰でスースー寝てやがったんだ。薄うすっぺぇ毛もう布ふに包まってな。隙すき間まから、青い髪の毛が見えるじゃねぇか。もう急ブレーキよ。『今のはなんだ！』ってな」

　兄さんはその急ブレーキの様子をジェスチャーして見せた。兄さんのそれが正しければ県道にブレーキの跡あとくらい残っているだろう。ヘッドライトのヒビもこれが原因じゃなかろうか。

「で、バイクから降りて覗のぞいてみたら、ソイツはむっくり起き上がって、オレの方を見やがった。なんと髪かみだけじゃねぇ、目まで同じ色をしてやがる。眉まゆ毛げも。真っ青だ。オレぁ思ったね。こりゃ絶対人間じゃねぇって」

「ぅあっ、ぁわわっ……」兄アニさんは女に近付き、女の頭を撫なでた。これまた加減のない乱暴なやり方で、まるで犬を相手にしているかのよう。女は部屋の隅すみっこにいたため、逃げることも叶かなわず、されるがままになっていた。
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「そんで、話してみたら、やっぱり人間じゃねぇって言うじゃねぇか。自分は妖よう精せいで、次元がどうにかこうにかしてこの世界にやってきたなんて言いやがる。まぁ、細けぇことはさっぱりわからなかったが、そんなもんどうでもいい。オレぁいっぺんにコイツが欲しくなっちまってな、とっ捕つかまえてここまで運んできたんだ」

　兄さんは手を止めて女の横へ腰こしを下ろした。そして「水を持ってこい」と俺に命じた。俺は流しに放置されていたグラスを二つ洗って、それに水道水を注いだ。片方は自分で飲むつもりだったのだが、水を持っていくと兄さんは両手で二つとも受け取り、一つを女に押し付けた。

「どうした？　ほら飲めよ」

　女が俺の顔をチラッと見たので、俺は頷うなずいて見せた。女はグラスの縁ふちに僅わずかばかり唇くちびるを付け、チビチビ飲み始めた。まるで子猫のようだとでも言えばいいのだろうか。兄さんはそれを見て、また満足そうな顔をすると、一いつ気き飲みで空にしたグラスを俺に向かって投げてきた。

「可愛かわいいだろ？　妖よう精せいだぜ、妖精」再び女の方へ手を伸ばしながら兄アニさんは言う。しかし見事なまでの『妖精』呼ばわりだ。呼び名にはこだわっていた様子だったが、女が昨日のように抗こう議ぎや訂てい正せいの声を上げないのは、恐怖のためだろうか。それでも触さわられるのは嫌いやらしく、女はグラスから口を離はなして兄さんの手をかわそうと身を捩よじった。だがその動作さえ女にとっては悪い選せん択たくだった。兄さんは眉み間けんに一ひと筋すじ浅い皺しわを作ると、鎖くさりを引っ摑つかんで、強引に女を引き寄せた。

「ぁ、や、やめっ……」兄さんに顎あごのあたりを摑まれて、女はそんな声を漏もらした。だが兄さんはまるで意に介かいさず、骨こつ董とう品ひんでも鑑かん賞しようするかのように、女の顔を眺ながめた──

　そして突とつ然ぜん、眉間の皺が深くなった。

「なんだ？　頰ほっぺたのへんが汚よごれてやがるぞ」

　兄さんはそう言って、女の頰を袖そでで拭ぬぐった。もちろんそれは汚れではない。言うなれば塗と装そうの剝はげだ。拭ふいても白くなることはない。むしろ余計に汚きたなくなってしまう。さてどうなるか。俺は期待を込めて兄さんの二にの句くを待まった。これで女のことを人間だと認めればあるいは……

　しかし結局、十秒後に兄さんの口から出てきた言葉は、予想通りだが期待外れなものだった。

「まぁいいか。あとでちゃんとキレイにしてやろう。古い顔オールド・フエイス、お前も触ってみるか？」

「……じゃあお言葉に甘えて」俺はそう答えて、指の背で女の顔を撫なでた。妙みように柔やわらかい。女は嫌そうに抗議の視線を送ってきた。しばらく気付かないフリをしていると、次にはコップの水が俺の顔に飛んできた。顔を拭って兄さんを見ると、腹はらを抱えて笑い転げていた。

「なんだなんだ、早速嫌われてやがるな。きっとお前の性しよう根ねの悪さを感じ取ったんだ」

「魔ま法ほうの力か何かですかね」

「違ちげぇねぇ」兄さんは言った。「なんたって妖精さんだからな。特とく殊しゆ能力の二つや三つぐらいは持っててもらわねぇと。それはともかく、どうだ？　気に入ったか？」

「ええ、とても」俺は女の顔をまっすぐ見つめてそう答えた。女は驚おどろいた様子で、元もとから大きなその両目をますます大きく見開く。それから俺は、兄さんの方へ振り返って、更さらにこう言った。「……兄さん、これ、俺にくれませんか？」

　兄さんの顔が奇き妙みように歪ゆがんだ。一目見ただけで心臓が縮み上がるような表情だ。実際俺の心臓は不正な脈みやくをドクンと一発打った。だが兄さんがそんな顔をしたのはほんの一瞬だけで、すぐに元へと戻った。

「……そうか、そんなに気に入っちまったか。まぁ、気持ちはわかるぜ」兄さんは落ち着いた調子で言った。「可愛いからなぁ。誰だれだって欲しくならぁ」

　兄さんは、女の顎の下を指先で搔かき始めた。こうなるといよいよペットだ。女は嫌そうな顔をしていたが、どうやら兄さんに鎖を踏まれているようで、黙だまって顎を差し出していた。

「だがな、オレだってまだ捕つかまえたばっかりで、お前以外の誰かに自じ慢まんしてもいねぇし、そう簡単にくれてやるわけにはいかねぇのよ。わかってくれよ？」

「じゃあ、飽あきたら俺にくれます？」俺は言った。

「飽あきたら、ねぇ……」兄アニさんは、今度は女の手を取った。女の手は、よく見てみると、顔と同じように化け粧しようで白くなっていた。おまけに爪つめは青い。これまた髪かみの色と全まつたく同じ色調であるあたりに女の執しゆう念ねんのようなものを感じた。

「……わかった、じゃあこうしよう」女の指を親指でなぞりながら、兄さんは言った。「コイツを次のグランプリの賞品にしてやろう。次は丁ちよう度どオレたちが主しゆ催さいだからな。優勝したヤツにくれてやる」

「グランプリの賞品に、ですか」

「文もん句くはねぇだろ？」兄さんは楽しそうに言う。「他の連中も欲しがると思うしな。オレが勝ったらオレのもん、お前が勝ったらお前のもん、他のヤツが勝ったら……単純な話だ」

「それじゃあ、ええと、文句はないんですけど……」俺は言った。「一体、次はなんの競技をやるつもりなんですか？」

　兄さんの目が、ギラッと輝かがやいた。

「昨日決まったばっかりだ。喜べ、もういっぺんアレをやるぞ、バンガー・レースだ」

「バンガーぼろ車・レースって、確か、二月前にやったあの自動車レースですよね？」俺は尋たずねた。

「そうだ。アレにゃしこたま金をかけたからな。もう何回かやらねぇと元もとが取れねぇし、せっかく集めた車も腐くさっちまう」兄さんは言った。「それにな、オレぁもっと派は手でに成功させてぇんだよ、あの競技。前回のアレも確かにまあまあ盛り上がった。でもオレぁもっと工夫できると思ってる。オレぁどうしてもグランプリの花形にしてぇんだ、あの鉄と炎の祭典をよ。よし、一いつ中ちゆうの連中にはお前から伝えろ。土曜、前と同じコース、小学校の校庭からスタートだ」

「……レース、車……しかし兄さん、俺は車なんて……」

　俺はそこまで言って口を噤つぐんだ。俺と兄さんは、揃そろって庭の方へ首を向けた。少し遅おくれて女もそうする──庭には何もない。しかし確かに俺の耳は、低く轟とどろく馬の蹄ひづめの音を捉とらえていた。

「野や郎ろう、早速お出ましか」

　兄さんは舌した打うちしてからそう言うと、水みず鉄でつ砲ぽうを背中から降ろして両手に抱え、外へ出ていってしまった。ポンプを素早く動かす音が、開けっ放しにされた玄げん関かんを通して聞こえてきた。

「……ねえ、ねえ！」女が、俺の背中を叩たたいた。「あんた、どういうことよ！　賞品って何よ！　グランプリって……」

「あとでちゃんと説明するから、ちょっと待まってろ。厄やつ介かいなのがもう一人来ちまった」俺は女を押しのけてそう言い、わんわん騒ぐ女を残して兄さんのあとを追った。

　兄さんは庭の真ん中に立っていた。足を肩かた幅はばに広げ、まっすぐ前に見える未み舗ほ装そうの小道を睨にらんでいる。小道には砂すな煙けむりがもうもうと立ち込め、その中に疾しつ走そうする三頭の在ざい来らい馬ばの影があった。人間の数は五。先頭の黒毛の上に一人、うしろに続く茶毛と白毛の上には二人ずつ跨またがっている。先頭の一人、乗じよう馬ば帽ぼうを目深に被かぶった少年は、片手に身みの丈たけほどの刺さす又またを携たずさえていた。
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　俺は一度、縁えん側がわの方に目を遣やった。女が、鎖くさりをピンと伸ばしてガラス戸に限界まで近付き、外の様子を窺うかがっていた。

　三頭の馬は、それから数秒と経たたない内に兄アニさんのアジトへと飛び込んできた。馬は兄さんを囲うように左右へ散らばり、三メートルほどの距きよ離りを取って停止する。兄さんの正面に位置取った黒毛の騎き手しゆは、二ふた又またに分かれた刺さす又またの先端を兄さんへ向けた。

「よう伯はく爵しやく、まぁた早々と邪じや魔ましに来やがったな」兄さんが、黒毛の騎手、伯爵に向けてそう言った。「自じ警けい団だん気取りめ。お前にゃ小学校は退たい屈くつ過すぎるらしいな」

「退屈？　退屈などするものか」つばの下に覗のぞく凛り々りしい目で兄さんを見み据すえながら、伯爵は言った。「貴き様さまと違ちがって私に暇ひまな時間などはない。やらなければならないことも、やりたいことも、それこそ山のように積もっている。それなのに貴様は全まつたくお構いなしだ。次から次へと厄やつ介かいごとを呼び込みおって。その頭の青いヨソモノは一体何者だ？　どこから連れてきた？」

「ハ、テメェには一ミリも関係ねぇぜ」兄さんは言った。「言うことはねぇ。とっとと帰ってクソして寝やがれ、クソガキめ」

「相変わらずの態度か」伯爵は頰ほおのあたりをピクリと動かした。「よかろう。女は我われ々われが連れていく。大人しく引き渡す気がないのであれば、仕方がない、力尽づくで頂いただいていくぞ！」

　言うが早いか、伯爵の跨またがる黒毛の馬は前足をもたげ、高々といなないた。日の光を背負ったその姿は、いつもの倍くらい大きく見える。凄すさまじい威い嚇かく力。しかし兄さんは平然とした様子でターボライターに青い炎を灯らせ、銃じゆう口こうを前方へ向けた。

「はあっ！」

　黒毛の馬は、足を地面に着けると、そのまま突とつ進しんを始めた。伯はく爵しやくは、後半部を脇わきで抑えて刺さす又またをまっすぐ構える。兄アニさんが引き金を引くのと、伯爵の刺又が水みず鉄でつ砲ぽうを弾はじくのは、ほとんど同時だった。水鉄砲がオレンジ色の炎をあたりに散らして、膨ぼう張ちよう音おんが周囲に響ひびく。炎の一部は伯爵の馬の足元を掠かすめ、伯爵はよろける馬をなんとか制せい御ぎよして兄さんの横を通り抜けた。

「焼け死ねェェェエエエ！」

　兄さんは人差し指を引き絞しぼったまま反転して伯爵を追つい撃げきする。放射状に広がった炎は残った二頭の接近を阻そ害がいした。伯爵は炎を横にかわし、俺の目の前を通って縁えん側がわと反対の方向へ馬を走らせた。俺はとっさに玄げん関かんの戸の裏うらへ逃げ込んだ。伯爵を追う兄さんの炎が玄関先を包んだ。

　俺は戸の陰から兄さんと伯爵の争いを見守った。伯爵は相手との距離を取り始める。兄さんは伯爵の思おも惑わくに気付かず、伯爵が逃げる方向へ射出口を向け続けた。エタノールによる炎は短時間で燃え尽つき、ほか二頭の馬をためらわせる炎の壁かべはすぐに消え去さってしまった。

　茶毛と白毛に跨またがった伯爵の仲間は、馬をなだめ、炎の切れ目に向けて駈かけ歩あし発進させた。いつの間に降りたのか、今はどちらの馬も跨るのは一人。茶毛の騎き手しゆは警けい棒ぼう、白毛の騎手は竹刀しないを持ち、背後から兄さんに接近する。しかし蹄ひづめの音を耳にしてか、あと一歩のところで兄さんが振り返った。兄さんは、先に襲しゆう来らいした警棒を足の裏で受け止め、上体を横へ逃して頭部を狙ねらった竹刀の一撃をかわした。

「クソッタレ！」兄さんは顔中に皺しわを寄せ、素早くポンピングすると、二頭の尾目がけて燃え盛る高濃度エタノールを噴ふん射しやした。しかしその炎の線は、横から飛び込んできた伯爵の刺又によって打ち払はらわれてしまった。

「観念しろ。いくら貴様でも三人相手では分ぶが悪いだろう」水鉄砲の射程外へ逃れた伯爵が、肩で息をしながら言った。

「ケ、誰だれが」兄さんはそう言って、ポケットから小こ瓶びんを取り出した。ウィスキーの携けい行こう用ようボトルで、中身はもっと強きよう烈れつなものに換えられており、瓶の首には布が巻かれている。兄さんはその布を水鉄砲で撃うった。エタノールが染み込み、布に火が付いた。

　そして兄さんがそのボトルを振り上げた丁ちよう度どその瞬間、耳をつんざくような甲かん高だかい悲鳴があたりに響ひびき渡った。聞こえたのは女の声、しかも背後からだ。

　俺は靴くつを履はいたまま座ざ敷しきへ駆かけ戻った。座敷では、一人の小学生が女を押さえ、もう一人が大きなワイヤーカッターで鎖くさりを切ろうとしていた。

「ちょ、やっ、触さわんないでよ！」と、女は言うが、伯爵の部下は完全無視だ。女を組み伏せた一人はワイヤーカッター係を急かしていた。しかし兄さんが用意した鎖はキーチェーンのような細いものではなかったので、小学生の力ではどうしても切断することができないでいた。

「おい、早くしろって！」

「待まてって、言ってる、だろ……くそっ、ダメか……あっ！　ヤバい、逃げるぞ！」

　鎖くさりを切ろうとしていた小学生が、ワイヤーカッターをその場に捨てて裏うら口ぐちへと駆かけていった。もう一人も、ガラス戸から外を見て血けつ相そうを変えると、女を放して逃げ出していった。嫌いやな予感がして、俺も同じように外を見た。兄アニさんが、こちらに向かって片かた腕うでを振り被かぶっていた。その手には小こ瓶びん。俺は反射的に女へ駆け寄り、覆おおい被さった。

　飛来した小瓶は、ガラス戸を打ち破やぶると同時に砕くだけ、内容する液体を散らした。液体の一部が布の火に触ふれ、燃え上がり、連れん鎖さ反応を起こして全体に行き渡る。まるで悪あく魔まの手のような炎。そして座ざ敷しきへ侵入したその炎の爪つま先さきが、俺のシャツを引っ搔かいた。

「あっつ！　クソ、チクショウ！」

「なに、なに、なに、なに、なんなのよ！　何が起こったの！」俺の下で女が叫さけぶ。女は俺を押しのけ、周囲を見回してまた叫んだ。「ひ、火！　火よ！　燃えてるっ！　家がっ！」

「わかってる！」

　俺はシャツに燃え移った炎を叩たたき消しながら、台所へ走った。近くにバケツは見当たらなかったが、代わりに馬ば鹿かデカい金ダライを見つけ、俺はそれに水を汲くんだ。蛇じや口ぐちは全開。跳はねた水で全身びしょ濡ぬれになる。しかし気にしてはいられない。十秒ほどで普通のバケツ一杯分の水が溜まった。俺は金ダライを抱えて座敷へ戻り、燃え広がろうとしている炎へその水をぶちまけた。シューという音を立て、畳たたみや柱、障しよう子じ戸どのあちこちに焦こげ跡あとを残し、炎は消えた。




　俺が更さらに二度水をかけ、部屋中を水浸しにしたところで、兄さんが座敷に戻ってきた。兄さんは憮ぶ然ぜんとした表情で部屋の惨さん状じようを見つめたあと、女に歩み寄った。

「ケガぁなかったか？」

　女は一瞬、兄さんの質しつ問もんが自分に向けられたものだと理解できなかったようで、目をパチクリさせてからぎこちなく首を縦たてに振った。

「そりゃあよかった」兄さんはそう言って、ドッカと腰こしを下ろした。

「追い返したんですか？」俺は聞いた。

「当然」兄さんは答えた。「このオレがあんなガキに負けるかっての。あーあ、疲つかれちまうぜ」

　兄さんは再び水を要求した。俺は、今度は三つのコップを用意したのだが、兄さんにその内二つを飲まれてしまった。

「兄さん、この部屋どうするんですか？」空いたコップを片付けてから、俺はそう尋たずねた。

「んー」兄さんは乾かわいた畳を選んで寝そべり、鼻から変な音を出した。そしてしばらくしてから、こう答えた。「メンドクサ。なんかいっぺんに面めん倒どう臭くさくなっちまった。お前に任せるわ。オレぁもう帰るぜ。もう夕方になるじゃねぇか」

「任せるって、そりゃ……」

「ア、そうだ、ついでに泊とまっていけよ」兄さんは言った。「誰だれか見張ってねぇと、アイツらみてぇのがまた来て、妖よう精せいさんかっ攫さらっていっちまうかもしれねぇからな。お前、コレ気に入ったんだろ？　ならいいじゃねぇか」

「あ、や、見張れって言われても、俺には……」

「イヤだって言うんなら、こうするしかねぇな」

　兄アニさんは寝転がったまま腕うでを上げ、手を俺に向けると、指をヒラヒラ動かした。

「よーし、お前に魔ま法ほうをかけたぜ。どうしてもここへ泊とまりたくなる呪のろいだ。どうだ、感じるか？　泊まって片付けをしたくなってきたか？」

「……ええ、とても」俺はそう返答せざるを得なかった。

「そりゃあよかった」兄さんは言った。「もしもオレの魔法が失敗してたら、その反動でお前は全身黒くろ焦こげになるところだったからな。いやーよかったよかった。ホイじゃ、任せたぜ」

　兄さんはダラダラと立ち上がり、水みず鉄でつ砲ぽうを背せ負おった。そして座ざ敷しきから出ていったのだが、すぐまた戻ってきて、廊ろう下かから顔だけ出してこう言った。

「そうだそうだ、妖よう精せいさんちーっとばかし汚よごれちまってるから、キレイに洗ってやれ。キレーにな。じゃ」

　俺が返事を考えている間に、兄さんは行ってしまった。ガラス戸にできた穴あなから、オートバイの音と傾かたむきかけた日の光が入ってきた。














　　その二　お泊り会は好きですか？






　俺は雑ぞう巾きんを二枚探してきて、片方を女に渡した。

「届くところまででいいから、お前も手伝え。お前の質しつ問もんに答えるのは、そのあとだ」

「それよりこの鎖くさり、あんたなら切れるんじゃないの？」女はそう言って、伯はく爵しやくの仲間が捨てていったワイヤーカッターを拾い上げ、俺に差し出した。

「ダメだ。そんなことをしたら俺が兄アニさんにブッ飛ばされる」俺は両手の平を広げてそれを拒きよ否ひした。女は渋しぶ々しぶといった表情で自分でそれを試したが、結果は小学生たちと同じだった。

「もうやだ……これすごく重いのよ」へたり込んだ女が鎖を手で揺ゆすりながら言った。「ねえ、ほんと、早く助けてよ……」

「時間はかかると言ったはずだぞ」俺は言った。「あの人の恐ろしさを見ただろ？　失敗したら俺が丸まる焦こげだ。そんなのゴメンだぜ。いいから早く拭ふけよ。片付けとけって言われただろ？」

「……っ、もう！」女は雑巾を振り上げ、俺に投げ付けるような素振りを見せた。しかし結局雑巾がその手を離はなれることはなく、女は大人しく雑巾がけを始めた。

　太陽が沈み始める前に、俺たちは部屋の片付けを終えることができた。水を拭き取り、ガラスの破は片へんを集め、ガラス戸の穴あなをダンボールで塞ふさぐ。座ざ敷しきの焦げはどうしようもないのでそのままだ。片付けを終えた俺は従姉いとこに一通メールを送り、それから女と向い合って座すわった。

「さて、お互いまだ名前も知らなかったな」俺は言った。「俺は織おり戸ど利り一いち。中二。お前は？」

「名前……ぇと、わたしの名前は、リリネット。リリネット、ブルーグラス」女はしれっとそう答えた。「歳としは、五億四千二百万とんで三千二百十五。あなたたち人間の寿じゆ命みように合わせると、そうね、だいたい一四歳くらいよ」

「なんだ同い年か」実際俺はまだ十三だったが、そう言って年下扱いされたら堪たまらないと思い、三ヶ月ほど鯖さばを読んだ。「で、なんて呼べばいい？　リリネット？　ブルーグラス？」

「リリーって呼んでちょうだい。友達はみんな、わたしのことをそう呼ぶわ」

「へえ、それじゃあ俺もお前のお友達の仲間入りってわけだ」

　俺がそう言うと、女はあからさまに嫌いやそうな顔をした。

「俺も願い下げだ。それじゃ、リリネット、何から聞きたい？」

「あの男、あの馬に乗った男はなんなの？」リリネットは言った。「なんで馬に乗ってるの？」

「精せい霊れいの世界じゃ珍めずらしいことでもないんだろ？」

「そうだけど！　こっちの世界じゃありえないでしょ！」

「アレは、牧場の爺じいさんの孫まごで、通称『伯爵』。あれでもまだ小学生だ」俺は言った。

「しょ、小学生？」驚おどろきのためか、リリネットは上ずったような変な声を出した。「噓うそでしょ、あれで？　迫はく力りよくあり過ぎるわよ、絶対年上だと思ってたわ……」

　それはつまり伯はく爵しやくのことを七億おく歳さいくらいに感じていたのかと突つっ込んでやりたい気持ちがボコボコ音を立てて湧わいてきたが、俺はそれを堪こらえて話を続けた。

「で、黒毛の馬は伯爵の愛馬、名前はヴィクター。それ以外は爺じいさんがやってる乗馬クラブ用の馬だな。客がいないときはああやって伯爵の仲間連中が乗り回してる」

「伯爵って、あの子貴き族ぞくなの？」

「そういう家か系けいだったってことをチラッと聞いたことはあるが、その呼び名の本当の由来は俺も知らないな。だが、ヤツの振る舞いはまさしく『伯爵』だ。アレは小学生のリーダーみたいな存在で、いつでも仲間を引き連れて、本人曰いわく『ここの平和を守っている』。まあ、俺が『他にいる』って言った自じ警けい団だんってのは、ずばりアイツとその仲間の小学生どものことだ」

「……変なのがたくさんいるのね」リリネットは言った。お前が言うか。

「あ、でも伯爵くんはわたしの味方なのかな？　あれって、わたしを助けようとしていたんだよね？　ちょっと乱暴だったけど」

「そりゃどうだろう」俺は答えた。「アンタはここの人間じゃないからな。伯爵はアンタのことをよく知りたいとは思っているだろうが、アンタの力になりたいとは思っていないだろう。もしかしたら伯爵は兄アニさんよりもタチが悪いかもしれない。アレは決して王子様なんかじゃないからな。相手を泣かせる才能についてはここでもピカ一だ。妙みような期待はやめとけ」

　リリネットの顔から、また少し元気がなくなった。頰ほおの色落ちと相まってなんだかとても貧ひん相そうに見えた。

「お前も祈いのっておけよ、伯爵がまた来たりしないようにさ。少なくとも、寝てる間の兄さんはアレよりも安全だ」

「そういえば、あの魔ま法ほう使つかいはどこへ行ったの？」小さくなった声で、リリネットは言った。「帰るって言ってたけど、ここってあの人の家じゃないの？」

「ここは誰だれの家でもない」俺は答えた。「ここは、そうだな……簡単に言えば児じ童どう館かんみたいなもんだ。建物だけで世話する大人もいないが。座ざ敷しきが二つ、台所が一つ、便所が一つ。それだけ。俺らみたいなのが自由に使って遊ぶために建てられてる。名前もズバリ『児じ遊ゆう館かん』。この田舎いなかに全部で十二個あって、ここは『七号児遊館』。今は兄さんが一人で使ってる」

「自由にって……あまりにも自由過ぎない？」リリネットは火か炎えん瓶びんの爪つめあとに視線を向けながら言った。「これ、どうするの？」

「直したくなったら兄さんが自分の金で勝手に直すさ。これくらい日常茶さ飯はん事じだ」俺は言った。

「日常茶飯事？　これが？」

「お前には、もっと根本的なところから話しておかないといけないな」俺は言いながら時計を確認した。メールを送ってから、まだいくらも経たっていなかった。「もう少しだけ待まて。俺よりよっぽどこの田舎に詳くわしいヤツが来るから」

「また変なのが来るんじゃ……」一瞬で不安そうに表情を歪ゆがませ、リリネットは言った。

「変なことは変だが、安心しろ、害はない」俺は言った。

「全まつたく、酷ひどい言われようだね」

　俺は驚おどろいて飛び上がりそうになった。声の発生源を探して縁えん側がわの方を見ると、僅わずかに残ったガラス戸に額ひたいを押し付けている玲れい子この姿があった。

「私はショックだよ。従弟いとこに変人だと思われていただなんて。私たちからすれば君の方がよっぽど変わっているというのに。悲しいよ。泣きたい気分だ」

「泣いてもいいから上がってこい」俺は言った。

　玲子は、泣くどころかクスクス笑ってみせると、縁側の戸を開けてそこから入ってきた。そして黒くろ焦こげを軽々飛び越え、俺とリリネットの間に着地した。

「どうも、はじめまして、精せい霊れいさん」玲子は、怯おびえるリリネットの顔を覗のぞき込みながらそう言った。「ややや？　近くで見てみるとなかなか結構美人さんじゃないか。あの人はいいものを手に入れたね。あ、ほら、こっちを向いて」

　玲子はリリネットの頰ほっぺたを摑つかみ、まるで兄さんのように顔を眺ながめ回し始めた。リリネットが暴れたりしないのは、兄さんに対する恐怖心を引きずっているためだろうか。しかしそれもいつまで保つかはわからなかったので、俺は早めに玲子を引っぺがし、俺の横へ座すわらせた。

「玲子、随ずい分ぶん早かったな」俺は言った。

「せっかくのお誘さそいだからね、すっ飛んできたよ。いても立ってもいられない、そうだろう？」玲子はそう返してきた。「あ、でも心配しないでおくれ、ちゃんと頼たのまれたものは持ってきたから」

　玲子は、持っていたトートバックからＢ４サイズの白画用紙の束たばを取り出した。一番上の紙には『ウェルカム織おり戸ど利り一いちくん』とデカデカ書かれている。

「これは私にとっても思い出の品だからね」玲子は言う。「さて、じゃあ三年前と同じようにやればいいのかな？」

「ああ、頼む」俺は言った。

「それじゃ、失礼して」玲子は何度か咳せき払ばらいしてから、胸むな元もとを手でポンポンと叩たたき、リリネットへ笑顔を向け、まるで電話口のような朗ほがらかな声で紙かみ芝しば居いを始めた。

「ようこそ利一くん！　……あ、変な顔はしないでおくれ。裏うらのカンペをそのまま読んでいるだけだからね。いちいち頭の中で修正してから読むのは面めん倒どうだろう？　いいかな、続けるよ？　ようこそ利一くん！　この紙芝居は、はるばる都会から越してきた利一くんに、ここの文化をよく知っておいてもらいたいと思って、従姉である私、雨あまヶが瀬せ玲子が真心込めて作りました！　わー、凄すごいね。ほら、拍はく手しゆするところだよここは、ほらほら」

　玲子が醸かもし出す雰ふん囲い気きに流されてか、リリネットは呆ぼう然ぜんとしながらもポンポンと手を叩いた。

「よろしい。それじゃあ目もく次じは飛ばして……まずはここの産業だね」

　玲れい子こは紙かみ芝しば居いを二枚めくった。色とりどりの野菜に囲まれた『産業』の文字が現れる。

「雄大で美しい山々に囲まれたここでは、高冷地の気候を生かした第一次産業が非常に盛んです。つまり、農業だね。何を隠かくそう、私の家も農家だ。ここの標高はなんと千二百メートル超！　この特とく殊しゆな気候のおかげで、他ではあまり見られないような野菜を栽さい培ばいすることができます」

　ペラペラと矢や継つぎ早ばやにページを変えながら、玲子は裏うらのカンペを読み続ける。動きは機械的だが、声にはきちんと抑よく揚ようを付けていた。

「いくつかの野菜は、なんと国内シェア五十パーセント以上！　凄すごいですねー。この好調な第一次産業によって、このあたりは全国的に見ても極きわめて裕ゆう福ふくなのです。さて、ここで問題」

　玲子はページをめくる。三つの金額が現れた。今度は札さつ束たばの絵に囲まれている。

「ここの平へい均きん収入は、一体いくらでしょうか。次の三つから選んでください。一番、一千万円くらい。二番、二千万円くらい。三番、三千万円以上。さあ、どれかな？」

　リリネットは困ったような顔をして玲子を見つめた。しかし玲子はニコニコ笑顔を絶やさず、首を左右に揺らしながら「どれかなー、どれかなー」などと発し続けている。リリネットが視線を俺の方へ動かしてきたので、俺は玲子に見つからないよう、こっそりと指を三本立てて見せた。

「さ、三番？」リリネットは答えた。

「お、正解だ」玲子は嬉うれしそうに言った。「さすがは精せい霊れいさんだね。もしかして私の心でも読んだのかな？　フフ。さてご解答の通り、ここの平均収入は三千万円以上。大体三千七百万円だったかな？　中には一億円以上稼かせぐ家もあります。まあとにかく、人口四千人にも満たないこんな田舎いなかだけど、ここの人は大変に裕福らしいのです。私は外のことをあまり知らないので程度はよくわかりませんが。ただ、この経済的豊かさのおかげで教科書を賑にぎわせている少しよう子し高こう齢れい化か、農村の過か疎そ化かとは無む縁えんでいられます。過疎化対策については利り一いちくんにも直接関係のある事こと柄がらなので、あとでもう少し詳くわしく説明します。それじゃあ次へ進みましょう。次は……ここの施設についてだね」

　現れたのはずばり『施設』の文字。中央に描かれているのは、真っ白な西洋風の城。

「役場や図書館は、二十四時間三百六十五日開いています。コンビニエンスストアはありませんから、夜中に買い物をしたくなったら役場へ行ってください。役場の売店では大体なんでも買うことができます。でもちょっとお高めなので、できれば日中に商店街を使いましょう。駅前商店街は、二年前……だから今だと五年前になるね、五年前にリフォームして、現在は古代ローマ・コンスタンティノープル風になっています。ほら、これが商店街の写真。綺き麗れいでしょ？　駅の中も綺麗ですが、こっちを見る機会はそう多くないでしょう。電車は三時間に一本くらいしか来ないし、そもそも外に出かけなきゃならないような用事もここにはないからね。ほとんど誰だれも使いません」

　玲子は更さらにページをめくる。すると、今俺たちがいるこの建物の写真が出てきた。

「はい、次は私たちにとって最もつとも重要な施設、『児じ遊ゆう館かん』についてです」玲れい子こは言う。「児遊館は、過か疎そ化か対策の一いつ環かんとして設置されている建物で、その名の通り私たちに自由な遊び場を提供しています。高校生以下は誰だれでも好すきに使うことができます。といっても、皆の取り決めの範はん疇ちゆうで、だけどね。現在、男女間のいかがわしい行為のために使用することは禁止されています。じゃあ同性間なら？　って質しつ問もんはなしの方向で。『いかがわしい行為』の意味がわからなかったらお父さんかお母さんに聞いてください。……何を書いているんだろうね私は。これを作ったときはまだ小学生だったというのに」

　リリネットは顔を赤くした。

「おやおや、ウブウブだね。都会の人の方がこういうことは進んでいると思っていたのだけど」玲子は言う。「えーと、児遊館は全部で十二あります。中でも特別なのはこの写真にある七号児遊館。丁ちよう度どここだね。ここは今、グランプリの年間勝者にのみ使用が許されています」

「グランプリ……そう、グランプリ！　そのグランプリって一体なんなのよ！」リリネットが言った。「わたし、それの賞品にされたみたいなんだけど」

「グランプリについてはね……この次に話す予定だよ。けれど早く聞きたいのなら、施設の話はもうやめにしようか。さして面おも白しろくもないからね。それじゃあ……」

　玲子は数ページ飛ばして、『過疎化対策』と書かれた一枚を出した。手を繫つなぐ大、中、小の棒ぼう人間のイラスト。三年前、玲子は言っていた。この棒人間は親子三代を表しているのだと。

「一番大切な話をしよう。先程から何度も登場しているこの単語について」

「過疎化対策……？」

「えーと、我が国において地方の過疎化が大きな問題となっていることを、利り一いちくんもご存知かと思います。さて、ここでまた問題ですが、若い人はどうして都会に吸い寄せられてしまうのでしょうか。次の三つから選んでください。一番、仕事があるから。二番、遊びがあるから。三番、人がたくさんいるから。はい、どれかな？」

「…………一番？」

「ファイナルアンサー？」急に真しん剣けんな表情を作って、玲子が言った。嫌いやに流りゆう暢ちような発音だ。

「え？　えと、ふ、ふぁいなるあんさー？」リリネットは困ったような顔をしつつそう答えた。玲子は表情を崩くずさずまるまる一分間リリネットの顔を見つめ続け、たっぷり不安にさせたあとこう言った。

「正解。というか、どれを選んでも正解だね」玲子はまたページをめくる。「多くの農村には、仕事がありません。遊ぶ場所もありません。人も少ないです。結果、若い人は都会に出ていってしまい、地方には高こう齢れい者しやしか残りません。怖いですねー。ですが、幸運なことにここにはちゃんと仕事があります。それに、ここできちんと仕事をしていれば、都会では命を削けずって頑がん張ばらないと稼かせげないようなお金が手に入ります。仕事を求めて都会に行くことはないでしょう。従って、残る問題は二つ。遊びと、人。特に大事なのが、遊びです」

　玲れい子こは一度座すわり直し、ページの残りを確認して、続けた。

「ここには、カラオケ屋さんの一つ、ゲームセンターの一つもありません。ですがお金はたくさんあります。空き地もたくさんあります。そこで、むかーし昔むかし、大人たちはこう考えました。よし、どちらも子供たちに使わせてあげよう！　それにここは田舎いなかで、お互い顔を知っている仲だから、うるさく縛しばるのはやめよう！　なんでも好すきにやらせてあげよう！　四輪バギーで走り回るもよし、学校でサバイバルゲームをやるもよし。自分で遊びを考えれば生産的だ。フルサービスのお店で水すい槽そうの金魚みたいに口をパクパクさせていてもなんの勉強にもならない。お金が必要なら、いくらでも好きに使えばいい。そうして創つくった遊びは、他の土地じゃ絶対にできないし、そうした遊びを通してできた友達の代わりは、どこにも見つからない。さて、ここに住む子供たちがどれほど自由にしているかは、もう十分見ていることだろうね。なんといってもあの魔ま法ほう使つかいに捕つかまっているわけだから」

　リリネットが、首を縦たてに振った。

「あの人がどうして『炎ほのおの魔法使い』と呼ばれているか、もうわかったかな？」

「火を吹ふく、から？」リリネットは言った。

「半分正解だ」玲子は言った。「しかし酷ひどい有あり様さまだね。一体何があったのだい？」

「伯はく爵しやくが攻せめてきた。コイツを奪うばいに」俺は答えた。

「なるほど、納なつ得とくだ。それじゃ精せい霊れいさんは伯爵も見たのだね。あの二人が喧けん嘩かしているところを見たのなら、私が口で説明すべきことは何もないだろう。ともかく大切なのは、ここではああいった生き方が奨しよう励れいされているということだ」

「奨励って、あれを？」リリネットは身を乗り出し、声を高くして言った。「あんなこと、他よ所そでやったら警察が飛んでくるわよ！」

「しかしここではやってこない」玲子は不敵に微笑んで言う。「だからこそ、大人になってもここから離はなれないのだよ。気付いたら、私たちはここでしか生きられなくなっている。ヨソの世界じゃきっと、やりたいことの一パーセントだってできやしない。身み震ぶるいするような刺激もきっとない。だから私たちは、もう既すでにここで一生を過ごそうと思っている。大人たちの思おも惑わく通りにね。まあ、この話は長くなるからこの辺にしておくとして……」

　玲子はまた何枚か飛ばして、『グランプリ』の文字を出した。

「お待まちかね、グランプリの話をしよう。さてさて、えーと……子供たちの自由な遊びを更さらに推すい進しんするため、二週に一度、子供たちのオリジナル競技会を開くという決まりができました。これがグランプリです。ここには小学校が一つ、中学校が二つ、高校が一つありますが、これら四校が持ち回りで競技内容を考え、週末に競技会を実施します。競技内容は多た岐きに渡ります……例えばそうだね、この動画でも見てもらおうか」

　玲子はそう言うと携けい帯たい電話を取り出し、何やら操そう作さしてからリリネットにその画面を向けた。画面には、火を噴ふいて加速する自転車に跨またがり、スキージャンプに使うような台から宙ちゆうへ向けて発射されていく炎ほのおの魔ま法ほう使つかいの姿が映っていた。これは去年行われた飛ひ距きよ離りを競う競技で、確か名前を『スカイ・ハイ』といった。映像を見て、リリネットは言葉を失っていた。

「あ、そうだ、次のグランプリについてあの人は何か言ってなかったかい？」玲れい子こは言った。

「あのレースをもう一回やるってよ。あの、二ヶ月前にやった」俺は答えた。

「バンガー爆竹・レースか。またやるんだね。見る分には面おも白しろいから楽しみだ」玲子は言った。「で、それに勝ったらこの子を譲ゆずってくれるというわけだね。いかにもあの人が考えそうなことだ。それじゃ、君は次のグランプリに選手として出場しなければならないんだね？」

「……だが俺に車の運転はできない」俺は言った。「とてもじゃないが勝負にならないぜ。まともに発進させることさえできないんだから。だから、達たつ彌みにでも出てもらおうと思ってる。何、別に俺が出場する必要はない。ウチの中学の代表が勝ちさえすればそれでいいんだから」

「ああ、そうか、君に運転か……」玲子は少し遠い目をして言った。「確かに、ちょっと難なんがあるかもしれないね、それは」

「ねえ、ねえ！　その『ばんがーれーす』ってなんなのよ！」リリネットが口を挟はさんだ。

「ヨーロッパの自動車レースさ」玲子が答えた。「グランプリでやるのは、炎の魔法使いアレンジバージョン。この田舎いなかの三分の一くらいを周って速さを競う競技だ。面白いよ。ガンガンぶつかり合って、車はボロボロ。ドライバーもヘロヘロさ」

「あんたたち、まだ車の免めん許きよを取れるような年ねん齢れいじゃないわよね？」リリネットは言った。

「そんなこと関係あるかな？　というか、随ずい分ぶん人間の世界に詳しいのだね」玲子はそう返した。

「ぅぐっ……」

「話を戻そうか」玲子は言った。「ええとそれで……グランプリは、遊ぶことが目的であって、勝ち負けはそれほど重要ではないのですが、一応学校ごと、個人ごとにポイントを競い合っています。年間優勝校には大きな優勝旗が贈おくられます。更に、個人の年間優勝者には素敵なトロフィーと、七号児じ遊ゆう館かんの専有権が与えられます。利り一いちくんも奮ふるって参加しましょう！　これで終わりです。ご清せい聴ちようありがとうございました。はい、拍はく手しゆー。パチパチパチー」

　玲子が俺の顔を覗のぞくので、俺は仕方なく従った。するとリリネットもつられて手を叩たたき、三人だけの寂しい音がしばらく部屋に響ひびいた。

「済まなかったな、玲子」俺は言った。

「いやいや、いいんだよ」玲子は言う。「むしろ私の方こそお礼を言うべきだ。言わないけど。こんなに面白そうなことへ巻き込んでくれたのだからね。さて、他にも何か手伝えることがあれば言っておくれ。あの人に怒られない範囲でなら、だけどね」

「なら早速頼たのみたいことがある」俺は言った。「飯めしを作ってくれないか？　簡単でいいからさ」

「お安いご用だ」玲子は得意の微笑みを見せた。

　炊すい飯はん器きも米もなかったので、玲子はパスタの材料を買ってきてトマトソースのスパゲッティを作った。玲子はそれを紙皿に分け、割わり箸ばしとともに俺とリリネットへ寄よ越こした。

「たとえ不ま味ずくても『美お味いしかった』と言ってくれよ？　それが礼れい儀ぎというものだ」

　玲れい子こはそんな冗じよう談だんを言っていたが、スパゲッティは美う味まかった。その証しよう拠こに……なるかどうかはわからないが、リリネットは喉のどに詰つまらせるんじゃないかと心配になるような勢いで食べていた。まるで焼きそばを搔かき込むかのような食い方だ。「男の人がいるから」なんて理由で玲子は五人前も麵めんを茹ゆでたのだが、結局リリネットの胃い袋ぶくろへ三人分が収まって、フライパンは無事空からになった。

「お前、もしかして今日一日何も食ってなかったのか？」俺はリリネットにそう尋たずねた。

　ハムスターのように頰ほおを膨ふくらませたリリネットは、なぜか恥はずかしそうにコクリと頷うなずいた。

「なんにせよ美味しそうに食べてくれて嬉うれしいよ」玲子は言った。「完食してくれるというのは気分がいい。まだ足りないようならあとでお菓か子しでも持ってくるよ。そうだ、どうせなら私も泊とまろう。相手が人間じゃないとはいえ、従弟いとこが何をしでかすかわかったものじゃない」

「なんにもしねえよ、したらあの人に火か星せいの裏うらまでブッ飛ばされる」俺はそう反論した。

「冗じよう談だんだよ。でも、君だけじゃ対処に困ることもあるだろう？」玲子は言った。

「……そういえば一つあったな」俺は言った。「コイツを綺き麗れいにしてやらないといけない」

「……それはどういう意味でだい？」玲子は眉まゆをひそめた。

「風ふ呂ろに入れてやるか、最低でもあの化け粧しようを直さなきゃならないって意味だ」俺は答えた。「あの人に言われてんだよ。明日までに綺麗にしておけってな」

「お風呂！」リリネットが突とつ然ぜん叫さけんだ。「わたしお風呂入りたい！」

「だけどここに風呂なんてないし、首輪のせいで銭せん湯とうに連れていくこともできない」俺はリリネットを無視して玲子にそう言った。「お湯を沸わかすから、タオルでなんとかしてやってくれないか？　あの厚あつ化げ粧しようも寝る前にちゃんと落とした方がいいだろ」

「ふーむ……」

「化粧？　わたしお化粧なんてしてないわよ！」

　この期ごに及およんでリリネットはまだそんなことを言う。俺は携けい帯たい電話でその顔を撮さつ影えいし、本人に見せてやった。リリネットは画面を見た瞬間、言葉にならない悲鳴を上げて頰を手で隠かくした。

「お前なあ……」

「ち、ちがうもん！　これは……これはただの汚よごれだもん！　あ、ほら！　あの人も汚れだって言ってたじゃない！」

「ほう、『あの人』が」玲子が、リリネットの顔の代わりに俺の携帯を見ながら言った。「それなら汚れだと認めざるを得ないね。あの人の言葉は魔ま法ほうの言葉。あの人が白だと言えば黒だって白だし、あの人が猫だと言えば犬だって猫、あの人が精せい霊れいだと言えば人間だって精霊だ。利り一いち、君の負けだよ。しかしそうなると、この件については私も手を貸すことができないね」

「どうして？」

「この服の下にある真実を目にするわけにはいかないからさ」玲子はリリネットの胸むな元もとへ視線を動かしそう言った。

「……まあ、体を拭ふくくらい自分でやればいいことか」

「やっぱお風ふ呂ろは無理なの？」リリネットは言った。「わたし、もう三日も……」

「そうだ、どうしてもお湯に浸つかりたいというのなら、私にいい考えがあるよ」

　玲れい子こはそう言うと、立ち上がって台所へ消えていった。数秒後、戻ってきた玲子は、消火に使ったあの金ダライを抱えていた。

「少々浅いけどね。どうかな？」

　リリネットは難むずかしい顔をして長々悩んでいた。しかし最終的に金ダライを受け取ったので、俺はかなり驚おどろいた。




　玲子がタオルや石せつ鹼けんを自じ宅たくへ取りに行っている間に、俺はお湯を沸わかした。ヤカンの他にパスタを茹ゆでた鍋なべまで使い、タライを四十三度のお湯で満たす。それほど時間はかからなかった。

「なるべくこぼさないようにしろよ」手て桶おけ代わりの片かた手て鍋なべをリリネットへ渡して、俺は言った。

「……ありがと」リリネットは蚊かの鳴くような声でそう礼を言った。

　玲子が戻ってきて、シャンプーやリンス、ボディーソープ、化け粧しよう品ひんらしき何か、大小のタオル、それと着替えを受け取ると、リリネットは座ざ敷しきの戸を閉めた。俺と玲子は縁えん側がわを回って奥の座敷へ移った。手前の、現在簡かん易い風呂になっている焼けあとの座敷とは、襖ふすま一枚で隔てられている。リリネットが服を脱ぐ音や水に浸かる音が、そこでは生なま々なましく聞こえた。

「欲よく情じようしたからといって私に襲おそいかかったりしないでおくれよ？」玲子はそんなことを言う。

「しねえよ。さっきからなんだ、発情期かお前は」俺は言った。「それより早く寝ちまいたいね。疲つかれたよ俺は」

「なんだい、だらしがないね。せっかく夜よ更ふかしの準備も万ばん端たんなのに」玲子はそう言って、入浴道具とともに持ってきたビニール袋を開けた。中にはスナック菓が子しやチョコ菓子がこれでもかと詰つめ込まれていた。

「デブるぞ」

「なあに、太ってから悩めばいいことさ。不ふ明めい瞭りような未来のことについていちいち気を揉もむのはここに住む人間のすることじゃない」

　玲子は早速クッキーの袋を開けて、チョコ色の一枚にかじり付いた。

「しかし実際、寝るわけにはいかないんじゃないのかい？」口をモゴモゴさせながら、玲子は言った。「あの人と約やく束そくしたのだろう？　盗られないように見張っているって」

「そうなんだよな」俺は言った。「だけど幸い、こういうときに一番怖い伯はく爵しやくは既すでに一回撃げき退たいされてるんだよ。あとの連中は、例えば達たつ彌みとか、こっそり見にきたりはするかもしれないが、兄アニさんのものを奪おうなんて考えないだろう。そんなことをしても損そんするばかりだからな」

「ふぅん、それで、寝てしまってもいいと？」

「……いや、やっぱり起きていよう」俺は言った。「伯はく爵しやくの襲しゆう来らいが一度きりとも限らないよな。兄アニさんのいない隙すきにこっそり……なんてプライド高そうな伯爵が考えるかどうかちょっと疑問だが、用心するに越こしたことはないだろう」

「……なんだか、君は心理分ぶん析せき官かんみたいだね」玲れい子こはポカンとした表情でそう言った。「そういえば、どうしてこんなところに現れたのか、精せい霊れいさんからその理由は聞けたのかい？」

「いや、ダメだ」俺は答えた。「こんな状じよう況きようでも、ヤツはどうしても電波話をしたがる。異常としか言いようがない。もしかしたら大人しく伯爵に引き渡しちまった方がいいのかもな」

「きっと何か事情があるのさ」玲子は言った。「現実を捨てたくなるような事情がね。都会に住んでいるとそういうこともあるのだろう？　私にはわからないけど、前に君がそんなことを言っていた。都会は窮きゆう屈くつで空気も不ま味ずいと」

「……何を根拠にアレを都会モノだと？」俺は聞いた。

「根拠、と言われても困るね。泥どろの中で育った私たちとは明らかに違ちがう匂においがするのだよ」玲子は言った。「まるで、越してきたばかりの君を思い出させる、無む機き質しつな人じん工こう物ぶつの匂いだ。コンクリートの匂い、プラスチックの匂い。それは突とつ飛ぴな言動で隠かくせるようなものではないよ」

「……今の俺にはもうなくなってるのか？　その都会の匂いってヤツは」

　俺は試しにそう尋たずねてみた。

　すると突然玲子は俺の首くび筋すじに鼻を押し付け、何度かスンスンやってからこう答えた。

「まだ少し残っている……かな？　もしかしたら、これは一生残るのかもしれないね」

　俺はハッキリとした落らく胆たんを覚えた。「そうか……」という言葉だけが口から出てきた。

「なんだ、嫌いやなのかい？」首を少しだけ傾かしげながら、玲子は言った。

「そりゃあな」俺は答えた。「俺は、この土地に骨を埋うずめる覚かく悟ごをした。前に住んでいた世界にはどうしても戻りたくないから。あの世界で生きていくために必要なものなんて、もう何も持ってない。全部捨てちまった。昔むかしみたいに空気を読んで表面だけ綺き麗れいに取り繕つくろうなんてことはもうできない。ここじゃ空気は吸ったり吐はいたりするものであって、読んだり書いたりするものじゃないからな。炎を燃え上がらせるために必要なものであって、同級生との角かどを丸めるためにあるものじゃないんだ。俺はここが好すきだ。それで、すっかりここに馴な染じんだつもりでいる。順応したつもりでいる。だけど皆は、お前も含めて、まだ十分じゃないと思ってる。まだ溝みぞがあるように感じてる。それが一生続くとしたら、俺には地じ獄ごくだよ」

「君に残る都会人的な気質も個性があっていいと思うのだけど、駄だ目めなのかい？」

「ああ、ダメだ。というか、嫌なんだ」俺は言った。

「今朝の達たつ彌みの言葉を気にしているのかな？」玲子は言った。「利り一いちがどう解かい釈しやくしているのか知らないけれど、達彌には君のことを否定したいという気持ちなんてないはずだ」

「それはわかってる。わかってるけど、やっぱり俺は、ちゃんとここの人間になりたい」

「……なるほどね」玲子は言いながら、どういうわけか視線を逸そらした。「しかし私たちのようになりたいとして、どうすればいいのか、君にはわかっているのかい？」

「なんとなくは」俺は言った。「だけど助言が貰もらえるなら嬉うれしいね」

「助言か……」玲れい子こはそう呟つぶやくと、立ち上がって、おもむろに襖ふすまへ手をかけた。そして、思いっきり引いた。パン、と音を立てて襖が柱にぶつかる。向こうには、浅い金ダライに体育座ずわりで浸つかり、泡あわ立だてたタオルで体をこするリリネットの姿があった。不意の音を追って頭を上げたリリネットの視線と、開け放たれた襖の向こうを見る俺の視線が、スッと結びつく──

　リリネットの悲鳴が、夜の静せい寂じやくを引き裂さいた。山の向こうまで届きそうな大音声だ。俺も玲子もとっさに耳を塞ふさいだ。リリネットは、タオルを抱きしめるようにして胸むねを隠かくし、俺たちに背中を向けた。泡あわと水すい滴てきが、柔やわらかそうなその肌はだを滑すべるように落ちていった。
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　リリネットの細い体は、化け粧しようを拭ぬぐったあの頰ほおと同じ色をしていた。白いことは白いが、東洋人的な色味がちゃんとある。

「ふーむ、やっぱり人間だったか」玲子は言った。

「見ちゃいけないんじゃなかったのか？」

「あの人と精せい霊れいさんの願いを汲くめば、ね。でも、見てみたいと思ってしまったから仕方がないんだ。面おも白しろそうだと思ってしまえば、あとも先もない。結果何が起こるかなんて気にはしない。やりたいことを我が慢まんしてまで尊そん重ちようしなければならないものなど、この世にはないのだよ。たとえあの人に燃やされようとね。ま、今を楽しめよ、少年」

「話してないで早く閉めてよ！　へんたい！　どういうつもりよ！」リリネットは叫さけんだ。

「見てみなよ利り一いち、色がどうであれ、あの華きや奢しやな体は魅み力りよく的てきだよ。肌はだも綺き麗れいだ。首から肩のラインなんてもう……」

　リリネットが片かた手て鍋なべを振り上げたのを見て、俺は玲れい子こを遮さえぎり、襖ふすまを閉めてやった。

「悪かったな。まあ風ふ呂ろ代だいだと思って大目に見ろ」襖越しに、俺はそう謝しや罪ざいした。

「許せるわけないでしょ！　ひ、人のは、裸はだかを見ておいてっ！」くぐもって聞こえるリリネットの声はそう言っていた。

「許さないってよ、どうするんだ玲子」俺は言った。

「なあに、甘あまいものでも食べさせればすぐに機き嫌げんを直すさ」玲子は吞のん気きにそう言って、今度はポテトチップスの袋へ手を伸ばしていた。




　入浴を終えて、今度は自分から襖を開けたリリネットの顔には、もう化け粧しようが乗っていた。リリネットは俺を目にした途と端たん「変へん態たい」だの「最低」だのと罵ののしって不機嫌そうにしていたが、俺と玲子が後片付けをし始めると徐じよ々じよにその表情も軟なん化かし、片付けのあとで玲子がビニール袋の底に隠かくしていたアイスを差し出すと、完全に元もとへ戻った。三人並んでアイスを食べ、それが終わると、玲子は自分の入浴やら着替えやらのためにもう一度家へ戻った。俺とリリネットは、何時間かぶりにまた二人きりになってしまった。

　リリネットは今、玲子の私し服ふくに身を包んでいる。白いシャツに、ショートパンツ。コイツの幼おさない顔付きにも似合っているような気がした。リリネットは柱はしらの側に膝ひざを抱えて座すわり、足の指をモゾモゾ動かしていた。どうやら暇ひま潰つぶしのつもりらしい。俺はその仕草をじっと見つめた。

「……なんで人のことずっと見てるのよ」俺のその視線に気付いたらしいリリネットが言った。

「他に見るものもないからだ」俺は答えた。

「へんたい」リリネットは言う。「まさかあんた、わたしの、は、裸とか想像してるんじゃないでしょうね？」

「アホ抜かせ。お前の貧ひん相そうな体なんか想像して何が楽しいんだ」俺は言った。「いいかそれに、さっきのアレは玲子がやったことだ。俺じゃあない。わかるだろ？」

「……いいわ、そういうことにしといてあげる」リリネットは言った。「あーあ、頼たよりの綱つなが変態のあんただけだなんて。ぜつぼうてき」

「一人でもいるだけマシと思え」俺は言った。

　それからしばらく、俺たちの間には沈ちん黙もくが流れた。俺は暇を潰そうと携けい帯たい電話を取り出して、入っていたゲームを起動したが、数分と保たずに飽あきてしまった。どうにもこの土地に来て以来、こういった陳ちん腐ぷなものに熱中できなくなってしまっている。俺は携帯電話をポケットへ戻し、砂すな壁かべにもたれた。眠気が鼻び孔こうのあたりをくすぐってくる。そういえば今日はいつもより早起きだったっけ。ちょっとだけ目を瞑つむろうか。何、まだ寝ちまうほどじゃない──そうして気付くと、俺は十分ほどタイムスリップしていた。

　何か話をしていないとマズい。俺はそう思って、もう一度リリネットの方へ目を向けた。リリネットは暇ひまそうに、玲れい子こが残していった菓か子しの袋を並べていた。

「……綺き麗れいだな、お前のその髪かみ」

　リリネットの耳のあたりが、ピクリと動いた。

「変な色だけど。まあうん、綺麗だ」

「と、とつぜん何を言ってるのよあんたは」リリネットは少々うろたえた様子で言った。

「そういう風に髪の毛染そめるのって、やっぱり大変なのか？」俺は、頭にふわっと湧わいた疑問をそのまま口に出した。

「うーん、別にそこま……」答えかけて、リリネットは口を止めた。そして俺の方をキッと睨にらみ、言った。「これは地じ毛げよ！　染めてなんかいないわ！」

「お前なあ、肌はだも化け粧しようだってバレてるのに、まだ続けるつもりか」俺は言った。

「化粧じゃありませんー。あのときは温まって変色してただけですー。《精せい霊れい種しゆ族ぞく》はそういうものなんですー」

「お前なあ……」

「……絶対やめないもん」リリネットは目を伏せてそう呟つぶやいた。夜で、加えて周囲に人も車もいないような環境だったからかろうじて聞こえたが、アリの足音の方が大きいんじゃないかと思わせるくらいの小さな声だった。「やめたら、意味ないもん……」

「……まあ、いいけどよ」俺は言った。「これ以上悪くなることは、多分ないと思うから」

「悪くならないように、なんとかしてよ」声のトーンを少し戻して、リリネットは言った。

「……努力はするさ」俺は答えた。

　俺とリリネットの間には、気き不ま味ずい空気が立ち込めてしまっていた。この空気をどうにかしない限りは、他の話題に移れそうもなかったが、俺にはいよいよその元気さえなかった。リリネットはまたお菓子の袋を弄いじっている。俺は時計を確認した。玲子がいなくなってから一時間が経たとうとしていた。ということはこの暇も、長くてあと三十分ほどだろう。俺はまぶたを指で揉もんで、なんとか眠気に耐たえようと頑がん張ばった。しかし更さらに十五分も経つと、鼻を温水でいっぱいにしたみたいにボーッとしてきて、俺は睡すい魔まに負けた。大だい丈じよう夫ぶ、きっともうすぐ玲子が戻ってきて、起こしてくれる。俺は意識を手放す最後の瞬間に、自分へそう言い訳していた。

　次に俺が目を開いたとき、視界には焦しよう燥そうした様子で俺の胸むねのあたりを摑つかむリリネットの顔と、俺の腹はらを枕まくら代がわりに吞のん気きに寝ね息いきを立てる玲子の姿、そして、乗じよう馬ば帽ぼうを被かぶって俺を見下ろす男の影があった。真っ暗な部屋の中へ、深夜の冷ややかな風とともに、地面を引っかく蹄ひづめの音が流れ込んできていた。

『これ以上悪くならない』なんて甘い予測は、この土地では成立しないのだ。俺は改あらためてそれを思い知らされた。














　　その三　ライダーズ・ハイ






「おはよう、織おり戸ど殿どの。夜分遅おそくに失礼する」夜の闇やみに半分以上顔を覆おおわせて、伯はく爵しやくが言った。

　俺は胃いが背中から飛び出しそうになるくらい驚おどろいて跳はね起きた。リリネットはパッと手を引いたが、眠りこけていた玲れい子こは俺の腹はらの上から頭を落とし、後頭部を畳たたみにぶつけて唸うなった。

「ぁいたた、痛いたいじゃないか、何をするんだい？」頭をさすりながら、玲子も起き上がる。玲子はパジャマ姿で、服が随ずい分ぶんはだけていた。どういうつもりか知らないが、この様子を見る限り玲子は眠ってしまった俺を起こそうとする努力なんて端はなから完全放ほう棄きしていたらしい。

「雨あまヶが瀬せ殿どのもおはよう。さて二人とも、立ってもらおうか」

　伯爵は俺たちの腕うでを強引に摑つかみ、引っ張りあげた。年ねん齢れいで言えば一つしか違ちがわないこの少年、背せ丈たけは俺と同じくらいだが、引き締しまった筋きん肉にくが体中を覆っていた。腕の力も凄すさまじい。下へ手たに抵抗すれば俺の方がポッキリと折おれてしまいそうだったので、俺は大人しく立ち上がった。玲子も同様だった。俺が立ち上がると、リリネットは膝ひざ立だちの姿勢で俺の後ろに隠かくれた。

「君たちにも来てもらおう。いくつか聞きたいことがある」伯爵は言った。「特に織戸殿、最初にその女を見つけたのは君だという噂うわさを耳にした。詳くわしく話してもらうぞ。抵抗は無む駄だだ」

「ちょ、ちょっと待まってくれ！」急激に覚かく醒せいした脳のうみそから言葉を取り出し、俺は言った。「コイツを連れ出すつもりか？　そんなことしたらあの人がブチギレるぞ！」

「私がそんなことを心配するとでも？」伯爵は鼻で笑った。「恐るるに足らんよ、あんな男。恐るるに足らん。まあ、君は無事では済まないのかもしれないがね。緒お方がた、松まつ本もと、やれ」

　電動工具の音が部屋に響ひびいた。見ると、二人の小学生がディスクグラインダーを使ってリリネットの首輪に繫つながる鎖くさりを切断しようとしていた。一人が鎖を押さえ、一人がディスクグラインダーを押し当てる。回転するディスクが鎖に当たると、猛もう烈れつな火花が飛び散り、それまで夜空の星だけを光源としていたこの部屋も少し明るくなった。そして十数秒ほどで鎖は切れ、その拍ひよう子しに工具は下の畳たたみまでも破は壊かいした。

　鎖を押さえていた一人が手を離はなしたその瞬間、リリネットが縁えん側がわに向かって猛もう然ぜんと駆かけ出した。膝立ちからのスタートだったので最初の二、三歩は四つん這ばい、まさしく『脱だつ兎とのごとく』である。しかしガラス戸にあと数センチで手が届くかというところで、リリネットは足を滑らせ、その場にベシャッと潰つぶれた。リリネットの首輪には、三メートルほどの鎖が残っていた。ピンと張ったその鎖を目で追うと、伯爵がその端はしを踏ふんでいた。

「よろしい。では行こうか」伯爵はそう言って鎖を拾い上げ、情なさけ容よう赦しやなく引っ張った。

　外には二頭引きの箱はこ馬ば車しやが停められていた。空の様子から察するに、今は午後十一時頃ころだろうか。いつも散歩で見上げる空によく似ている。伯爵は俺たち三人をその箱馬車へ乗せ、自分も乗り込んだ。御ぎよ者しや台だいには伯はく爵しやくの仲間が座すわり、彼が手た綱づなを振るうと、馬車は他三頭の馬を従えてゆっくりと走り出した。見た目に反して、馬車の乗り心地はあまりいいものではなかった。

「君たちが無用心にスヤスヤ眠ってくれていたおかげで仕事が捗はかどった。余計な面めん倒どうは嫌きらいだからな」未み舗ほ装そう路ろにガタガタ揺ゆられる馬車の中で、伯爵は言った。「そうそう、君たちの携けい帯たい電話は預からせてもらっている。あの男を呼ばれたりしたらそれこそ面倒だ」

　俺はポケットを確認した。確かに、そこへ入れておいたはずの携帯電話がなかった。

「伯爵、これでいいのかよ？　あの人がいない内にこっそり盗んじまおうだなんて、プライドが傷付いたりはしないのかよ？」俺は言った。

「プライド？　なんだねそれは？」口元に笑みを浮かべ、伯爵は言った。「何かの役に立つものなのかね？　君が私をどのように評価しているか知らないが、私はいつでも最さい善ぜん策さくを採とる。あの男に構う必要など本来どこにもない。この女を連行できさえすれば、私はそれで満足だ」

『この女』という言葉と同時に、伯爵は握にぎりしめた鎖くさりを揺さぶった。つられて、リリネットの首がガクガクと揺れた。

「伯爵、ちょっとは優やさしくしてあげたらどうかな？　相手は女の子だよ？」玲れい子こが言った。

「男女差別をするような愚おろかものではないぞ、私は」伯爵は答えた。「それにこの女、私よりも年上なのだろう？　日中着ていたあの服、アレは中学の制服に違ちがいない。どこの中学校のものかは知らないがね。ともかく小学生である私に、遠えん慮りよしてやる必要などないはずだ」

「そうは言ってもよ……」

「無む傷きずでいたいのなら大人しくしていることだ。私も無む駄だなことはしたくない」伯爵は言った。

　途と中ちゆうで一度舗装路を走り、また砂じや利り道みちに戻って少し進むと、馬車は突とつ然ぜん左に大きく回った。黒いカーテンをのけて窓まどから外を見てみると、丁ちよう度ど『二号児じ遊ゆう館かん』の門をくぐるところだった。ほどなく馬車は停止して、御者台で手綱を取っていた一人がドアを開けた。

　二号児遊館は十二戸の内で二番目に大きな建物だった。部屋は六つ、ダイニングもある。今は主に小学生たちが使用しており、伯爵は奥の板の間を自分のオフィスのように使っていた。

　俺たちは手前の大部屋へ通された。部屋の真ん中には角テーブルが置かれ、その上には白はく熱ねつ灯とうのランプが一つあり、テーブルを挟はさむように二に脚きやくのパイプ椅い子すが置かれていた。角テーブルの側には学校机づくえが一組あり、そこにはノートを広げた一人の女の子が座っていた。

　伯爵は仲間に鎖を渡すと、テーブルのパイプ椅子へ腰こしかけた。鎖を受け取った小学生はリリネットをその向かいの椅子へ座らせ、ポケットから手て錠じようを取り出し、鎖とテーブルの足を結んだ。俺と玲子は部屋の壁かべ際ぎわ、丁度二人の横顔が見えるところへ立って、椅子の上で不安そうにモジモジするリリネットを見守った。俺の口の中には妙みように粘ねばっこい唾つばが溜たまっていた。

「さてと……何か飲み物でも用意しよう」

　伯爵がそう言うと、キッチンの方から、盆ぼんを持ったまた別の女の子が現れた。盆の上には湯気を立てる七つのカップ。女の子は部屋にいる全員に一つずつ配り、最後の一つを自分で取って、書記の女の子の側に座すわり込んだ。なぜ部屋から出ていかなかったか、その理由は彼女の顔に書いてあった。とても……ワクワクしていらっしゃる様子だ。

　伯はく爵しやくは優ゆう雅がに足を組んで一口飲むと、リリネットを見つめて、言った。

「飲まないのか？」

　リリネットはビクリと震ふるえ、上うわ目め遣づかいで伯爵の顔を見ながら恐る恐るカップを取って、ちょびっと口を付けた。俺も自分の分を飲んでみる。カップに注がれていたのはココアだった。しかもやたらと濃こくて甘いココアだった。

「よろしい」伯爵は満まん足ぞく気げに言った。「さあ、始めよう」

　そして伯爵の尋じん問もんが始まった。




「まず君の名前から聞こうか」伯爵は言った。

「……リリネット・ブルーグラスです」リリネットは消え入りそうな声で答える。瞬間、伯爵のこめかみがピクピクッと動いた。

「私は別にハンドルネームやニックネームを尋たずねたのではない。本名を言ってもらいたい」

「…………本名です」

　伯爵がテーブルを拳こぶしで叩たたいた。ソーサーは飛び上がって音を立て、ランプは倒たおれる。「ひっ」と声を上げて首を縮めたリリネットの顔は、化け粧しようの上からでもわかるくらい真っ青になっていた。今なら化粧を取ってもコイツの理想通りの色になっているんじゃないだろうか。

「……まあいい」伯爵は言った。「名前なんぞどうでも。では次だ、君はどこから来たのかな？」

「ぁ、や……」リリネットは、カタカタ小こ刻きざみに震えながら俺の顔を見た。その視線は何か助言を求めているようだったので、俺は首を横に振った。『これ以上の電波話はやめろ』の意だ。しかしどうやらそういう風に解かい釈しやくしなかったようで、リリネットはこう答えた。

「せ、精せい霊れい種しゆ族ぞくの世界です」

　伯爵は立ち上がり、今度は両手で机つくえをブッ叩いた。その衝しよう撃げきは床ゆか板いたを伝って俺にまで届き、ココアの水面に波は紋もんを作った。伯爵はランプを手に取り、その熱そうな光をリリネットへ向けて怒ど鳴なった。

「妄もう言げんも大たい概がいにしろ！　そんなものがこの世のどこにあるというのだ！」

「ぇと、あの、この世界というか、その、十二次元方向にちょっとずれてて……」

「貴き様さまァ！」伯爵は叫さけんだ。ガラスがビリビリと振しん動どうするほどの音量だった。「私を愚ぐ弄ろうするつもりかァ！」

「ち、違ちがいますごめんなさいごめんなさいごめんなさいぃぃぃ」リリネットの震えはもう小刻みどころではなかった。目には涙なみだを溜ため、両手で頭を庇かばい、痛ましい姿だった。

　伯爵は何度か肩で息をして、それから椅い子すへ戻った。そして一度咳せき払ばらいし、言った。

「それで、どのような目的だ？」

「ふぇ？」

「どのような目的でこの土地へ現れたかと聞いている」

　リリネットはまた俺の顔を見た。俺は、前よりもずっと強く首を振ふった。

「………………目的というか、えと、その、私たちの世界から、押し出されて……」

「……話にならんな」ため息を吐つき、伯はく爵しやくは言った。そしてリリネットの後ろで壁かべにもたれていた仲間にこう命じた。「東とう郷ごう、ベルトを取れ。五、六度叩たたけばコイツの頭も治なおるかもしれん」

「もう外してある」少年はそう答えて、いつの間にかズボンから抜いていた太めの革かわベルトを伯爵へ見せた。伯爵は頷うなずく。少年はベルトを片手に軽く打ち付けながらリリネットへ迫せまった。

「おい、伯爵！」俺は伯爵へ詰つめ寄り、言った。「やり過ぎだ！　相手は女だぞ！」

「言っただろう、私は男女差別が嫌きらいだ」テーブルに肘ひじをついてリリネットを見み据すえながら、伯爵は言った。「それにこうも言ったはずだぞ、大人しく従えば危害は加えないと」

「クソッ！」俺はリリネットへ駆かけ寄ろうとした。しかし最初の一歩を踏ふみ出そうとしたところで伯爵に足をかけられ、うつ伏ぶせに倒たおれた。

「君もだ、織おり戸ど殿どの」伯爵の声がする。そして俺の背中を、誰だれかが踏んだ。

　俺は顔を上げてリリネットの方を見た。リリネットは震ふるえる足で無理に立ち上がろうとしたのか、椅い子すの上でよろけて床ゆかへ転がった。尚なおも少年は迫る。リリネットは床に尻しりを付けたまま、少年から逃れようとして後ずさった。しかし一メートルと離はなれない内に壁にぶつかった。

「あ……ぁ……」

「どうだ？　キチンと真実を話せば痛い思いをしないで済むぞ？」頭上で伯爵が言った。

　しかしリリネットは、恐怖のためなのか本当に話したくないからなのかわからないが、呻うめき声を出すばかりで、伯爵の期待には応えなかった。

「……よろしい、それが貴き様さまの選せん択たくというわけだ。なら恨うらみはないな？　東郷、やれ」

　再ふたたび伯爵の声。少年は黙だまって二つ折りにしたベルトを突き出し、先せん端たんでリリネットの頰を撫なでた。リリネットの顔に絶望が広がる。少年は、ニヤリと笑うと、ベルトを振り上げた──

　バァン！

　もの凄すごい音がして、部屋中の何もかもが飛び上がった。心臓をキュッと縮ませる、雷かみなりみたいな一いち撃げき。しかし打たれたのは、リリネットではなかった。少年は、百八十度反転して、先さき程ほどから何度も伯爵に殴なぐられている角テーブルを叩いたのであった。

「ぁ……ぅ……うぁぁ……」

　リリネットの下から液体が流れ出し始めた。鼻を突く嫌いやな臭においの液体。色はきっと──同時に、リリネットは声を上げて泣き始めた。

「ぅうああああぁぁぁあああああぁぁあああああ！」

　そして伯爵は、ポツリとこう言った。

「……残念、駄だ目めだったか。わからんなぁ」




　玲れい子こがリリネットの面めん倒どうを見ている間、俺は伯はく爵しやくに連れられて奥おくの部屋へ入った。そこには重じゆう厚こうな木製デスクとソファがあり、デスクの上に見覚えのあるリュックサックが置かれていた。

「七号から一いつ緒しよに持ってきた。あの女のもので間ま違ちがいないな？」

「ああ」俺は答えた。「コレと、ボロい毛もう布ふ。アイツが持ってたのはそれだけだった」

　伯爵はフンと鼻を鳴らすと、リュックサックを摑つかんでチャックを開け、上下逆さまにした。内容物がデスクの上に散らばる。量は少なかった。化け粧しようポーチらしきもの、筆ふで入いれ、パンツが数枚、その他下着、ブラウスが一枚、防災用らしき小型ラジオ付き懐かい中ちゆう電でん灯とう、財さい布ふ、ティッシュ、プリクラ帳ちよう、そして一いつ冊さつのノート、それだけだった。携けい帯たい電話もない。

　丁ちよう度どその瞬間、玲子が部屋に現れた。玲子はまっすぐデスクまで歩き、パンツと白タイツを無言で摑むとすぐに出ていった。

　内容物の中でまず伯爵の関心を惹ひいたのは、プリクラ帳だった。

「なんだねこれは？」そう言って伯爵はプリクラ帳を摘つまみ上げ、中ほどを開いた。小さな写真シールがビッシリ貼はられている。伯爵は顔をしかめた。

「よくわからんが、街ではこんなものが流は行やっているのかね」伯爵は言った。そしてページを何枚かめくる。すると一枚の写真が間から滑すべり落ちて、俺はその写真を拾い上げた。

　二人の女の子が写っていた。右側は恐らくリリネットだろう。髪かみも瞳ひとみも黒く、今よりももっと幼おさない顔をしているが、目鼻立ちはほとんど同じ。しかし余よ計けいな化け粧しようがないだけこっちの方が可愛かわいいと思った。左の子は友達だろうか。ポッチャリした優やさしそうな子で、元気にピースサインを作って笑っている。写真の下の方にはマジックで一行、こう書かれていた。『マリコとリリカ、ずっといっしょに』

「ほう、これで女の名前はわかったな」横から写真を覗のぞいて、伯爵は言った。「この手帳を精せい査さすれば、他にもいろいろとわかりそうだ」

　伯爵はプリクラ帳を持って部屋を出た。戻ってきたとき、彼の手は空からだった。

「さて次は……」伯爵は人差し指でパンツを弾はじき、ノートを手に取った。

　少々小振りな、Ａ５サイズの大学ノートで、茶色い表紙には使い込まれた風合いがあった。しかしタイトル欄らんにはなんの表記もない。氏名欄も同様だ。伯爵はひっくり返して裏うらも確認したあと、やはり中ほどを開いた。覗いてみると、まるで国語の先生が書いたかのような綺き麗れいな文字が整然と並んでいた。更さらには挿さし絵え。木に止まるカブトムシと、それを見上げる髪の長い少女。少女の髪は水色の色いろ鉛えん筆ぴつで薄うすく塗ぬられている。俺は横の文章を読んでみた。

　──《精せい霊れい種しゆ族ぞく》は、カブトムシと会話することで森の状態を知ります。木々のことは、樹液を吸って生きる彼らが最もつとも詳くわしいのです──

「女の妄もう想そうか」伯爵は言った。「これも複ふく写しやさせよう。読むには根気がいりそうだ」

　伯爵はまた部屋を出て、誰だれかにそれを渡してきた。それから伯爵は化粧ポーチや筆入れ、財布も漁あさったが、特におかしなものは出てこなかった。財さい布ふに入っていたのはほんの少しの小こ銭ぜにだけで、身み分ぶん証しようになりそうなものは何もなかった。伯はく爵しやくはリリネットの荷物を適当にリュックサックへ放り込み、デスクの脇わきへどかして、背もたれの高い椅い子すに腰こしを下ろした。

　俺はソファへ斜ななめに腰かけ、伯爵の言葉を待まった。

「……織おり戸ど殿どの」伯爵は口を開いた。「君がどのようにあの女と出会ったのか、そしてその後いかなる理由であの女とともにいるのか、話してもらおう。一いつ切さい合がつ切さいな」

　俺は、学校で達たつ彌みたちに聞かせた話に加え、その後の兄アニさんとのやり取りも伯爵に教えた。伯爵は顎あごの前で手を組んで、静かに話を聞いていた。話し終わると、伯爵はこう言った。

「つまり君は、偶ぐう然ぜん見つけたあの女を炎ほのおの魔ま法ほう使つかいの手から救うために行動していたと、こう主張するわけだな？」

「そうだ」俺は言った。「だから伯爵、あんたにもお願いしたい。リリネットを脅おどかすのはよしてくれ。アイツのことは放っておけよ。解放してやれ」

「しかし野放しにしておいて安全という保証もない」伯爵は言った。「そう、結局君すらも知らないのだからな。あの女がどうしてこの土地に現れたのかを」

「どうせ大した理由なんてねえよ。ただの中学生だぞ？」俺は反論した。「ちょっと頭がおかしいだけで、危険なんて何も。せいぜい家出か何かさ」

「わからんぞ、外の人間の考えることなど」伯爵は言う。「もしかすると犯はん罪ざい者しやなのかもしれん。ものを盗んだかクスリを売ったか、インターネットで悪あく事じを働はたらいたか、誰だれかを殺したか。ともかくそういう罪つみを犯おかして逃げ回っているという可か能のう性せいを完全に否ひ定ていすることはできない」

「そんな大おお袈げ裟さな……」

「あるいは」伯爵は人差し指をピンと立てた。「自分自身を殺そうとしているとか」

「自分を……？」

「この土地には縁えんのない行こう為いだが、外では随ずい分ぶん流は行やっているそうではないか」

「確かに、そう言われてはいるが……」俺は言った。「だからって、そんな、アイツが……」

「三年前に初めて見たときの君の顔から考えれば、それほど的まと外はずれな予想ではないと思うがね」伯爵は言った。「今でも覚えているぞ。生せい気きのない顔。達たつ観かんしたような目。まるで『この世に楽しいことなど何一つない』と主張しているかのようで、私はゾッとした」

「俺がそんな顔を？」

「していたさ。言っておくが、私だけがそう感じていたわけではないぞ？　信じられないのなら、あとで雨あまヶが瀬せ殿どのにでも聞いてみるがよい。ともかく、いつ死んでもおかしくないようなあの表情を生み出す何かが外の世界にはあるのだろう？　あの女は十三、四年もそのような空気に浸つかっていたのだ。ならば自みずからの死というものを真しん剣けんに考えていても不思議ではあるまい」

　俺は何か言い返そうと思って口を開けたが、言葉は何も出てこなかった。そんな俺を見て、更さらに伯爵はこう言った。

「野放しにはできないな。女の目的が判明するまでは、拘こう留りゆうしておくか、少なくとも誰だれかが見張っていなければ」

「……なら、その見張り役を、俺に任せてくれないか？」俺は言った。

「君に？」伯はく爵しやくは額ひたいに皺しわを寄せ、俺を睨にらんだ。

「外の世界もここの人間のことも、どっちも直接知っているのは俺だけだ」俺は言った。「それに今のところ、アイツのことも一番よく知ってる。誰にも危険が及ばないようにちゃんと見張っておくから、アイツを放してやってくれ」

「君が安全を保証すると？」

「そうだ」俺はなるべく力強く頷うなずきながらそう言った。

　伯爵は口元に手を当て、まるまる三分間もじっと俺の顔を見つめた。そして、脳内でどのような検討がなされたのかはわからないが、眉まゆを上げ、こう言った。

「……合理的ではあるな、君に任せるというのは」

　伯爵は立ち上がり、部屋の中を歩き回りながら続けた。

「恐らく、私があの女の心情を理解するのは難むずかしい。君が言うように、私は外の世界を知らない。一歩も外へ出たことがないというわけではないが、ヨソの人間の考えなど、私には見当もつかん。そう、だから確かに対処は難しい。何をしでかすのか予想できないから、厳きびしく拘こう束そくするしかない。事情を吐はかせようと思っても、万人に有ゆう効こうであろう手段しか使えない。例えば先のような尋じん問もんや、より肉体的苦く痛つうを伴ともなう方法などな。それは大変な手間だ」

「でも俺ならアイツの心情ってヤツを理解してやれるかもしれない」俺は言った。「少なくともアンタよりはな。三年前に死にそうな面つらをしてたっていうのなら、尚なおのことそう思うだろ？」

「そうだ。君なら、あの女の虚きよ言げんの裏うら側がわにあるものを解き明かせるのかもしれない。あの女の次の行動を予測することも、あの女に真実を吐かせることも、君ならより効こう率りつ的てきにこなすだろう。しかし一方で、いざというときに、君には私のような強きよう硬こう手段を期待できない。全まつたくだ。それは、我われ々われの安全に対していささかの不安要素となり得る」

「いざというとき、って……」

「だから、例えばこういうのはどうだろうか」伯爵は足を止め、窓まどの外を見ながら言った。「時間制限を設ける。四十八時間だけ、女を君に預けよう。君はその時間の中で、あの女から聞き出すのだ、この土地に現れた目的を。女が抱かかえる事情を。四十八時間、できるかな？」

「……もしもダメだったら？」俺は尋たずねた。

「時間内に解き明かすことができなければ、私が再びあの女を拘束する。今度はもっと強力な手段をもって口を割らせよう。言っておくが……」伯爵は振り返り、デスクを中指で叩たたきながら言った。「これが最大限の譲じよう歩ほだ。これ以上はないぞ」

「じゃあ、もしもちゃんと聞き出せて、その目的ってヤツが俺たちにとって無む害がいなものだったら？」俺は伯爵に向かってそう聞いた。

「そのときはすっかり解放してやる」伯はく爵しやくは言った。「危険がないのであれば私が干かん渉しようする必要などどこにもないからな。君の好すきにするといい。あの男に返してしまってもいいぞ」

「それなら、よし、わかった。引き受けるぜ」俺は言った。「丸二日だな？　任せとけ」

「よかろう」伯爵はそう言って、顔中を不敵な笑みで満たした。

「今日はここへ泊とまっていくがよい。四十八時間のカウントは朝になってから始めよう。今こん晩ばんはゆっくり休め。第七と違ちがって、ここには布ふ団とんもあるからな」




　その後、俺は座ざ敷しきへ案内された。座敷では玲れい子こが布団の上でリリネットに膝ひざ枕まくらをしてやっていた。リリネットの服は中学の制服でも玲子の私し服ふくでもない他の誰だれかのものに変わっていた。

「寝ちまったか」

「泣き疲つかれて、ね」玲子は言った。「服は由ゆ梨り絵えちゃんが持ってきてくれた」

　由梨絵というのは、ココアを持ってきたあの女の子の名前だ。

「全まつたく、やり過ぎだよ伯爵のヤツ」俺は玲子の向かいに腰こしを下ろした。「何も、泣くまでやることはなかろうに」

「伯爵だけを責めることはできないよ」玲子は言った。「どちらも意地を張った結果さ。それに、本当に殴なぐるつもりはなかっただろうから」

「そうは言っても、しょうべ──」

　玲子は腕うでを伸ばして、俺の口に人差し指を当てた。

「そこを掘ほり返すのはよくないね。この子が可哀かわい想そうだし、君の品性にも関わる」

「なかったことにしろってか？」

「あれは事じ故こだよ」玲子は言う。「スポーツの最中に足首を捻ひねったようなものさ。誰だれが悪いということもない。忘れてしまうのが一番だよ」

「……わからねえな、俺には」

「それじゃあやっぱり、君はまだここの人間になりきっていないんだ」玲子は言った。「ま、君はそのままでいいと思うけどね。ところで、伯爵と何を話していたのだい？　君を連れて入ってきたときの伯爵、随ずい分ぶん嬉うれしそうな顔をしていたけど」

「俺とコイツの今後についてだ」俺は答えた。「明日の朝には解放してもらえる。俺たち皆」

「それはいい知らせだ」玲子は言った。

「ああ。だが残念なことに、条件付きだ」俺は言った。「四十八時間以内にコイツの『事情』を聞き出さないと、伯爵がまたとっ捕つかまえにやってくる」

「それじゃあ、その四十八時間でもっとこの子と仲良くならなければいけないね。この子はどうしても自分のことを話したくないみたいだし。心を許せる友達にならないと。事情ってものを話してしまってもいいと思えるくらいのね」

「いや、そんな面めん倒どうを挟はさまなくても切せつ羽ぱ詰つまれば自分から喋しやべるだろう」俺はそう返した。「伯爵にもう一回尋じん問もんされるよりはマシだと思うさ。脅おどして吐はかせればいい」

「そうかな？　詰きつ問もんされるとむしろ話しづらいということもあると思うよ」玲れい子こは言った。

「コイツのそれがその一種だと？」

「可か能のう性せいは大いにあるよ」玲子は言う。「もしかしたら、ここへ来た理由ってものを自分でもよくわかっていなかったりするんじゃないかな？　明確な理由を持っていなかったら、ああいった場面ではなかなか言葉が出てこないと思うよ」

「そういうもんかね。まあ、仲良くなるにしても、お前がいればそれほど難むずかしいことじゃないだろ」俺は言った。「事情を聞き出す、それはいい。だがそれ以上に厄やつ介かいな問題が残ってる」

「というと？」

「兄アニさんのことだ」

「ああ……」玲子は苦笑いしてみせた。

「なるべく早くあの人にコイツを返さないと、俺がブッ殺される。運良くコイツを手元に置いておけることになったから、朝一にでも兄さんのところへ飛んでいかなきゃならん。でもそんなことをしたら、今度は伯はく爵しやくのヘソを曲げかねない。ヴィクターに蹴けっ飛ばされるのもゴメンだ。どうにか落とし所を見つけないと。果たしてそんなものがあるのかどうか疑問だが」

「この子は、どっちがいいのかな？」リリネットを撫なでる手を止めて、玲子は言った。

「そんなもん気にしていられるか。生きるか死ぬかみたいな問題なんだぞ？」俺は言った。

　しかし玲子は、真ま面じ目めくさった顔でこう返してくるのだ。

「いいじゃないか。楽しみなよ。正義のヒーローは、格かつ好こいい」














　　その四　イントゥ・マッドネス






　いつの間にか朝が来ていた。金曜日。俺は畳たたみの上に斜ななめに寝転がっている。起き上がって周囲を見回す。窓まどの向こう、外はまだ暗い。でも時計を見る限りこの田舎いなかの基準では朝である。

　リリネットの頭の下にあるものは、普通の枕まくらに変わっていた。そして玲れい子こはリリネットへ寄り添そうようにして、同じ枕に頭を置いて寝ていた。後ろから抱きしめるような格かつ好こうだ。

　不意に障しよう子じ戸どが開いて、伯はく爵しやくが現れた。伯爵は俺の顔を一いち瞥べつし、玲子とリリネットを起こした。目を覚ましたリリネットは、起き抜けに伯爵の顔を見て、絶ぜつ叫きようした。

「そろそろ出発の時間だ」頭から布ふ団とんを被かぶって丸くなるリリネットを見下ろしながら、伯爵は言った。

「出発？」

「ああ。片付けはいいから、用意ができたら玄げん関かんへ集合したまえ。では、急げよ」

　そして伯爵は部屋から出ていった。玲子の横で、リリネットが布団から顔を出す。

「い、行った？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ」玲子が優やさしく声をかける。まるで母親のような態度だ。リリネットは安心したようで、布団から抜け出し、胸むねに手を当てて長々と息を吐はいた。

「はあー……もうイヤ、こんなところ……」

「それなら早く出ていくとしようか」玲子が言う。「顔を洗おう。廊ろう下かに水道がある」

　俺たちは並んで洗面を済ませた。といっても、実際に顔を洗ったのは俺と玲子だけだ。リリネットは水を掬すくって、それを顔に当てるフリだけしていた。その後玲子は三分ほど消え、制服姿になって戻ってきた。着替えを携けい帯たいしていたらしい。俺はといえば、昨日の朝からずっと同じ格好である。風ふ呂ろにも入ってない。焦こげ跡あとの付いたワイシャツは、嗅かいでみると少し臭におった。

　玲子とリリネットの二人が髪かみを整えている間、俺は他の部屋を見て回った。昨さく晩ばんとはまた顔ぶれの異なる小学生たちがあちこちで雑ざつ談だんしたり宿題をやったりしていた。外を見てみると、庭先で男子が何人か竹刀しないを振り回していた。

「小学生は朝が早いね」荷物を背せ負おった玲子が、後ろからそう声をかけてきた。「それとも、伯爵に招しよう集しゆうされたからなのかな？」

「その両方だろう」俺は答えた。「ところで、伯爵は俺たちをどこへ連れていくつもりなんだ？　ほら、あれを見ろよ」

　俺は、男の子たちの向こうに停められていた馬車を指差した。昨晩俺たちが乗せられたのと同じものだ。御ぎよ者しや台だいへ座すわった仲間に向かって、伯爵が何やら指示していた。

「……もう変なところへ連れていかれるのはイヤよ」鎖くさりをジャラジャラ引きずりながら現れたリリネットが言った。顔をよく見てみると、化け粧しようがまた少し崩くずれていた。顔を洗ってはいないから、これはきっと布ふ団とんにこすれたせいなのだろう。

「ねえ、わたしのバッグ知らない？」

「伯はく爵しやくが押収してる」俺は言った。「あとで返してもらえるよう頼たのんでみるよ」

　リリネットはわかりやすくうなだれた。

「……ねえ、あんた、昨日言ったわよね」リリネットが言う。「これ以上悪くはならないって。ならないように努力するって」

「……言ったな」俺は答えた。

「どこがよ！　悪くなる一方じゃない！」甲かん高だかい声で、リリネットが吠ほえた。「あ、あんたのせいで、わたしは、わたしは、人前で、お……お、おも、おもも」

　終いまで言い切る前に、玲れい子こがリリネットの口を塞ふさいだ。リリネットの顔は、今度は化粧から透すけて見えるほど真っ赤になっていた。まさに鬼灯ほおずきのような顔だ。

「……悪かったよ。済まない。無責任なこと言って」俺は本心じゃないながらもそう言ってリリネットを宥なだめた。「次はもうちょっと上う手まくやるから、今回のことは許してくれ。な？」

　俺がこんな風に下した手でに出る理由は一つしかない。伯爵と契けい約やくした例の任務を果たすためである。しかしリリネットは俺のそんな心しん算ざんを知らないわけで、とりあえずは怒いかりを収めてくれた。

「約束よ」涙なみだ目めで俺を睨にらみながらリリネットは言った。「破やぶったら針はり千せん本ぼんじゃ済まないからね」

「……ああ、わかった、わかったよ」俺はそう言って、リリネットが乱暴に突つき出してきた右手の小指に、自分の小指を絡からめた。




「君たちは横よこ山やま殿どののところへ行くのだ。夜の内に横山殿には連絡しておいた。織おり戸ど殿どの、君の二日間の助けになるだろう」外へ出た俺たちに向かって、伯爵が言った。

　これを聞いて俺はほっとした。横山さん。これも要注意人物には違ちがいなかったが、悪質というだけで暴力的な人ではなかった。しかも、恐らくリリネットには喜ばしいことだろう、横山さんは女性だった。花の女子高生。それがたとえトリカブトであっても、花は花だ。

「予言を貰もらってこい。そうすれば一日中この女を連れて歩けるぞ」

「わかった。伯爵、お前も一いつ緒しよに来るのか？」俺は尋たずねた。

「いや、私はここであの男を待まち受ける」伯爵は答えた。「今いま頃ごろ血けつ相そうを変えてこの女を探し回っていることだろう。じきにここへもやってくる。今度は遅おくれを取らん。地ちの利りはこちらにあるのだからな」

「……まあ、怪け我がだけはしないようにな」俺がそう言うと、伯爵は高々と笑い声を上げた。その声には、気力の漲みなぎり、というか伯爵の興奮の度合いがよく表れていた。

　俺の後ろに隠かくれていたリリネットが、俺の服をクイクイと引っ張った。

「……なあ伯爵」俺は言った。「コイツの荷物を返してくれないか？　もういいだろ？」

「ん？　ああ、荷物か、いいだろう。少し待まっていたまえ」

　伯はく爵しやくはそう言うと部屋へ戻り、中からリュックサックを取ってきた。

「ほら」伯爵はリリネットにリュックサックを差し出す。リリネットは、警けい戒かいをちょっとばかり解いてそれを受け取ろうとした。そしてリリネットの手がリュックサックの背負い紐ひもに触ふれた瞬間、伯爵はスッと反対の手を動かし、リリネットの鎖くさりを摑つかんだ。

「おい、伯爵！」俺はやめさせようとして、伯爵の肩に手を伸ばした。しかし伯爵は、鎖を振ふって空中に輪を作り、それで俺の手首を締しめた。

「ぅくっ！」

　鎖を引っ張られ、リリネットは声を漏もらす。伯爵はリュックサックを放し、空いた手でベルトから手て錠じようを外すと、その手錠で俺の手首と鎖の先せん端たんを繫つないだ。僅わずか数秒の出来事だった。

「何しやがる！」俺は叫さけんだ。だが伯爵は俺のその声も無視して、今度はリリネットの首元に何かをはめた。伯爵が離はなれたときに見えたそれは、首輪に追つい加かされた二つ目の南なん京きん錠じようだった。

「うっかりあの男に奪い返されでもしたら堪たまらないからな」伯爵は言った。「こうしておけば安心だ。これで君とこの女を切り離はなすことはできないし、君が女を見失うこともなくなる」

「だからって、これは……！」

「これはやり過ぎだと？　むしろまだ足りないくらいだと思うがね」伯爵は尚なおも言う。「私が口くち約やく束そくを手放しで信じるとでも？　舐なめてもらっては困る。我わが身み可愛かわいさであの男に女を返して知らん振りを決め込むような真似は決して許さん。そういうつもりは全まつたくなかったと、君は言い切れるのかな？」

「そんなこと……」

「よしんば言い切れたとしても、首に縄なわも付けずに君のような軟なん弱じやく者ものが誰だれかを見張り続けることなど不可能だろう。何、犬の散歩とでも思えばいいことだ。さあ、さっさと乗れ」

　伯爵は鎖の中ほどを摑み、俺とリリネットを引きずるようにして馬車まで連れていき、有う無むを言わせず箱はこ馬ば車しやへ押し込んだ。俺たちのあとから玲れい子こが乗り込む。玲子は伯爵が落としたリリネットのリュックサックを抱えていた。伯爵は、扉とびらを閉める間際にこう言った。

「この馬車で途と中ちゆうまでは送ってやる。引き返す気がなくなるくらいまではな。それと織おり戸ど殿どの、約束は明後日のこの時間までだ。今から四十八時間、いいな？　私を失望させるなよ？」

　扉が閉まった馬車は、すぐに走り出した。相変わらずガタガタと酷ひどい振しん動どうだった。カーテンを開けて、小さな後こう部ぶ窓まどから外を見てみると、愛馬のヴィクターに跨またがろうとする伯爵の姿が見えた。その周りには更さらに二頭ほどの馬と五、六人の小学生が集まっている。馬車の音に混じって、バイクの排はい気き音おんが微かすかに聞こえてきたような気がした。

　俺は座ざ席せきへ座すわり直し、横のリリネットに言った。

「先に言っとくぜ、済まなかったな、コレ」

　手首にはまった手錠。一体どこで手に入れたのだろうか。おもちゃには見えなかった。金属らしい冷たさを帯びて、ズッシリと重い。きっと針はり金がねで簡単に外したりはできないのだろう。

「さっそく十本くらいは飲ませたい気分よ」リリネットは不ふ機き嫌げんそうに言った。

「ところで、これ」玲れい子こがリリネットへバッグを差し出した。リリネットは「あっ！」と声を出して素早くそれを奪い取り、コソコソと中身を確認した。横から覗のぞいてみると、リリネットが探していたのは化け粧しようポーチではなかった。リリネットは最初に例の設定ノートを手に取り、表ひよう紙しと裏うら表紙の無事を確かめてから、息を吐はいた。それからリリネットはキョロキョロと俺たちを窺うかがい、覗き見していた俺に気付いてこう言った。

「なに見てるのよ。見ないで。あっち向いてて」

　俺は両手の平を広げて無む抵てい抗こうの合図をしてから、顔を背そむけた。頭の後ろでは、ゴソゴソという音がしきりに聞こえた。リリネットの「いいわよ」という声を待まってから振り返ると、綺き麗れいな《精せい霊れい種しゆ族ぞく》に戻ったリリネットの顔がそこにあった。

「ねえ、ところで、わたしを見張るってどういうこと？　四十八時間って？」リリネットはそう聞いてきた。

「伯はく爵しやくとの約束だ。取引って呼んでもいいだろう」俺は答えた。「伯爵は、俺がずっと見張っているって条件でお前を解放してくれた。ただしそれも、四十八時間の時間制限付きだ」

「時間制限？　四十八時間経たったらまたわたしを捕つかまえにくるってこと？」

「そういうわけだ。だが、その時間内にお前がここへ来た本当の目的を俺に話して、それが特に危険なものじゃなかったら、伯爵はお前を完全に解放してくれる。だから、差し支えなければ教えてくれ。なんでここに来たのか、その理由を」

　リリネットはどういうわけか視線を泳がせた。

「……まだ四十八時間あるのよね？」

「正確には四十七時間と五十二分だ」

「……わたしがなんでこの世界に来たのかはもう話したはずよ」リリネットはそう言い放った。

「お前なあ……もう一度伯爵に尋じん問もんされるのは嫌いやだろう？」俺は言った。

　リリネットは何も答えず、黙だまり込んだ。しかし話してくれそうな気配は皆かい無むだった。

「まあ、いいじゃないか」玲子が言った。「確かにまだ時間はある。その中でどうにか答えを見つければ、ね」

「悠ゆう長ちようだな。まあ、お前がそう言うのならそうするが」俺は言った。

「……ねえ、今わたしたちはどこに向かってるの？」話題を変えたかったのか、リリネットはそう尋ねてきた。「横よこ山やまどのって誰だれ？　また変な人じゃないでしょうね？」

「変じゃないヤツなんかここにはいない」俺は答えた。「だけどそうだな、お前にとっちゃいい方だろう。少なくとも兄さんや伯爵みたいに乱暴じゃない。心配しなくてもいいぜ、しばらくお喋しやべりして、それでおしまいだ」

「じゃあなんのために行くの？」リリネットはそう聞く。

「予言を貰もらうためさ」俺より早く、玲れい子こが答えた。

「よげん？」

「あの人に言われたことは、それがどんなことでも、本当になる。この土地ではね。だから姉ねえさんはこう呼ばれてる。『予言者』と」

「意味がわからないわ……」

「簡単に説明するとな」俺は割って入った。「横よこ山やまさんの家か系けいは、この土地で一番古い。しかも曾そう祖そ父ふさんがここらへんで一番の年寄りな上、たった一人の曾ひ孫まごを溺でき愛あいしてる。あの人はそこらへんの都つ合ごうを上う手まいこと使って、自分のワガママでここのしきたりから学校の規則までなんでもかんでもねじ曲げちまうんだ。曾祖父さんに『水泳がキライだ』と言えばカリキュラムから水泳の授業がなくなるし、『開館時間が短い』と言えば図書館も二十四時間営業になる。そんなこんなで付いたあだ名が『予言者』だ。あの人が『明日から水泳の授業はなくなるよ』って言っていたなら、本当に次の日からなくなってるんだから」

「……なんか、黒くろ幕まく的てき存在、って感じ？」リリネットが言った。

「そう言ってもいいかもしれないな」俺は言った。「『予言を貰う』ってのは要するに、横山さんにちょっと力を借りるって意味だ」

「じゃあ今から何かお願いしにいくってわけ？」リリネットは聞く。

「いや、伯はく爵しやくが既すでに何か頼たのんだらしい。俺たちはその結果を受け取りにいくだけみたいだ。何かはわからん」俺は答えた。「だからそうだな、今の俺たちにはまさに『予言』だ」

「……よくわからないけど、なんかそれ怖いわね」伯爵の名前が再び出てきたからだろうか、リリネットは表情を暗くした。

「大だい丈じよう夫ぶだよ」玲子は言った。「悪い人だけど、基本的には優やさしいから」

「それって、矛む盾じゆんしてない？」リリネットは不安そうな顔をしながらそう言った。




　さて、二号児じ遊ゆう館かんから数キロ、統一小学校の近くまで来ると、馬車が突とつ然ぜん停止した。そして御ぎよ者しやを務めていた石いし田だ君くんは俺たちを馬車から放り出し、来た道をさっさと引き返していってしまった。最後まで乗せていってくれないのは、伯爵の命令か、あるいは単に面めん倒どうになったのか。去さり際ぎわ、石田君は俺たちにこう言った。

「行くも戻るも自由だ。でも、予言はそのエセ妖よう精せいを待まってる」

　しかし言われなくても俺には他に選せん択たく肢しがない。予言者は暴力的ではないが、その分余計に危険だったりもする。それに、予言者の家に行くと聞いた瞬間から玲子が上じよう機き嫌げんになっていた。予言者は玲子の再また従姉いとこに当たる人で、幼おさない頃ころからの遊び仲間でもあり、特別仲が良かった。

「さ、急ごう。姉さんを待たせてもいいことはないよ？」玲子は微笑を浮かべてそう言った。

　そうして俺たち三人は横山家の屋敷がある山の方へ足を向けた。直線距きよ離りにしてもかなりある。しかしまだ日の出を迎えたばかりだったので、時間の方は心配なさそうだった。

　眩まぶしい朝焼けの中を、鎖くさりをジャラジャラ鳴らして歩く。兄アニさんの鎖は見た目通りの重さで、それをぶら下げた腕うではすぐに疲つかれを訴うつたえ始めた。腕でこれなんだから、首から下げたリリネットは相当だろう。そう思うと、少しリリネットが気の毒どくになった。しかしそのリリネットはというと、ファンタジー顔負けのこの田舎いなかの奇き妙みような光景が気になるのか、しきりに首を動かして鎖を揺ゆらしていた。

　ここの連中は、もっぱら片付けるよりも散らかす方が得意だ。そのせいで至いたるところに遊びの残ざん骸がいが転がっている。また、そうして好すき勝手に少年時代を過ごした大人たちが子供じみた発想で作ってしまった奇き怪かいな建造物が、そこかしこにそびえ立っていた。

「ほらリリネットちゃん、あれを見てみなよ」左手に姿を現した純白の建物を指差しながら玲れい子こが言う。リリネットは道みち端ばたに転がっていた黒くろ焦こげのラジコンから目を離はなし、建物を見上げた。西洋の城のような外観。尖とがった屋根が何本も生え、赤いバラの生け垣がきに囲われている。

「何これ、お城？」リリネットが呟つぶやいた。「遊園地みたい」

「見た目はあんなだが、ただの役場だ。中の売店の話は昨日玲子がしただろう」俺は答えた。

「このお城はね、私たちの祖そ父ふを記念して建てられたんだ。だから『織おり戸ど城じよう』なんて風にも呼ばれてる」玲子はそんなことを言った。リリネットはポカンと口を開けて役場を見つめたまま歩き、落ちていた空からのガスボンベに躓つまずいて転びそうになっていた。

　それから少し行くと、今度はコンクリート製の塔とうが見えてくる。高さは二十階建てのビルと同じくらい。元もとは給水塔として使われていたものだが、使われなくなってからなぜか継つぎ足たされた。モニュメントのつもりらしいが、この田舎の人間はその言葉の意味を知らないんじゃないかと思う。先せん端たんは冠かんむりのような形をしていて、夜になると七色に変化しながら淡あわく光った。

「てっぺんに登るとね、怖いけど見晴らしがいいんだ。お昼を食べるのなんかに丁ちよう度どいい」

　またしばらく行けば、玄げん関かん口ぐちに車が突つき刺ささったままの十一号児じ遊ゆう館かんが、通り沿ぞい、急カーブの側にあった。二ヶ月前のレースの爪つめ痕あとである。柱を折おられた建物は半分崩くずれて屋根の瓦かわらを庭にまき散らしている。火が出なかっただけ幸運だと思う。三さん軒けん先さきにある九号児遊館は、一年半前に暴走した魔ま法ほうの力で無む残ざんな炭はいの山と化していた。そしてその廃はい墟きよを過ぎると間もなく、俺たちの前に大きな池が現れた。

　湖のように巨大な貯ちよ水すい池ち。静かな水面が、黒っぽく周囲の景色を反射させている。畔あぜの地面は波打ち際の砂浜のように柔やわらかい。大おお昔むかしはこの池も、今の半分ほどの大きさしかなかったらしい。これほど大きく拡かく張ちようしたのは、恐らく農業のためだけではないのだろう。海のない内陸のこの地においてはこの貯水池が海代わりであり、それ以上の遊び場でもあった。

「……なんか、またすごい場所ね、ここ」リリネットは感心したような口調でそう言い、視線を左手のジャンプ台、対岸の要よう塞さい、中央の沈ちん没ぼつ船せんの順に巡めぐらせた。

　玲子が昨さく晩ばん見せた動画にもあったジャンプ台は、この貯水池に向けて設置されていた。去年新設されたもので、長さはおよそ百メートル、スタート地点の高さは二十メートル。末すえ広ひろがりに組まれた網はがねのような鉄パイプにはある種の芸術性すら感じられる。また、貯ちよ水すい池ちの丁ちよう度ど向こう側には、俺たちの親の代に十二人の歴史好きが木と土と石だけで作ったという要よう塞さいがあった。今はビッシリと雑ざつ草そうに覆おおわれているが、ここからでも無数の銃じゆう眼がんが黒い点々模も様ようのように見える。この数ヘクタールもある要塞の中には、投とう石せき機きが何機も鎮ちん座ざしていた。

　そして池の真ん中には、舳かじ先さきを水面から突つき出して、一いつ隻せきの船が沈んでいた。丁度一年前に小学生が中心となって建造した船で、名前は紅あかき青春の血ち汐しお号ごう。ほとんど野菜用の耐水ダンボールのみでできており、表面をカチカチにコーティングしたおかげで水には浮いたのだが、完成後の船上パーティー中に火災が発生、進水したその日の夜にあえなく沈没した。どうも大おお雑ざつ把ぱな男が船の上でバーベキューをしたのがよくなかったらしい。今は何かを飛ばして遊ぶ奴やつらのいい的まとになっていて、そこら中にペンキが付着したり、矢が刺ささったりしていた。

　貯水池に到着すると、玲れい子こは側の倉庫まで駆かけていった。大きめの車庫のような倉庫。玲子はそのシャッターを開けながら、早く来いと手招きしてくる。仕方なく早足になって倉庫へ近付くと、玲子は先に一台の小型ホバークラフトを起動して倉庫の中から滑るように出てきた。

「ほら、利り一いち」玲子はそう言いながら、もう一台の鍵かぎを俺に放った。

「……なあもしかして」俺は言った。「向こうは俺が運転しなきゃならないのか？」

「当然、二人乗りなんだから。鎖くさりで繫つながった君たちは一いつ緒しよじゃないと」

「……歩いて行くってのは？」

「そんなことをしたらどれだけ時間がかかると思っているんだい？」玲子は言った。「利一、こういうこともたまには練習しないと、いつまで経たっても苦手なままだよ？」

「そういう風に言われると、ちょっと弱るな」俺はそう言って、嫌いや々いやながらリリネットを伴ともなって倉庫に入り、二台目のレジャー用ホバークラフトに跨またがった。

　船体をぐるっと覆おおう黒いスカートと扇せん風ぷう機きのような推すい進しんファンを除のぞけば、見た目は水上バイクとさほど変わらない。少しチープな印象だ。縦たて長ながのシートに二人跨って乗るようにできている。俺は慣なれない前部シートの上でモゾモゾ腰こしを合わせながら、リリネットに言った。

「どうした、早く乗れよ？」

「……え、ちょっと待まって、なにこれ、イミわかんない」リリネットは答えた。見れば、狐きつねにつままれたような顔をして立ち尽つくしている。「そんな『当たり前』みたいに言われても困るんだけど……こんなの見るのも初めてなのに」

　リリネットのこの言葉を聞いていたのだろう、外で玲子が笑った。

「利一、そういうところはすっかりここの人間じゃないか。君が初めて乗ったときも、今のリリネットちゃんと同じようなことを言っていたよ」玲子は言った。「リリネットちゃん、別に何も難むずかしいことはないよ。自転車の二人乗りと一緒さ。後ろに乗って利一にしがみ付いていれば、利一が向こう岸まで連れていってくれるよ。多分ね」

「向こう岸？」

「予言者の家は対岸の山を登ったところにあるんだ」俺は言った。「池を回るのは面めん倒どうだから、車がないときは大体こんな風に池を渡る」

「え、じゃあ今からこのヘンなので池の上を走るってわけ？」リリネットはまだ困こん惑わくした様子で言った。「大だい丈じよう夫ぶなの？」

「コイツの性能のことを言っているんだとしたら、大丈夫だ。そりゃ問題ない」俺は答えた。「だが、俺の運転のことを言っているんだとしたら……大丈夫じゃないかもしれないな」

「何よそれ……」

「まあ、利り一いちの運転下べ手たは私たちの間じゃちょっと有名なくらいだからね」玲れい子こが言った。

　リリネットはそれからしばらく躊躇ためらっていたが、結局は玲子に上う手まいこと言い包められてホバークラフトに乗り込んだ。俺はエンジンをかけ、意を決して右手のグリップを捻にぎった。




　浮上用と推すい進しん用よう、二つのファンがバリバリと音を立てる。かなりの騒音だ。しかし霧きり状じようの水しぶきを上げて水面を滑るように進むこの乗り物は、伯はく爵しやくの馬車よりも尻しりに優やさしい。今日は波も穏おだやかだったので、前進し続けている限りは特別快適だ。

　水上へ出る瞬間には痛いくらいに俺の体へしがみ付いていたリリネットも、すぐにその手を緩ゆるめ、それからこんな風に言った。

「なにこれ、すごい！　飛んでるみたいね！」

「『飛んでるみたい』か！　お前がそう言うってことは、相当似てるんだろうな！」俺はファンの音に負けないように声を張った。「空飛ぶの、得意だったんだろ！」

「ぁ、ゃ……そ、そうよっ！　そうとう似てるわよ！」リリネットは俺の耳元で叫さけび返した。「あ、あんたも飛んでみればわかるんだけど！　残念ねっ！」

「そいつは残念だ！　俺には空飛ぶ力も予定もないからな！」俺は言った。

　だがまあ、実際宙ちゆうに浮いてるわけだから、お前のその喩たとえも間ま違ちがっちゃいないんだろう。俺は続けてそんなことを言うつもりだった。しかし無む駄だ話ばなしに貴重な集中力を割いていた俺はうっかりハンドル操作を誤あやまって、その余よ裕ゆうをなくした。

　ホバークラフトの操そう縦じゆうは一見単純だ。操作しなければならないのはハンドルとアクセルだけなので、自転車くらい簡単そうに見える。しかし実際は、ハンドルを切っても自転車のように思い通りには動かない。船体の向きが変わるだけで、そのまま横に滑っていってしまったりする。摩ま擦さつが働かないせいだ。そして今、俺はまさにその状態にいた。

「あ、わ、ちょっと、ちょっと！　横！　横向いてる！　ねえ！」

　俺は、一度こうなってしまったものをキチンと戻せたことがない。慌あわててハンドルを逆に捻ったりアクセルを吹ふかしたりしてみたが、動きがメチャクチャになった船体はコマのようにクルクル回るばかりで、一向に安定しようとしなかった。リリネットが再ふたたび俺にしがみつき、甲かん高だかい悲鳴を上げた。目め眩まいと耳鳴りが同時に襲おそいかかってきた。

「利り一いち！　利一！　落ち着いて！　無む闇やみに操作すると余よ計けい悪くなる！」先を行っていた玲れい子こが、引き返してきてそう叫さけんだ。「じっとするんだ、じっと！」

　俺は玲子のアドバイスに従って、焦しよう燥そうする気持ちをどうにか堪こらえながらハンドルを一定方向に保ち続けた。すると次第に回転も収まり、ホバークラフトは舳へ先さきを沈ちん没ぼつ船せんの方へ向けてまっすぐ進み始めた。ペンキまみれの沈没船の方向。俺は改あらためて絶望を感じた。

「マズい、マズいぞ、向こうへ行くのはマズい」俺は言った。「リリネット、リリネット！　何か見えるものはないか？」

「ふぇ、見えるもの？　見えるものって何？」

「船とか、飛行機とか！」

「ひ、飛行機？　飛行機なんてそんな……あ！　飛行機！」

　リリネットはそう言って、要よう塞さいの上空あたりを指差した。俺も頭を上げて見てみると、ジャンボジェットのような形をした巨大な機き影えいがそこに浮かんでいた。加えて要塞の外がい壁へきに腰こし掛かける、小学生の女の子。ちょこんと生はえるピッグテールと、首から下げたゴーグルが目を引く、小さな女の子──これは考え得る限りで最悪の組み合わせだ。

　重量感のある動きでゆったりと飛ぶライトグレーの機体。端はしから端までで悠ゆうに五メートルはある大きな翼つばさ。翼の下には、左右計四機の模も型けい用ようジェットエンジンと十二発のペットボトルロケットを備えている。女の子の操あやつるラジコン攻こう撃げき機きは、その進路を池の真ん中に突き出た的まとへ向けていた。俺たちと飛行機との距きよ離りは急速に縮まり、いつしか周しゆう波は数すうの高いジェットエンジンの騒音がホバークラフトの音を打ち破やぶって俺の耳へ届とどくようになった。そして沈没船を射しや程てい圏けん内ないに捉とらえた瞬間、飛行機はロケットを続けて二発発射した。

　発射された二発のペットボトルロケットは、まるで本物のミサイルのように灰色の煙けむりの尾おを引き、まっすぐ沈没船へ飛んでいく。遠くから見てもわかるように黒い粉ふん末まつを充じゆう塡てんしているのだ。間もなく着ちやく弾だんしたロケットは、先端のペンキ入りビニール袋を破は裂れつさせ、緑とピンクの塗と料りようを散らした。リリネットが俺の後ろで感心したようにため息を吐ついた。

「利一、避よけよう！　左だ！」飛行機が遠ざかり、そう叫ぶ玲子の声が聞こえた。

「ッ、そんなこと言われても、ハンドルを動かしたらまたさっきの二の舞まいだ！」俺は言った。

「ねえ、どうしたの？　このまま行ったら何かいけないの？」リリネットが吞のん気きに言った。

「『何かいけないの？』だって？　イケナイに決まってるだろ！」俺は怒ど鳴なった。「こっちはお前みたいな格かつ好こうのマトを乗のせてるんだ！　どうなるかなんてお前でもわかるだろ！」

　飛行機は沈没船を飛び越え、遥はるか先の上空で旋回のために機体を傾かたむけている。俺は要塞の方に頭を向けた。大きなプロポを抱かかえた少女は、そのクリクリとした両目で俺たちをじっと見つめていた。

「リリネット、頭を下げてろよ！」俺は言った。旋回を終えたラジコン飛行機は機き首しゆをわずかに沈没船からずらしている。その先にいるのは間ま違ちがいなく俺たちだ。俺は上じよう半はん身しんをかがめた。高度を落とした飛行機は、排はい気き熱ねつを感じるほどスレスレに俺たちを掠かすめていった。リリネットの小さな悲鳴。胴どう体たい下部にペイントされた『DA-307 EILEEN』という小さな文字が、俺にはハッキリと見えた。

　最初のＤは、DOCTORドクターの頭文字。飛行機の製作者を表している。女の子の名は伊い座ざ並なみ八や千ち代よ。しかし『危ない工作』に対する抜きん出た知識と技術、そしてどんな機械でも見事に操あやつる類たぐいまれな才能から、ここの連中にはもっぱら『ドクター』の愛あい称しようで呼ばれている。

「クソッ、撃うってこなければいいが……」

「ねえ、操そう縦じゆうしてるのってあの子なの？」リリネットが再ふたたび要よう塞さいの上を指差しながら言った。「やめてもらうように言いましょうよ」

「言うっていったって、どうやって？」俺は言った。

「こうするのよ！」

　言うが早いか、リリネットはホバークラフトの上で器用に立ち上がる。そして何を思ったか、ドクターに向けて大きく両手を振り始めた。俺は心臓が止まりそうになるほど驚おどろいた。

「バカヤロウ！　なんてことしやがる！」俺はそう叫さけんで、鎖くさりを思い切り引っ張った。バランスを崩くずしたリリネットは俺の上に倒たおれ込んでくる。リリネットの抗こう議ぎの言葉を無む視しして、俺はドクターの方に目を遣やった。ドクターは、煌きらめくような満面の笑みを俺たちへ向けながらその親指をグッと立てていた。
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「最悪だ……けしかけやがったな、リリネット」俺は言った。「マトがあんな風に手を振ったんだ、ここの連中は『やめてくれ』なんて解かい釈しやくしないぞ、次は撃うってくる」

「……撃ってくるって、も、もしかして、あのロケットをわたしたちに？」

「ああそうだ。遠えん慮りよなんてしてこないぜ、痛くはあるが、当たったって死にはしないからな」

　飛び去さったラジコン飛行機は俺たちの後方数百メートルで急きゆう上じよう昇しようする。そして朝日を両りよう翼よくに反射させながら、反転して俺たちを追ってきた。追い付くまでにかかる時間は、僅わずか数秒。俺は咄とつ嗟さにハンドルを切った。同時に放たれた二発のロケットは、煙けむりを引きながらホバークラフトの五十センチ横を飛んでいく。最初の攻撃はハズレ──しかし喜ぶことはできない。ハンドルを乱暴に回したせいで、俺たちはまたスピン状態に陥おちいっていた。

「きゃぁぁぁあああ！」リリネットの絶ぜつ叫きようが右の鼓こ膜まくに突つき刺ささる。俺はなんとか制せい御ぎよを取り戻そうと必死にハンドルを動かしたが、制御を取り戻すどころか、状じよう況きようはどんどん悪くなった。船体が無む茶ちや苦く茶ちやに動き、自分がどっちを向いているのかもわからなくなる。そして挙あげ句くの果はてに、俺たちは沈ちん没ぼつ船せんに衝しよう突とつしてしまった。船体のスカートがクッションとなって衝撃はそれほど大きくなかったが、甘く刺さっていた矢が数本抜けて俺たちの上に降ってきた。

「チクショウ、リリネット、無事か？」後ろに跨またがるリリネットの顔を確認して、俺は言った。

「あ、あんた、少しはちゃんと運転しなさいよ！　さっきから一度もまともに曲がれてないじゃない！」リリネットはちょっと涙なみだ目めになってそう吠ほえた。

「悪かったな。だが言っただろ？　大だい丈じよう夫ぶじゃないかもしれないって。こればっかりはどうにもダメだ」俺は言った。「しかしこれほど悪い事態になるとはな」

　俺は周囲を見回して飛行機を探した。ラジコン飛行機は、水面から三メートルも突き出たこの障害物のせいで攻撃ルートを確保できないのだろう、沈没船を中心に大きく旋せん回かいしていた。

「ねえ、わたし、あんなのに撃たれてペンキまみれになるのは嫌いやよ」リリネットは言った。「約束したじゃない、なんとかしてよ、ねえ、お願いだから……」

「そう言われてもだな……」

　と、そのとき、玲子が競きよう艇てい選手ばりのスピンターンを決めながら俺たちの横へ滑り込んできた。そして玲子は俺と目を合わせるなりこう言った。

「利り一いち、相変わらず初心者以下の操そう縦じゆうだね。アレじゃ攻撃を避よけ続けるのは無理だよ」

「じゃあどうしろってんだ。何か考えがあるのか？」

「考えってほどのものじゃないけど、一応」玲子は言った。「利一、リリネットちゃんと交代しよう。リリネットちゃんに運転させるんだ」

「はあ？」俺とリリネットが同時にそう言った。

「ロケットを避けられないのなら、利一の運転にアドバンテージはない。まっすぐ走るだけならリリネットちゃんにもできるだろう」玲子は真ま面じ目めな顔をして言う。「だから、リリネットちゃんに最短ルートをまっすぐ運転させて、利一は盾たてになってロケット攻撃からリリネットちゃんを守る。そうすれば少なくともリリネットちゃんの被害は減らせる。どうだい？」

「俺の被害は無視かよ……」俺は言った。しかし伯はく爵しやくとの約束と、リリネットとの約束、自分の不ふ甲が斐いなさに対するちょっとした罪ざい悪あく感かん、その三つが頭をよぎると、玲れい子この提案もそう悪くないように思えてきた。更さらに、痺しびれを切らしたらしいドクターがロケットを沈ちん没ぼつ船せんに撃うち込み始め、飛び散ったペンキが俺の頭に降ってくるような事態になって、俺はいよいよ決心した。

「クソ、わかった、痛いのも汚よごれるのも嫌いやだがそれでいこう。リリネット、交代だ」そして俺は、未いまだ納なつ得とくできていないような顔をしていたリリネットを無理矢理シート前部へ動かした。

「ほ、ほんとにやるの？」リリネットは不安そうに言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、簡単さ。私が後ろからちょっとだけ押すから、岸の方を向いたらアクセルを捻ひねるだけでいい。あとは全部利り一いちに任せてね」玲子が少し早口に言った。ラジコン飛行機がもう一度攻撃ルートに着こうとしていた。「それじゃ、行くよ！」

　玲子はエンジンを吹かして、俺たちのホバークラフトの後端に軽く体当たりした。沈没船から離れ、ゆっくり回転し始める俺たちの船。玲子はそのまま向こう岸へ向かって自分のホバークラフトを走らせる。リリネットはあたふたしながらも、船体が玲子の方を向いたとき、グリップをグイッと捻った。二つのファンが唸うなりを上げ、俺たちは再ふたたび水の上を滑り始めた。

　俺たちが発進すると、飛行機はすぐに機体を傾かたむけて追つい跡せきしてきた。俺は首を捻って飛行機を睨にらんだ。もやを切り裂く灰色の機体。追い抜きざま、飛行機はロケットを放った。ロケットは僅わずかに回転しながら俺たちに迫せまり、ホバークラフトの端はしを掠かすめてそこにペンキの筋すじを残した。着ちやく弾だんの瞬間、俺は盾たてになるどころか、体を限界まで着弾点から遠ざけていた。無意識の行動。本能が煌こう々こうと灯ともした赤信号を前に、薄うすっぺらな覚かく悟ごなんて山の向こうまで吹っ飛んでいた。

　ロケットが船体の縁ふちを滑って前の方まで飛んでいくと、リリネットが悲鳴らしき変な声を上げながら乱暴にハンドルを切った。途と端たんに船体は例の横滑りを始める。飛行機はその隙すきにもう一度旋せん回かいし、俺たちの背後へ回った。今度はフラップを広げ、前よりも速度を落としている。正確に狙ねらいを付けるためだろう。絶体絶命。俺は思わず両りよう腕うでで頭を抱かかえた。が、ロケットは命中することなく俺たちの側そばを通り過ぎていった。幸運か腕前かは知らないが、リリネットが間かん一いつ髪ぱつのところでホバークラフトのコントロールを取り戻したのだ。

「ムリ、ムリ、ムリよもうムリ！」リリネットは涙なみだ声ごえで言った。しかしホバークラフトは進路を右に三十度ほど逸そらしただけで、まだ岸に向かって進んでいた。見れば、リリネットは小こ刻きざみにハンドルを動かしてバランスを取ろうとしている。操そう縦じゆう方法なんてまともに教えてはいないわけだから、これは本能的にそうしているのだろうか。あるいは似たような経験があるのか。いずれにしろ、驚おどろくべきことに、そして喜ぶべきことに、リリネットはこのジャジャ馬ホバークラフトを制せい御ぎよしていた。

　俺は更さらに目を動かして要よう塞さいの上の操縦手を見た。ドクターは、この距きよ離りでもわかるほど目を爛らん々らんと輝かがやかせていた。そして巧たくみな急加速と宙ちゆう返がえりにより、飛行機を信じられないほど素早く四度目の攻撃進路へ導みちびいた。

　飛行機は、フラップとエアブレーキを目め一いつ杯ぱい広げ、失速寸前まで減速した。最も早はや『浮いている』と表現した方が正しいくらいかもしれない。全速力で逃げる俺たちから見ればまるでＵＦＯだ。そしてそのＵＦＯは、機体を僅わずかに揺ゆらしながらじっくりと俺たちへ照しよう準じゆんを合わせている。次で確実に仕留める──そんなドクターの執しゆう念ねんめいた思いがその動きから滲にじんでいるようだった。

「クソッ！」

「あああんた！　絶対に避よけないでよ！」じっとりと背後にまとわり付く不ぶ気き味みなエンジン音に気付いたのだろう、リリネットが叫さけんだ。「盾たてになるって約束したじゃない！」

「そんなこと言われたって、ありゃ恐ろし過ぎる！」俺は叫び返した。しかしジリジリと接近する飛行機を見ると、最早飛び降りでもしない限り避さけることさえ不可能じゃないかと感じた。俺はヤケになって、足元に転がっていた数本の矢を握にぎりしめた。そして体を捻ひねり、大して狙ねらいもせずにその矢を後ろへ投げ付けた──

　すると奇き跡せきが起こった。俺の目に映ったのは、ジェットエンジンの吸気口に吸い込まれていく一本の矢。次の瞬間、バキバキという音とともにエンジンが黒い煙けむりを吹き始めた。

「な、なに、なにが起こったの？」リリネットがそう言って後ろを向く。俺は咄とつ嗟さにそのリリネットの頭を摑つかみ、思い切り押し下げた。飛行機が、煙の尾を引きながら俺たちの頭上を通過していった。飛行機はそれから残りのエンジンを全力で動かして機体を上昇させたが、旋せん回かいに移ろうとしたところで矢の刺ささったエンジンが爆発し、片かた翼よくを大きく曲げてしまった。そして奇き妙みように回転しながら、予言者の家がある山の方へと墜おちていった。

「助かった……」山の中ほどから立ち上る煙を見て、俺は全身から力が抜けていくのを感じた。そして同じような状態のリリネットの手の上からアクセルを握り、一直線に池を渡った。玲れい子こは既すでに向こう岸でホバークラフトから降りていた。

「いやいや、災さい難なんだったね、二人とも。ま、これでまた少しリリネットちゃんにも私たちの遊びの流りゆう儀ぎをわかってもらえたことだろう」玲子はグッタリしたリリネットに向かってそんなことを言い、ケタケタと笑った。ふと要よう塞さいの方に目を向けると、そんな玲子なんて遠く及ばないくらい勢いよく笑うドクターの姿があった。

　それから俺たちは山道を登り、やっとの思いで横よこ山やま家けの屋敷に辿たどり着いた。














　　その五　コタツムリの予言






　盆ぼん地ちを一望することができる、冗じよう談だんみたいに大きな屋敷。その屋敷の中央、障しよう子じに囲われた一室が、予言者こと横よこ山やま美み月つきさんの部屋である。横山さんの部屋は相変わらずムッとするくらい暑かった。

「やーっと現れたわね。あんまり遅おそいからすっかり待まちくたびれちゃったわ」コタツ布団ぶとんを肩までかけた女の人が言った。「あら、玲れい子こちゃんも一緒なのね」

「おはようございます、姉さん」玲子はそう言って、ピョコンと頭を下げた。

　横山さんの容姿は、よく『幽ゆう霊れいのようだ』などと形容される。滑なめらかで均きん一いつな黒くろ髪かみは、座すわっていれば床ゆかを這はうくらいにまで伸び、顔色はいつでも青白い。背は高いが瘦やせ細っている。前髪の向こうにある目は、見開けばかなり大きいのに、いつもほとんど閉じている。それでも、長いまつ毛と相まって、妖あやしい威い圧あつ感かんを帯びていた。

「おはよう。利り一いちくんも。それで、利一くんの後ろに隠かくれているのが、例の『妖よう精せいさん』、あるいは『頭の沸わいたおかしな女』なのね」横山さんは、俺のシャツにしがみ付いて顔をちょっと覗のぞかせたリリネットへ目を留めてそう言った。「さあ、外は寒かったでしょう。早く中へ入って、そこを閉めてもらえるかしら？」

　俺は言われた通り部屋の中へ入って、障子戸を閉めた。熱気の出口がなくなり、俺の額ひたいには早速汗あせが滲にじみ始める。横山さんは、寒さには大たい概がい慣なれっこなここの住人たちの中で珍めずらしく、酷ひどく寒がりな人だった。それは病的なくらいで、暖房を効きかせたここの室温は三十度に近く、その上で横山さんはコタツに深々と突っ込まっていた。

「はぁー、朝は殊こと更さら冷えるわね」横山さんは言いながら、ブルッと体を震ふるわせた。「ほんと、ここの寒さは体に優やさしくないわ。はぁー……人間の体温は三十五度もあるのに、外は二十度もないんだから。おかしいわ、おかしい。さあさあ、寒いでしょう？　遠えん慮りよなくあたって頂ちよう戴だい」

　俺たち三人は、リリネットを真ん中にして横山さんの向かいへ並んで座り、コタツ布団をかけるフリをした。一辺に全員座るのはさすがに狭せまく、リリネットとは肩がくっ付いている。俺たちが座ると、横山さんはストーブの上からヤカンを取って、熱いお茶を三つ淹いれてくれた。

「それにしても、面おも白しろいことが起きたわね」横山さんは言った。「本当に青い髪してる。それに目も。あの二人が興奮するのも頷うなずけるわ」

『あの二人』という言葉が指しているのは兄アニさんと伯はく爵しやくなのだろう。横山さんは続けた。

「それに、利一くんがこの騒動の真ん中にいる。いつもは消しよう極きよく的てきな利一くんが。珍しいわね。どうしてかしら。それは、この子がヨソから来たからなのかしら？」

　俺は何も答えなかった。

「まあでも、いいことだわ、うん」横よこ山やまさんはそれだけ言って、今度はリリネットの方へ頭を向ける。「さて、名前を聞いてもいいかしら？」

「……ぁ、えと、リリネットです。リリネット、ブルーグラス」リリネットは答えた。

「ふぅん、リリネットちゃん。いい名前ね。それで、妖よう精せいの国から来たというのは本当なの？」

「あ、いえ、妖精じゃなくて、《精せい霊れい種しゆ族ぞく》の世界からです」リリネットはそう返した。

「それは何か違ちがうのかしら？」

「ええと、その……妖精は、もっと小さくて、触しよつ覚かくが生えてて、もっと愚おろかな生物で……」

「あら？　それじゃあ精霊の世界にも妖精はいるのね？　なら別に妖精の世界と呼んでもいいんじゃないかしら」その目に不思議な光を宿して、横山さんは言った。

「で、でも、その……ぇぇと、支配しているのは精霊種族だから、それで、精霊種族の世界だって、その、ぇと……たしか……」

　尻しりすぼみに小さくなっていくリリネットの声。そして音量が完全にゼロになって俯うつむいたとき、横山さんはケラケラと笑い声を上げた。

「ごめんなさいね、ごめんなさい。疑っているわけじゃないのよ。違うの。私は信じるわ、アナタの言っていること。精霊の世界のこと。だって、面おも白しろいもの。フフ、気に入ったわ。リリネットちゃん、友達になりましょう。いいかしら？　いいわね？」横山さんはそう言って手を差し出した。
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「はぁ……」リリネットはキョトンとしながら、何が何やらわからないといった様子で、それでも横よこ山やまさんの手を取った。横山さんはその手をヨロヨロと二、三度上下に振ふった。

「私の名前は横山美み月つき。通称『予言者』。これでもまだ十七なのよ？　リリネットちゃんは？」

「じゅうよ……あっ、ちが、五億四千二百万とんで三千二百十五歳です。あの、人間の寿じゆ命みように揃そろえると、だいたい十四歳です」リリネットは答えた。

「あら、それじゃあ利り一いちくんや玲れい子こちゃんと同じなのね」横山さんは言う。「あくまで人間を基準にすると、ね。よかった、それならいろいろと好こう都つ合ごうだわ」

「好都合、といいますと？」俺は聞いた。

「堂々と一緒に学校へ行けるもの」横山さんはアッサリとそう言った。「そうねぇ、うん、リリネットちゃん、早速だけど、伯はく爵しやくくんの頼たのみでもあるし、リリネットちゃんに予言をあげましょう」

　そして横山さんは、側に転がっていたプラスチック製の透明な玉を拾い上げ、それを散らばっていたミカンの皮の上に置き、それからその玉を見もしないで次のように言った。

「リリネットちゃんはこれから利一くんたちと一緒に第一中へ行きます。そこではホームステイ中の生徒として扱あつかわれることでしょう。いいわね？」

「中学校に……？」

　リリネットの眉まゆ毛げがピクリと動いた。一瞬だったが、眉の間に皺しわができたとき、俺には酷ひどく嫌いやそうな顔をしているように見えた。しかし他の二人はそれに気付かなかった様子だった。

「何も心配することはないわ。自然にふらーっと教室へ入っていけばいいのよ。きっと机つくえも椅い子すも用意されているはずよ。それに……きっと利一くんの隣となりがリリネットちゃんの席せきね。もしそれでも不安なら、反対隣には玲子ちゃんの席を置いてもいいわ」

「あ、じゃあそれで」しれっと玲子が言った。「あと数学の小テストをなくして貰もらえませんか？　今日だけの生徒がいるのにテストをやるというのはちょっと無ぶ粋すいだと思うんです」

「あらあら、ちゃっかりしているわね、玲子ちゃん」横山さんは嬉うれしそうに言った。「でも他ならぬ玲子ちゃんのお願いとあれば、聞かないわけにはいかないわね。いいわ、小テストもなしにしましょう」

「そんなの、いいんですか？」俺は言った。「大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「そのくらいやらないと、『自分もこの騒ぎに参加したぞ』っていう実感が湧わかないでしょう？」横山さんはサラリとそう答えた。「利一くんやあの二人ばかり楽しんでいて、ちょっとズルいわ。だから、私にできることはなんでもやっちゃう。全部やっちゃう」

「楽しんでるなんて、そんな……」

「あら、利一くんは楽しくないの？」横山さんは言った。「どうして？　あの二人は本当に楽しそうにしているわよ？　ねえリリネットちゃん、大変だったでしょう？　あの二人に追いかけ回されて」

　リリネットは黙だまって頷うなずいた。

「可哀かわい想そう。二人とも相当嬉うれしかったのよ、久々の異常事態だから。特に伯はく爵しやくくん。憧あこがれの憲けん兵ぺい隊たいみたいな活動ができるまたとないチャンスに、すっかり浮かれているみたいね」

「浮かれてるどころじゃありませんよ、二人とも」俺は言った。「……横よこ山やまさん、なんとか、やめさせることってできませんか？」

「あら、どうして？」

「いくらなんでもハシャギ過ぎですよ。ヨソの人間相手にやることじゃないでしょう？」

「それで、私からやめるように言ってほしいの？」

「はい」俺は言った。「どうにかお願いできませんか？」

「嫌いやよ」横山さんは少しの迷いもなくキッパリそう答えた。「目の前におもちゃを置かれて、飛びつかない人はここの人間じゃないわ。それを取り上げるだなんてとんでもないわよ。人の楽しみを奪うだなんて、そんな非情なこと、私にはできないわ。燃え盛る炎に注ぐべきものは一体何か、利り一いちくんにもそろそろわかるでしょう？　それは水じゃないわ。純度九十六パーセントのエタノールこそが正しい選せん択たくなの。だから、私にできるのは、盛り上げることだけ。第一中学校の先生に無理を言うことはできるけど、あの二人を止めることはできないわ」

「でも……」

「高みに立って自分だけ正しいつもりでいるのはやめるべきよ、利一くん」横山さんは言った。「絶対的な正義が利一くんのところにあるだなんて、私は思わないわ。利一くんは、『あの二人がやってることはただのイジメだ』なんて考えているのかしら？」

　俺に触ふれていたリリネットの肩が、にわかに揺ゆれた。俺は、しかし、横山さんの射い抜ぬくような視線に囚とらわれてそれを気にする余よ裕ゆうを持てなかった。

「残念だけど、私にはそうは思えないわ。実際、二人とも、リリネットちゃんに嫌がらせをすることが目的で行動しているわけじゃないでしょう？　二人とも、自分の役を一生懸けん命めい演じているだけだわ。リリネットちゃんの小さな冗じよう談だんを盛り上げるためだけに」

　横山さんは皿さらかごに盛った小袋入りようかんを一つ取って、包装を剝むき始めた。

「妖よう精せいを拾った魔ま法ほう使つかいに、真実を追う黒き騎き士し。二人はそれぞれ自分の物語を紡つむごうとしている。もしその物語を不満に思うのなら、利一くん、アナタもちゃんと主要キャラクターの一人になって、自分のストーリーを創つくるべきじゃないかしら。私に愚ぐ痴ちを言うのではなくて、自分の役割を演じるべきじゃないかしら。それに、もしも本当にやめさせたいのなら、リリネットちゃんにはいつでもそれができるはずよ。リリネットちゃんだけが知る真実をもってね。いいかしら？　二人とも嫌がらせをすることが面おも白しろくてやっているわけじゃないわ。この非日常を創り出したそもそもの要因、もしもそれがなくなってしまえば、二人とも興味を失って利一くんやリリネットちゃんの前から消えてしまうはずよ。それが望みなら、そうすればいいわ。それで利一くんを責めるような人は、ここにはいないもの」

　俺はリリネットを見た。リリネットは顔を伏せて、モジモジと指を動かしていた。

「さてと、利り一いちくんとこんな話をするより、私はリリネットちゃんのことをもっと知りたいわ」横よこ山やまさんは表情を和やわらげて言った。「精せい霊れいのこと、精霊の世界のこと、妖よう精せいのこと、その他なんでも。どんなことでも私は信じるわ。信じた方が、楽しいもの」

　そして横山さんは、まるで機き関かん銃じゆうのようにリリネットへ質しつ問もんを浴びせかけた。《精霊種しゆ族ぞく》の外観的特徴は？　食べ物は？　どんなところに住んでいるのか？　天敵は？　他にはどんな生物がいるのか？　衣服は？　人間界との一番の違ちがいは？　言葉は？　カブトムシとはどのように会話するのか？　学問は？　次元移動とは？　魔ま法ほうは？　特技は？　空を飛ぶのに翼つばさはいるのか？　翼はどんな風に生はえるのか？　寿じゆ命みようは？　絨じゆう毯たんの色は？　精霊界の流行は？　この世界の感想は？　この土地の感想は？　エトセトラ、エトセトラ。結局リリネットがキチンと回答できたのは全体の三分の一にも満たなかったが、それでも横山さんは満足そうだった。

「それで、魔女の友達のお名前はなんていうの？」話題が『魔法』に移ってからしばらくしたところで、横山さんはこんな質問をしていた。リリネットは、魔法については驚おどろくほど饒じよう舌ぜつに語っていた。その原理、魔力、使い方、素質、得とく意い技わざ、加えて、魔法を使う友達のこと。

「マリークライン・ファルビオーネっていいます」リリネットは、自分の名前を言うときよりも余よ程ほどスムーズにそう答えていた。「わたしの、親友なんです」

　だけど、そう、口のスムーズさとは反対に、リリネットは表情を少しだけ曇くもらせていた。少しだけ。それは、悟さとられまいと必死に抑おさえているかのようにも見え、これまでに見せた不安そうな表情のどれとも違っていた。

「マリーちゃん、そう、親友なのね。それじゃあリリネットちゃんが急にいなくなってさぞかしビックリしていることでしょうね。早く帰って、安心させてあげないといけないわよ」横山さんは言った。

　リリネットはコクリと小さく頷うなずいていた。




　さて、そんな風に一幕暗い顔を見せる場面もありはしたのだが、自分の設定を話すにつれ、リリネットは段々と上じよう機き嫌げんになっていった。そして横山さんの質問が終わる頃ころには、二人はすっかり打ち解けていた。

「すっかり話し込んじゃったわね、リリネットちゃん。こんなに楽しい時間を過ごしたのは久しぶりだわ」横山さんは言った。「こうなると他にもいろいろしてあげたくなるわ。そうだ、私の制服をリリネットちゃんにあげようかしら。少し待まっていてもらえるかしら」

　横山さんはヨロヨロと立ち上がり、押入れを漁あさり始めた。厚ぼったい衣服が山ほど出てきて部屋の一角が埋うまる。目的の制服は、どうやら一番奥に眠っていたらしい。横山さんは引っ張り出したそれをテーブルの上に置いた。ビニールを被かぶった夏服。クリーニング屋のビニール袋ではない。買ったときの状態、未み開かい封ふうだった。

「どうにも、これを着るほど温かい日が見つからなくて」横よこ山やまさんは夏服のビニールを破やぶきながら言った。「リリネットちゃんにはちょっと大きいかもしれないけど、その小学生みたいな格かつ好こうで学校へ行くよりはいいでしょう」

「名案ですね、姉さん」玲れい子こが嬉き々きとして言った。「せっかくですしここで着替えさせちゃいましょう。パパッと」

「そうね、それがいいわ。さあ、お着替えしましょう、リリネットちゃん」

　そうして横山さんと玲子がリリネットの服を剝はぎ取ろうとし始めたので、俺は部屋の外に退たい避ひした。ただ正直を言うと、部屋の外へ出た理由の半分以上は暑さから逃れるためだった。

　外の空気はひんやりと澄んでいて、まるで真夏に食べるシャーベットのような心地よさだった。俺は熱気が漏もれ出してこないように鎖くさりの厚みだけ残して障しよう子じ戸どをキッチリ閉め、廊ろう下かへ横になった。床ゆか板いたも冷たくて気持ちがいい。俺は額ひたいから汗あせが引いていくのを感じた。

「なんだか、ますます厄やつ介かいなことになってきやがったな……」気付くと、俺はそんなことを呟つぶやいていた。「そういや、今何時だ？」

　俺はポケットをまさぐった。しかし、そこにあるべきものはなかった。携けい帯たい電話。そういえば伯はく爵しやくに取られたままだ。俺はため息を吐ついた。肺はいから出てきた空気はまだ熱かった──

　もしかしたら、と思って横山さんにしたお願いも、案の定じよう聞き入れられることはなかった。最も早はや俺は、片足を突つっ込むどころか、両足、しかも腰こしまでこの騒動に引き込まれて逃げることも叶かなわなくなっている。俺は手首の手て錠じようを見つめた。鈍にぶい光を放つ、強きよう固こな手錠。そこから伸のびる、ズッシリと重い鎖。俺の心に、後こう悔かいの念が押し寄せてきた。暗い海の波のように。そして俺は、改あらためて気付かされた。伯爵や兄アニさん、玲子や横山さん、つまりこの土地の人間と、自分との違ちがいを。

　未いまだかつて、これほど強く隔へだたりを感じたことはなかった。俺はもっとこの田舎いなかに溶け込めていると思っていた。キチンとこの土地の人間らしく振ふる舞まえていると思っていた。しかしこうした稀け有うな騒動の真ん中に立ち、ことが大きくなるにつれて及および腰ごしになっていく自分の姿を見て、俺は知ってしまった。それは俺の勘かん違ちがいでしかなかったということを。確かに俺は、空気を読む能力も自分の気持ちを隠かくす能力も捨ててしまったが、そんなものは所しよ詮せん、始めの一歩に過ぎなかったのだ。たったそれだけのことに、意味などなかったのだ。俺の根っこは、まだあの街に残っている──

　と、そのとき、視界の隅すみで障子戸が動いた。滑なめらかに等速運動した障子戸は、柱へぶつかり音を立てる。俺は体を起こした。正面に横山さんが立っている。どうやら戸を開けたのはこの人らしい。その後ろへ焦しよう点てんを動かすと、そこに見えたのは、上下下着姿のリリネットだった。

『利り一いちくん、問題発生よ』リリネットの悲鳴が響ひびき渡る中で、声は聞こえなかったが、横山さんの口はそう言っていた。リリネットは腕で胸むな元もとを隠かくしてうずくまる。俺はなるべくそっちを見ないように視線を逸そらして、横山さんに「何事です？」と一言尋たずねた。

「首輪のせいで上を着られないの」横よこ山やまさんは答えた。「セーラー服、前開きじゃないのよ」

「それで、俺にどうしろというんです？」

「どうしろもこうしろも、利り一いちくんの方から通すしかないじゃない」横山さんは真ま面じ目めくさった顔をしてそう言い、セーラー服を俺に放る。「ほら、早く、ね？」

「……いやいやいや、無理ですよそんなの」俺は制服を投げ返した。横山さんはそれを受け取れるほど俊しゆん敏びんには動けない。制服は畳たたみの上へ落ちて、玲れい子こがそれを拾った。「そんなことができるほど俺は小さくないです。そんなことするよりは、足から着た方がいいと思うんですけど」

「あっ、そうか、その手があったわね」横山さんはわかりやすくポンと手を叩たたいた。つまりこれは、『そんなことは最初からわかっていた』というサインである。昨日の玲子の言葉と行動が俺の頭に浮かぶ。そして満足したらしい横山さんは戸を閉めた。

　数分後、真っ赤な顔したリリネットが夏服に身を包んで部屋から出てきた。その後ろに玲子、横山さんが続く。リリネットは俺と目を合わせようとしなかった。横山さんの制服はやっぱり少し大きめで、全体的にダボついていた。袖そでの長さも余っており、ストライプの入った袖口からは指先がちょっとしか見えていなかった。それでもまあ、似合ってはいた。

「ありがとうございました、姉さん。いろいろと」玄げん関かんで、玲子が言った。

「お礼を言いたいのはむしろ私の方よ」寒そうにしながら、横山さんは言った。「それじゃあリリネットちゃん、学校、楽しんできてね。利一くん、しっかりエスコートするのよ？」

「……できる限りは」俺は手て錠じようが付いた方の腕うでを振ってそう答えた。鎖くさりはジャラジャラと音を立て、その動きにつられてリリネットもゆらゆら揺ゆれた。














　　その六　烈火の怒り






　学校への道中、俺は悩んでいた。結局伯はく爵しやくには隙すきなどなく、兄アニさんのところへは行けずじまいとなってしまっていた。さて問題は、このまま逃亡を続けるべきか否いなか、というところだ。どちらにもデメリットはあった。このまま伯爵に付けば火炎放射器に焼かれ、伯爵を裏うら切ぎって兄さんに付けば黒馬に蹴けり飛ばされる。俺にはどちらも同じくらいの悲劇に思えた。そしていよいよ、その両方を回かい避ひする手段は存在しないように思われた。こうなったら最悪の事態だけはなんとしても避さけたい。両方を怒おこらせるわけにはいかない。どちらか片方は確実に満足させなければ。二度も殺されるのはゴメンだ。

　しかし一方で、リリネットにとってどちらがいいのかはそれなりにハッキリしていた。伯爵側にいれば、契けい約やくのおかげで、少なくとも四十八時間は外を歩ける。俺はリリネットの横顔を見た。コイツはどっちがいいのか。果たして、俺が演じるべき役割とはなんなのだろうか。リリネットはまだムスッとしていた。

「……いつまでもそんな顔をするのはよせよ」俺は言った。「ありゃ俺のせいじゃないだろ」

「別にあんたを責めてはいないわよ」リリネットは、やはり俺の顔を見ずに言った。

「そうか。それならとっとと機き嫌げんを直せ。全まつたく、俺は今からお前のために兄さんを裏切ろうとしてるってのに、割にあわねえよ」俺は言った。「いいか、リリネット。俺は今からお前をまっすぐ学校へ連れていく。兄さんには渡さない」

「おっと、男を見せるつもりだね」玲れい子こが言った。リリネットもようやく俺の方を向く。

「というか、それしか道がなくなっちまったというのが正しいな。どうやら俺にはもう、無む傷きずで済む道なんて残ってないらしい。そうなると最も早はや自分の損そん得とくじゃ勘かん定じようができないから、この際コイツにとってどっちがいいのか考えることにした。全く不平等だが、約束もあることだしな」俺は言った。そして足を止め、リリネットと向き合った。「ただしリリネット、今度は俺から約束させてくれ。明後日までにちゃんと事情を話すと。そうすりゃせめて伯爵の機嫌は取れる。この一いつ件けんで兄さんと俺との仲はこじれちまうだろうから、これは結構大切なことだ」

「こじれる？　君はまた変な心配をするね」俺の横で、玲子はそう言って首を傾かしげた。「仲が良くなることはあっても、悪くなることはないと思うんだけど……」

「それこそ意味がわからん」俺は言った。「とにかく、リリネット、約束してくれ」

　リリネットは難むずかしい顔をして、下した唇くちびるをちょっと嚙かむような仕し草ぐさをしながらまるまる一分くらい悩んでいた。だが結局は、非常に小さくではあるが首を縦たてに振ってくれた。

　そうこうしている内に俺たちは第一中学校へと辿たどり着いた。校こう舎しやにはめられた大時計を見れば、丁ちよう度ど一時限目が終わって休み時間に入ったところだった。横山さんのところに少々長なが居いし過ぎたため、一時限目は無断欠席となってしまっていた。俺たちはグラウンド側の校門を通り、トラックを突つっ切って校こう舎しやへ向かった。

　グラウンドに面して立つ三階建ての少々古びたこの校舎には、普通の教室よりも理科室や音楽室などの特別教室の方がたくさんあった。それだけ生徒が少ないということだ。俺は校舎を見上げた。窓まどから身を乗り出している級友の姿がいくつか見えた。そしてソイツらも俺を見つけて、こっちを指差した。何を言っているのかはわからないが、口が動いている。すると、次の瞬間には同級生全員が窓まど際ぎわに集まって、その両目を揃そろって俺たち三人に向けた。

　俺はその中に達たつ彌みの姿を見つけた。達彌は両手で口を囲み、叫さけんだ。その声は、口の動きにほんの少し遅おくれて俺の耳まで飛んできた。

「利り一いちー！　よくやったー！　早く来ーい！」

　達彌のその大声のせいだろう、一年と三年の教室からも同じように皆が顔を出した。そして誰だれからともなく拍はく手しゆをし始めた。三階に渡る三つの教室から、数十人が手を叩たたく。その音はうるさいくらいに響ひびいている。全まつたくもって妙みような光景だったが、皆揃そろって嬉うれしそうな顔をしていたので、俺は何か達成感のようなものを心の奥に感じた。

　俺たちは昇しよう降こう口ぐちで全員に迎えられ、そのままドタドタと二年の教室へ移動した。

「まさかたった一日で成し遂とげちまうとは！」俺たち三人に椅い子すを用意したあと、達彌は言った。やたらと興奮した様子だ。「いやー、ビックリしたぜ。やっぱり一ひと味あじ違ちがうな、お前は！」

　達彌含ふくむ全校生徒が、俺たちを囲む。しかしほとんどの視線は、俺や玲れい子こではなく、当然のようにリリネットへと注がれていた。

「はぁ、これが精せい霊れいちゃんか。近くで見ると一層可愛かわいいな……だがなんでこの鎖くさりはお前に繫つながっているんだ？　しかもその手て錠じよう、俺には伯はく爵しやくのものに見えるんだが」

「いろいろとあってな」俺は答えた。「授業が始まるまでに全部話すのは無理だから、この話は後にしたい。だけどこれだけは言っておく、俺は見かけほど成功しちゃいない」

「ほぉ、そりゃ楽しみだ」達彌は言った。「勇者利一の武ぶ勇ゆう伝でんか。お前がこんだけ注目を集めるのも三年ぶりだな。転入してきたとき以来だ」

「ねえねえ！　なんでここの中学の制服を着てるの？」誰かがそう言った。「それ誰の制服？」

「姉さんのだよ」玲子が答えた。「朝寄ってきたんだ。予言を貰もらいにね」

「美み月つきさんまで巻き込んでるのか！」達彌が目を丸くした。「そんな大騒動になってたなんて知らなかったぜ！　チクショウ、それならその役目、利一なんかにやらなきゃよかった」

「内情を知れば羨うらやましいだなんて思わねえさ」俺はそう返した。「できることなら譲ゆずってやりたいが、現状そうもいかない。俺はもう引けなくなっちまった。だがな、達彌、こっから先はお前にも協力してもらうぜ？　俺と玲子だけじゃもうどうにもならん」

「協力？　俺が？」達彌は言った。そして俺の背中をバシッと強烈に引っ叩いた。「望むところだぜ！　よっしゃあ、俺の出番だ！」

　達たつ彌みは机つくえの上に飛び上がり、そこでガッツポーズしながら変なステップを数回踏ふんで、バク宙ちゆうで飛び降りた。そして怯おびえるリリネットへ詰つめ寄り、その両手を取った。

「俺の名前は岩いわ科しな達彌。キミの王子様の親友だ。気軽に下の名前で呼んでくれ。キミは？」

「ぇと、あの……ぅぅ……」リリネットは何度か視線を逸そらそうとしたが、リリネットの目玉が動くたびに達彌の頭がそれを追つい跡せきした。「…………リ、リリネットです……」

「リリネットちゃんか！　いい名前だ！　ヨロシク！」

「……ょ、よろしく……」

　達彌は握にぎった両手を激しく振ふり、その後リリネットを立たせると、肩に腕うでを回して皆にアピールした。皆歓声を上げたり指ゆび笛ぶえを吹ふいたりして、丁ちよう度ど教室に現れた先生はギョッとしていた。




　数学担たん当とう、かつ二年の担任である西にし松まつ先生は若い女教師で、この土地の人ではなかった。学校の先生にヨソの人を使うのはここの習慣である。理由は簡単。教師を目指す人がこの田舎いなかには少ないのだ。西松先生は他学年の生徒を注意し、自分の教室へ戻らせたあと、いつも以上に疲つかれた表情でリリネットを見つめ、ため息を吐ついた。

「……話は聞いてるわ。菊きく池ち君くん、準備室から机と椅い子すを持ってきて織おり戸ど君くんの隣となりに置いて頂ちよう戴だい。栗くり林ばやし君くんは雨あまヶが瀬せさんと席せきを交換して。急いで」

　クラスメイトの二人は言い付けられた仕事をこなした。俺たち生徒の間には、元気のないときの西松先生には絶対に反抗しないという取り決めがあった。そして先生に元気があるときというのは年に三回くらいしかなかったので、大たい概がいいつも先生の言うことは絶対だった。

　俺の机にピッタリとくっ付けるようにして、リリネットの机が置かれた。皆が席に着くと、先生は教きよう壇だんに立って点てん呼こを始めた。番号順なので玲れい子こが最初だ。達彌が呼ばれ、俺が呼ばれ、そして全員呼ばれたあと、先生はリリネットの名前まで声に発した。

「……ブルーグラス、さん？」

　突とつ然ぜんのことで、リリネットは固まる。先生は名めい簿ぼから目を離はなし、リリネットの方へ向けた。目の下には大きな隈くまができていて、その顔はちょっと怖い。リリネットはおずおずといった様子で、小さく返事をした。なぜか俺の服を摘つまんでいた。

　先生はまた一つため息を吐き、もう失う幸せなんか残ってなさそうな顔をして皆に言った。

「説明なんか、いらないわよね？」

　そして唐とう突とつに授業が始まった。二時限目は数学。西松先生はまるで最初から小テストの予定などなかったかのように黒板への板書を始めた。

　授業は大体いつも通りだった。先生は神経質そうな尖とがった字で黒板を埋うめ、たびたびゴニョゴニョと解説する。俺たちはそれを必死にノートへ取り、隙すきを見つけたら余よ白はくにイタズラ書きしたり前の奴やつに消しゴムのカスをぶつけたりする。今日は退たい屈くつしのぎにリリネットを見ている奴も多かった。リリネットが視線に気付いてそっちを向くと、見ていた奴は手を振ったり変な顔をして笑わせようとしたりしていた。全体的に浮ついた感じになってはいたが、やはりいつもとそれほど違ちがうわけではなかった。

　リリネットはというと、机つくえの上に玲れい子こから貰もらったルーズリーフを二、三枚広げ、俺のシャープペンを片手に、ボーっとしていた。先生の話を聞いているのかいないのかはわからない。口がほんのちょっと空あいている。薄うすくグロスでも乗せてあるのか、あるいは唾だ液えきで湿っているだけなのか、潤うるんだ唇くちびるがテラテラと光っていた。

　さて、うっかりリリネットに気を取られていた俺は、先生が俺を呼ぶ声に気付かなかった。後ろの奴やつに背中を叩たたかれて、振ふり向くと、ソイツは前を指差した。前を向くと、眉み間けんにその心情を表した先生の顔があって、横の黒板にはいくつかの問題が書かれていた。

「織おり戸ど君くん、いいかしら？　前に来て解いてください」先生は言った。

「あ、スミマセン」俺は慌あわてて立ち上がった。このとき、俺は手て錠じようのことをすっかり失しつ念ねんしていた。足早に三歩進んだところで手首に感じる抵抗。俺は無意識に力を入れて引っ張った。

　背はい後ごでもの凄すごい音がした。振り返ると、机ごと引っ倒れたリリネットの無残な姿がそこにあった。黒板の方からは本日三度目のため息が聞こえてきた。

「す、スマン。うっかりしてた。大だい丈じよう夫ぶか？」俺はリリネットを助け起こして言った。リリネットは恨うらめしげな目付きを俺に向けた。

「……次また同じことをやったら許さないわよ」

「極きよく力りよく気を付ける」

　俺がリリネットの白タイツに付いた埃ほこりを払はらい落としてやっていると、先生はこう言った。

「丁ちよう度どいいわ。問とい二にはアナタにやってもらいましょう」

　その『アナタ』というのは、どうやらリリネットを指しているらしい。先生はリリネットに目を向けていた。

「それと、問三は岩いわ科しな君くん、四は内うち田ださん。はい、前に出てやってください」

　俺とリリネットは机の片付けを玲子に任せて黒板の前に立った。俺が任されたのは問一だったので、他に比べれば簡単だった。解答を書きながら隣となりを見ると、リリネットは眉まゆを寄せながらもスラスラと白チョークを動かしていた。なるほど、勉強ができないタイプの馬ば鹿かではないらしい。しかし字は下へ手ただった。丸まった部分ばかり大きく書き、バランス感がまるでない。

　四人とも解答を書き終えると、先生は赤チョークを持って一つ一つ確認し始めた。途と中ちゆう計算までキッチリ調べるのが先生の流りゆう儀ぎである。俺とリリネットは丸を貰い、達たつ彌みは雑ざつな答え方に注意を喰くらっていた。まだ戻っていいとは言われていなかったが、皆にジロジロ見られているリリネットが可哀かわい想そうだったので、俺は席へ戻ることにした。

　──その途中で、誰だれかのこんな言葉が聞こえた。

「ねえ、何か聞こえない？」

　俺は耳を澄すませてみた。確かに、ドルドルという音が絶え間なく聞こえていた。妙みように聞き覚えのある音だ。

「グラウンドの方から聞こえるぞ」

　窓まど際ぎわの一人がそう言って網あみ戸どを開ける。四つ目の解答に駄だ目め出だしを始めた先生の目を盗み、ソイツはこっそり外を覗のぞいた。そして次の瞬間、尻しりもちを突つくようにして頭を引っ込めた。

　流れ星のような光の塊かたまりが、尾を引いて、窓から教室に飛び込んできた。その綺き麗れいな光は、皆の視線を集めながら弧こを描えがくように教室の真ん中まで移動し、そこで、炸さく裂れつした。

　発はつ砲ぽう音おんのような強きよう烈れつな音を立てて火の玉と化したそれは、赤っぽい火花を四方八方に飛ばした。その内の一ひと筋すじは俺の顔のすぐ横を掠かすめていった。

「伏せろッ！」

　達たつ彌みが叫さけんだ。あちこちから悲鳴と、机つくえにぶつかる音が聞こえる。俺は咄とつ嗟さにリリネットを抱かかえ、窓下の壁かべの陰に身を隠かくした。

　更さらに数発の光球が飛来し、次々と爆発して教室中に火花を散らした。黄、緑、青、色も爆発の大きさも様々である。数人のノートが火花を喰くらい、焦こげ目を作った。その内に一発が掲けい示じ板ばんを直撃し、掲示物のプリントを燃やした。教室内は、すっかり混乱状態に陥おちいった。

「バカヤロウ、閉めろ閉めろ！」中ちゆう腰ごしになって窓の側へ移動してきた達彌がそう言った。俺は腕を伸ばしてガラス窓を閉めた。カンッという音がして、次の爆発は外で起こった。

「今度はなんなのよ！」もう片方の腕の中で、リリネットがもがいた。「この爆発は一体なんなの！　こんなの、こんなのまるで戦争じゃない！」

「そろそろ説明しなくてもわかってほしいな」俺はそう言ってリリネットを放した。が、リリネットは俺から離はなれようとはしなかった。それどころか気付けば玲れい子こまで俺にくっ付いていた。

　俺はゆっくり立ち上がって、ガラス越しに外を見た。そしてグラウンドに一台のオートバイとそれに跨またがる男の姿を見つけた。男は手に持った筒つつ状じようの物体をこちらへ向けていた。同形のものがいくつも周りの地面に転がっている。手に持った筒から、また一発、光の玉が放たれた。光の玉は僅わずかに蛇だ行こうしながら飛ひ翔しようし、窓に跳はね返された。俺の目からおよそ五メートル、その位置で光は炸裂し、炎ほのおの花を咲さかせた。

　オートバイの男、つまり炎の魔ま法ほう使つかいは、空からになった打ち上げ花火を投げ捨て、タスキがけにしていた拡かく声せい器きのマイクを取った。

〈アー、テステス、えー、利り一いちクーン、聞こえますかー、利一クーン、今すぐ妖よう精せいさんを開放しなさーい。人のものを盗ったら泥どろ棒ぼうですよー、聞こえますかー、妖精さんを返しなさーい〉

「おい利一！」いつの間にか俺の横に立っていた達彌が言った。「お前の言ってた『見かけほど成功しちゃいない』ってこういうことなのか？　お前、黙だまってかっ攫さらってきちまったのか？」

「そういうわけじゃないんだが、紆う余よ曲きよく折せつあって、今の俺はあの人の了りよう解かいもなしにリリネットを連れ回してる」俺は答えた。「あの人にとっちゃあ盗まれたも同然だろうな」

〈いいですかー、利一クーン、一分以内に妖精さんを連れて降りてきなさーい。さもなくば校舎ごと燃やしちゃいますよー？〉

「お前がそこまで大だい胆たんな真似をするとは」達たつ彌みは言う。「でどうするよ、ああ言ってるぜ？」

「……行くしかないだろうな」俺は言った。

「それって、せっかく救出してきたリリネットちゃんをあの人に返しちまうってことか？」

「いや」俺はリリネットの頭に手を置いて首を振ふった。「そうじゃない。断ってくる。コイツは渡さないってな。今はもうそうする他ないんだ。相手にしているのはあの人だけじゃない」

「なんとまあ……」達彌は大きく見開いた目でまじまじと俺を見つめてきた。そして俺の肩を叩たたき、言った。「いいぜ、お前が丸コゲにならないようにサポートしてやろう」

「ああ頼たのむ」俺は『サポート』の意味もわからぬままそう返した。詳くわしく聞いているような時間はなさそうだった。兄アニさんはカウントダウンを始めていた。しかも、時計なんか見ちゃいないのだろう、兄さんの一秒は少々短めだった。俺はリリネットの手を握にぎって立ち上がらせた。

「ところで、先生はどこだ？」俺は尋たずねた。「見当たらないんだが」

「あそこだ」達彌は教きよう卓たくを指差した。

　俺は急いで教卓の裏うら側がわへ回った。西にし松まつ先生は、膝ひざを抱かかえて教卓の中に収まっていた。

「もうヤダ……こんな学校……こんなことばっかり……」

「先生、先生！」俺は肩を揺ゆすった。

「もうムリ……おウチに帰りたい……」

「ダメだ、ブルー入っちまってやがる」俺は頭を上げて叫さけんだ。「オイ誰だれか！　先生をどうにかしてやってくれ！」

「任されよう」玲れい子こがそう応じて、立ち上がった。「君は急げ、もう三十秒もないぞ」

「頼んだぞ」俺はそう言って、もう一度教卓の下を覗のぞきこんだ。「あー、先生、俺ちょっと行ってきますね。悪わる気ぎはないんで、できたら大目に見てください。じゃ」

　そして俺はリリネットの手を握り直して教室から飛び出した。

「……ねえ、あんた本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」リリネットは言う。

「どうだろうな」俺は答えた。「まあ、なんとかしてみせるさ。たとえ死んでもお前は助ける。一回だけならまだマシだしな。だから、そう、ちょっとは感かん謝しやしてくれたっていいんだぜ？」

「……ありがと」

　リリネットはそう言った。足音にほとんどかき消されていたが、俺にはちゃんと聞こえた。

　俺は階段を駆かけ下り、上うわ履ばきのまま外へ飛び出した。気の短い兄さんのカウントダウンはどんどんペースを上げている。兄さんは十を数えた。実質残りはあと五秒。俺はグラウンドへ降り立ち、兄さんを呼んだ。兄さんは最後の数字をカウントしながら俺の方を向いた。そして、その口元をヒクつかせながらバイクを降りた。

　およそ十六時間ぶり。俺は再ふたたび炎ほのおの魔ま法ほう使つかいと相まみえた。




「妖よう精せいさーん、無事かー？」兄アニさんが叫さけんだ。「そのバカに悪さされたりしなかったかー？」

　リリネットは何も答えない。俺はリリネットを背中に隠かくして兄さんへ近付いた。兄さんの方もこちらに向かってくる。歩きながら、兄さんは拡かく声せい器きを地面に捨て、水みず鉄でつ砲ぽうを手に取った。

　俺と兄さんは二メートルの距きよ離りを空あけて対たい峙じした。兄さんの額ひたいにはアルプス山脈のごとく青あお筋すじがそそり立っている。しかしそれ以上に俺の興味を惹ひいたのは、目の付近にできたアザだった。よく見れば、口のあたりには血の跡あともある。どこでどうやって作ったのかは明白だ。兄さんのその姿から、伯はく爵しやくとの戦たたかいがどれほど壮そう絶ぜつなものだったのかを窺うかがい知ることができた。

「古い顔オールド・フエイス、オマエ覚かく悟ごはできてんだろうな？」兄さんは言った。「人のもん勝手にパクってタダで済むとは思うなよ？」

「いろいろ事情がありましてね」俺は返した。「何があったか、伯爵から聞いてませんか？」

「アイツのことなんざどうでもいい」兄さんは言う。「アイツのことなんざ。クソッ……大事なのはな、今、妖精さんがオレの手元にねぇってことと、テメェがそれを持ってるってことと、オレはそれを許可してねぇってことだけだ。見張ってろとは言ったが、テメェの好すき勝手にしていいとは言ってねぇぜ？　今すぐ返せ、今すぐに！」

「それはできない相談です」俺は腕うでを上げて、手て錠じようを見せた。それから横に一歩移動する。リリネットの首と俺の手首との間に鎖くさりの逆アーチができた。

「あのクソガキ……！」

「そういうわけで、諦あきらめてください」

「ケッ、関係あるかよ！」兄さんはそう怒ど鳴なって水鉄砲を構えた。「んなもんブッタ切っちまえば済む話だ。テメェごと工こう場ばまで引きずっていきゃプラズマカッターがある。そんなガラクタ一瞬で真っ二つだぜ。だがその前に、オマエにゃ『魔ま法ほうの反動』を受けてもらう」

「部屋の片付けなら、ちゃんとやったじゃないですか」

「その分差っ引いても、オマエはオレをおちょくったんだ、丸焼けが相当だね」兄さんは言った。「情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はなし。真っ黒コゲにして県道に転がしてやる。覚悟しな」

　兄さんは先端のライターに火を点けた。銃じゆう口こうはまっすぐ俺を狙ねらっている。

「できる限り離はなれてろ」顔だけリリネットへ向けて、俺は言った。リリネットは何歩か下がる。それで開いた距離といえばごく僅わずかなものだったが、それでも俺の片かた腕うでは使えなくなった。

　兄さんの手の甲こうに、血管が浮き上がる。兄さんは人差し指に力を込め、そして、引いた。噴ふん出しゆつ口ぐちからプツプツと出てきた泡あわがライターの炎に引火する。黄色っぽい炎が銃口を包み、一瞬置いて、その中心から一本の線が出てきた。火炎をまとった燃料の線。燃え盛る炎は、音を立てて周りの空気を押しのけながら、獲え物ものに飛びかかる肉にく食しよく獣じゆうのごとく、俺に向かって突とつ進しんしてくる。避さけることは、不可能に思えた。

　炎は、しかし、俺まで届とどかなかった。突然空から降り付けてきた滝たきのような水が、火炎の線をかき消したのだ。水は、リリネットを綺き麗れいに避けて俺と兄さんだけをずぶ濡ぬれにしたあと、唐とう突とつにやんだ。俺は校こう舎しやを見上げた。二階の窓まど辺べに、消火栓せんのノズルを持つ達たつ彌みの姿があった。警報装置のベルが、けたたましく鳴り響ひびいていた。

「達彌ィ！」兄アニさんが吠ほえた。「このクソヤロウが！　何しやがる！」

「丸まる腰ごしの相手に火炎放射器は卑ひ怯きようでしょ」兄さんを見下ろして、達彌は言った。「そんなんじゃリリネットちゃんのハートは射止められませんよ？　素す手でで勝負したらどうです？」

「テメェ、あとで殺してやるからな！」

「上等」達彌は言った。「リリネットちゃんと利り一いちのためだ。いくらでも死んでやるぜ」

「クソバカどもが……」

　兄さんは視線を俺に戻して、水みず鉄でつ砲ぽうを投げ捨てた。

「いいだろう、こんなもんなくたって何も変わりゃしねぇさ」兄さんは首と拳こぶしをコキコキ鳴らしながら言った。「妖よう精せいさん、返してもらうぜ」

「お断りします。コイツはまだしばらく、俺が預かります」俺はそう言って、指が白くなるほど強く拳を握にぎり締しめた──……

　……で、どうなったか。決着が付くまでにかかった時間は、十秒にも満たなかった。十秒後の俺は、地面に転がって逆エビ固めを極きめられていた。蛇へびに睨にらまれた蛙かえるが次の瞬間どうなるか、その運命を変えることは甚はなはだ困こん難なんである。

「あだだだだだだだっ！」俺は叫さけびながら、地面を手の平でバンバン叩たたいた。

「どうだ、え？　まだまだこんなの序じよの口だぜ？」兄さんはそう言って尚なおも力をかける。尖とがった尻しりで俺を押さえ付け、脇わきに抱かかえた足をギリギリと引っ張る。このままポッキリ折おれてしまうんじゃないかと本気で心配になるほどの激痛が俺の全身を駆かけ巡めぐった。しかし俺が痛そうにリアクションすればするほど兄さんは調子付いて力を強め、挙あげ句くそのまま左右に揺ゆすり始めた。

「はっ、がっ、クソッ……！」

「どうした、どうした？　え？　威い勢せいがよかったのは最初だけか？」兄さんの声はすっかり上じよう機き嫌げんだ。「そりゃ、もう一いつ丁ちようだ！」

「あああぁぁぁあああ！　死ぬ！　死ぬッ！　折れるッ！」

　ちなみにリリネットはというと、うつ伏せの状態で俺の隣となりに倒たおれていた。兄さんに張っ倒された俺に引っ張られて、コイツは顔からすっ転んだのである。しかも、かなり派は手でに。以来ピクリとも動かないから、もしかしたら死んだんじゃないかとさえ思った。

　しかし悠ゆう長ちように心配している余よ裕ゆうなんて今の俺にはない。俺はどうにか兄さんの無む慈じ悲ひなプロレス技わざから逃れようと、必死に身を捩ねじった。だがこれは全まつたく逆効果だった。俺の体は、捩れば捩るほど余よ計けいにカッチリ固まってしまった。

「逃げようったって無む駄だだぜ」兄さんは言う。「どうだ、参ったか？」

「参った、参った！」俺は声を絞しぼり出した。「もうダメだ、死ぬ！　マジで死んじまう！」

「そうかそうか。じゃ、大人しく妖精さん返しな。そしたらそろそろ勘かん弁べんしてやろう」

　兄アニさんはそう言って、ちょっとだけ力を緩ゆるめた。全身のビリビリという痛みがほんの少しだけ軽くなった。地じ獄ごくの終わり。その希望を鼻の先にぶら下げられて、俺はうっかり兄さんの言葉を受け入れそうになった。だがそのとき、視界の中で青い髪かみの毛がサラサラと動いた。リリネットが、顔だけこっちに向けたのである。リリネットは、鼻から赤い液体を垂たらしながら、すっかり見み慣なれたあの恨うらめしそうな顔をしていた。

　俺は口から出かかっていた言葉を嚙かみ殺して、大声で叫さけんだ。

「嫌いやだ！　断る！　コイツは渡さない！　兄さんがどうしたいかなんて、知ったことか！」

「テメェまだ言うか！」兄さんは勢いを付けて俺の両足を引っ張った。腰こしと背せ骨ぼねが軋きしみ、腱けんは千ち切ぎれそうになる。でも俺は躍やつ起きになって首を振ふった。

「ダメだダメだダメだダメだ！　絶対渡さないぞ！　コイツは俺のもんだ！」

「このクソッタレが……！」

「絶対ダメだッ！」俺は言った。真っ赤な顔をしていることが、自分でもわかった。

「……ハッ、面おも白しれぇ」

　兄さんはそう言った。そして、どういうわけか、俺の足を放した。

　俺の両足は力なく地面へハードランディングした。肺はいの圧あつ迫ぱくがなくなって、スッと息が通る。俺は貪むさぼるように空気を吸った。血液がキチンと流れ始め、指の先にまでジワジワと酸さん素そを感じた。体にはまだ激げき痛つうの名残なごりがあって、動かすことは難むずかしかった。

　それでも、俺は気力を振り絞しぼって立ち上がった。生まれたての子こ鹿じかみたいにヨロヨロだ。俺は何度か膝ひざをつきそうになりながら、リリネットのところまで歩いて、うつ伏せのリリネットをひっくり返した。地面に一点、鼻血の赤い染みができていた。

「はあ、はあ、大だい丈じよう夫ぶか？」俺は膝に手をついて、リリネットの顔を覗のぞき込んだ。額ひたいから垂れた一いつ滴てきの汗あせが、リリネットの頰ほおへ落ちた。

「……だいじょうぶに見える？」リリネットは鼻声でそう言って、鼻の上の方を摘つまんだ。「だめ。むり。起き上がれない」

　俺は尻しりポケットからクシャクシャのハンカチを取り出し、リリネットの顔の上に落とした。リリネットはそれを取って、鼻の周りを拭ぬぐった。赤い血が伸のびて、余よ計けいに広がった。

「古い顔オールド・フエイス」兄さんが呼んだ。俺は今一度上じよう半はん身しんを起こして、兄さんと向かい合った。兄さんは、真意の読めない真しん剣けんな表情をして、俺を見ていた。「オマエがそこまで妖よう精せいさんに惚ほれ込んでいたとはな。正直ビックリだぜ。オマエ、死んでも放したくはねぇんだな？」

「……ええ、そういうつもりです」俺は答えた。

「バカなヤツだ」兄さんはそう言って、俺に近付いてきた。俺は思わず体を強こわ張ばらせたが、用があったのは俺ではなかった。兄さんはリリネットの横にしゃがみ込んで、こう問といかけた。

「妖精さん、妖精さんはどっちがいいんだ？　オレとこのバカ、どっちが？」

　リリネットは、ハンカチを握にぎった手で俺を指差した。

「……しっかたねぇなぁ」兄アニさんは頭をボリボリ乱暴に搔かきむしりながら立ち上がった。そして、なんの前ぜん兆ちようもなく俺の胸むなぐらを摑つかんだ。

「おいバカ、よく聞け」唾つばを飛ばしながら、兄さんは言った。「妖よう精せいさんに免めんじて、しばらくテメェのワガママを許してやろうじゃねぇか。ちゃんと責任持って面めん倒どう見るっていうんなら、テメェに妖精さんを預けてやる」

「そりゃ、本当ですか？」俺は言った。「ありがとうございます、兄さん」

　兄さんは腕うでを激しく揺ゆすった。俺の頭はやたらに動き、脳のうみそが悪い具合にシェイクされた。

「いいか、だがそりゃ一時的な話だ」兄さんは続けた。「明日のグランプリにちゃんと妖精さんを連れてこい。昨日のアレはまだ有ゆう効こうだ。妖精さんは明日の優勝賞品。それは変わらねぇ。オマエが勝ったらオマエのもん、オレが勝ったらオレのもんだ。ずっと一緒にいたいのなら、レースで一等取ってみろ。いいな？　レースが終わるまでは、お前に世話させてやる」

　兄さんは俺を放した。平へい衡こう感かん覚かくを失いかけていた俺は倒たおれないよう必死に足を踏ふん張った。しかしそんな努力をしたのは失敗だった。次の瞬間、兄さんの右みぎ拳こぶしが俺の腹はらへ飛んできた。背中が裂さけて内臓が飛び出すんじゃないかと思うほどの一いち撃げきに、弱っていた俺の意識は木もく星せいあたりまで飛んでいった。

　気付いたときには、保健室のベッドの上だった。並んで置かれた二つのベッドの上に俺とリリネットがそれぞれ横になっていた。ベッドの間には、鎖くさりの架かけ橋ができていた。




「あんた、やっと起きたのね」リリネットが言った。リリネットは両方の鼻にティッシュを突つっ込んで、横になったまま天てん井じようを見上げている。鼻血は綺き麗れいに拭ふき取られていた。

「……今、何時だ？」俺は聞いた。

「もうすぐ十二時」リリネットは答えた。

「二時間もか……」

　俺は体を起こした。さすがにもう痛みはなくなっている。体にはバスタオルが巻かれていた。シャツはまだ湿っている。なぜかズボンと靴くつ下したを履はいていなかった。

「あんたのイトコが脱がせてたわよ」リリネットはそう言って、ムクリと起き上がった。「れいこちゃん、だっけ？　『このままじゃ体が冷えてしまう。何、従い姉と弟こ同士なんだから恥はずかしがることはない』なんて言いながらさ」

「何がしたいんだかアイツは……」

　ズボンはベッドの柵さくにかけられていた。俺はバスタオルで下か半はん身しんを隠かくしながらそれを穿はき、近くに転がっていたスリッパを突っかけて立ち上がった。

「リリネット、お前は大だい丈じよう夫ぶか？」俺は再ふたたびそう尋たずねた。

「多た分ぶん、あんたよりはね」リリネットはそう答えて、鼻からティッシュを抜いた。先せん端たんだけがほんのちょっと赤くなっていた。「むちゃくちゃよ。むちゃくちゃぐちゃぐちゃ。一体どうなってるの？　学校までこの調子だなんて。教室で花火が爆発するようになったら、普通の学校じゃ学級崩ほう壊かいどころの騒ぎじゃないわよ。でも、あんたの友達はみんな平然としてるし、先生も、あの女の先生以外は誰だれも気にしてないみたいだったし。こんなことって、ありなの？」

「ここじゃこれが普通なんだよ」俺は言った。「皆自分の欲よく望ぼうに正直だからな。我が慢まんするってことも空気を読むってこともまるで知らない。楽しければ、それでよし。でもって、そういう生き方が一番格かつ好こういいと思われてる。アンタが住んでたところ、つまり、何県何市かは知らないが、ビルと電線だらけの精せい霊れいの世界の常識なんて全まつたく通用しないし、それに、多た分ぶん、よっぽど開放的だ。だから……だから、そう、俺はこの土地が好すきなんだよな。まあ状じよう況きようが状況だから、お前は気に入らなくて当然だと思うけどさ。ただでさえ、ヨソの人間がここのことを好きになるには時間がかかるんだ。……溶け込むなんて、それ以上に」

「……正直、あんまりいろいろあり過ぎて、好きか嫌きらいかすらもよくわからなくなってきたわ」リリネットはそんな風に答えた。

　この言葉は全くの予想外で、俺は我わが耳を疑った。リリネットは続けてこう言った。

「まあ、悪くはないのかも、しれないわね。痛いのは、いやだけど」

「……実際のところ、お前の住んでいた世界ってのは、どんなところだったんだ？」

「あんたの言う通りよ。あんたの言う通り、こことは全然違ちがうわ、ぜんぜんね」

　それからリリネットはプイと顔を背そむけて、小さく言った。

「……助けてくれて、ぁ、ありがと」

　俺は、恥はずかしさを堪こらえようとするリリネットの横顔を見て、不覚にも満足感のようなものを感じてしまった。心の奥、横おう隔かく膜まくのあたりに感じる、ジワジワとした温かさ。そしてそれを自覚した次の瞬間、どういうわけか俺はその気持ちを自分の心から追い出そうとしていた。

　丁ちよう度ど、授業終しゆう了りようを告つげるチャイムが鳴った。そしてチャイムが鳴り終えた瞬間からドタドタという足音が聞こえ始め、数秒後には達たつ彌みを先頭にクラスの連中が部屋へなだれ込んできた。

「利り一いち、起きたか！」そう叫さけんだ達彌は俺の腕うでを取り、高々と掲かかげた。「ヒーロー様のお目覚めだ！」

　ワーっと歓声が上がる。そしてどこからともなく手が伸びてきて、俺は引き倒たおされ、皆に持ち上げられた。掛け声とともに、俺の体は宙ちゆうを舞まう。室内だというのに遠えん慮りよのない胴どう上あげだ。降ろされるまでに、俺は何度も天てん井じように体をぶつけた。そうこうしている内に、やっぱりというか、いつも通りというか、一年も三年も集まってきて、狭せまい保健室が一段と騒がしくなった。

　俺たちはそのまま全員で二年の教室へ戻った。教室では、三学年分の給食を全部集めて配はい膳ぜんした。机つくえは三人に一つしかなかったので、ロッカーの上や配膳台まで使ってどうにか全員収まった。西にし松まつ先生は部屋の隅すみで体育座ずわりを始めてしまったが、もう誰だれも気に留めようとはしなかった。二年の給食は、いつもより一人分多かった。

　俺とリリネットは教卓に作られた特とく別べつ席せきに座らされた。皆が何を要求しているのか、それを察するのは簡単だった。俺は、今までに起きたことを時じ系けい列れつ順じゆんに淡たん々たんと話した。そう、何一つ脚きやく色しよくはなかったが、皆を興奮させるにはそれで十分だった。

　そしてついさっき兄アニさんとの間で起こったことについて話し終えると、達たつ彌みがこう言った。

「しっかし、そういうことなら、丁ちよう度どよかった」

「丁度よかった？」

「ああ」達彌は言う。「俺たち、お前と約束しただろ？　リリネットちゃんを連れてきたら何か報ほう酬しゆうをやるって。実はな、利り一いち、その約束をしたときにゃ既すでに何にするか決めてあったんだ。俺の中では、だけどな。で、昨日の放課後、皆の了りよう解かいを取り付けた。皆も快かい諾だくしてくれたぜ。そういうわけで、喜べ利一、お前を次のグランプリの一中代表にしてやる」

「俺を？」

「ああそうさ。お前、未いまだに全員参加の競技以外は出たことないだろ？　小六のときはひたすら遠えん慮りよしてたし、中学に上がってからは三年に譲ゆずりっぱなしだった。だからそろそろ一回くらい学校を背せ負おって戦たたかう面おも白しろさってやつを体感してもらいたいと思ったのさ。この一回は、全校生徒からお前への感かん謝しやの贈おくり物だ。受け取れ。そんで、あの邪じや悪あくな魔ま法ほう使つかいを打ち倒してこい」

　立ち上がった達彌は、効こう果か音おんでも聞こえてきそうなくらいキレのある動きで俺を指差す。巻き起こる拍はく手しゆ。パチパチワーワー、各おの々おの好き勝手に騒ぐので喧やかましいことこの上ない。どうやら今回の場合、俺と兄さんの一大決戦を醸じよう成せいするのに一役買ったというわけで、皆いつも以上に調子付いているらしい。些さ細さいなことではあるが、これも『この騒ぎに参加したぞという実感』のおかげなのだろう。

　だが俺は、その騒々しさを打ち破やぶるつもりでハッキリこう言った。

「申もうし訳わけないが、それはダメだ」

「はァ？　なんで？」目元にギュッと皺しわを寄せて、達彌が言った。

「よく考えろ、レースだぞ？　俺にドライバーをやれというのか？」俺はそう返した。「この俺に？　車の運転を？　本気でそんなこと考えているのか？」

　教室がしんと静まり返る。そして全員俺を見つめ、何か嫌いやなことでも思い出したかのような顔をして次々にため息を漏もらした。達彌もようやく気付いたのだろう、俺に向けられた人差し指は力を失ってヘナヘナと垂たれてしまった。

「俺じゃ逆立ちしたってあの人には勝てない。わかるだろ？」俺は続けて言った。「負けてもいいなら喜んで引き受けるが、今回はそうもいかない。負けたらまたコイツを兄さんに取られちまう。そしたら今までの苦労も水の泡あわだ。今回はどうしても勝たなきゃならない。兄さんは、勝ったヤツにリリネットを譲ると言った。別に俺が出なくても、他の誰だれか、もっと得意なヤツが出場して勝ってくれれば、それでコイツは助かる。だからそう、達彌、お前が出てくれ。お前なら勝てる」

「俺が……？　そんな、誰も喜ばねぇぞ、あの人だって、そんなん……」

「俺とコイツは、それで嬉うれしい」俺は言った。「俺には無理だ。だから、頼たのむ」

「……いや、いや、いやいや！　ダメだ！　ダメだゼッテーダメだ！」達たつ彌みはそう叫さけんで、空あいた食器を蹴け飛とばし、机つくえの上に登った。皆の視線も達彌に移る。そしてもう一度人差し指をピンと伸のばし、人を刺さし殺さんばかりの勢いで俺に向けた。「そんな面おも白しろくねぇこと、俺は認めねぇ！　特とつ訓くんだ、特訓あるのみだ！　放課後、俺のウチに来い。お前に車の運転を叩たたき込んで、ついでにその腐くさった根性も叩き直してやる！」

「……後こう悔かいしても知らねえぞ」俺は言った。教室は、前にも増して喧やかましくざわついていた。

　昼休みはこれで終った。午後の授業はずっと平和だった。間の休み時間、リリネットは周りに群がった女子連中に電波話を垂れ流していた。俺はというと、男子連中が自分勝手にワイワイ唱となえるハウ・トゥ・ドライブを右から左へ聞き流していた。掃そう除じの時間もそんな調子だった。いつの間にか、伯はく爵しやくの執しつ行こう猶ゆう予よをもう九時間も消費していた。




　金曜日の早めの放課後、俺は岩いわ科しな家けの庭で達彌の親父の車に乗っていた。もちろん、運転席にだ。横には達彌、後ろにはリリネットと、なぜか玲れい子こ。外にはギャラリーがたくさんいた。俺にこの役目を押し付けた張本人たちだ。














　　その七　ナンセンスなんです






　年代物のドイツ製スポーツセダン。ボディカラーはチタンシルバー、ボンネットの下には六気き筒とうのエンジン、トランスミッションはマニュアル、でもハンドルは右側に付いている。達たつ彌みが言うには珍めずらしいことらしい。車に興味のない俺には何が何やらさっぱりで、この車の名前すらもわからなかったのだが、それでも安物じゃないということだけはひしひしと感じた。尻しりがソワソワしてなんとも落ち着かない。

　そんな俺の横で、達彌は口早にあれやこれやと説明している。あっちのペダルはなんだとか、こっちのレバーはこう使うとか、どうも達彌にしてみれば必要以上に丁てい寧ねいに教えているつもりらしい。俺も達彌の気持ちがわからないわけではなかったので、最初は真しん剣けんに聞いていた。それこそ、いざとなれば予選くらいは出場してもいいくらいの気合いで聞いていたのだが、意味のわからない専門用語が出てくるとすぐに俺の脳のうみそはパンクして、そこから先は趣しゆ味みの合わない洋よう楽がくを無理に聞いているような状態になった。

　大体、四つのタイヤで走り回るだけなのにどうしてこんなにたくさんのスイッチやらレバーやらが必要なのか俺には理解できない。ボタンだけでも既すでに指の数より多い。座ざ席せきの横には緊急脱出レバーみたいなものもあるし、エアコンの吹ふき出し口の近くには赤い三角マークのボタンもある。恐らくこれは自じ爆ばくボタンか何かだろう。赤は死の色、危険な色。人間の勝手で宇う宙ちゆう船せんに押し込められたチンパンジーの恐怖心も今ならわかる。三つもペダルがあるのは二本足の生物に対する差別だ。人じん権けん侵しん害がいだ。

　そんなことを考えていると達彌の念ねん仏ぶつが終わった。達彌が真しん剣けんな顔をして俺を覗のぞき込んでくるので、俺は頭に残ったものを必死にかき集めて繫つないでみた。ペダルを踏ふみながらキーを回してエンジンをかけたらニュートラルがサイドアクセルで半分キャメルクラッチするとタコが優やさしくなる。俺は軽い絶望を覚えた。

「まぁ、とにかく一回やってみろ。こういうもんは体で覚えるのが一番だ」達彌は言った。

「……ぶつけても知らんぞ」

「なぁに、大だい丈じよう夫ぶさ」何を楽観視しているのか知らないが、達彌は軽い調子で言った。「お前も全まつたく経験がないわけじゃないんだし。そういえば、前に運転したのはいつだ？」

「二ヶ月前だな」俺は答えた。「前のレースのとき、ちょっとだけ運転させてもらった」

「そのときはどうだったんだ？」

「一回転半した挙あげ句く、後続車と正面衝しよう突とつしそうになった」俺が言うと、達彌は顔をしかめた。

「まぁ、俺も初めて砂すな地じを走ったときはそんなもんだった気がする。練習すればちゃんと走れるようになるさ」

「だといいんだが」

「ねえ、本当にやるの？」俺の後ろでリリネットが言った。「わたし、いくらなんでもこれで死ぬのはいやよ。考え直さない？」

「まあまあリリネットちゃん。何事も経験だよ、経験。ね？」玲れい子こがそう言って宥なだめる。

「経験……いや、それどういう意味よ」

「よーし利り一いち、エンジンをかけろ！」達たつ彌みが言った。「いいか、キーを回すときにクラッチとブレーキを踏ふむんだぞ？　いいな？　よし、やれ！」

　俺は二つのペダルを力一いつ杯ぱい踏みしめて、ハンドルの後ろにあった鍵かぎを回した。ペダルは全部で三つあったが、食器と同じように外側から使うのがマナーだろうと思い、外側の細長い二つを選んだ。キュルキュルという音が三回くらい聞こえたのち、けたたましい唸うなりとともにエンジンがかかって、そのままもの凄すごい勢いで回転し始めた。同時に、右側のメーターの針はりが危険な香かおり漂ただよう赤いゾーン目がけて一いつ気きに動いていく。俺は肝きもを冷やして両手両足を全部引っ込めた。メーターの針はあと一ミリというところで止まり、元もといたあたりに戻っていった。

「危ねえ、爆発するところだった」

「アクセルとブレーキを間ま違ちがえやがったな。人の話ちゃんと聞いてたのか？」達彌が言った。「一番右がアクセルで、真ん中の幅はば広ひろのヤツがブレーキだ。いいな？　それと、映画じゃないんだからそう簡単に爆発したりはしない。余よ計けいな心配はするな」

「本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　真っ赤だぞ？」

「なんの話だかわからんが、大丈夫なものは大丈夫だ」達彌は言った。「まぁともかく、これでエンジンはかかった。発進してみるぞ。クラッチを踏め」

「待まて、ちょっと気を静める」俺はそう言って、達彌に呆あきれ顔を向けられながら何度か深しん呼こ吸きゆうし、暴れていた心臓を落ち着けた。そして「よし」と言ってから左側のペダルを踏んだ。

「ギアを入れるぜ」達彌はそう言って、運転席との間にある突とつ起き物ぶつを動かした。特にこれといった変化はない。続いて達彌は突起物近くの緊急脱出レバーを下に動かした。咄とつ嗟さに身構えたが、座ざ席せきが発射されることもない。やっぱり何も起こらない。チラッとバックミラーを見てみると、天てん井じようの取っ手にしがみ付くリリネットと、そのリリネットにしがみ付く玲子が見えた。

「よしよし、利一、アクセルをゆっくり踏め。そんでタコメーター……この右側のメーターの針が二を差すくらいにエンジンを回したら、アクセルはそのままにしてクラッチ、左側のペダルをゆっくり離はなせ。いいな？　くれぐれもゆっくり優やさしくだぞ？」達彌が言った。

「アクセル、クラッチ、ゆっくり優しくだな、わかった」

　俺は、恐る恐るつま先でアクセルペダルを突つっついた。ゆっくり優しく、ゆっくり優しく、と何度も心の中で唱となえる。しかし俺の考える『ゆっくり優しく』では、いくら撫なでたり突っついたりしてもアクセルペダルは動かなかった。ゆっくり優しくするには腹はら立だたしいほどバネが効きいているのだ。俺は緊張からくる苛いら立だちを感じながら、右足にかける力を少し増やした。まだ動かない。もう少し増やす。まだ動かない。もういっそのこと一いつ気きに踏ふみ込んでから戻した方が早いんじゃないだろうか、なんてことを考えながら俺はまた力を強めた。

　すると今度は、引っかかりが外れたかのようにペダルがスッと沈んだ。突とつ然ぜん勢い良く回り始めるエンジン。俺は驚おどろいて足を戻そうとする。しかしその拍ひよう子しに鋭にぶい痛みが走って、俺の右足は動かなくなった。慣れない動きと緊張のせいで筋きん肉にくが吊つってしまったのだ。そして硬こう直ちよくした足によって、アクセルは深々と踏み込まれていた。エンジンは唸うなりを上げ、メーターの針はりは二なんてあっという間に飛び越える。五、六、七と行ってこのままだと爆発ゾーン突とつ入にゆうだ。俺の頭はパニックを起こして達たつ彌みの言葉を引っ搔かき回し、次のような解決策を導みちびき出した。『早く車を発進させねば』。俺はアクセルをそのままに左足をヒョイと持ち上げた。

　誰だれかが砂じや利りの上で転んだかのような音がした。そして、それがリアタイヤから聞こえてきたことに気付いたとき、俺の体はグイと背もたれに押し付けられた。

　後ろからサイが突とつ進しんしてきたかのような衝しよう撃げき、とでも形容すればいいだろうか。ともかくそのようなものを感じたのと同時に、外の景色がもの凄すごい勢いで流れ始めた。眼球には圧あつ迫ぱく感かん。意識を刈かり取ろうとする目め眩まい。とてつもない恐怖が俺の心臓へ飛び込んできた。一体何が起きたのか、俺には全まつたく認識できていなかった。目前に、ブロック塀べいが迫せまっていた。

「足離せぇぇぇええええええ！」

　横で達彌が絶ぜつ叫きようした。俺は引きつった右足を無理やり引っ剝ぱがし、ハンドルを闇やみ雲くもに限界まで回した。塀へいを避けようとしたのだ。同時に、達たつ彌みがあの緊急脱出レバーを引っ張った。タイヤが滑すべる音。宙ちゆうを浮くような感覚に内臓が全部縮み上がる。横へスライドする目の前の景色。すぐ後ろでゴンという音。達彌の家が見え、門が見え、クラスメイトたちが見え、再ふたたびブロック塀が見えたところで、反動とともに車は止まった。俺はまだ生きていた。まだどこにもぶつかってはいなかった。エンジンは止まっていた。額ひたいを袖そでで拭ぬぐうと、汗あせでグッショリと濡ぬれた。
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　俺は後ろを見た。リリネットが頭を押さえてうずくまっていた。横の玲れい子こは目を見開いて放心状態だ。視線を助手席に移すと、レバーを握にぎったままの達彌も似たような顔をしていた。

「……なあ、さすがに」俺は言った。「もう一回やれとは言わないよな？」

　しかし頑がん固こ者ものの達彌は、ぎこちなく首を横に振って「ダメだ」と言った。それで結局、俺たちは達彌が匙さじを投げるまで計七回も臨りん死し体験を重ねる羽目になった。




「こんなに才能のないヤツが世の中にいるとは思わなかった」

「それ、確か兄アニさんにも言われたな」俺は達彌にそう返した。俺がシートベルトを外そうとしても、達彌は止めなかった。後ろの二人はグッタリとしている。なんというか、死にかけだ。

「実を言うと、二ヶ月前、俺に車の運転をさせたのはあの人なんだ」俺は言った。「俺は断ったんだが、レースのあとで無理やり乗せられてな。『ものは試しだ。いっぺんやってみろ』って具合だ。今日のお前と同じだよ。あの人は一回目で諦あきらめたけどな」

「へぇ、そんなことが」達彌は言った。「……あれ？　ってことはよ、あの人もお前が車を運転できねぇこと知ってるのか？」

「そのはずだが」

「変な話だ。それじゃあなんでレース勝負なんか持ちかけたんだ？　このせっかくの機会によ。ショボくれた一方試合じゃあの人も楽しめないだろうに」達彌は腕組みしてそう言った。

「覚えてないのかもしれん」俺は答えた。「あの人のことだ、二ヶ月なんて百年と同じ。それに運転をさせてたのは俺だけじゃなかった。お前は一中生を世話してたから知らないかもしれないが、兄さんはあのときの優勝者だったから、皆に、特に小学生連中には大人気だった。行列ができたほどだ。俺が運転席に座すわってたのはほんの数分。忘れてたとしても不思議じゃない」

「なるほどね」達彌は言った。

「……達彌、改あらためて言うぜ」俺は助手席に顔を向けた。達彌は口をひん曲げて難むずかしい顔をしている。「俺が出てもいいことは何もない。不ふ甲が斐いない運転で兄さんはガッカリ、リリネットも取られる。お前が出てくれた方がよっぽど有益だ。レースも盛り上がるし、勝てばリリネットを自由にしてやれる。どっちがいいか、わかるだろ？」

「しっかしなぁ、俺がっていうのはちょっと違ちがうだろー」達彌は言った。「それじゃあなんにも面おも白しろくねぇよ。やっぱお前が走らねぇと。なーんでお前はこんな簡単なこともできないかなー。こんなもん人間だったら誰だれでもチョチョイのチョイだろ。お前どっかおかしいんじゃねぇのか？　いっぺん医者に見てもらった方がいいぜ」

「おい、そこまで言われたくはないぞ」俺は返した。「お前らと違ちがって、生まれたときからこういう機械類に囲まれていたわけじゃないんだ。ここじゃ物心付くまでに車でもなんでも触さわって動かしてみるのが普通なのかもしれないが、俺が育った世界は違う。俺はな、ここに来るまでは助手席にすらほとんど乗ったことがなかったんだ。世間一般じゃお前らの方が異常だよ。俺は普通だ。普通に運転できないだけだ」

「お前が普通？　んなこたぁねぇだろ」

「……そうだ、そう言うなら一つ試してみようぜ」あることを閃ひらめいて、俺はそう言った。そして座ざ席せきのレバーを引いて背もたれを思い切り倒たおした。目の前には上下逆さまになったリリネットの顔がある。ちょっと青くなったようなその顔に向けて、俺は言った。

「リリネット、交代だ。運転してみろ」

「ふぇ？」

「間抜けな声を出すんじゃねえよ。いいから降りろ」俺はそう言って、一度車から降りた。ギャラリーの数は半分にまで減っている。残りの大部分ももう外にはいなかった。達たつ彌みの家へ上がり、菓か子しを食ったりマンガを漁あさったりしながらたまにこちらを見るだけになっていた。

　外に出てから、俺は鎖くさりを引っ張った。腹はら立だたしそうな顔をしながら、運転席の上を越えてリリネットも出てくる。鎖のせいでこんな風に運転席のドアからしか乗り降りできないのだ。リリネットを降ろしたら、初めとは逆の順番で再ふたたび車へ乗り込む。今度は俺が後部座席に座すわり、リリネットは運転席に収まる。

「達彌、俺が異常かお前が異常か、白黒付けようじゃねぇか。俺が正しかったら、明日のレースにはお前が出ろよ？」運転席の横から顔を出して、俺は言った。

「……なるほどね、なるほど。よーし、その賭かけ、乗ってやろうじゃねぇか」達彌はそう答えた。

「なんでわたしが……」リリネットは不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやく。しかし達彌が「いいじゃない、いいじゃない、楽しいよ」なんて言いながら指示すると、リリネットは大人しくシートやらハンドルやらを調節していた。

「それで、リリネットちゃん、経験はあるのかい？」達彌はリリネットにそう尋たずねる。

「運転の？　ないわよ、とーぜん」リリネットは答えた。「こんなの、精せい霊れいの世界にはなかったもの。みんな馬かユニコーンに乗ってたわ」

「そっか。何、心配はいらないよ」達彌は言った。「丁てい寧ねいに教えるからね。ささっと乗りこなして後ろの偏へん屈くつ野や郎ろうを馬ば鹿かにしてやろう。アイツはこんな簡単なこともできないらしいから」

「それはよーく体験させてもらったわ」リリネットはそう言って側頭部のあたりをさすった。

　さて、達彌は有言実行とばかりにかなり細かい説明を始めた。あれこれと俺のときよりも更さらに詳くわしく、眠くなるような話だ。しかしいざハンドルを握にぎったリリネットはわりと真しん剣けんそうに聞いていた。達たつ彌みは発車の手順を何度か繰くり返し説明したあと、エンジンをかけさせた。

「いいかい？　慌あわてず、落ち着いて、ゆっくり」

　リリネットは無言で頷うなずき、説明通りに操そう作さし始めた。アクセルを踏ふんだのだろうか、エンジンの音が少し騒がしくなる。俺はヘッドレスト脇わきから顔を出して例のメーターを見た。針はりは一の少し上あたりを指していた。すると突とつ然ぜん、その針がガクッと下がって、同時に車体が揺ゆれた。上下の大きな揺れだ。エンジンは苦しそうな音を立て、そのたびに車はちょっとずつ前進する。しかし一メートルと続かなかった。エンジンとともに、間もなく車は停止した。

「ほら、見たことか」俺は言った。「普通の人間にゃ土台無理な話なんだよ。達彌、認めろよ、お前の負けだ」

「バカ野郎、一回目でできるヤツなんかここにもいねぇよ」顔を半分だけこっちに向けて、達彌は言った。「だがな、利り一いち、これだけは言えるぜ。リリネットちゃんにはお前なんかよりもよっぽど才能を感じる。吠ほえ面づらかくのはお前の方だ」

「言ってろ。脳のうみそハッピーなコイツじゃどうせ百年かかっても無理だよ」俺は言った。

「……ねぇ、今のどこらへんが悪かったの？」リリネットが言った。と同時に、なぜか、リリネットはギアを戻してエンジンをかけ直した。

「お、やる気だね」達彌は言う。

「後ろのあいつと同じってのは、なんか癪しやくだわ」リリネットは言った。「…………それに今ちょっとだけ楽しかった」

「楽しかったか！　そりゃいい！」嬉うれしそうな声で、達彌は言った。「楽しいってのは何をするにも一番大事だ。後ろのアイツはそのへんがイマイチわかってないんだよな。ま、あの偏へん屈くつ男は置いておくとして、さっきの運転のことだね。アレはクラッチを離はなすのが早過ぎたんだと思う。クラッチを半分くらい繫つないだら車が進み始めるんだけど、慌てずにしばらくその状態をキープしてみて。慣なれるまでは何メートル進んでもいいからさ」

　達彌のこのアドバイス、俺には意味不明だったが、リリネットは何やらわかったような顔をして頷いていた。そして再ふたたびレバーやらペダルやらをガチャガチャやると、驚おどろいたことに、車は走り始めた。しかも氷の上を滑すべるかのようにスムーズだ。リリネットはハンドルを回して、そのままグルグルと車を走らせた。俺は愕がく然ぜんとして言葉も失った。

「よーし上う手まい！」達彌はそう言って運転席の背もたれを叩たたいた。「もう何回か練習しよう。ブレーキをかけて、エンジンが苦しそうになったらクラッチを踏んで。そうしたら止まれる」

　リリネットはそれをすんなりとこなした。そしてもう一度発進する。エンジンを空から回まわりさせる時間も回転量も減っていた。達彌は更さらにいくつかアドバイスをした。タイミングがどうの、アクセルがどうのと、説明するときのジェスチャーにはやたらと気合いが入っていた。リリネットはそれを聞きながら計十回発車操作をやって、失敗したのはその内二回だけだった。

　それが終わると、達彌はギアチェンジの説明をした。両手足を全部使う、困こん難なんな作業だ。見ただけで気が遠くなる。しかしリリネットはすぐにそれもやってのけた。

「よーし、せっかくここまでできたんだ、もっと広いところで走らせてみようぜ」

　達たつ彌みはそう言って、リリネットと席せきを代わった。何をするかと思えば、達彌はそのまま車を運転して門を出て、小学校へ向かった。無論、無む免めん許きよだ。だが学校までの細いデコボコ道も公道ではなかった。達彌はフェンスの切れ目からグラウンドへ直接進入して、車を停めた。

　小学校は明日のグランプリのメイン会場である。そういうわけで、実じつ況きよう用ようの大型ディスプレイやテント、長なが机づくえなどが既すでに設置されていた。しかし人の姿はない。恐らくここを先に片付けて、今はコースの準備に取りかかっているのだろう。

「ここを走るの？」リリネットが聞いた。

「そ。小学校の八百メートルトラックだ」達彌は答えた。「この地面だと路面抵抗が小さいから簡単に横よこ滑すべりするんだ。ちょっとやってみるから、どこかにちゃんと摑つかまってて」

　それを聞いて、俺と玲れい子こは窓まどの上にあった取っ手に摑まった。ちょっと遅おくれてリリネットもそうする。達彌は、平然と車を急発進させた。矢や継つぎ早ばやにギアレバーを動かし、車はどんどん加速していく。そして白線で示されたトラックのカーブへ差しかかったとき、ほんの僅わずかに減速させながらハンドルを切った。座ざ席せきが横に流れた。無重力感。スピンさせたときと同じ感覚だ。しかし達彌はハンドルを逆に回して、車を斜ななめ向きのまま保ち、カーブの終わりでピタリとまっすぐに戻した。

「……と、まぁこんな感じのことができるわけだ」車を停め、涼すずしい顔で達彌は言った。「ここまでやれとは言わないけど、どうだろうね、リリネットちゃんじゃその内勝手にできるようになる気がするよ。ま、とにかく曲がる練習からやってみようか」

　達彌は再ふたたび助手席へ戻り、リリネットを運転席へ座すわらせた。そのときチラッと見えたリリネットの横顔が、心なしかワクワクしているようにも見えて、俺は思わず目をこすった。

　達彌のコーナリングレッスンはそれから一時間半も続いた。かなり前から気付いていたことではあるが、達彌は本来の目的を忘れている。そして、同じことがリリネットにも言えそうだった。『トラクション』や『スリップアングル』などという珍ちん妙みような単語を、今となってはリリネットまでもが使っている。俺の脳のうみそは二人の会話をリリネットの例の電波話と同じように扱あつかっていた。現在のリリネットは謎なぞの呪じゆ文もんを口から吐はきながら車を横向きに走らせる狂きよう気きのマシーンと化している。達彌は引くほどハイテンションだが、後部座席の俺と玲子は揃そろってグロッキーな状態になっていた。

「達彌、もういいだろ。俺の負けだ」しばらくぶりに停車したとき、俺は言った。

「負け……？　あ！　ああ、そうだったそうだった」達彌は言った。「見ろ、やっぱりおかしいのはお前の方だったじゃねぇか」

　というよりはむしろリリネットに異常な才能があったと考える方が妥だ当とうな気はしたが、俺は何も言わなかった。

「で、結局どうすんだよ。決心は付いたか？」

「逆だな。余よ計けいに出る気がなくなった」俺は答えた。「コイツに運転させてみて何が証明されたのか考えてもみろよ。俺はこの田舎いなかで最もつとも車の運転に向かない人間だったってわけだ」

「まぁ、確かにそういうことになるな」達たつ彌みは言った。

「なあリリネット、お前も嫌いやだろう？　希望をドブに捨てるような真似はさ」俺は運転席の横から顔を出してリリネットにそう言った。リリネットは紅こう潮ちようしたような顔をして、ハンドルをじっと見つめていた。

「……たしかに、それは嫌ね」リリネットは言った。「あんたに任せるくらいなら、わたしがやった方がまだマシよ。あんたのあれは、酷こく過ぎるもの」

　リリネットのその言葉を聞いて、俺と達彌は顔を見合わせた。俺の頭には起死回生のアイデアが一つ。達彌の頭にも、どうやら同じものがあるらしい。

「……アリだと思うか？」俺は聞いた。「俺はいい考えだと思うんだが」

「悪くはねぇな。というか、結構いい。いや結構いいどころか、最高かもしれねぇ。利り一いち、お前もたまには面おも白しれぇこと考えるじゃねぇか。少なくとも俺は見てみたいぜ」達彌は答えた。

「それじゃあ……」運転席の方へ向き直って、俺は言った。「リリネット、明日お前が出ろ」

「えっ」

「自分の運命を俺に預けるよりはその方がいいだろ」俺は続けて言った。「幸いお前には才能があるらしい。それに、どちらにしろお前も車に乗ってなきゃならねえんだ、この鎖くさりのせいで」

「で、でも……」

「リリネットちゃんが出てくれれば皆も喜ぶと思うよ」達彌が言った。「リリネットちゃんも、楽しめるはずだ。利一が言うには、こういうことって他の世界じゃあんまりやらないらしいからね。この際、どうよ？」

「わ、わたし、部外者だし、その……」

「部外者？　今はむしろ中心人物だろう。そんな心配はするな」俺は言った。

「面おも白しろければなんでもアリだよ、リリネットちゃん」達彌が続けた。「もちろんリリネットちゃんに強要はしない。無理にやらせたって面白くもなんともないからね。嫌だったらそう言ってほしい。そしたら、そうだな、リリネットちゃんの自由のために俺が出よう。半々の確かく率りつであの人には勝てるはずだ。でももし、ちょっとでも楽しそうだと思ったなら、リリネットちゃんが出るべきだ。利一みたいに変な気を回して逃げ腰ごしになってちゃ、人生はつまらないよ」

　リリネットは口をつぐんで、達彌を見、玲れい子こを見、俺を見、達彌を見、もう一度俺を見てから、ハンドルを見つめ、そこへ額ひたいをぶつけ、こう答えた。

「……わかった。やってみる」

「よしきた！」達彌はそう言って拳こぶしを叩たたいた。「心配しなくていいぜ。もし負けても、きっと利一がなんとかしてくれるからさ。なあ利一？」

「きっとな。きっと」俺は内心胸むねを撫なで下ろしながら、そう答えた。

「なんか不安ね、それ」リリネットは頭を起こしてそう言った。「ねぇ、もうちょっと、もうちょっとだけ練習してもいい？　負けたらたいへんだもん」

「おうおう、やれやれ！」達たつ彌みは言った。「ブッ壊こわれるまで使ってくれて構わねぇぜ。本気ならヒール・アンド・トゥでもダブルクラッチでも教えてやる。あの悪あく党とうに、反撃だ！」

　そうしてギアレバーを押し込んだときのリリネットの表情は真しん剣けんそのものだった。どうしてそんな顔ができるのか俺には不ふ思し議ぎだった。仕方なしにやっているという表情ではなかった。

　コイツは楽しみ始めているんじゃないだろうか？　運転に限った話じゃない。もっと大きなスケールで、自分の置かれた状じよう況きようを楽しみ始めているのではないだろうか。もしそうなら俺には好こう都つ合ごうなはずである。しかしなぜか素直に喜べない自分がいて、俺は少し困こん惑わくした。




　グラウンドでの練習が一段落すると、達彌が携けい帯たい電話でどこかへ電話をかけた。ほんの十数秒の会話。それが終わると、達彌は運転席に移ってもう一度ハンドルを握にぎった。

「許可が取れたから、俺が明日のコースを案内するよ」助手席のリリネットに向かって、達彌は言った。「俺が一周したらリリネットちゃんにも走ってもらうから、頑がん張ばって覚えてね」

　達彌は、短たん距きよ離り走そうで使うスタートラインまで車を移動させる。明日の競技でもここがスタート地点になる。達彌は一度完全に停車させてから、リリネットに少し説明して、それからゆっくりと発進した。達彌は消えかけの白線に沿そって走り、最初の左カーブを曲がる。

「それで、ここを半周したら、トラックを外れて裏うら門もんに向かうんだ」

　グラウンド脇わきの裏門は車一台がやっと通れる狭せまい門で、それをくぐると短い砂じや利り道みちがあり、県道に接していた。達彌は右う折せつで県道に出て、ほんの少し進み、すぐまた右に曲がった。

「要よう塞さいほどじゃないけど、ここから役場までの農道は狭い上にクネクネしてるから気を付けて。言い換えれば、腕うでの見せどころでもある」達彌は言った。

　農道をしばらく行くと、役場の近くで一般道に出られる。農道に比くらべれば幅はばも広い。しかし二百メートルほどまっすぐ行くと、右手にある役場を囲うような直角コーナーが待まち受けている。達彌はグッと速度を落としてそのコーナーを曲がった。コーナーの先は穏おだやかなＳ字カーブが続いている。これは今朝も通った道だ。途と中ちゆうには給きゆう水すい塔とうもある。

「お、高校の連中がいるじゃねぇか」達彌が言った。見てみると、確かに数人の高校生が道みち端ばたを歩いていた。仕事を終えて帰る途中らしい。持っているのはガムテープだけ。あれはクッション材を固定するために使ったものだろう。

　カーブの近くにある木やガードレール、その他の障しよう害がい物ぶつにはスポンジ製のクッション材が巻かれていた。あまり立りつ派ぱな備えではないが、速度を考えればこれで充分らしい。もちろん『ビックリするような大おお怪け我がをしない程てい度どには』という意味だ。クッション材の他、レースの見どころになりそうなところにはカメラが設置されていた。かなりの量だ。これらはネットワークに繫つながっていて、撮影された映像は小学校のディスプレイまで送信される。ちなみに、こういった機材にかかる費用は全すべてグランプリ実行委員会への寄付金で賄まかなわれている。子供だけで組織されている実行委員会は栓せんの抜けた水道のようにザブザブとお金を使ってしまうが、未いまだかつて『足りない』という声は聞いたことがない。

　役場から続く道路は、十一号児じ遊ゆう館かんの手前で未み舗ほ装そう路ろに変わる。ここの左急カーブを過ぎて少し行けば貯ちよ水すい池ちだ。達たつ彌みは、砂の深い貯水池の畔あぜを時計回りに走る。ジャンプ台を支えるパイプの林をくぐり、またしばらく行くと、下流側の端はしで舗装路に復帰する。そこから、貯水池の水をせき止める固こ定てい堰せきの上を通った。緩ゆるやかなカーブを描えがくこの堰の上は、両側に並ぶ柵さくのせいでかなり狭かった。

　堰を越えれば池の反対側だ。数回道を曲がると、再ふたたび未舗装路に出る。森の中。少し行けば要よう塞さいがその姿を現す。俺たちはその中へと入っていった。高い土ど壁べいに囲まれた要塞の内部には、通路が迷路のように張り巡めぐらされている。ギリギリすれ違ちがいできる道みち幅はばに、いくつもの直角コーナー。達彌は例のドリフトなどという超技術でここを切り抜けていった。

「ここから先は山道になる。ヘアピンコーナーがたくさんあるから走り甲が斐いがあるよ」要塞を脱出したところで達彌は言った。貯水池の背はい後ごに控ひかえる小高い山。俺たちはそれをつづら折おりに登っていく。百八十度近いカーブは遠心力も強く、左コーナーのたびに玲れい子こが寄りかかってきた。山の中ちゆう腹ふくで道は下りに転じる。更さらに何度もヘアピンカーブを回ると、少し長めの直線があり、その終点で森が切れていた。大きな左コーナー、視界がパッと開けて、眼下に貯水池を一望できる。しかし今は景色以上に目を引くものがあった。今朝俺たちに襲おそいかかってきたあのラジコン飛行機が、路側帯に墜つい落らくしていた──そこから急きゆう勾こう配ばいのつづら折りを行けば、じきに山道も終わりだ。

　山道を過ぎると直線が目立つようになる。広大な畑の間を通る道。道幅も相応に広い。自然とスピードも増していく。橋を渡り、少し行けば県道だ。残る小学校までの区間は、このコースで最長のストレートとなっている。そして裏うら門もんから小学校へ戻り、トラックを時計回りに一周すればゴールである。

「さ、覚えたかな？」達彌は言った。リリネットは不安気に首を傾げていたが、いざ走らせてみると少しも間ま違ちがえずにコースをなぞった。リリネットはそのまま、向かいの山に夕日が沈み始めるまで練習を重ねた。




　達彌の指示で、リリネットは例のラジコン飛行機の側に車を停めた。見晴らしのいいここからは、県道のずっと先、俺とリリネットが出会った向かいの山、その稜りよう線せんにコントラストを描えがいて消えていこうとする大きな太陽を見ることができる。夕日が浅く投げかける紅あかい光線は、城のような役場の建物や学校、給きゆう水すい塔とうの輪りん郭かく線せんをハッキリと浮かび上がらせる。そして貯水池の水面が、その小さざ波なみで光を柔やわらかく拡かく散さんし、自みずから発光しているかのように輝かがやいた。何度目にしても、この光景には心を奪われる。俺とリリネットは、並んで両目を夕日に晒さらした。一方で、この光景と共に生まれ育った二人は夕日よりもラジコン飛行機に興味を示していた。無残なアイリーン号は、上下逆さまになってガードレールに寄り添そい、翼つばさの裏うら側がわを俺たちに見せていた。折おれた左さ主しゆ翼よくも尾び翼よくのあたりに重なって落ちている。見たところエンジンや電子装置などは外されている。重くて大きいこの胴どう体たいを運ぶのは、持ち主も高校生たちも一いつ旦たん諦あきらめたのだろう。ガードレールのクッションは飛行機のあたりだけ省はぶかれていた。

　俺はリリネットの横顔に視線を向けた。髪かみが紅あか色を浴びて、これまで見たことのない不ふ思し議ぎな色をしている。肩こりのためか、首をぐりぐりと回すリリネット。首輪がいかにも邪じや魔まそうだ。しかしその口角には、ゆったりとした笑みが覗のぞいていた。

「……綺き麗れいね」リリネットがポツリと言った。

「ああ。本当に」俺は答えた。「ここに来る前は、こんなもん、どこで見たって同じだと思ってた。実際はこんなに違ちがうのに。なあリリネット、コイツは精せい霊れいの世界と比くらべても立りつ派ぱか？」

　リリネットは、この問といには答えなかった。そして代わりに、こう聞いてきた。

「あんたって、元々違うところに住んでたのよね？」

「……ああそうだ」俺は答えた。「三年前、爺じいさんが死んで、ここへ引っ越してきた」

「その、あんたが前に住んでいたところって、どんなところだったの？」

「どんなところかって？　そりゃあ──つまらねえところさ。話の種にもならないほど、つまらねえところ」

「……ちゃんと話してよ。ねえ、お願いだから。おねがい」

　そうして俺に向けてきた、青い瞳ひとみ。俺はそこに昔むかしの自分の姿すがたを見たような気がした。昔の自分。あの教室。不条理に怯おびえる、乾いた笑顔。そして、あの頃ころの感情が湧わき上がってきた。

　それはまるで重油のようだった。ドロドロとしていて、あまりに複雑だった。一人の人間の心に収まっていたものとはとてもじゃないが思えなかった。今の俺にはまさしく毒どくだった。動どう悸きがした。寒さを感じた。なのに首くび筋すじには汗あせが滲にじんだ。

「……あそこは」俺は口を開いた。「酷ひどいところだ。子供が生きるには狭せま過すぎる。いや、大人にとってもそうだろう。あそこじゃ嫌いやでも他人の行動が視界に入る。声が聞こえる。いつでも他人に見られてるし、聞かれてる。いつだって、他の人間にどう思われているのかを考えなきゃならない。気にしなきゃならない。自分のことなんて二の次だ。狭くて、貧まずしくて、嫌になる」

　俺は、俺の言葉から染しみ出す何かが、リリネットの瞳ひとみを濁にごらせていくのを感じた。それは単に、刻こく一いつ刻こくと弱まる太陽の光のせいだったのかもしれない。しかし俺は、これ以上話を続けることさえ堪たまらなく嫌になった。

「……やっぱ、やめよう、こんな話。つまらねえよ」俺は言った。

「……本当に、つまらないわよね、あんな世界」リリネットはそう言って目を伏せた。それから数分もすると山の影が全すべてを吞のみ込み、俺たちは暗くら闇やみに包まれた。














　　その八　嵐の前の






　細い月が浮かんでいる。周囲を照らしているのは、その筋すじのような月と、満点に広がる無数の星たちだけ。俺とリリネットは、庭の生いけ垣がきに隠かくれながら平屋建ての屋敷に近付いた。手にはダンボールの箱はこ。縁えん側がわまでくると、半分ほど開けられたガラス戸が目に留まり、俺たちはそこから中へ入った。明かりのない廊ろう下かを忍しのび足で通る。玲れい子この部屋は屋敷の一番奥にあった──

　特訓を終え、達たつ彌みの家へ戻ってきたところで、少し青い顔をした玲子が言った。

「今日は私の家へ泊とまりたまえ。利り一いち、その状態じゃ家へ帰っても言い訳わけに困るだろう？」

　その状態。つまり見ず知らずの変な女と鎖くさりで繫つながった状態のことだ。しかも俺の手首とリリネットの首が繫がっているわけで、場合によっては俺の性せい的てき趣しゆ味みとも捉とらえられかねない。

「だがお前のウチでも同じ話じゃないか？」俺は言った。

「それは、ほら、私の家の方がほんのちょっと大きいじゃないか。だから少し気を付ければ誰だれにも見つからないで済む」玲子は言った。ちなみに『ほんのちょっと』というのはかなりの謙けん遜そんだ。俺は玲子の言葉に納なつ得とくして、その提案に乗ることにした。

「じゃ、お邪じや魔まさせてもらうかな。児じ遊ゆう館かんにでも泊まろうかと思ってたところだが、あそこには風ふ呂ろがない。そろそろ入っておかないとニオイがね」

　すると達彌も「一緒に行く」なんて言い出したが、玲子は「君みたいな男子が女の子のお泊り会に参加したいだなんて無ぶ粋すいだ」と言って却きやつ下かした。俺は鎖のおかげでセーフなのだとか。それで渋しぶ々しぶ引き下がった達彌は、持っていくつもりだったらしいレースゲームのディスクとハンドル形のコントローラーを俺に押し付けた。「レースの練習も必要だ。自分一台だけで走るときとは勝手が違ちがうからな」とのことだ。俺はついでに新品の下着やら洋服やらを達彌から貰もらって、それを全部ダンボール箱に押し込み、リリネットとともに夜道を玲子の家まで歩いた。家に着くと、玲子は先に玄げん関かんから上がっていった。俺とリリネットは庭の隅すみで三分ほど待まち、それからこっそり侵入したのである。




　ドアを静かにノックすると、返事もなしにパッと開いた。

「上々かな？　見つかってないね？」俺たちを部屋へ入れ、玲子は言った。「さ、自分の部屋だと思ってくつろいでおくれ。すぐに食べものと飲みものを持ってこよう」

　玲子が部屋から出ていき、俺とリリネットはソファへ隣となり合って座った。玲子の部屋は十二畳じようの洋間で、あまり女子らしくはなかった。もっと言えば、若者らしくもなかった。置いてある家具はどれもこれもアンティーク調で、テレビとパソコンだけが妙みように浮いている。壁かべには数枚の風景画。部屋の雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされてか、リリネットは少し緊きん張ちようしたような顔をしていた。

「なんか、ほんとにお金持ちって感じ」リリネットが呟つぶやいた。

「雨あまヶが瀬せもデカい農家だからな」俺は言った。「都会だったらどんなお嬢じよう様さま学校へ通ってても不ふ思し議ぎじゃねえよ。このウチが毎年どんだけの金を稼かせいでるか、聞いたら目ン玉飛び出るぜ」

「あんたのところは違ちがうの？」リリネットが言った。

「俺の親父は役場の職員だ」俺は答えた。「死んだ爺じいさんもそうだった。婿むこにでもいかなきゃ俺もそうなるだろう。それなりの金は貰もらっているらしいが、農家の連中と比くらべりゃ雀すずめの涙なみださ」

「ふーん……」

「それなら、私のところへ来るかい？」玲れい子この声がした。顔を向けると、盆ぼんを片手に後ろ手で扉とびらを閉める玲子の姿があった。盆の上には二つのグラスとカップラーメン、それにウサギ型のタイマー。玲子はそれらをテーブルへ置き、一人がけのソファに落ち着いた。

「私の親族は喜ぶよ。君のような『男前』に来てもらえればね？」

「お前はどうなんだよ？」

「おや、それを聞いてしまうのかい、『古い顔オールド・フエイス』」玲子はそう言ってクスクス笑った。

「……ねえ、その『おーるどふぇーす』ってなんなの？　あの男もそう呼んでたけど」リリネットが言った。

「炎ほのおの魔ま法ほう使つかいが付けた利り一いちのあだ名だよ」玲子はそう答えた。「説明する前に、一つ質しつ問もんしよう。リリネットちゃんは利一をハンサムだと思うかい？」

　リリネットは俺の顔をじっと見つめたあと、首を横に振ふった。

「そうだろう。私もそう思う。私たちの世代にはとてもそうは見えない」玲子は言った。「しかしこの顔はね、もっと上の世代には受けがいいんだ。昔むかしの俳はい優ゆうのような古ふる臭くさい顔。これを『男前』というらしい。私たちのじいじにそっくりな、男前の顔だ」

「おとこまえ……」

「……なあ、俺と爺さんってそんなに似てるのか？」俺は聞いた。

「驚おどろくほどに」玲子は答えた。「写真で見たじいじの若い頃ころによく似てる。君を見ると、どうしても思い出すよ。大好きだったなあ、じいじ。気さくで、誰だれよりも若々しかった。私にとっては、お爺ちゃんというより友達のような存在だったかな」

「……あ、そっか、あんたたちイトコ同士だったわね」リリネットが言った。

「そして、私と同じように皆がじいじのことを好すきだった」玲子は話を続けた。「じいじがこの土地でどれほどの人気者だったか、ヨソにいた利一にはわからないだろう。じいじはまさにこの田舎いなかのアイドルだった。顔よし、気前よし。女の人だけじゃない、男の人にも人気だった。豪ごう快かいで、お酒も強かった。だから、そんなじいじの若い頃に生き写しな利一の人気には凄すさまじいものがあるんだ。性格の面ではあまり似ていないんだけどね。あ、でも利一の遠慮深い性格もそれはそれで好かれてはいるんだよ？　ここにはそういう人が少ないから」

「ふーん。顔が古くて、お年寄りに人気だから、古い顔ってわけね。文字通り」リリネットは頷うなずきながら言った。

「いや、それで理由の半分ってところだ」俺は言った。「もう半分は、玲れい子こが言うような俺の性格ってヤツに起き因いんしてる。俺は普通にしているつもりなんだが、兄アニさんみたいなここの人間は俺の言動を『年寄り臭くさい』と感じることがあるらしい。で、一方じゃ年寄り連中にはやたらと人気だ。おかげで俺には妙みような影響力があって、新しん参ざん者もののはずなのに、昔むかしからいる年寄りみたいに見える。兄さんはそれと俺の古ふる臭くさい顔を皮ひ肉にくって、『古い顔オールド・フエイス』なんて呼び始めたんだ」

「年寄りくさい？」リリネットは怪け訝げんな顔をした。

「お前にもわからんだろう」俺は言った。「とにかくそう感じるらしい。玲子、そうだよな？」

「たまにね。前ほど多くはないけど」玲子は言った。「ま、君の個性さ。気にすることはない」

「古い顔、か……」

　俺がそう呟つぶやいたのと、ウサギ型タイマーが電子音を鳴らしたのは、ほとんど同時だった。

「お、できたみたいだね。二人は食べていてくれ。私は自分の夕食を摂とってくるから」玲子はそう言って、再ふたたび部屋から出ていった。

「あんたも、苦労してるのね」カップラーメンの蓋ふたをめくりながら、リリネットは言った。

「苦労ってほどのことはねえよ」俺は答えた。「あのあだ名だって、嫌きらいなわけじゃない。異常が日常のこの田舎いなかでも、二ツ名を持ってるヤツってのは限られてるからな。魔ま法ほう使つかいに伯はく爵しやく、予言者、ドクター、他にも数人いるが、俺もその中の一人に数えられてる。名めい誉よなことだ」

「……変なの」リリネットは言った。「でもなんか、ちょっと羨うらやましい」

「何が？　二ツ名がか？」俺は言った。「お前にももうあるじゃねえか。『精せい霊れい』って。『リリネット』ってのもそうか。いや、兄さんが呼んでるから『妖よう精せい』ってのも有力だな。とにかく、もしもお前がここの住人になるようなことがあれば、二ツ名付きへの仲間入りは確実だ」

「そういう意味で言ったんじゃないんだけど……」リリネットは麵めんを短くかじり取ってから、更さらにこう呟いた。「ここの住人、かぁ……」

「なんだ？　それも悪くないってか？」俺は冗じよう談だん半分でそう聞いた。しかしリリネットは何も反論しなかった。

　作るのと同じくらいの時間でカップラーメンを平らげ、冷茶も飲み干し、俺は再びソファへもたれかかった。午前中寝て過ごしたというのに、体にはまだ疲ひ労ろうが波打っている。あくびを嚙かみ殺し、伸のびをして肩を回す。そのたびに、毛もう細さい血けつ管かんの先せん端たんまでジワジワと熱を感じる。

　俺は自分の顔を数回叩たたき、襲おそってくる睡すい魔まを追い払った。そして、やはり他に見るものもないからリリネットへ視線をやった。さっきまでしつこいくらいに麵をフーフーやって肩をピコピコ揺ゆらしていたリリネットが、今は完全に静止している。なんとも不自然な光景だった。髪かみの毛の一本も動かない。そのまましばらく見ていると、リリネットは徐じよ々じよに前方へ倒たおれ始めた。少しずつ加速している。あるところまでくると、コッという音がして、それも止まった。リリネットは、鼻先をカップに突つっ込んで寝ね息いきを立てていた。

「ええい、寝るな寝るな！」俺はリリネットの脇わきを摑つかんで引っ張り起こした。

「んみゅぅ……」リリネットはそんな音を出しながら、目をこする。顔に付いていたスープが伸のびて、目の周りが茶色く汚よごれた。

「全まつたく、世話が焼ける！」俺は腕うでをいっぱいまで伸ばして、サイドテーブルからウェットティッシュを取った。二、三枚引き抜いてリリネットの顔を拭ふく。ついでに手も拭く。今、リリネットは上体を完全に俺へ預け、再ふたたび眠りの淵ふちに転がり込もうとしていた。

「クソッ、寝るな！　起きろ！」

「おや、この短い時間に随ずい分ぶん仲良くなったじゃないか」部屋へ戻ってきた玲れい子こが、おどけた調子でそう言った。

「バカ言ってないでどうにかしてくれ」俺は言った。「まだ風ふ呂ろにも入ってないんだぜ？」

「それは『利り一いちが』って意味だね？」玲子は言った。

「当たり前だ」俺は言った。「眠らせたまんま脱衣所に転がしておいてもいいっちゃいいがな。ともかくこんなモンで繫つながってるんだから、コイツにも一緒に来てもらわねえと」

「……確かに、寝かせたままじゃちょっと面めん倒どうだね」玲子は言った。「起こそうか。ついでに、この子もお風呂へ入れてしまおう。リリネットちゃん、ほら、起きて」

　玲子はリリネットの頰ほおへ手を当て、優やさしく撫なでながら声をかけた。しかしリリネットは唇くちびるをムニムニと動かしながら「んー」とか「むー」言うだけで、ますますグッスリ寝入ってしまいそうだった。玲子は四回だけで声かけをやめ、何を思ったか、頰に当てていた手を高く振ふり被かぶった。あまりに突とつ然ぜんのことで止めることもできず、次の瞬間には、玲子の右手がリリネットの頰っぺたを強きよう烈れつに引っ叩たたいていた。

　すこぶるイイ音がした。リリネットは全身をビクッと震ふるわせ、大きく見開いた目であたりをキョロキョロと見回した。何が起きたのか理解できていないといった表情だ。その隙すきに、玲子はソファの後ろへ回り、あたかも自分の仕し業わざじゃないといった顔で穏おだやかにこう言った。

「おや、起きたね。リリネットちゃん、先にお風呂へ入ってしまわないかい？」

「ぇ、お、お風呂？」

「そ」玲子はそう言ってリリネットの頭をクシクシ撫でたあと、立つように促うながした。

　俺はリリネットのリュックと自分の着替えを摑み、二人のあとに続いて風呂場へ向かった。




「じゃあ利一、私たちから先に入らせてもらうよ？」との玲子の言葉を了りよう承しようして、俺は脱衣所の床ゆかにあぐらをかいて座すわった。玲子とリリネットの二人は服を着たまま浴室へ入った。

　浴室を隔へだてているのは曇くもりガラス一枚で、目を向ければ二人の様子をそれとなく見ることができる。俺はガラスに背を向け、後ろへの意識を遮しや断だんしようと努めた。しかし少しすると戸がほんのちょっと開き、そこから脱いだものが放り出された。そう、二人が着ていたもの、何もかも全部である。それをうっかり見てしまって、俺は少し不ふ愉ゆ快かいになった。そして何か余よ計けいなことが起こる前に先手を打ってしまおうという気持ちになり、脱衣所の隅すみからモップを取ってきて、それをつっかえ棒ぼうのごとく引き戸の枠わくにはめた。

　その内に中の二人は会話を始めた。内容はもっぱらこの土地のことで、玲れい子こがほとんど一方的に話していた。この土地のこと。つまり、伝説的人物の伝説的行為についてである。

「そういえば、リリネットちゃんは『天気を変えた魔ま法ほう』の話を利り一いちから聞いているかな？」あるところで、玲子がそう尋たずねた。

「それって、あの魔法使いの話？」リリネットは言った。「詳くわしくは聞いてないわ」

「じゃあその話もしよう。これもなかなか面おも白しろいからね」玲子は言った。「これは、あの人が中学一年生だったときの出来事だ。あの人が通っていた第一中、つまり私たちの中学には、昔むかしからマラソン大会という魔まのイベントがある。あの人はそれを心の底から嫌きらっていた」

「マラソンはわたしもキライだわ。汗あせかくし」リリネットは言った。

「私もだよ。しかしあのときのあの人ほどではないだろう」玲子は言った。「あの人は、どうしてもマラソンを中止にしたかった。マラソン大会が中止になる条件はたった一つ。雨が降ること。そこであの人は、魔法を使って天気を変えてしまうことにした」

「……でも、あの男のソレって本当の意味では魔法じゃないわよね？」リリネットは言った。

「だからこそこの話は面白い」なぜか得意気なトーンで、玲子が言った。「マラソン大会の前日、あの人はグラウンドの真ん中で、手の平を天に向けて呪じゆ文もんを唱となえた。大声で。そして何事かと集まってきた全校生徒に向かって、こう言った。『オレは今、雨を降らせる魔法をかけた。明日は土ど砂しや降ぶりの雨が降るから、ちゃんと備えをして学校へ来い。もしも、傘かさの一つも差さないで登校してくるヤツがいたら、そいつは悪質な酸さん性せい雨うの影響で丸まる焦こげになるだろう』。次の日どういうことが起きたか、想像できるかな？」

「なんとなくわかったわ」リリネットは答えた。「とんでもない話ね」

「でも、面白い」玲子は言った。「マラソン大会の当日は、気象学的には快晴だった。しかし生徒は全員雨具を身に付けて登校してきた。傘だけじゃない。長なが靴ぐつを履はいている生徒や、カッパを着ている生徒も多々いたらしい。そして教室に着いた彼らは、濡ぬれてもいない体をタオルで拭ふきながら口々にこう言った。『いやー凄すごい雨だね、これじゃあマラソンなんてできないよ』。その内にあの人も登校してきた。しかし言い出しっぺの彼自身は傘の一つも持たずに悠ゆう々ゆうと歩いている。窓からそれを見つけた同級生や上級生は遺い憾かんに思って昇しよう降こう口ぐちに殺さつ到とうした。そして間近で彼の姿を見て、度ど肝ぎもを抜かれた。あの人は本当に全身ずぶ濡れになっていた。まるで制服のままプールに飛び込んだみたいだったとか。驚おどろく皆に向かってあの人は言った。『うっかり傘忘れちまってよ。しっかし、ヒデェ天気だぜ』。結局、生徒たちのそんな様子に根こん負まけした学校はマラソン大会の中止を決めた。この一件で、あの人の『魔法使い』の名は確かつ固こたるものとなったんだ」

「……ねぇ、それってつまり、みんなあの男に脅おどされて雨の日を演じてみたってこと？」リリネットはしばらく間を開けてからそう言った。「それって、なんか……」

「いや、そういうことじゃない」玲れい子こはちょっと驚おどろいたような声で言った。「皆、マラソンから逃げるために天候までもねじ曲げようとするあの人の行動を面おも白しろく思っただけなのさ。目の前に楽しそうなことがあったら、迷わず飛び込む。ただそれだけのことだよ。それに、この話にはもう一つオチがある。マラソン大会も嫌きらいな人ばかりじゃない。その翌よく年としは運動好ずきが集まって、祭さい壇だんまで作って対たい抗こうしたから、あの人の野望が達せられたのも一回だけだったんだ」

「……そっか。それなら、うん」リリネットは言った。そのあとで、ブクブクという音が浴室から聞こえてきた。水中に口を沈めて息を吐はくと鳴る、あの音だ。

「……おや、なかなか可愛かわいいことをするね」玲子がそう言った。シャワーの音が止まる。「リリネットちゃんがやると、なんだかとても似合う。いや、幼おさなく見えるとかそういう意味じゃないよ。なんというか、うーん、説明は難むずかしい。他の人の意見も聞いてみようか」

　泡あわの音がピタリと止む。一時的な静せい寂じやく。緊張を感じたのは、リリネットも同じだろうか。

「断るぜ」先んじて、俺は言った。

「どうしてだい？　見てみたいとは思わないのかい？　リリネットちゃんに失礼だぞ？」玲子はそう言った。「全まつたく君は、話にも参加しないでそうやって背中を向けているだけなんだから。少しはこう……男子中学生らしく振ふる舞まったらどうだい？」

「男子中学生をなんだと思っていやがる。これが普通だ」俺は言った。「人の風ふ呂ろをホイホイ覗のぞいたりするようなヤツが現実に存在すると思うなよ」

「なんだい、つまらないね」玲子は不ふ機き嫌げんそうな声音でそう返してくる。

「つまらないってなんだよ。じゃあお前は、俺にハダカを見られてもいいっていうのか？」

「いいわけないだろう！」玲子は即そく答とうした。「一体何を考えているんだい？　君は変へん態たいか？」

「意味がわからん。それじゃあなぜ俺をけしかける？」俺は言った。

「誰だれも私を見ろとは言っていない。リリネットちゃんだけを見ればいい。私はお風呂の蓋ふたに隠かくれているから」玲子は答えた。「こっちを見てみたまえ。私はもう準備万ばん端たんだから。ほら！」

「ちょっ、だ、だめよっ！」リリネットの声が聞こえた。「あ、あんた、ぜったい見ないでよ！　だめだからね！」

「安心しろ。ソイツの妙みような思い付きに乗っかったりはしない」俺は言った。「それよりさっさと上がってくれよ。俺も早く風呂へ入りたいんだ。全身臭くせえったらねえよ」

「この気取り屋め……ええい、ままよ！」玲子の声がした。直後、背後の曇くもりガラスがガタガタと揺ゆれた。もちろん揺れただけで、開きはしない。

「ああ、このっ！　利一、謀たばかったな！」玲子は言った。

「三度も同じ手に引っかかるわけねえだろ、この『変態』が」俺は言った。

「女の子に向かってなんて暴言を……！　利一、覚えていろよ！」玲子は言った。なんというか、そう、『楽しそう』だ。

「……リリネット、今からタオルを渡す。お前が受け取ってくれ」俺はそう言った。

　リリネットの返事を待まってから、俺は引き戸の反対側を開けた。浴よく槽そうにより近い方で、こちら側にはつっかえ棒ぼうをしていない。玲れい子この「あっ！」という声を無視して、俺は玲子が入浴前に用意していた二枚のバスタオルを素早くそこから差し込んだ。鎖くさりの音がして、そのタオルは引き取られる。俺はすぐに後ろ手で戸を閉め、そのまま開かないように押さえた。

　バスタオルを渡して数分後、再ふたたびリリネットの声が聞こえた。

「……出るわよ」

　俺はつっかえ棒のモップを外した。カラカラという音ののち、バスタオルを体に巻いただけの二人が出てくる。俺はなるべく見ないように目を背そむけながら、浴室へ入った。

　家が立りつ派ぱなら、風ふ呂ろも立派だ。雨あまヶが瀬せ家けの浴室は、鎖で行動範囲を制限されている俺には隅すみまで手が届とどかないほど広い。今は二人が使ったシャンプーの匂においに満ちている。俺は服を脱ごうとして、あることに気付いた。手て錠じようのせいで、シャツが鎖の上に残る。着替えは諦あきらめなければならなかった。俺はシャツをリリネットの方へ寄せ、残りの服を脱衣所へ放った。

　頭からシャワーを浴びると、生き返ったような心地がした。自分を風呂好ずきだと思ったことはないが、二日ぶりともなればまるで天国だ。溜たまりに溜まった垢あかと汗あせと砂すなと埃ほこりと疲ひ労ろう感かんを綺き麗れいに洗い落とし、女性用の高そうなコンディショナーを髪かみにたっぷり馴な染じませて、俺は浴よく槽そうに浸つかった。足を伸ばせるので尚なおのこと快適だ。ふと脱衣所の方を見ると、そこでは玲子がリリネットの長い髪にドライヤーを当てていた。まるで仲の良い姉妹だ。

「なあ、リリネット」俺は呼びかけた。「お前、そろそろ話す気になったか？　時間、もう四分の一も使っちまったんだぜ？」

「んー……それってつまりまだ三十時間以上もあるってことね」リリネットは言った。「わたしは時空のほつれから押し出されただけですー。その原理はまだ人間には理解できませんー」

「もうこうなったら俺の方から伯はく爵しやくに突つっ返してやろうか」俺は言った。

「だ、だめよ！　それは約束とちがうじゃない！」リリネットは声を張り上げた。「ちゃんと、ちゃんとその内言うから……」

「忘れんなよ、それも約束だからな。破やぶったら俺もお前もマズいことになる」俺は言った。

「まあまあ、二人とも落ち着いて」ドライヤーを止めて、玲子が言った。「とりあえず今は明日のことに集中したほうがいいんじゃないかな？　負けてしまえば元もとも子もなくなるのだろう？　伯爵のことは、それからでも遅おそくはないはずだ」

「まあ、そりゃ確かにそうだ」俺は言った。が、その考えは甘あま過すぎるような気もしていた。




　風呂を終えて部屋へ戻ると、玲子がローボードを開いてゲーム機の電源を入れた。連動してテレビも動き出す。表示されたゲーム機のロゴは、数秒でメニュー画面へと切り替わった。

「せっかく借りたのだから、ね？」玲子はそう言う。俺はダンボール箱ばこからディスクケースとハンドル型のコントローラーを引っ張り出して、ディスクケースの方をリリネットに渡した。リリネットは、何を言うこともなく自然とそれを受け取ると、慣なれた手付きでディスクを取り出しゲーム機の差込口に押し込んだ。今いま更さらツッコミを入れるようなことでもないが、強ごう情じようを張るわりにはコイツの演技もいい加減なものである。カブトムシとお話したりユニコーンに乗って走り回ったりするような野や蛮ばんな世界には光ディスクも液えき晶しようディスプレイもないだろうに、驚おどろかないばかりか、あまつさえそれを使いこなすとはどういうことだろうか。単純にやる気がないのか、あるいはこういうことに慣れていないのか、俺にはどっちだかわからなかった。

　そうそう、今のリリネットは化け粧しようをすっかり落としていた。風ふ呂ろから出たところでそれをからかうと、コイツは「ボディーソープのせいで変色しただけですー。《精せい霊れい種しゆ族ぞく》はそういうものなのですー」なんて言い訳わけしていた。確か、前は別のことを言っていたはずだ。きっと、あのノートにきちんとまとめてある設定ではないのだろう。

　しかし化粧を落として、その薄うすい肌はだ色いろの頰ほおにふんわりとした赤みを覗のぞかせるリリネットに直視されていると、俺は自分の顔がにわかに熱を帯びてくるのを感じて、思わず目を伏せた。その俺の挙きよ動どうを不ふ審しんに思ったらしいリリネットは、首を傾かしげながら俺の顔を覗きこんでくる。俺は堪たまらなく恥はずかしくなって、リリネットの側から逃げるように離はなれた。

　俺はサイドテーブルを一人がけのソファの前に移動させ、そこにハンドルコントローラーを固定した。床ゆかに別体のペダルを置けばコックピットモドキの完成である。俺はリリネットをソファに座すわらせ、試しになんの説明もせず「ほら、やってみろ」とだけ言ってみた。すると驚いたことに──そう、予想以上に手早く、カチカチとボタンを操そう作さしてシングルプレイモードを呼び出した。続けて車とコースを選ぶのだが、これにも迷いがない。加えて、トラクションコントロールやＡＢＳなどという不可解な名称の設定項こう目もくまでも細かく調節していた。

　少々殺風景なアメリカのサーキットを、スポンサーロゴだらけのレーシングカーが駆かけ抜ける。ドライバー視点だが、テレビが大きいのでそれほど見づらくは感じない。リリネットは二周の内にコンピューターたちを全すべて追い抜かし、大差を付けて全五周のレースを制した。

「……本物を運転してからだと、ぜんぜん違ちがうわね」レース結果を見ながら、リリネットはボソッとそんなことを言った。

「チクショウ、ゲームで慣らしてやがったのか」俺は言った。「どうりでスイスイ運転できるようになったわけだ」

「あ、や、ち、違いますー！」リリネットは慌あわててそう否定した。「ゲームなんてやったことありませんー！　初めてですー！　こんな、こんな変な箱はこは精霊の世界にはありませんー！」

『変な箱』とは何を指しているのだろうか。テレビではないだろう。あれを喩たとえるなら『箱』よりも『板』の方がいい。するとゲーム機本体のことだろうか。まあ、考えるだけ無む駄だだ。

「なんでもいいが、得意なのはいいことだ。期待してるぜ」俺は言った。「ただ、一つ気を付けろ、明日は今のレースみたいに綺き麗れいな試合にはならないぞ」

「……それって、どういうこと？」リリネットは言った。

「相手はレーサーでもコンピューターでもない。この土地のガキどもだ。勝つためには手段なんか選ばねえぜ」俺は答えた。「前のレースじゃ、八台同時に走って完走できたのは三台だけだった。残りの五台はぶつけ合いの末すえ故こ障しようしてリタイアだ。達たつ彌みのヤツもそれで負けた。ブレーキがぶっ壊こわれて木に衝しよう突とつ、挙あげ句くの果はてに炎上だ。兄アニさんはそれ見て爆笑してたぜ」

「もはや狂きよう気きの沙さ汰たね……」

「まあ死ぬことはないだろうから心配すんな。ただ、度ど胸きようは必要だぜ？」

「……練習しとくわ」リリネットはそう言って、メニューの中からリスタートを選んだ。

　そうして始めたバーチャルトレーニングに、リリネットはかなり集中して取り組んでいた。途と中ちゆうからは車を旧きゆう型がたに、コースを砂じや利り道みちに変えての練習となった。こちらの方が明日のレースに近い。加えて、ぶつけ合いを再現するために俺と玲れい子こも普通のコントローラーで参加した。リリネットに追い付くため、俺たちはもっと速そうな車を選んだ。リリネットは、初めの方こそ俺と玲子の連れん携けい自じ爆ばく攻こう撃げきでさんざん順位を落としていたが、その内完かん璧ぺきに対処できるようになった。単たんに避よけられるようになっただけでなく、ぶつけられてもすぐに修正できるようになったのである。ゲームの中では最も早はや向かうところ敵なしのように見えた。

「クソ、全まつたく勝てねえんじゃ面おも白しろくもなんともねえな」一人だけ三周遅おくれになるような状じよう況きようが何度も続いたところで、俺はコントローラーを放った。俺が選んだ平べったいレーシングカーはコースを囲む小さな柵さくに激げき突とつして停止している。リリネットはこのレースも勝利して、その後のメニュー画面でプレーヤー数を一つ減らした。

「あ、私もちょっと休きゆう憩けいするよ」横で玲子がそう言って、同じようにコントローラーを置いた。リリネットは始めようとしていた対戦モードをキャンセルし、シングルプレイを選び直す。画面を見つめる、真しん剣けんそうな横顔。ただ、ちょっと眠そうでもあった。時とき折おり目をギュッと瞑つむっている。玲子のビンタと温かい風ふ呂ろの効果も、そろそろ切れ始めている様子だった。

「……ほどほどで切り上げさせないといけないね」俺の耳元に顔を近付け、玲子は小声で言った。「早めに寝ないと。明日も早いよ」

「心配しなくても自分から止めるさ」俺は言った。「あの集中力もそう長くは保たねえよ」

「どうかな？　相当のめり込んでいる様子だからね」玲子は言った。「人間、何かに夢中になっている間は想像以上の力を発はつ揮きできるものだ。それこそ、徹てつ夜やなんて造ぞう作さもない。君にもそういう経験はあるだろう？」

「まあ、確かに」俺は言った。「しっかし、夢中、か。やっぱりお前にもそう見えるよな？」

「もちろん。それ以外に、どういう風に見えるというんだい？」玲子は言った。「嫌いや々いややってるようには見えないよ。それはない。ちゃんと、楽しそうだ」

「楽しそう、ねえ……」俺はなんの気なしに呟つぶやいた。

　すると、玲子は不意にその身を起こした。背せ筋すじを伸のばし、顎あごを引いて、パッチリとした目で俺を見る。心を見み透すかすような、熱のない、ほんの僅わずかな笑み。ゾクッとした。

「不服なのかい？」少しばかり大きくした声で、玲れい子こは言った。「いいことじゃないか。凄すごくいいことだ。それとも、もしかして利り一いちはリリネットちゃんを羨うらやんでいるのかな？」

「羨む？　どうして？」俺は言った。

「利一が求めていたものを手に入れたからだよ。物事を楽しもうとする心を」玲子は答えた。「君にはどういうわけかそれがない。私は別に利一のそういうところを嫌きらいじゃないけど、君は私に言った、変わりたいと。もっとこの土地の人間らしくなりたいと。だから私は君に言った。今を楽しめと。でもどうだい？　今それができているのは君じゃなくてリリネットちゃんの方じゃないか」

「コイツの方が、俺よりも？」

「ああそうさ」玲子は言った。「さすがに、リリネットちゃんの方がここの人間に近いとは言わない。そう言い切ってしまうのは早そう計けいというものだ。しかしいくつかの要素に絞しぼって考えてみればそのように感じるところもある。君が持っていないものを、リリネットちゃんは持っている。そして、それは君が長らく探し続けていたものだ。嫉しつ妬とするのも無理はないと思うよ」

　玲子のこの言葉は、金属バットの一ひと振ふりのように俺の頭をぶん殴なぐった。

「俺が……クソッ、チクショウ、お前にそう言われるっていうのは、ショックだぜ」俺は自分の頭を摑つかんでいた。手て錠じようが揺ゆれ、無機質な音を立てる。そのせいか、リリネットがチラッとこちらに視線を送ってきた。

「利一、利一、何度も言うけど、私は反対だ。私は今のままの君でいいと思っている。変わる必要なんてない。君には君の個性がある。それでいいじゃないか。皆同じじゃつまらない。君みたいな人がいるおかげで、日々の流れが少し変わる。それは凄く楽しいことだ」玲子は言った。「でも、それでも尚なお君が変わりたいと願うのなら、それはそれで尊重したい。だから、君が答えを見つけられるようにちょっと協力してみようかと思う。利一、こうして丸一日、特異な状じよう況きようの中を君と一緒に行動してみて、私には一つ気付いたことがある。君は、物事を『楽しめない』のではなくて、『楽しまないようにしている』のではないかな？　もっと言うと『楽しむことを恐れている』のではないかな？」

「恐れてる……？」

「君はいつでも言い訳わけを探してから行動しているように見える」玲子は言った。「リリネットちゃんのため、あるいは自分の安全のため、約束のため。素直に楽しんでもよさそうなところですら、そういう風に言い訳している。それは、楽しむことから逃げているようにさえ見える。どうして君はそんなにも怖がっているのだい？　君が生まれ育った場所では、楽しむということがそんなに危険な行為だったのかい？　よければ、そう、よければ私にあの話の続きをしてくれないかな？　君が山の上でリリネットちゃんとしていた話の続きを」

「……お前、聞いてやがったのか？」俺がそう言うと、玲子は黙だまって頷うなずいた。

　俺は、どうすべきかわからなかった。話せと言われても、一体どういう話をすればいいのか、理性ではわからなかった。答えに詰つまった俺は、玲れい子こから視線を逸そらしてリリネットを見た。リリネットはしきりにハンドルを動かしている。しかし耳と意識は半分以上こちらに向けている様子だった。そして横顔に、これまでにも時とき折おり見せた、あの暗さが覗のぞいていた。寂しそうな顔。頭に妄もう想そうを詰め込んだ、一見脳のう天てん気きそうなこの妖よう精せいさんにまでそんな顔をさせるのは一体何モノか。それを想像したとき、言葉は自然と口をついて出てきた。

「──俺が生きてきた世界は、こことはまるで違ちがう。楽しいことなんて全部埋うもれちまうような、つまんねえことが詰まった世界。だが、あんな息苦くるしい世界でもな、中には楽しそうに生きてるヤツらもいたんだ。それは、他人の人生を台無しにしようとしている連中だった」

　ガシャンという音。リリネットの車が、コース脇わきの廃はいタイヤにぶつかって停止した。

「ソイツらは、皆の輪から外れたヤツを順に食っていく。まるで獣けものみたいに。俺たちは、自分が狙ねらわれないように、群れの流れへ必死になって付いていかなきゃならなかった。後ろを見ちゃいけない。襲おそわれてる誰だれかを助けようだなんて思ったら、次に食われるのは自分だ。たとえそれが友達でも、死にたくなけりゃ見捨てるしかない。恐ろしいことだぜ。誰も止めようとはしなかったんだ。そうだな、むしろ加か担たんしてたと言ってもいいだろう。皆『空気を読んで』その肉にく食しよく獣じゆうどもに加担してたんだ。ヤツらの『楽しみ』に。それを少しも『楽しい』だなんて思わずに。俺が育ったのはそんな世界だった」

「……私には想像できないね」玲子は言った。「そんなつまらなそうな世界が世の中にあるだなんて、にわかには信じられない。変えてやることは、どうしてもできなかったのかい？」

「俺にはできなかった。試してみることさえ。自分を守るだけで精せい一いつ杯ぱいだった」俺は答えた。「情なさけねえよな。嫌いやになるぜ。恐かったのさ。何もかも」

「それが、君の『原因』か」玲子は言った。

「……俺は、未いまだに引きずってるってわけだ。あの場所にいたときのことを。忘れちまえばいいのに、後ご生しよう大事に抱かかえてるってわけだ。この田舎いなかじゃ、恐れる必要なんて何一つありゃしねえのにさ」俺は言った。「嫌になるぜ、嫌になる。全まつたく、とんだヘタレだぜ、俺はよ」

「そんな風に自分を卑ひ下げするものじゃないよ」玲子は言った。「君は君だ。過去の経験があって今の君がいる。君がここで過ごした時間なんてまだまだほんの短い。これまでの人生の四分の一にも満たない時間だ。そこから得た経験だけで君という人間を形作ることはできない。昔むかしを引きずっている？　結構じゃないか。もし君が、過去の経験を全すべて捨て去さってしまえば、残るのは酷ひどくペラペラで味のない人間だ。君は嫌な経験ばかりしてきたように言うが、君の美徳の多くは間ま違ちがいなくそこから形成されている。捨てることなんてできないよ。できるのは、新しい経験を積み上げていくことだけだ。変わりたければ、利一、そうしてゆっくり変わっていくしかないんだ」

「だが俺は、事実、いろんなものを捨ててきた」俺は言った。「それらとは違うっていうのか？」

「君が捨てたと思っているものは経験ではなくスキルだよ」玲れい子こは答えた。「それは、必要でなくなれば失うのも早い。けれど、そのスキルを生み出した経験というものは、まだ君の中に残っているはずだ。それは決して悪いことではない。今でも君を君らしく作っているんだ」

「……じゃあ、俺は一体どうすればいいんだ？」俺は尋たずねた。「変わりたければ、どうすれば？」

「今言っただろう？　新しい経験をゆっくり積み上げていくしかない。一いつ朝ちよう一いつ夕せきでどうにかなるものじゃないと思うよ」玲子は言った。「だから、そう、やるべきことは明白だ。気を楽にして、ちょっとくらい楽しんでみたらどうだい？　今のこれは、丁ちよう度どいい機会だろう？」

「……そうかもしれないな」俺は言った。

「さて、この話はこれでおしまいにしよう」玲子は、膝ひざをポンと打って立ち上がった。「やや、リリネットちゃん、もういいのかな？」

　リリネットは黙だまってコクリと頷うなずいた。いつの間にか、画面は真っ暗になっていた。

「それじゃ、もう遅おそいから歯を磨みがいて寝るとしよう。そういえば、歯を磨くのも久しぶりだ」

　俺たちは、玲子を先頭に三人揃そろって洗面所へ行った。玲子の家族は皆既すでに就しゆう寝しんしている様子だった。暗く静かな屋敷では、蛍けい光こう灯とうのノイズがやけにうるさく聞こえた。

　俺とリリネットは、玲子から買い置きらしい新品の歯ブラシを貰もらい、それで歯を磨いた。口の中がすっきりして幾いく分ぶん心が晴れた。鏡かがみを見ると、少々疲つかれた様子の古ふる臭くさい顔が映っていた。

　部屋へ戻った俺は、ソファへ横になった。三人がけのこのソファ、あまりに重くて動かすことはできなかったが、それでも腕うでを伸のばせばリリネットをベッドへ寝かせてやることもできそうだった。変な姿勢ではあるが、寝ね心ごこ地ちは悪くない。玲子のベッドはセミダブルサイズで、二人が並んで寝るには申もうし分なかった。今夜はゆっくり眠れそうだと思った。

　しかし玲子は俺を見下ろして、こう言った。

「客人はベッドで寝たまえ」

「バカ言え」

「馬ば鹿かなものか。鎖くさりの長さ、ギリギリじゃないか」玲子は言う。「君がソファから落っこちでもしたら、リリネットちゃんの首がもげてしまうよ。私がそこへ寝る。利り一いちはリリネットちゃんと一緒にベッドを使ってくれ。いいかな？　それとも君は『女の子と添そい寝ねだなんて恥はずかしい』なんて抜かすのかな？」

「……なんか言ってやれ、リリネット」俺は言った。

「…………わたしは、べつに、それでいいけど」リリネットはそう答えた。

　俺はビックリして飛び起きた。

「お前、頭おかしくなったのか？　いやおかしいのは元もと々もとだが、いよいよブッ壊こわれたのか？」

「失礼ね。そーごー的に判断した結果よ」リリネットは言った。「ほら、あんたは男だけど、故こ意いに何かしてくることはないし、一応、約束はちゃんと守ってくれてるから。それに、ついうっかりで絞しめ殺されたくはないわ。授業のときみたいな事故はもう勘かん弁べんよ」

「だからって……」

「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ利り一いち」玲れい子こはニヤリと笑って言った。「女の子がいいと言っているんだ、断る男がどこにいる。そんな調子じゃ、変わるだなんて夢のまた夢だぞ」

「……今それを言うか、チクショウ」

　俺はソファの上からクッションを一つ摑つかみ、それを枕まくら代がわりにベッドの奥側へ寝転がった。ベッドはソファより少し固かった。

「玲子、布ふ団とんくらい別なのを寄よ越こせ」

「我わが儘ままだね、君は」玲子はそう言いながら、俺の上に厚手の毛もう布ふを一枚放った。押入れの匂においがした。「リリネットちゃんは私の枕と布団を使ってくれ。そっちの方が温かい」

　リリネットが、俺の隣となりへポテッと体を横たえた。半分うつ伏せみたいな姿勢で、なぜか俺の方に顔を向けていた。

「消すよ」玲子がそう言って、部屋の明かりを消した。一瞬、何も見えなくなる。しかし徐じよ々じよに目が慣なれて、俺は部屋の中が存外明るいことに気付いた。カーテン越ごしに差し込まれる星明かりのおかげだ。そして、星明かりはどういうわけかリリネットの髪かみとカラーコンタクトレンズを一際明るく照らしていた。光の波長がこのわざとらしい青色にマッチしているのだろうか。リリネットは、その妖あやしく光り輝かがやく瞳ひとみで俺を見ていた。

「……あんたもさ」リリネットが口を開いて、小さく言った。「苦労してるのね」
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「またそれか」俺は言った。「苦労ってほどのことはねえんだよ。俺は幸せモンだ。なんたって、あの街から早々に抜け出すことができたんだからな。何はともあれ、俺は今ここにいる。こんな幸せ他にはない。苦労ってほどのことはねえんだよ」

「ふーん……」

「……なあ、リリネット」

「何よ？」

「勝てよ、明日」

「……きっとね」

　リリネットは満足したのか目を閉じた。そしてじきに、寝息を立て始めた。俺は、その顔をしばらく眺ながめてから寝た。




　こうして、俺は伯はく爵しやくから与えられた時間のおよそ半分を消費した。残りは二十四時間。しかし嬉うれしいことに希望は見えている。すんなりとコトが進めば、もうすぐこの変な女ともお別れだ。手て錠じようも外され、リリネットは去さり、この田舎いなかには伝説だけが残る。ここの人間はまた新しい遊びを見つけ出し、暴走気味の日常はいつまでもグルグル回り続ける。いつまでも、永遠に。外の世界がどうだろうと、どれほど退たい屈くつで悲ひ惨さんで苦痛に満ちたものだろうと全まつたくお構いなしに、この世界だけは腹はらいっぱい愉ゆ快かいだ。

　眠りに落ちる寸すん前ぜん、ある疑問が俺の頭をよぎった。自分の世界へ帰ったリリネットはそこで一体何をするのだろうか？　《精せい霊れい種しゆ族ぞく》を続けるのだろうか。そんなこと、この土地以外で可能だろうか？　不可能だとしたら、普通の人間に戻るのだろうか？　あのノートを机つくえの奥おくに隠かくして、もう二度と開くこともないのだろうか？　普通の人間に戻って、普通のことを言うのだろうか？　それで皆、つまりアイツを囲むクラスメイトや両親たちは満足なのだろうか？　普通の人間に戻って、アイツは、リリネットは、何を楽しみに生きるのだろうか？

　しかし結局、そんな心配は無む駄だなのである。なぜか？　大だい前ぜん提ていがそもそも間ま違ちがっているからだ。『すんなりとコトが進む』なんて、この田舎じゃ天地がひっくり返ってもあり得ない。そんなことが起こる確かく率りつは、男子中学生が夜中の駐ちゆう車しや場じようで頭の緩ゆるい地球外生命体と接近遭そう遇ぐうする確率よりもずっと低いのである。そういうわけで、俺にももう少し活かつ躍やくの場が与えられた。














　　その九　グランプリの魔物






　土曜日の朝、グランプリの朝。朝食を済ませて、俺たちは小学校へ向かった。数人の同級生と合流しながらグラウンドへ着くと、既すでにほとんどの人間が集まっていた。小中高と、この小さな田舎いなかでも全すべて集めればそれなりの数になる。大きい奴やつ、小さい奴、馬に乗ってる奴、爆ばく竹ちくを鳴らす奴、ブルーシートを十畳じようくらい広げて吞のん気きに茶を飲んでる奴、バーベキューコンロに炭を並べている奴、靴くつ下したとカラーコーンで野球を始める奴。とにかくまとまりがない。そしてやたらと騒がしい。まさにお祭り騒ぎというやつだ。リリネットは口を半開きにして興味深そうにキョロキョロとあたりを見回していた。

　一中の連中は幅はば跳とび用の砂すな場ば近くに陣じん取どっていた。なぜか達たつ彌みがエアコンプレッサーとエアツールを持ち込んでおり、その電源を取るためのリールコードが校こう舎しやから長々と伸のびていた。

「やっと到着か。どうだいリリネットちゃん、調子は？」圧力ゲージを熱心に睨にらみ付けながら、達彌が言った。

「悪くはないわ」リリネットは答えた。「それ、何？」

「秘密兵器さ」達彌は言った。「手て錠じようも首輪も外してはもらえないだろうからね。ま、とにかく車を貰もらってきてくれ。そうすればわかる。急がないと格かつ好こういいのを選べなくなっちまうぜ。早いモン勝ちだからな」

　達彌にそう促うながされ、俺とリリネットはグラウンドの中央へ行った。そこには人だかりができていて、残った三台の車を眺ながめたり触さわったりしていた。小学生が多い。しかし伯はく爵しやくの姿はない。

「おう、一中代表か」クリップボード片手に車へ寄りかかっていた高校生が、俺たちを見つけて手て招まねきした。「面おも白しろいことになったなあ利り一いち。それが愛いとしの妖よう精せいさんか。なかなか可愛かわいいじゃないか。アイツには内ない緒しよだけど、俺はお前を応おう援えんしてるよ。勝てよな、古い顔オールド・フエイス」

「はあ、まあ……」自分は運転しません、とは言いづらくて、俺は曖あい昧まいに答えた。リリネットは微び妙みような顔で俺を見上げてきたが、配車係の高校生はなんの疑問も感じていない様子だった。

「さ、選んでくれ。残っているのは国産だけだけど、性能ならコイツらの方が上だ。外車になんか負けるもんか。車の価値はバッジじゃない、ってね」

　残った三台はどれも同じ形をしていた。ドアが四つに、出張ったトランク。セダンと呼ぶらしい。俺の目には色の違いしかわからなかったが（それぞれ違う色をしているのは誰だれの車か一目でわかるようにするためらしい）、リリネットはすぐに一台を選び出した。リリネットがまっすぐ指差したそれは、黒い奴で、天てん井じようには急ごしらえらしい大きな穴あなが開けられていた。よく見れば他の車にも同じように穴がある。そしてもっとよく見てみると、どの車もガラスが全部なくなっていた。前も後ろもドアもである。

「いい趣しゆ味みしてるねえ、妖よう精せいさん。馬力ならそれが一番だ」高校生は言った。「じゃ、利り一いち、それでいいな？　鍵かぎは差してあるから。ほら皆、どいたどいた。車が動くよ」

　小学生たちが離はなれるのを待まって、俺とリリネットは車へ乗り込んだ。俺は助手席で、運転席に座すわるのはリリネット。それに気付いて、高校生は目を丸くした。

「あれ、妖精さん？」高校生の声がガラスの消えたフロントウィンドウ越ごしに聞こえる。「どういうこと？　利一？」

「リリネット、早く出せ。説明するのは面めん倒どう臭くさい」俺は言った。リリネットはまた不服そうな顔をしてみせたが、結局は何も言わずギアを一速へ放り込んで車を急発進させた。

「……これで多た分ぶん兄アニさんにもバレたな」首を後ろへ向け、立ち尽つくす高校生と小学生たちを見ながら俺は呟つぶやいた。

「何が？　あんたが出ないってこと？」リリネットが言った。「今いま更さらそれを心配してどうするのよ。出たくないって言ったの、あんたじゃん」

「……そうだよなあ」視線を前に戻して、俺は言った。リリネットは人を避よけて少々遠回り気味に達たつ彌みのところまで車を走らせた。

　砂すな場ばまで戻ると、男子連中が作業用のゴム張り手袋を装着して待ち構えていた。

「なかなかいいのを選んできたね、リリネットちゃん。さて、そうしたら早速コイツの出番だ」達彌はそう言って、エアレンチを拾い上げる。引き金を引くと、猛もう牛ぎゆうの呻うめき声のような音を立ててソケットが回る。「皆手伝ってくれ」

　達彌は車のボンネットを開け、それを数人に支えさせた。何をするかと思えば、達彌はボルトや小さいパーツなどをいくつか引っこ抜いて、ボンネットを外してしまった。

「そんなことして大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「空気抵抗は増えるだろうけど、速度域を考えれば軽量化の恩おん恵けいの方がデカいはずだ」達彌は答えた。「コイツらは剛ごう性せいに関係ないパーツだしな」

　リリネットが俺の横で頷うなずく。達彌は更さらにトランクのフタまで取り外してからこう言った。

「さーて、超軽量仕様スーパー・レジエーラの一いつ丁ちよう上がりだぜ」

　元もと々もと、リアシートもなければドアの内張りもないような車だった。そこからボンネットやトランクリッドまでもが取り払はらわれてしまうと、最も早はや見た目はスクラップ同然だった。

「これで少しはハンデを解消できるはずだ。さすがに利一一人分も軽くなっちゃいないが、リリネットちゃんの腕うでならあの人相手でも勝負になると思うぜ。そうだ、ゲームはやってみた？」

「ええ」リリネットは答えた。

「それなら完かん璧ぺきだ。本番前にも練習する時間があるから、心配はいらないよ」達彌は言った。

「そういや、何時から始める予定なのか知ってるか？」俺は聞いた。

「知らないが……そろそろじゃねぇかな」達彌はグラウンドの時計を見上げながら答えた。

　とそのとき、視界の端はしで一台の赤い車が人だかりの中から飛び出した。その車は砂さ塵じんを巻き上げながらまっすぐこちらへ向かってくる。運転手が誰だれなのかは容よう易いに想像できた。リリネットはすぐに俺の後ろへ隠かくれた。俺は逃げたいという思いを堪こらえ、迫せまり来る車を見つめた。炎ほのおの魔ま法ほう使つかいその人は俺を轢ひき殺す寸すん前ぜんで車を止め、蹴けるようにして勢いよくドアを開けた。

「古い顔オールド・フエイス！　妖よう精せいさんにテメェの代わりをさせようとしてるってのは本当か！」車から降りて、兄アニさんは叫さけんだ。声は乱暴、しかしどういうわけか、顔には笑みがあった。

「ええ、本当です。申もうし訳わけないんですけど」俺は言った。

「なんで謝あやまるんだよ、イミわかんねぇヤツだな」俺の肩を摑つかんで、兄さんは上じよう機き嫌げんに言った。「いやー、驚おどろいたぜ。オマエがそんな面おも白しろいことを思い付くとはねぇ。オレぁてっきり達たつ彌みにでもやらせるつもりだと思ってたからな。まさか妖精さんに車の運転ができたとは」

「あれ？　ってことはつまり、俺が運転できないって知ってたんですか？」俺は聞いた。

「昨日オマエをぶん殴なぐったあとで思い出した」兄さんはしれっとそう答えた。「元もと々もと、なんか引っかかってはいたんだよ。オマエと車ってなんか合わねぇなーって。そんで原因をよーく考えてみたら、オレぁ思い出したぜ、二ヶ月前、オマエに殺されかけたことを。ありゃ、才能がねぇなんてもんじゃねぇ。むしろ逆の才能に満ちてやがる。レースなんてとてもじゃねぇが無理だ。まぁオマエはそれを自覚してるみてぇだったし、出たがりでもねぇから、今回は達彌あたりを代わりに出場させるんじゃねぇかな、と思ったわけよ」

「最初はそのつもりでした」俺は言った。

「やっぱりな。だからオレぁよ、急いでオマエも参戦できるようにルールを改造したんだぜ？　達彌だけじゃチト盛り上がりに欠けると思ってよ。まぁ理由は他にもあるがな」兄さんは言った。「そこへ更さらに妖精さんが出てくれるんなら、完かん璧ぺきだ。完璧に盛り上がるぜ」

「改造？」

「ああ。天てん井じようの穴あなを見ただろ？　取っ払ぱらったガラスも。ありゃそのためだ」兄さんは言った。

「穴って、アレですか？」俺は自分たちの車を指差した。兄さんの顔もそちらに向く。瞬間、兄さんの顔色が変わった。

「……オイ、なんだありゃ、なんでボンネットがねぇんだよ。そんなもんまで引っぺがした覚えはねぇぜ」兄さんは言った。「アァ！　よく見りゃトランクリッドまでねぇじゃねぇか！」

「あれ、マズかったですか？」達彌が言った。「伯はく爵しやくのせいで利り一いちも車に乗ってないといけないんですよ。だから少しでも軽くしようと思って」

「ッタク、バカが勝手なことを……まぁいい、レースが終わって車が無事だったらちゃんと戻しとけよ？」兄さんは頭をボリボリ搔かきながらそう言った。

「それで、結局何をするつもりなんですか？」俺は聞いた。「俺も参加できるって一体……」

「教えてやりてぇところだが、詳しい説明は予選が終わってからのお楽しみだ」兄さんは答えた。「皆同じ条件でやらなきゃな。さて、油を売るのもこのへんにしとかねぇと。そろそろ始めるぜ。運命のグランプリをよ」

　そうして兄アニさんは車へ戻り、タイヤを派は手でに空転させながら去さっていった。砂すな煙けむりをモロに浴びて、俺と達たつ彌みは咳せき込んだ。

「よかったわね、無事だったじゃない」俺のシャツで口を覆おおいながら、リリネットが言った。

「不ふ思し議ぎなこともあるもんだ」目め尻じりから涙なみだを拭ぬぐって、俺は言った。「だが手放しには喜べないぜ。兄さん、何かよくないことを企たくらんでる様子だ。達彌、何をするつもりなのかわかるか？」

「……なんとなくはわかる」車の天てん井じように開けられた穴あなを見ながら、達彌は言った。「利り一いち、覚かく悟ごしといた方がいいぜ。あの人は真しん性せいの狂きよう人じんだ」

　間もなく、集合を呼びかける放送がグラウンド中に鳴り響ひびいた。俺たちも皆と一緒に朝礼台へと急いだ。




「えぇと、大体集まったかしら？」マイクを持って朝礼台に登った横よこ山やまさんがそう言った。俺たちは人ひと垣がきの外側に立ち、毛足の長いコートでクマのようになった予言者を見上げた。

「それじゃあ、開会式を始めましょうか」横山さんは言った。「開会の言葉を任されたんだけど、毎度毎度、言うことなんて特にないのよねぇ……あぁー寒い。この台の上、風を感じるわ。ダメ、そろそろ限界。とにかく、皆さん一日楽しみましょう。じゃあ、私はこれで」

　横山さんは首を縮めて猫ねこ背ぜになりながら階段を降りていった。途と中ちゆうでマイクを受け取り、続いて朝礼台へ立ったのは兄さんだった。

「バカども、よく聞け！」音割れするような大声で、兄さんは叫さけんだ。朝礼台を囲む皆はめいめい声を上げたり口くち笛ぶえを鳴らしたりしてそれに応じる。「今日はオレらが主しゆ催さいってことで、二回目のバンガー・レースをやることにした。喜べ、鋼こう鉄てつと爆ばく炎えんの祭典、再ふたたびだ。今回も基本的には八人の選手に競きそってもらう。小学校からは四人、中学からは一人ずつ、高校からは二人だ。基本的にはな」

　兄さんは大おお袈げ裟さなボディランゲージを交えつつ、続けた。

「さぁて、競技の流れは前回と同じだ。これから一時間フリープラクティスをやって、それが終ったら予選。このトラック一周のタイムアタックを各人二回ずつやって、いい方のタイムで順位を付ける。それで午前は終了。昼休きゆう憩けいを挟はさんで、決勝戦だ。決勝戦のコースも前回と同じ。ただし、何もかも前と同じじゃつまらねぇから、今回はちょっとしたお楽しみを用意した。自じ画が自じ賛さんかもしれねぇが、約束するぜ、革かく新しん的てきなアイデアだ。絶対楽しめる」

「……それって、さっき言ってた『改造ルール』のこと？」リリネットがそう言った。

「多た分ぶんそうだろう」俺は答えた。

「日程については以上だ。質しつ問もんはないな？　あっても心の中にしまっとけ。そうそう、レーシングスーツを受け取ってないヤツがいたら早急に器具庫の前まで来るように。いいな？」兄さんは言った。「よーしサッサと始めよう。練習は早いモン勝ちだ」

　話し終わると、兄さんは皆に背を向けて朝礼台から降りた。締しまりはないが、これで開会式は終わりなのだろう。数人がパラパラと拍はく手しゆをする一方で、大部分の人はすぐさま回れ右して自分の陣じん地ちへ戻り始めた。俺たちはまだレーシングスーツやヘルメットといった装備品を貰もらっていなかったので、皆の流れに逆行して朝礼台横の器具庫へ足を向けた。他にそういう姿は見当たらなかった。

　そして朝礼台の前を通ったとき、マイクのコードを巻いていた兄アニさんと目が合った。兄さんは俺とリリネットを順番に見たあと、口を丸く開けて「ア！」と叫さけんだ。次の瞬間、兄さんはマイク片手に朝礼台へ飛び上がった。

「ストーップ！　待まった待った、戻れ戻れ！　大事なことをすっかり忘れてた！　全員戻ってこい！　もういっぺん集合だ！」兄さんは怒ど鳴なるように言った。その大音声に耐たえ切れなかったスピーカーが、不快な高音を周囲に響ひびかせる。恐おそらくその音のせいだろう、散らばっていた皆の顔が一いつ斉せいにこちらを向いた。

「オイ利り一いち、妖よう精せいさん連れて登ってこい。早く！」兄さんはマイクを口元から外して言った。

「……リリネット、スマン、ちょっと我が慢まんしてくれ」俺はリリネットの顔も確認せずに、その小さい手をできる限り優やさしく握にぎって言った。想像とはちょっと違ちがって、リリネットの手はもう震ふるえてなどいなかった。俺はリリネットを後ろに従したがえて、朝礼台に登った。

「今回！　優勝者には特別な賞品を用意した！」兄さんはそう叫んで、リリネットのもう片方の手を摑つかんだ。「キレイでステキな、妖精さんだ！」

　兄さんはリリネットの手を高く掲かかげた。高身長の兄さんに半なかば吊つられるようになってバランスを崩くずしたリリネットは、俺の手をギュッと力強く握った。

「レースの覇は者しやに、この妖精さんをくれてやる！　欲しいヤツは死ぬ気で走って勝利をもぎ取れ！　補ほ足そくは以上！　それじゃ、グランプリの開幕だ！」

　皆の間にどよめきが広がり、それは徐じよ々じよに歓声へと変わっていく。朝礼台の上からは、参加者たちのうねるような熱量が目に見えるかのようだった。万ばん雷らいの喝かつ采さいを浴びながら朝礼台を飛び降りた兄さんは、反転して俺たちを見上げ、両りよう腕うでを広げてこう言った。

「ケリを付けようぜ、古い顔オールド・フエイス。妖精さんは、このオレが取り返す」

「……負けないわ。ぜったい」

　言葉を返したのはリリネットだった。リリネットは人差し指をビシッと兄さんへ向けて宣せん言げんした。兄さんはそれを聞いて口元に満まん足ぞく気げな笑みを浮かべると、踵きびすを返して行ってしまった。




　俺たちはヘルメット等のレース用品を二人分貰い、他の選手に少々遅おくれながらフリープラクティスへと参加した。当然ながら、トラックに集まった八台の内、助手席に人の姿があるのは俺たちの一台だけだった。ボンネットがなくなってスクラップみたいな外観になっても、不利な感じはまだ拭ぬぐえていなかった。

　しかしリリネットは公言に違たがわぬ大だい健けん闘とうを見せた。予選のタイムアタック二周目でリリネットが叩たたき出したタイムは、寸すん前ぜんに兄アニさんが刻きざんだ最高記録にコンマ一秒まで迫せまっていた。結果、俺たち一中代表は決勝戦の二番グリッドを手中に収めた。




「リリネットちゃんの健けん闘とうを称たたえて、カンパーイ！」

　シートの真ん中に立った達たつ彌みが、紙コップのコーラを振ふり上げながら叫さけんだ。皆は座すわったままコップを掲かかげる。俺の横にペタンと座ったリリネットは照てれくさそうにしていた。

　三年生が持ち込んだ巨大なブルーシートは、一中の生徒が全員座ってもまだ余よ裕ゆうがあった。俺たちは午前中に女子が用意してくれた弁当を囲み、宴えん会かいみたいな昼食を始めた。リリネット目当ての一中以外の面子めんつもいくらか混じっていた。車の受け渡し場所にいたあの高校生もいつの間にか加わっていて、玲れい子この厚焼き玉子を熱心につついていた。

「おめでとう、リリネットちゃん」背後からヌッと現れた玲子がリリネットの紙コップにミルクティーを注ぎながら言った。「あとは決勝戦だけど、リリネットちゃんならきっと勝てる」

「そうだそうだ！」雰ふん囲い気きのせいか半分酔よっ払ぱらったみたいになった達彌が、千ち鳥どり足あしで寄ってくる。「あの男はあれでいて不器用なところがある。追いかけるのは滅めつ法ぽう得意だが、追いかけられる側に回るとてんでダメだ。前回優勝できたのも後ろが勝手に潰つぶし合いを始めたおかげだしな。リリネットちゃん、二番グリッドってのはかなり都つ合ごうがイイ。最後の最後まで後ろにベッタリくっ付いてプレッシャーをかけ続けろ。そうすればチャンスは自おのずと巡めぐってくる」

「でも、普通のレースをやるんじゃないのよね？」リリネットは言った。「大だい丈じよう夫ぶなの？」

「何をやるにしても基本は同じさ」達彌は答えた。「あとはきっと利り一いちの頑がん張ばり次し第だいだな。利一、死ぬほど危険なことをやる羽は目めになっても、逃げ出すんじゃねぇぞ？」

「脅おどすんじゃねえよバカヤロウ」俺は返した。

　実際、俺はかなり不安を感じていた。天てん井じようの穴あなや消えたガラスを見てそれを感じるなというのは無理な話である。リリネットの力りき闘とうは本当に嬉うれしかったし、タイムを聞いた瞬間うっかり抱き合って喜んだりもしたのだが、穴に対する恐怖は消えるどころかむしろ強まってすらいた。

　あれは何に使うものだろうか。元もとは後部座席が収まっていたスペースの真上に開いている。穴の縁ふちには厚手のスポンジ。見れば見るほど、上じよう半はん身しんを出すのに具ぐ合あいがいいように思える。軍用車両にも似たような穴が開いていなかっただろうか。確か映画に出てきた兵隊さんは、あんな穴から体を出してデッカイ機き関かん銃じゆうをバカスカ撃うっていたはずだ。俺の頭は、想像の中で映画の兵隊さんに兄さんの笑顔を合成した。身み震ぶるいがした。恐ろしいほど似合っていた。

「あんた、大丈夫？」俺の顔を覗のぞきこんで、リリネットが言った。「あんたにしっかりしてもらわないと困るんだからね」

「……ああ、心配すんな」俺は妄もう想そうを振ふり払はらって、そう答えた。「困るのは俺だって同じだからな。なんにせよ全力は尽つくすさ」

「それならいいんだけど」リリネットは訝いぶかしげにそう言って、顔を背そむけた。「じゃ、楽しみにしてるわ、あんたの全力ってやつを」

「楽しみに、ねえ……」俺は無意識に呟つぶやいた。その言葉、今の俺には殊こと更さらよく響ひびいた。

　ともかくそういう心配のせいで食欲が湧わかず、ノロノロと昼飯を胃いに収めていると、マーシャル役の高校生たちの動きが次し第だいに慌あわただしくなってきた。昼飯を終えた他の皆はめいめい勝手な暇ひま潰つぶしを始めている。砂すな場ばに残っているのは、俺とリリネット、達たつ彌み、他数人。玲れい子こはしばらく前に横よこ山やまさんのところへ行ってしまった。そんな中で、放送が鳴った。

『選手の皆さんは、器具庫前へ集合してください。決勝戦の説明があります。繰くり返します。選手の皆さんは、器具庫前へ集合してください』

「俺も行くぜ」達彌がそう言って腰こしを上げた。「何かの役に立てるかもしれない」

「ああ頼たのむ」俺は箸はしを置き、遠くを眺ながめていたリリネットの背中を叩たたいて器具庫へと急いだ。

　集合場所には、選手とその付き添そいの他に兄アニさんと数名の高校生がいた。小学生たちの付き添いの一人は伯はく爵しやくで、その姿を見たリリネットはなるべく距きよ離りを取ろうとする。それに気付いた伯爵は横目でこっちを見ながら鼻を鳴らしたが、特別何かを言ってくることもなかった。

　そんな伯爵の代わりに俺たちに話しかけてきたのは、ピッグテールの小こ柄がらな女子小学生、ドクターだった。ドクターは選手として今回のグランプリに参加していた。優勝候補の一人で、予選の結果はリリネットに次ぐ第三位。ドクターは俺たちを見つけるなり、弾はじけるような満面の笑みを浮かべて駆かけ寄ってきた。そしてそのままリリネットに抱き付き、リリネットの頰ほおに自分の頰を押し当てながらこう言った。

「こんどはわたしが墜おとしてあげるね、よーせーさん」

　リリネットの表情が凍こおり付いた。ドクターはリリネットを離はなすと、俺に向かってウィンクし、ケラケラ笑いながら元もといたところへ戻っていった。

「お、揃そろったか。オマケも連れてきてくれるとは嬉うれしいねぇ」長テーブルへ腰こし掛かけた兄さんが、俺たちの姿に気付いて言った。兄さんは何か不ふ思し議ぎなものを抱かかえている。長さ一メートル、直径二センチほどのパイプが百本くらい束たばになったもので、燃えやすそうな綿で一本一本蓋ふたされている。溢あふれ出る危険な香かおり。何が入っているのかは大体わかる。伯爵や、その他の皆もじっとそれを見つめていた。

「よーし、決勝について説明するぜ。お楽しみの発表だ」兄さんは言った。「オレぁ今回、二つの理由があって決勝戦に新たなエンターテイメントを盛り込むことにした。一つ目の理由は少々個人的なことで、そこのトロくせぇ老ふけ顔が原因だが、まぁこっちは置いておこう。オレたち全員にとって大事なのは二つ目の理由だ。前回の反省。結構な金を投入して、車を集めて、徹てつ夜やでコースを考えてやっと開かい催さいしたレースだが、終わったあとにオレが何を思ったか、お前らわかるか？」

　兄さんが俺たちの顔を見回す。すると兄さんを囲む輪の後ろの方、ドクターの横で腕を組んでいた伯爵が真っ先にこう発した。

「大おお方かた、思っていたよりも見栄えがしなかった、と言いたいのだろう？　妙みような名前を付けたところで、中身は単純なカーレースだったからな」

「ご明めい察さつ」兄アニさんは人差し指をピンと立てて言った。「走ってる間は、期待通り楽しかった。だがあとで映像を見てみたら、ありゃなんだ？　鉄の塊かたまりが意味もなくダラダラ走ってるだけで、なんにも面おも白しろくねぇじゃねぇか。唯ゆい一いつ面白かったのは車がクラッシュしてぶっ壊こわれるところだけだった。なんで皆があんなに盛り上がってくれたのか、オレには正直理由がわかんねぇくらいだった。神しん聖せいなグランプリの場だ、しかもわざわざ大金を使ったんだ、それが例え観衆の一パーセントだったとしても、退たい屈くつさせるだなんてあっちゃならねぇことだ。オレの名めい誉よに傷きずが付く。これが、前回の反省。だからオレぁ考えた。どうやったらハラハラドキドキするような光景を、ハリウッド並みのスペクタクルを百パーセント全員に提てい供きようできるのか。そんで昨日、オレぁ『何も一人で走らなくたっていい』ってことに気付いて、とうとうその手段を編み出した。それに必要なのが、天てん井じように開けたあの穴あなだ。それじゃ発表しよう」

　兄さんは膝ひざをポンと打って、立ち上がった。そして、アッサリとこう言い放った。

「妨ぼう害がい行こう為いを、全面的に認めよう」

「……なるほど、つまりこういうことか」伯はく爵しやくが言った。「二人目の乗員があの穴から体を出し、何らかの方法で他の車を攻こう撃げきしてもよい、と」

「そういうことだ」兄さんは答えた。「助手席もあることだから、定員は三名にしよう。一台に三人まで乗っていい。窓まどから攻撃してくれたって構わねぇぜ。あと細かいことだが、スタート直後だけは禁止にする。裏うら門もんから外に出るまでは禁止。そっから先はゴールまでオーケーだ」

　伯爵は顔をしかめた。唇くちびるを嚙かみ、鼻から息を吐はく。俺は期待を込めて伯爵を見つめた。しかし十秒後、両りよう眉まゆをクイと持ち上げた伯爵はこの土地の人間らしくこう言った。

「面白そうだ」

「今から一時間以内に準備してくれ」兄さんは言った。「追つい加か選手、チーム編成、道具……つまり武器の調達。どうだ？　見本が必要か？　安心しろ、ちゃーんと用意してある」

　そして兄さんは長なが机づくえから降りた。と同時に、その長机の裏に例の赤い外車が滑すべり込んでくる。俺はトランクの上にうずたかく積まれたパイプの山を見た。軽く千本以上、後方へ向けて固定されている。兄さんは後ろを一ひと目め確認すると、持っていた小さい束たばを肩に担かついだ。

　周りにいた選手の皆が、咄とつ嗟さに俺の側を離はなれた。兄さんは明らかに俺を狙ねらっていた。赤い車の天井から、高校生がまた一人姿を現す。その手にあるのは炎ほのおの魔ま法ほう使つかい愛用の水みず鉄でつ砲ぽう。その高校生は、兄さんの肩にあるパイプの山を後ろから撃うった。リリネットを背中に隠かくした俺の耳元を、百発のロケット花火が次々に掠かすめていった。

「オマエのおかげだぜ、古い顔オールド・フエイス」爆ばく音おんの中で、兄さんは言った。「改あらためて言うが、オマエのおかげだ。お前がいなきゃ、コレを思い付くこともなかったかもしれねぇ。さぁ、バンガー・レースを超こえる真しんのバンガー・レース、バンガー・レース：デモリションの開かい宴えんだ」

「……卑ひ怯きようですよ、兄アニさん」俺は両足を踏ふん張って、適当な抗こう議ぎの言葉を頭から捻ひねり出し、やぶれかぶれに放った。「『皆同じ条件でやらなきゃ』なんて言っておいて、自分だけちゃっかり準備万ばん端たんじゃないですか。卑怯ですよ、ダメです、キャンセルしましょう」

「なぁに、これもちゃんと一時間で用意したモンだ。心配すんな。ズルして勝とうだなんて思っちゃいねぇよ。そんなことしたって妖よう精せいさんに嫌きらわれちまうだけだからな。正せい々せい堂どう々どう、お互い楽しもうぜ。主役はオレとオマエなんだから」兄さんは答えた。「そうそう、参加者には追つい加か装備を配るから、メンバーが決まったらもう一度ココへ来てくれ。そんじゃ、解散」




「……なんというか、ご愁しゆう傷しようさまって感じね」陣じん地ちに戻る道すがら、リリネットが言った。「でも、今のあんたには丁ちよう度どいいんじゃないの？」

「そりゃどういうことだ？」

「昨日の話よ」リリネットは言った。

　昨日の話。つまり指しているのは、テレビゲームの練習に励はげむコイツの横で俺と玲れい子こがしていた話なのだろう。結局、コイツは全部聞いていたというわけだ。

「しかし、いくらなんでもこれはハードルが高過ぎるぞ」俺は言った。「命の危険に対する恐怖はまた別物だ。お前だって下へ手たすりゃ怪け我がするかもしれないんだぜ？　なんでレースの名前に破壊デモリシヨンなんて付いてるんだよ、おかしいだろ」

「ちょっとくらいケガしたっていいじゃない」リリネットはサラリとそう言ってのけた。

　俺は自分の耳を疑った。横のコイツは本当に丸二日をともにしたあのリリネットなのだろうか。あるいはこれが本性なのかもしれないが、変へん貌ぼうぶりには驚おどろかざるを得なかった。

「悪い予感がそのまま当たっちまった感じだな、利り一いち」後ろから達たつ彌みが言った。「ヤッコさん、スクラップ五台じゃ満足できなかったってわけだ」

「……正しよう気きの沙さ汰たじゃねえな」俺は言った。

「だが悪いばかりでもないぜ」達彌は言った。「純じゆん粋すいなドライビングテクニック勝負じゃなくなった分、あの人に勝てる可能性も増える。それにお前もただの重りじゃなくなった。利一、お前の気合いさえ充分ならむしろ俺たちに有利なルールだ」

「逆に足りなければまっくろこげになるわね」リリネットが言った。「まるで花火屋さんよ、あの男。他にも何か出てきそうだわ。万一車に引火したら大変よ」

「そうだ、武器だ！　俺たちも何か武器を用意しねぇと！　利一、何か考えろ」達彌はそう言って俺の肩を揺ゆさぶった。「ほら、ほら！　何か！」

「……気合いの方はともかくとして、武器なら今のリリネットの言葉で一つ思い付いたぞ」俺は足を止めてそう答えた。「兄さんは『炎ほのおの魔ま法ほう使つかい』。花火にしろ火か炎えん放ほう射しや器きにしろ、何かしら『火』を使ってくることだけは間ま違ちがいない。対たい抗こうできるとすれば、火を消す道具……身近なものといえばアレだ、少々安あん直ちよくかもしれないが、消火器だ」

「消火器！」達たつ彌みが俺の背中を平ひら手てで叩たたいた。「いいじゃねぇか！　攻こう撃げきにも使えそうだ、煙えん幕まくにもなる。気に入ったぜ！」

「だが現実的じゃないぞ、そんなもんどうやって集める？　隣となり町まちまで買いに行く暇ひまはないぜ」

「買う？　買う必要なんてねぇだろ」達彌は言った。「消火器なんて腐くさるほど転がってるじゃねぇか。何わけわかんねぇことを言ってやがる」

「転がってるって、どこに？」俺はそう問とうた。

「アソコ」そう言って達彌が指差したのは、小学校の校こう舎しやだった。

「……いいのかよ、勝手に使っちまって」

「構うことはねぇさ。俺が責任持ってあとで補ほ充じゆうしとく。そんな高いもんでもねぇしな。そうすりゃ誰だれも文もん句くは言わねぇよ」達彌は言った。

「決まりね」リリネットが言った。「手分けして集めてきましょ。何はともあれ、急いだ方がいいんでしょ？」

「わかった、じゃあそうしよう」俺は答えた。

　俺たちは低学年用の昇しよう降こう口ぐちから校舎へ侵入した。この土地の常で、休日でも鍵かぎは開いている。達彌と分かれ、俺とリリネットは無人の廊ろう下かを走り回った。あり余あまる金を贅ぜい沢たくに注ぎ込んで作られたこの校舎は、ほとんどなんの意味もなくただただ広い。フットサルくらいならできるんじゃないかと思うほど廊下は幅はば広く、教室はまるで都会の小ホールだ。しかし目的のものは比較的すぐに見つかった。消火器は、金属製の赤い箱はこに収まって廊下の隅すみに佇たたずんでいた。俺とリリネットは見つけた順にそれを収しゆう奪だつし、二本ずつ脇わきへ抱かかえて入口に戻った。昇降口で少し待まつと、達彌が俺たち二人分と同数を持って現れた。これで計八本になる。

「どうする？　もっと必要か？」息を切らせながら、達彌が言った。

「いや、これくらいにしとこう」俺は答えた。「あんまりたくさん用意しても積む場所に困りそうだ。後ろのスペース、座ざ席せきを外してあってもそれほど広いわけじゃない」

「ちゃんと足りるの？」

「まあ、なんとか節せつ約やくしながら使うさ」俺はリリネットにそう返した。

「それじゃ、俺は車を取ってくる。ここへ横付けして積んだ方が楽だろうからな」達彌は言った。「こっちは俺に任せて、お前らは追つい加か装そう備びとやらを貰もらってこい」

　俺たちはもう一度達彌と分かれた。来た道を駆かけ足で戻ると、器具庫の前で高校生が二人ほどダンボール箱ばこを漁あさっていた。ダンボールは全部で五つ、どれも少々大きめだ。俺たちに気付いた彼らは、説明もなしにいきなり服のサイズを尋たずねてきた。俺たちが答えると、彼らはそれぞれの箱から黒っぽい物体を取り出して長なが机づくえの上に積んだ。やがて山のようになったそれは、オートバイ用のプロテクターだった。

　プロテクターはグランプリではお馴な染じみの道具である。肘ひじや膝ひざに限らず、肩かたや腰こし、背せ骨ぼねも含めてほとんど全身を防護できるこのアイテムたちは、怪け我がの恐れがある競きよう技ぎの際には必ずと言っていいほど使われてきた。つい一ヶ月前も、傾けい斜しや四十五度のゴツゴツした岩山をママチャリで駆かけ下りるという二中主しゆ催さいの酷ひどく危険な種目で選手たちが身に着けていた。

「利り一いちには腕うでとベストが別々のヤツ。妖よう精せいちゃんには一体型だ」高校生の一人が言った。「器具庫の中を使っていいからスーツの内側に着ろよ。それと、伯はく爵しやくからコレを渡すよう頼たのまれた」

　彼は机つくえの端はしにあった断たちバサミとガムテープを拾い上げてプロテクターの山の上に置いた。

「危ないからちゃんと着ろってさ」

「それならハサミじゃなくて鍵かぎを寄よ越こすべきでしょうに」俺はそう愚ぐ痴ちを言いながら机の上のものを一式貰もらい受けた。そして器具庫の扉とびらを開けてもらい、リリネットと一緒に中へ入った。

　器具庫の中には棚たながいくつも並んでいる。俺たちはその内の一つを選び、鎖くさりを上へ通して両側に分かれた。つまりは棚がカーテン代わりだ。

　俺は腰こしに巻き付けていたレーシングスーツの上じよう半はん身しんをほどいた。スーツはツナギになっている。達たつ彌みによると、このスーツは本物のカーレースにも使えるもので、消防服と同じ素材でできていて防熱性能が高いのだとか。万一事故を起こして火ダルマになっても安心というわけだ。俺はスーツの襟えりにハサミを当て、片かた腕うで分ぶんを袖そで口ぐちまで一直線に切り裂さいた。スーツの生地は思いのほか簡単に切れた。

　スーツはそういう安全性の高いものだったのだが、俺は予選の最中もこれをキチンと着用してはいなかった。原因は言わずもがな、である。俺はどこぞの町まち奉ぶ行ぎようよろしく片腕をむき出しにしたスタイルで誤ご魔ま化かしていた。

　それから上半身、下半身ともにプロテクター類を装備し、手て錠じようのない方の腕をレーシングスーツの袖に通したあとで、俺はリリネットを呼んだ。リリネットは、妙みようにモコモコした格かつ好こうで額ひたいに汗あせを浮かべながらこちらへやって来た。

「ちょっと手伝ってくれ。一人じゃ無理そうだ」俺はそう言ってガムテープを渡し、近くにあった白線引きへ腰かけた。

　リリネットは、俺の腕をパッカリ割れたスーツの袖で包み、上からガムテープをグルグル巻いた。それから肩、首を留め、最後に俺の頰ほおへガムテープの切れ端はしを引っ付けた。

「……死ぬよりはマシだろうけど」俺は頰のテープを剝はがしながら言った。「暑いな、コレ」

「これにヘルメットもグローブもネックサポーターも加わるわよ」リリネットは言った。「でもまあ、本番がはじまったら暑さなんて気にならなくなるんじゃない？」

「そう願おうか」俺は言った。「ともかく、行くか。皆待まってるだろうし、いつまでもここを占せん領りようするのもよくないだろう」

　俺は腰を上げて、器具庫から出ていこうとした。しかし鎖がピンと張って、俺の手は器具庫の扉まで届とどかなかった。

「どうした？」俺は振り向いてリリネットと目を合わせた。リリネットは、感情を読みづらい微び妙みような顔をしていた。この土地ではあまり見ない類たぐいの顔。コイツもよくコロコロと表情を変える奴やつだな、なんてことを俺は思った。さっきまではどちらかといえば明るい表情をしていたはずだ。今も別に、暗いというわけではないが。一体何がきっかけか。俺とリリネット、二人っきりの空間で、俺はちょっと考えた。

「……ねぇ」ちょっと間を開けて、リリネットは言った。「レースの前に、一つだけ、聞いてもいいかしら」

「……俺に答えられることならな」俺は言った。

「あんたにしか、答えられないことよ」リリネットは言った。「……ねぇ、あんたはさ、その、元もといたところ、昔むかし住んでたところに戻りたいって思ったこと、一度もないの？」

「そりゃ、越こしてきたばかりの頃ころはそういう風にも思ったさ」俺は言った。「ここはまさに異い世せ界かいだからな。でもすぐに慣なれた。今はすっかり惚ほれ込んでる。戻るだなんて考えられない」

「……じゃあさ、もしどうしても戻らなきゃならなくなったとしたら、あんたはどうする？」

「随ずい分ぶんと、直接的なことを聞くんだな」俺はそう言って、器具庫の壁かべへもたれかかった。そしてしばらく頭を捻ひねってから、こう答えた。「何もかも手を尽つくして、それでもここを出て行かなければならなくなったとしたら、仕方がないからそうするさ。だが諦あきらめはしないぜ？　是ぜが非ひでも生き抜いて、いつかはもう一度この田舎いなかへ帰ってきてみせる。俺ならそうする」

「でもそれって、あんまり楽しくなさそう」トーンを落としながら、リリネットは言った。

「そりゃそうさ。俺にとってここ以上に楽しい場所なんてないんだから」俺は言った。「だけど、こんな風にも思う。この土地の象しよう徴ちようたる兄アニさんみたいな人間は、きっとあの場所でも楽しく生きられるんだろうって。お前にも想像できないか？　つまんねえゴタゴタなんて全部ブッ飛ばして、挙あげ句く楽しそうに笑っている、あの人や伯はく爵しやくの姿を」

「……確かに、そんな気はするわね」

「この田舎が楽しいのは、土地のおかげでも金のおかげでもない。やっぱり一番の原因はここに住んでる連中の心こころ意い気きだ。兄さんや伯爵みたいなヤツらがいるからこの田舎は楽しい。そんで、ヤツらはきっとどこでも生きていける。この土地から出ていかないのは、単たんにその価値が見い出せないからで、外の世界で生きていくこと自体は難むずかしくもなんともないんだ。現げんに、俺の親父はあの街でも楽しそうに生活してた。なんでそんなことが可能なのか、今になって、ようやくその答えが見えた気がする。リリネット、きっとお前のおかげなんだろうな。お前が、こうして現れてくれたおかげ。この土地の人間は、自分の喜びを追求するっていう行為の尊とうとさをよく理解しているんだ。自分の人生を自分でキチンと楽しむというのは、何よりも偉い大だいなことなんだ。思えば、俺や、あの場所の人間は、それをあまりにも過か小しよう評ひよう価かしていた。自分勝手だっていいんだ。他人からの見え方を気にしなくたっていいんだ。自分さえよければ、とりあえずそれでいいんだ。それがスタートラインだ。他人の幸福は、その上に立ててやればいい」

　俺は身を起こして、リリネットに歩み寄り、その青い髪かみを撫なでた。なんでそうしたのか、自分にもよくわからなかった。リリネットは少しくすぐったそうに目を瞑つむった。

「ま、なんだ、その……こんなことを言うのは柄がらじゃねえが、リリネット、お前に会えてよかったよ。お前に会えてよかった。俺はやっと理解した。ま、頭でわかっていても実じつ践せんするのは難むずかしいんだけどな。そのあたり、お前の方がよっぽど上じよう手ずだ。この体ていたらくを見てくれればわかると思うが、俺にはもうちょっと時間がかかりそうだ。でもそうだな、あの街に戻ることも、前ほど怖くはなくなったかな。一生、戻るつもりはないけどよ」

　俺は手を離はなした。リリネットは瞑つむっていた目を開いて、俺を見上げた。青い瞳ひとみ。吸い込まれそうになるのは、このカラーコンタクトレンズの質しつがいいからだろうか。

「……あのさ」リリネットが言った。「これが終わったら、話すわ。ぜんぶ」

「そりゃ嬉うれしいね」俺は言った。「伯はく爵しやくも喜ぶ。だがその前に、レースで勝たなきゃな。気合いの方は、なんとかするよ、なんとかする。お前は大だい丈じよう夫ぶだな？」

「……うん」

「じゃ、行こうぜ」

　俺は扉とびらを開けて外に出た。そしてハサミとガムテープを高校生に返し、鎖くさりを鳴らしながら二人でクラスメイトのところまで走った。しかし砂すな場ば近くには車の姿も達たつ彌みの姿もなかった。いたのは玲れい子こと数人だけで、俺たちのヘルメットとグローブ、ネックサポーターを抱かかえていた。

「やっと来たね」玲子が俺たちを見つけて言った。「達彌はスタートラインで待まっているらしい。車も一緒だ。私たちも急ごう」

「なんだよ、ここで待っててくれてると思ったのに。走り損そんじゃねえか」俺は言った。

「きっと、何か考えがあるのだろうね」玲子は言った。「さ、その奇き妙みような格かつ好こうに対するツッコミもあとにしようじゃないか。もうひとっ走り、いいね？」

「わかったよ」

　俺は足にもう一発鞭むちくれて、今度はレースのスタート地点まで走った。プロテクターとガムテープ、手て錠じようと鎖、精せい霊れいさんと周りの目のせいで動きにくいなんてもんじゃない。暑いし、蒸むれるし、顔中から汗あせが吹ふき出す。しかし今いま更さらになって、俺はちょっとだけそれを楽しく思った。

　二番グリッドに俺たちの車が停まっていた。周りには一中の皆が集まっている。だがその中にも達彌の姿は見当たらなかった。俺とリリネットは玲子たちから装備品を受け取り、それらを身に着けた。全身防具で覆おおわれた俺たちの見た目は、まるで宇う宙ちゆう飛ひ行こう士しだった。

「格好いいよ、二人とも」玲子が言った。「そうそう、私は都つ合ごうよく油性マジックを持っていてね、利り一いちの袖そでに何かメッセージを書いてもいいかな？　そのガムテープ、丁ちよう度どいいだろう？」

「ああ、構わねえぜ」俺は言った。

「聞いたかい、皆。実は三本もあるから、皆で回しながら書こう」玲子はそう言って、本当にポケットから三本のマジックを取り出した。赤、青、黒の三色だ。一中の皆は一いつ斉せいにそれへ摑つかみかかった。そして奪うばい合うようにしながら、袖のガムテープにめいめい勝手なことを書き散らかした。『ガンバレ』とか『勇ゆう往おう邁まい進しんセヨ』とか『死ぬ気で戦たたかえ』とか『KILL THEM ALL』とか『リリネットちゃんを我われらに』とか『リリネットちゃん欲しい』とか『リリネットちゃんよこせ』とか『精せい霊れい種しゆ族ぞく万ばん歳ざい』とか、まあいろいろだ。

「それじゃ、きっと勝つんだよ。いいね？」玲れい子こは言った。

「ああ、任せとけ」俺はそう言って、皆に背中を叩たたかれながら車へ乗り込んだ。もちろん運転席のドアからだ。俺が運転席と助手席の間に体をねじ込んで車内後部のスペースに収まると、続いて乗車したリリネットが運転席へと座すわった。消火器は後部スペースの両りよう脇わきに四本ずつ、ビニール紐ひもで括くくられていた。

　俺は立ち上がって、試ためしに天てん井じようの穴あなから体を出した。すると正面、ボンネットの先にいた伯はく爵しやくと目が合った。ヘルメットを脇に抱かかえ、俺たちと同じように宇う宙ちゆう飛ひ行こう士しの格かつ好こうをしていた。

「様さまになっているじゃないか、織おり戸ど殿どの」伯爵は言った。「予想外だ」

「……伯爵、開会式で兄アニさんが言った言葉を覚えてるよな？」俺は言った。「負けたらコイツを兄さんに取られる。それはアンタにとっても不ふ都つ合ごうだろう？　俺に協力してくれないか？」

　伯爵は声を上げて笑った。

「面おも白しろい冗じよう談だんだ、織戸殿」肩を揺ゆらしながら、伯爵は言う。「その必要はない。勝つのはこの私だ。奴やつには渡さん。君にもな。健けん闘とうを祈いのるぞ。せいぜい楽しませてくれたまえ」

「わかったよ、上等だ」俺は言った。「アンタも倒たおす。優勝は俺たちのものだ」

「そうだ！　勝つのはリリネットちゃんだ！」横から声がした。完全装備の達たつ彌みがそこにいた。

「お前、なんだその格好は」

「我が慢まんしきれなかった！」達彌は堂々とそう答えた。「三人までいいんだろ？　俺も乗せろよ。何かしら助けになれると思うぜ。それと利り一いち、コレ、あの人から。配り忘れてたってさ」

　達彌は手の平サイズの機械を放った。小さな無線機。白黒の画面に、アンテナ、細いコードが数本伸のび、その先には平たいスピーカーやクリップ型のマイクが付いている。

「チームメイトと話をするのに使えってさ。付けてみろよ」

　俺はスピーカーを首元から差し込み、ヘルメットの内装と耳の間に落ち着けた。マイクは顎あごのあたりに留める。達彌の声が前よりもハッキリと聞こえるようになった。

「大だい丈じよう夫ぶそうだな。そしたらほら、リリネットちゃんも」助手席へ乗り込んだ達彌が言った。「そうそう、そのへんから突つっ込んで……どう？　聞こえるかな？　痛くない？　……あ、話すときはここのボタンを押して」

「こう？　あー、あー、聞こえる？」リリネットの声がした。トーンが達彌とは違ちがうからなのか、リリネットの声は少々こそばゆかった。

「オーケーオーケー。クリアに聞こえるよ」達彌が言った。「それと、玲子！　来い！　よし、お前はコイツを使え。中ちゆう継けいを見て、コレでレースの状じよう況きようを俺たちに教えてくれ」

〈これでいいかな？〉十秒と経たたずに聞こえてくる玲子の声。こっちは非常に明るい。〈まさか私にも出番が回ってくるとは、嬉うれしいね。一緒に頑がん張ばろう〉

「よしよし、完かん璧ぺきだ。そんじゃ、締しまっていきますか」達たつ彌みが言った。

　そのとき、一台の車がハーフスピンしながら一番グリッドへ飛び込んできた。血のように真っ赤な車。当然、トランクの上にはロケットポッドが山のようにそびえている。

「準備はできたか？」窓まどから肘ひじを出して、兄アニさんがそう言った。「できたのなら、始めるぜ」

　いつの間にか伯はく爵しやくは俺たちの側から消えていた。その姿を探して後ろを見ると、純白の一台、ドクターのマシンから伯爵の上じよう半はん身しんが生はえていた。伯爵は愛用の刺さす又またを二、三度大きく振ふり、頷うなずきながら車内へと戻っていった。

　選手以外の全員がトラックから離はなれた。兄さんはエンジンに火を入れ、リリネットを含めた残り七人のドライバーがそれに続いた。始動の瞬間に発生したブルブルという振しん動どうは、まるで獲え物ものを前にした恐きよう竜りゆうの身み震ぶるいのようだった。

『これより決勝戦を行います』排はい気き音おんに紛まぎれて、かすかに放送が聞こえた。と同時に、高校の校こう旗きを持った横よこ山やまさんが観客の中から現れた。

「覚かく悟ごはできた？」リリネットの声がスピーカーから聞こえた。

　横山さんは一番グリッドから十メートルほどのところで足を止めた。どの車も、スタートに備えてエンジンの回転数を上げ、排気音をいっそう高鳴らせている。

「ああ」穴あなから体を引っ込めた俺は、ボタンを押してそう答えた。

　死し闘とうが、幕まくを開ける──
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　　その十　狂宴、そして






　装そう飾しよく過か剰じよう気ぎ味みな高校の校こう旗きは、あの非力な予言者には重過ぎる。横よこ山やまさんは、ヨロヨロと曖あい昧まいに旗はたを振ふった。『振った』というよりは『振り回された』と表現した方が相応ふさわしいかもしれない。リリネットは、恐らくこのスタート合図に惑まどわされたのだろう、他の車より明らかに出で遅おくれてしまった。一方、横山さんの旗振りを都つ合ごうのいいように判断したドクター・伯はく爵しやくチームは、左後方の三番グリッドからフライング気味に発進した。ドクターの車は、一番グリッドの兄アニさんまで喰くってしまうつもりなのか、進路を横に逸そらして俺たちの目の前に飛び込んできた。

「リリネットちゃん、内側に！」達たつ彌みが言う。しかし同じく好発進を遂とげた高校生第二チームの一台が、俺たちの左側に詰つめてきていた。リリネットは進路を変えられないままアクセルを踏ふみ続ける。巻き上がる砂すな埃けむりを貫つらぬくように、俺たちの車も、周りの車も、景色を置き去ざりにしてグイグイ加速していく。そして全車キッチリと間合いを詰めて二列に並んだまま、トラックに沿って最初のコーナーへと向かっていった。

「クソ、後ろは二中のバカどもだ。荒あれるぜ」背はい後ごに付けるディープブルーのボンネットを確認して、俺は警けい告こくした。「リリネット、耐たえてくれよ！」

　左回りのカーブが目前に迫せまり、先行する二台がブレーキランプを灯らせる。一瞬遅れて、リリネットもブレーキングを始めた。内側に位置する高校生も同様だ。しかし、背後の二中代表は減速の気配も見せずに俺たちの車に突っ込んできた。

「きゃぁあ！」

　金属を歪ゆがませる嫌いやな音とともに聞こえるリリネットの悲鳴。突き飛ばされた俺たちの車は、タイヤを滑すべらせて危うくコースから弾はじき出されそうになった。二中代表は、衝しよう突とつをブレーキ代わりにカーブへ突入し、俺たちの左、コーナーのイン側に入り込んでくる。コーナーから脱出するときには、俺たちは横並びになっていた。二中の連中はヘルメットのシールド越しにもわかる余よ裕ゆうの笑みをこちらへ向けてきた。

「リリネット、道を譲ゆずるなよ！」俺は無線機のボタンを押してそう言った。直線を加速しながら、車列は徐じよ々じよにトラックを外れてグラウンド脇わきの小さな門へ進路を向ける。先を行く兄さんと小学生らが順に門をくぐって小学校の外へ出て行く。次は俺たちの番だ。二台並んで通ることはできない。二中代表は車体を俺たちの車に押し付けてまで進路を確保しようとしてきた。そして選せん択たくを迫られたリリネットは、僅わずかだが加速を緩ゆるめてしまった。俺たちは、二中代表の後ろに続いて門を抜けた。

「ああもう！　何よあれ！　学校を出るまで妨ぼう害がいは禁止のはずじゃない！」リリネットが無線も介かいさずにそう叫さけんだ。

「あれくらいじゃまだ妨ぼう害がいの範はん疇ちゆうには含まれないってわけだ」俺は言った。「チクショウ、相当抜かれちまったな、一体今何番手なんだ？」

〈五位だよ、利り一いち〉耳元のスピーカーから玲れい子この声がした。〈魔ま法ほう使つかいは小学生を抑おさえこんでトップを維い持じしてる。伯はく爵しやくとドクターの小学生第一、高校生第二、二中代表と続いて君たちだ。君たちの後ろには、ちょっと遅おくれて小学生第二チームがいる〉

「こりゃ、ちょっと頑がん張ばらなきゃならねぇかもな。俺たちも少しラフにいくとしようじゃねぇか」達たつ彌みが言った。「利一、いよいよお前の出番だぜ。攻こう撃げき解かい禁きんだ。リリネットちゃん、何が飛んできてもビビらずアクセル踏ふんでくれよ。ほら、二中のヤツら、もうやる気満々みたいだぜ」

　達彌に言われて前車を見ると、天てん井じように開けた例の穴あなから男の上じよう半はん身しんが突つき出ていた。その片かた腕うでいっぱいに鮮あざやかな蛍けい光こうオレンジ色のボールを抱かかえている。どうやら防犯用のカラーボールを持ち出してきたらしい。男は一つを握にぎってこちらに放った。カラーボールは俺たちの車のエンジンに当って砕くだけ、エンジンルームをオレンジ色に染め上げた。

　男は間かん髪はつ入れずに次々とボールを取り、俺たちに向けて投げ付けてくる。丁ちよう度どコーナーの最中に投げてきた何発かは外れていったが、それ以外は俺たちの車を捉とらえていた。そして一、二発は車内に飛び込んできて、助手席の達彌がどうにかそれをキャッチした。

「野や郎ろう、ドライバーを狙ねらってやがる！」達彌が言った。「リリネットちゃんのヘルメットに当たったらヤバいぜ、利一、なんとか攻撃を引き付けてくれ！」

　俺は消火器を一本取り、安全ピンを抜いた。そしていつでも発射できるような状態で手に持ち、立ち上がって天井の穴から体を出した。ヘルメットに風が当って、風切り音がうるさいくらいに鳴る。俺は穴の縁ふちに寄り掛かかって体を落ち着け、消火器のノズルを前方へ向けた。

「利一、まだ撃うつなよ！」達彌が言う。とほとんど同時に、俺の脇わきを一発のカラーボールが掠かすめていった。こちらの狙い通り、攻撃対象を切り替えたらしい。それから続けざまに二発、三発と飛んできたボールはルーフに直撃して、俺のレーシングスーツもオレンジ色に汚れた。

　クネクネと曲がりくねった田舎いなかの農道を、数珠じゆずつなぎに並んだ車が駆かけ抜けていく。リリネットのドライビングは、明らかに前を走る二中代表を上回っていた。コーナーをいくつ回っても、俺たちは一センチたりとも遅れることなく前の車にベッタリくっ付いて走り続けていた。

「よし、よし、役場のところで抜くぞ！」達彌が言った。「リリネットちゃん、死ぬ気でインに突っ込め！　利一、前に出たらすぐさまその消火器を浴びせてやれ！」

　農道を左さ折せつして、幅はばの広い一般道に出る。リリネットはその直線を加速しながら車を少し蛇だ行こうさせた。おかげでカラーボールの命めい中ちゆう率りつは急激に落ちる。そして俺たちは二百メートルほどのストレートを走り抜け、役場の角かど、九十度直角右コーナーを迎えた。

　リリネットはブレーキングを遅らせる。そして、セオリー通りにコース幅をいっぱいまで使おうとしていた二中代表の右側へ車体を滑すべり込ませた。フロントバンパーが並んだところで、リリネットは急減速を始める。俺は両足を踏ん張って、振り落とされないよう必死に堪たえた。俺たちに進路を塞ふさがれた二中チームは、必要以上の減速を余よ儀ぎなくされる。そしてコーナーを回り始めたところで、俺たちの車が僅わずかに前に出た。

　俺は消火器のノズルを運転席に向け、レバーを力一いつ杯ぱい握にぎった。パン、という拳けん銃じゆうのような音。一いつ拍ぱく遅おくれて、薄うすいピンク色の消火剤が猛もう烈れつな勢いで噴ふん射しやされる。その濃のう密みつな煙えん幕まくは、あっという間に二中代表の青い車を包んでしまった。俺は驚おどろいてレバーを握る手を緩ゆるめた。しかしどういうわけか、握り込まれたレバーは戻ることもなく、消火剤は延えん々えんと噴出され続けた。そして俺たちの車がコーナーを抜けたそのとき、背はい後ごで大きな衝しよう突とつ音おんがした。俺は、サッと血の気が引いていくのを感じた。

「チクショウ、やっちまった、消火器が壊こわれてやがった！　手を離はなしたのに、粉こなが止まらなかった！」俺は車内に戻ってそう言った。

　しかし達たつ彌みは平然とした口調で俺にこう返した。

「はぁ？　何言ってんだ？　加か圧あつ式しきなんだから当然だろ。中のガスタンクに穴あな空あけて消火剤を押し出してるんだ、レバーを離したって止まりゃしねぇよ。今のアレ、やる気でやったんじゃなかったのか？　俺にはファインプレーに見えたんだが」

「ファインプレー？　いくらなんでもやり過ぎだろ！」

「おいおい、そんな調子じゃ勝てねぇぞ」達彌は言った。「どうせ殺そうとしたって死なねぇ連中だ、たいしてスピードも出てねぇのに余よ計けいな心配はするなよ。ほら、煙けむが晴れたぜ」

　俺は今一度後ろを見た。スポンジが巻かれた道みち端ばたの木に突つき刺ささる青い車と、その窓まどから身を出す三人の男が煙の向こうに見えた。三人の男は揃そろってこちらに中指を立てていた。

　そして煙を突き破るようにして、後続のガンメタリック・シルバーの一台、小学生第二チームが姿を現した。俺たちが二中を抜きあぐねている間に追い上げてきたらしい。そのボンネットには、唸うなりを上げる二機のエンジン式チェーンソーが装着されていた。

「殺る気でやらなきゃ殺られるだけだぜ、利り一いち。リリネットちゃんを守りたいのならマジで腹はら決めな」

「クソッ……！」

「えっ、ちょ、ちょっと、あれもオーケーなの？　さすがに危な過ぎでしょ！」ルームミラーでチェーンソーを確認したらしいリリネットが言った。

「玲れい子こ、どうなんだ？」

〈うーん……一応実行委員会にかけ合ってみるよ。でも結論が出る頃ころにはレースも終わっているだろうね〉玲子は答えた。

「ほら、吞のん気きにお喋しやべりしている時間はねぇぞ」達彌が言った。

　チェーンソーの小学生チームは、追い抜きのせいで速度が落ちた俺たちとの距きよ離りをあっという間に縮める。役場の角から続く緩やかなＳ字カーブを給きゆう水すい塔とうのあたりまで来たところで、いよいよ小学生第二チームは俺たちに追い付いた。

　二機のチェーンソーは、綺き麗れいに溶よう接せつされたいくつかの金きん属ぞく片へんでガッチリとボンネットに固定されている。恐らくドクターの仕し業わざだろう。車のエンジン音とはまた少し周しゆう波は数すうの異ことなる騒音を上げながら回転する、二枚のブレード。そのブレードが俺たちの車に触ふれると、不ぶ気き味みな音とともに無数の火花が散った。リリネットの叫さけび声。俺たちの車がグラつく。

「リリネットちゃん、落ち着いて！」達たつ彌みが言った。「あんなもんで車は切れないから！」

「しかしなんのつもりだ、アレはただのコケ威おどしなのか？」俺は言った。

「さぁな。どうせ深く考えちゃいねぇさ。格かつ好こういいとでも思ったんだろ」達彌は答える。

「ねえ！　なんとかならないの！」リリネットの声。

「チクショウ、やるしかないのか……」俺はそう言って新しい消火器に手をかけた。安全ピンを抜く。そしてふと、あることに気付いた。

「……なあ、レバーを戻しても粉こなが止まらないってことは、俺たちはあと七発しか攻こう撃げきできないのか？」俺は言った。

「当然。ガキども相手に無む駄だ遣づかいしている余よ裕ゆうもないぜ。やるならさっきみたいに一発で決めねぇと」達彌は答えた。「俺にいい考えがある。リリネットちゃん、どこでもいいから急ブレーキを踏ふんでくれ。追つい突とつさせる」

「え、つ、追突？」

「そ。ほら早く！」

　達彌の急な大声に気け圧おされてか、リリネットはカーブでもなんでもないところでギュッとブレーキを踏んだ。次の瞬間、強きよう烈れつな衝しよう撃げきが俺の体を吹ふっ飛ばす。俺は車内を転がって前の座ざ席せきに背中をぶつけた。リリネットはすぐさま車を再加速させる。起き上がって後ろを見ると、ガンメタリックの車にあったチェーンソーが両方とも折おれ曲がっていた。

「どうだ、やったか？」達彌が言った。

「ああ……だが振り切れちゃいないぞ」俺は答えた。

　俺たちと同じく加速を再開した小学生たちは、まだ俺たちの背はい後ごに喰くらい付いていた。どうやら衝突の際、俺たちの車は半ばスピンしたような状態に陥おちいり、そこからの復帰に少々時間を取られたらしい。今の俺たちは衝突前よりも分ぶが悪いようにさえ見えた。そしてチェーンソーを失った彼らは新たな武器を手にしていた。天てん井じようの穴あなから体を出した一人の少年が、ハリセンボンみたいに釘くぎの山と化した木製バットを握にぎりしめていた。

　給きゆう水すい塔とうからしばらくして、再ふたたび急カーブが訪れる。激突した車が未いまだ残る十一号児じ遊ゆう館かん側そばの左コーナーだ。小学生たちは、俺たちが二中代表に仕掛けたように、コーナーのインを突いてきた。砂じや利り道みちの上、リリネットは少しだけ後輪を滑すべらせながら器用にコーナーを回る。小学生はリリネットを抜かすことができない──しかし横並びになった瞬間、釘バットで俺たちの車の天井をぶん殴なぐってきた。心臓に悪い音がして、ルーフの鉄板が凹へこむ。

「ぁあもう！　ああもうっ！　しつこいわね！　なんとかしてよ！」

「利り一いち、やっちまおう、ジャンプ台だ、やれるな？」達たつ彌みが言った。

「クソ、わかった、やってやる！」

　俺は消火器を拾い直し、立ち上がった。小学生たちは斜ななめ後ろに付けている。穴あなから体を出した俺は、ギリギリで釘くぎバットのリーチ外にいた。少年はバットを遠えん慮りよなしにブンブン振ふり回す。何回かは掠かすりそうになって、俺は消火器のタンクを盾たて代がわりにしのいだ。

　貯ちよ水すい池ちの畔あぜを、二台は半ば横並びになって進む。深い砂じや利りでタイヤが沈み、ぐっと速度が落ちる。どちらの車もギアを落とし、エンジンが悲鳴のような音を立てていた。湿った砂すなが巻き上がる。両車の距きよ離りは変わらない。ほどなくして、俺たちの前に無数の鉄パイプが現れた。地面から突つき出たそれらのパイプは、池に向かって設置されたジャンプ台のスロープを支える支柱群。俺たちはこの支柱をかわして、スロープの下をくぐり抜けていかなければならない──

　俺はレバーを握にぎった。消火剤を、相手の運転席目がけて吹ふき込む。薄うす桃もも色いろの煙けむりは一瞬にして車内に充満し、天てん井じようの穴からも粉こなが噴ふき出した。俺の目からは搭とう乗じよう者しやのどの姿も見えなくなる。俺は横目で進行方向を確認した。目前に迫せまる、林のような鉄パイプ。俺たちの車はその間を難なんなくすり抜けていった。そして小学生たちの車は、激しい音を立てて中ほどの一本に衝しよう突とつした。俺は、残りの消火剤を空そらに放出させた。

「よっしゃ！　上う手まいぜ利一！」達彌が嬉うれしそうに叫さけんだ。

「どう？　もう追ってこない？」リリネットが言った。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶそうだ。復帰する気配はない。万一戻ってきたところで、もう巻き返せはしないだろう。怪け我がしてなきゃいいんだが」俺は煙の向こうに目を凝こらしながら答えた。「しかしこの調子じゃ、何台完走できるのかわからねえな」

〈もう既に五台しか残っていないしね〉玲れい子この声がそう言った。〈さすがに前回よりもハイペースだ。君たちの後ろの方でも一台リタイアした。畑に突っ込んで動けなくなってる。それでも前の三台は健在だから頑がん張ばらないといけないよ？　一台は君たちのすぐ前にいるね？〉

「ええ、もう少しで追い付くわ」リリネットが答えた。

　俺たちの前方には、深緑色をした傷だらけの車がいた。スタート直後に俺たちを抜いていった高校生第二チームだ。どうも、俺たちよりも幾いく分ぶんスピードが遅おそいように見受けられる。

〈前の三台もあのパイプの間を通るときに一ひと悶もん着ちやくあってね。彼らは停止寸前まで減速してしまった。ともかくチャンスだよ、リリネットちゃん。魔ま法ほう使つかいとドクターたちの方も似たような状じよう況きようで、大分差が縮まっている〉

「いよいよ運が回ってきたか」俺は言った。「玲子、ヤツらがどんな妨ぼう害がいをしてくるのかわかるか？」

〈そうだねぇ……何度か伯はく爵しやくにバナナを投げ付けているのは見たかな？〉玲子は答えた。

「バナナ？」

〈そう、バナナ〉

「バナナ！　バナナよ！」

　急にリリネットが叫さけんだ。何事かと思ってもう一度前方を見てみると、後部ドアの窓まどから身を乗り出した一人がその右手にバナナを摑つかんでいた。その高校生は、そのままこちらにバナナを投げ付けてくる。俺たちの車は、地面に落ちたそのバナナを何事もなく踏ふんでいった。

「なんだありゃ」

「バカだぜ、野や郎ろうども。『レースといえばこれ！』って先入観が凝こり固まってやがるな」達たつ彌みが言った。「放っておけばその内亀かめの甲こう羅らでも投げてくるかもしれねぇな」

「そういうことなら安心できるわね！」リリネットが言った。「たぶん堰せきまでには追い付けるわ。あそこじゃ抜かせないから、堰の上を過ぎたら抜くわよ！」

「よーし利り一いち、俺にも消火器一本寄よ越こせ」達彌が言った。「残りは三台だ。二本ずつ使うぞ。出し惜おしみはなしだ」

　俺は言われた通り達彌に未使用の消火器を一本渡した。自分も新しいのをまた一本取り、脇わきに抱かかえる。間もなく俺たちは池の畔あぜを抜け、緩ゆるやかな弧こを描えがく堰の上にレースの場を移した。予告通り、リリネットは前を行く高校生チームに追い付いていた。

　堰の上を通る細い通路の両側には柵さくがある。避よけられないことを知ってか、高校生たちは執しつ拗ようにタイヤを狙ねらってバナナを投げてくるが、リリネットは構わずそれを踏み付けて二、三メートルほどの車間距きよ離りを保ち続ける。少々多めに距離を取っているのは、また変なものを投げ込まれたりしないようにするためだろう。俺たちはそのまま堰の上を半分くらい走った。すると突とつ然ぜんバナナ攻こう撃げきが止み、箱はこ乗のりになっていた高校生も車内へ戻った。

「なんかゴソゴソやってやがるな……」俺はガラスのないリアウィンドウの向こうに見える車内の様子に目を凝らしながら言った。「リリネット、気を付けろよ！」

「そう言われても、この場所じゃどうしようもないわよ。逃げ場なんてどこにもないんだから。なんかやってきたらあんたが……」

　リリネットは急に言葉を切った。前を行く車の後部ドアが突とつ如じよとして左右両方とも開かれたのである。そして次の瞬間、黄色いコンテナまるまる一いつ杯ぱい分ぶんの山のようなバナナが両側のドアそれぞれから路上にぶち撒まかれた。

「っ！　突つっ込むわよ！」リリネットが叫んだ。

　俺たちの車は路上に現れたバナナの山に乗り上げる。サスペンションを下から蹴けり上げるかのような衝しよう撃げき。いくら柔やわらかいバナナでも、数が数だ。そしてあろうことか、俺たちの車は潰つぶれたバナナで四輪全部を滑すべらせた。

　車体の後部が横に振ふり出される。直線を走っているはずなのに目の前の景色は横へ回り、俺は消火器を抱えたまま車内を転がる。続いて横からの衝撃。車体が柵にぶつかったらしい。反発で今度は逆向きにリアが流れる。再ふたたび衝撃。俺は消火器の間で上下逆さまになった。どこかから外れたパーツが車内を飛び回り、俺のヘルメットにピシピシと当たった。リリネットがコントロールを取り戻したのは、そうしてもう一度柵さくにぶつかる寸すん前ぜんだった。

「利り一いち、大だい丈じよう夫ぶか！」達たつ彌みがそう聞いてきた。俺は呻うめき声で答える。「野や郎ろうども、ここらのバナナを全部買い占しめやがったな。よくもまああんなに集めたもんだ」

　俺はどうにか起き上がって前方を確認した。池の畔あぜで縮めた距きよ離りがまた開いてしまっている。

「クソッ、リリネット、巻き返せるか？」

「っ、なんとかする、なんとかするわ！」リリネットはちょっと震ふるえた声でそう答えた。

「大丈夫、普通に走ればリリネットちゃんの方が早いんだ、絶対抜ける！」達彌が言った。達彌の口調にも少し熱がこもっていた。「要よう塞さいでやる。利一、遠えん慮りよなしでいくぜ！」

「了りよう解かい」俺は答えた。

　堰せきを抜けるとカーブがいくつか続く。リリネットは予選で見せたような気き迫はくのドライビングでコーナーを攻せめ上げ、一つカーブを曲がるごとに高校生たちとの距離を狭せばめた。前の高校生たちが攻こう撃げきしてくる気配を全まつたく見せなかったのも好こう都つ合ごうだった。俺も達彌も消火器のピンを抜き、決戦の瞬間に備えた。

　堰から続く舗ほ装そう路ろを右に折おれ、二台の車は薄うすく雑草に覆おおわれた道を進む。少しすると、木々の間から要塞の城じよう壁へきが現れる。大きく開かれた城門。突とつ入にゆうと同時に、リリネットは高校生たちを追い越しの射しや程てい圏けん内ないに捉とらえた。

　俺たちは要塞内部の入り組んだ道を連なって走る。連続する直角コーナー、その三つ目でリリネットは仕掛けた。右コーナー、俺たちを警けい戒かいしてカーブの内側をしっかり塞ふさぐ高校生たちを外側から強引に抜こうとする。俺は運転席の後ろに移って、ドアの窓から消火器を向けた。早る気持ちを抑えてコーナーの頂ちよう点てんを待まつ。撃うつのが早いと俺たちまで巻き込まれる可能性があった。しかしそうしている内に、助手席に座すわった一人が新たな攻撃を繰り出してきた。何やら石のようなものを俺たちの車内、しかも運転席に投げ込んできたのだ。

「きゃぁぁぁああああああ！」耳をつんざくような悲鳴がヘルメットを貫つらぬいて響ひびく。車の動きが乱れて、高校生たちの車とコーナー外側の土つち壁かべに車体の側面をぶつけた。

「落ち着いて！　俺が取るから！」そう叫さけびながら、達彌がリリネットの膝ひざの上へ腕うでを伸のばす。「この、コイツ……よし、よし！　捕まえイテテテッ！　嚙かむんじゃねぇよ、クソッ！」

　そして腕を引いた達彌の指に、例の石のようなものがぶら下がっている。濃緑色の甲こう羅ら、頭の横には赤い模も様よう、漬つけ物もの石いしくらいに成長した巨大なミシシッピアカミミガメだ。達彌は窓まどから腕を出して亀かめを振り落とした。

「もう！　もうっ！　許さないんだからぁぁああ！」

　絶ぜつ叫きようしたリリネットはアクセルを全開まで踏み込む。俺たちの車は要塞内の狭せまい通路を急加速していき、次のコーナーを回ろうとしていた緑色の車に突っ込んでいった。追つい突とつされた相手の車は押し出されて壁にぶつかる。が、すぐに体勢を立て直した。追突で減速した俺たちはどうにかコーナーを曲がる。直線、並列状態、すぐさま達彌が腕を掲げ、リリネットの頭越しに消火剤を発射した。高校生三人がピンク色に染そめ上がる。消火器の噴ふん射しや時間はおよそ十五秒。その間に再ふたたびコーナーが訪れた。俺たちは内側を取る。高校生は、しかし、そのコーナーを奇跡的に攻こう略りやくした。

　高校生は俺たちの後ろへ回る。達たつ彌みの消火器はまだ煙けむりを吹ふいていた。俺はリアウィンドウからホースを突つき出し、レバーを握にぎった。ほんの数秒、煙の厚さが倍になる。達彌の消火器は空からになる。俺はピンポイントで運転手を狙ねらい撃うちにした。そしてまたコーナーが現れて、俺たちはそれを回った。高校生たちは、鉄板が潰つぶれる音だけ残して俺たちの背はい後ごから消えていった。間もなく、俺たちは狭せまい要よう塞さいの中を抜けた。

「やった！　やったわ！」リリネットが嬉うれしそうに言った。「あと二人よ！　いけるわ！」

「ああ！　サイコーだぜリリネットちゃん！　利り一いちも、ナイスだったぜ！」達彌が言った。

〈おめでとう、皆〉玲れい子この声がした。〈なかなか見応えのある戦たたかいだったよ。これで優勝も夢ではなくなったね〉

「それより玲子、前の二人はどうなってる？」俺はそう尋たずねた。

〈吉きつ報ぽうだよ、利一。伯はく爵しやくたちの攻こう撃げきが激しいせいでどっちも速度が落ちてる。魔ま法ほう使つかいはドクターを振り切れないでいるんだ〉玲子は答えた。〈とにかく今がチャンスだよ。というか、今しかない。次の山道だ。邪じや魔まがいなくなってしまえば、あの人に追い付くのは相当難むずかしくなる〉

「そりゃいい知らせだ。ありがとな」俺は言った。「リリネット、聞いたな？　目め一いつ杯ぱい飛ばしてくれ」

「言われなくても！」リリネットはそう返した。

　要塞を出て舗ほ装そう路ろに戻ると、そこからしばらく山道が続く。つづら折おりのカーブが俺たちを待まち構え、リリネットは絶ぜつ妙みようなハンドル捌さばきとアクセル操作でそれを一つずつ攻略していく。コーナーを曲がるたびにタイヤが鳴き声を上げる。その音を聞けば、リリネットがどれほど限界に近い運転をしているのかがわかった。俺は窓まどの縁ふちや車内の出っ張りに摑つかまって、遠心力で振り回されないように耐えた。

　山道を登りきり、下りに転じる。俺たちの車は一層速度を増して前の二台を追い上げる。そして間もなく、俺たちは小学生第一チームの純白の一台を視界に捉えた。その前には兄アニさんの赤い車もある。両者は、玲子の言う通り、激しく撃ち合っていた。

　兄さんの車では、攻撃役の一人がトランクの上に積まれたパイプの山へ改造水みず鉄でつ砲ぽうで炎を吹き付けている。炎を浴びたパイプからはロケット花火が飛び出し、背後に付ける伯爵たちの車を襲おそう。そしてそのロケット花火を、白い車の上にいる伯爵が刺さす又またをブンブン振ふるって撃ち落としていた。一方伯爵たちの車からはＢＢ弾が嵐あらしのように撃ち込まれている。助手席の一人がマシンガンを操あやつり、運転手のドクターも隙すきを見つけては拳けん銃じゆうで攻撃していた。

「まだこっちに気付いてないみたいね！」リリネットが言った。「近付くわよ！」

　コーナーのたびに揺ゆさぶりをかけるドクターのおかげで、確かに前の二台のスピードは落ちている。リリネットはヘアピンカーブを二つ回る内に伯はく爵しやくたちに追い付いてしまった。

「いくわよ！　突つっ込むわ！」伯爵たちが次のカーブに差しかかったところでリリネットが言った。俺は用意した消火器のホースを握にぎりしめる。リリネットはブレーキを少しだけ弱め、鼻先で前の車のリアバンパーを蹴けり飛ばした。不意の攻こう撃げきに、ドクターの運転が乱れる。しかし丁ちよう度ど俺たちの進路が塞ふさがれるような格かつ好こうになってしまい、追い抜くことはできなかった。伯爵が身を翻ひるがえし、天てん井じようから頭を出した俺を睨にらみ付けた。

「邪じや魔まをするなッ！」伯爵が叫さけんだ。雷らい鳴めいのような大音声。三台の車が排はい気き音おんを轟とどろかせている中でも聞こえるほどだった。

「邪魔をするのが今回の競技だろ！」俺は言い返した。しかし向こうまで届きはしない。伯爵は身を捩よじって、助手席の仲間に何やら指示した。数秒後、助手席にいた男の子は後ろへ移り、操あやつっていたエアガンをリアウィンドウから突き出した。

『ミニガン』なんて名前のわりに巨大な機き関かん銃じゆう。黒光りする六本の銃じゆう身しん。少年が引き金を引くと、銃身の束たばがグルグル回転してレーザービームみたいに弾たまが吐はき出される。毎秒五十発、白い粒つぶはまっすぐリリネットへと飛んでいく。すかさず、達たつ彌みがリリネットの前に腕うでを突き出し、その直ちよく撃げきを防いだ。押し寄せるＢＢ弾が車内を跳はね回った。

「リリネット！　やれ！　もう一回だ！」俺は言った。次のコーナーはすぐにやってくる。リリネットは再ふたたび車をぶつけた。さっきよりもう少し強くだ。しかしこの田舎いなかで指折りの名ドライバーでもあるドクターの運転は、最も早はや少しも揺ゆるがなかった。

「利り一いち！　こうなりゃ賭かけだ！　前に向かって消火器を撃うて！」達彌が叫んだ。「このまま伯爵と遊んでたらあの人が逃げちまう！　ここでやるしかない！」

　俺は穴あなから体を出して、エアガンを操る小学生に消火剤を吹き付けた。走行風でかなりの量が押し流されたが、どうにか三割くらいは向こうの車内に届いた。カーブのために減速するとその量も増える。リリネットはフェイントをかけるかのようにギリギリまで前の車に近付いてから、サッと内側に切り込ませた。追つい突とつはなしだ。鮮やかに隙すきを突く。だが伯爵がそれに反応した。伯爵は、長い刺さす又またを俺たちの運転席に突き入れ、リリネットの腕をハンドルから弾はじき飛ばした。リリネットはすぐにハンドルを摑つかみ直したが、そのときにはもう白い車が俺たちの前を塞いでいた。

「ええい、いい加減鬱うつ陶とうしいぞッ！」伯爵が叫んだ。そして伯爵は、刺又の後端をこちらへ向けるように持ち替え、肩の上に構えた──槍やり投なげのような構えだ。

「貴き様さまのような臆おく病びよう者ものがこの私に勝てるものか！　散れ、古い顔オールド・フエイス！」

「マズい、避よけろ！」俺は叫んだ。

　リリネットは咄とつ嗟さにハンドルを切り、車の進路は急激に左へと逸それる。しかし伯爵は、そのリリネットの判断すらも見越して正確に刺又を撃ち込んできた。渾こん身しんの力で弾だん丸がんのように投射された刺又は、リリネットが操るステアリング・ホイールの穴に突き刺さる。ハンドルを戻せなくなった俺たちの車は、道を外れて山の斜しや面めんに乗り上げ──

「出番は終わりだ！　そこでゆっくり休んでいたまえ！」

　──完全に停止してしまった。




「リリネット！　リリネット！　すぐに発進だ！　追いかけろ！」俺は叫さけびながら、体を乗り出して刺さす又またを摑つかみ、引っこ抜いた。リリネットはすぐにエンジンをかけ直し、後退して道路に戻る。幸い車にはそれほどダメージがなく、多少振しん動どうが酷ひどくなっただけでエンジンも元気に回っていた。しかし既すでに、ドクターの車も兄さんの車も目に見えるところにはいなかった。

「玲れい子こ！　前はどうなってる？」

〈正直に言うよ、かなり距きよ離りが開いてしまった。そして悪いことに魔ま法ほう使つかいのペースが上がっている。君たちが伯はく爵しやくたちとやり合ったから、邪じや魔まする人がいなくなったんだ〉玲子は答えた。〈急いで挽ばん回かいすれば、小学校へ戻ってくる前にギリギリ追い付けるかもしれない。でも……追い抜く時間があるかどうかはわからない〉

「ねえ、なんとかならないの？　ねえ！」リリネットが叫んだ。「せっかくここまで来たのに、負けちゃうなんてイヤ、もう少しなのに、負けちゃうなんて……ねえ、ねえ！」

「ッ、玲子！　なんかいいアイデアはねぇか？　一発逆転のアイデアだ！」達たつ彌みが言った。

〈そう言われても……君たちの装備じゃ、あとは奇跡が起こるのを待まつくらいしか……〉

「クソッ、なんかねぇのかよ、なんか……利り一いち！　利一！」

　リリネットは必死に車を走らせる。その運転は、既すでに予選のそれを超えているように感じられた。車体はガタガタと不ぶ気き味みに揺ゆれ続け、どの瞬間でもタイヤが滑すべり出そうとする。どうしてコース上にい続けられるのか不ふ思し議ぎなくらいだ。こんな状じよう況きようになってもリリネットを奮ふるい立たせているものは一体何か、それが明日の自分の自由だけではないことを、俺は心のどこかで理解していた。

　一つのアイデア。それが俺の頭にフッと湧わく。山道はもうすぐ終わろうとしている。この直線を行けば、貯ちよ水すい池ちが見える。ヘアピンカーブはあと二、三個しかない。

　俺は消火器を取り、トランシーバーのボタンを押して、リリネットに言った。

「……リリネット、飛ぶしかない」

「はぁ？　お前何言ってんだ？」達彌が言う。しかし何かを理解したらしいリリネットは、首を捻ひねって俺の方を向いた。きっと、リリネットも同じことを考えていたのだろう。

「あんた、正気？」リリネットが言った。

「いや、その逆だ。やっと正気を捨てられたのさ」俺は答えた。「それに、空を飛ぶのは得意なんだろう？　《精せい霊れい種しゆ族ぞく》」

「……そうね。今なら翼つばさもあることだし。あんたに貰もらった翼がね」リリネットは言った。

　目の前に貯水池が現れる。それでも、リリネットはアクセルを踏ふみ続ける。

　直線はもう終わった。

　大きな左カーブ。

　俺たちの車は車線を外れ、その外側にある広めの路ろ側そく帯たいにまっすぐ駆かけ込んでいく。

　まるでそこに道があるかのように、一切の躊躇ためらいを捨て去さって。

　そして俺が墜おとしたラジコン飛行機、アイリーン号の翼つばさを踏ふみ付け──




　俺たちは宙ちゆうへ飛び上がった。




　フロントウィンドウいっぱいに、この田舎いなかの景色が抜き出され、まるでそこに吸い込まれていくかのように、流れていく。

　衝しよう撃げきで跳はね上がった内装の破は片へんや埃ほこりが、貯ちよ水すい池ちに導みちびかれた太陽光を浴び、キラキラと、その光景に輝かがやきを添そえている。

　目だけを残して、自分の肉体が消えてしまったかのような、奇き妙みような感覚。

　空を飛ぶ感覚。

　正気も狂きよう気きも置き去ざりにして、真っ白になった俺の頭は、俺の目に映る全すべてのものを、青い瞳ひとみの精せい霊れいと空を舞まうこの瞬間を、ただただ美しい現実として、拒きよ絶ぜつすることも曲きよつ解かいすることもなく、素直に受け止めていた。

　俺たちはガードレールを越え、その先にある急坂の林に突とつ入にゆうした。木陰の湿った地面は、クッションのように俺たちの車を受け止めてくれた。

「摑つかまって！」リリネットが叫さけぶ。濡ぬれた雑草の上を滑すべり落ちるように走る俺たちの車は、ほとんどコントロールを失っている。リアタイヤが右へ左へと流れて、そのたびに木と衝しよう突とつした。俺もリリネットも達たつ彌みも、車内のあちこちに自分の体をぶつけている。しかしどういうわけか、奇跡的に、車は急坂をまっすぐ駆け下っていた。そして俺たちの車は、百メートル以上もの距きよ離りをショートカットして、再ふたたびコースに戻った。

　林を突つき抜けたそこは、ヘアピンコーナーの頂ちよう点てん。俺たちの斜ななめ後ろに、今まさにそのコーナーを回ろうとする伯はく爵しやくたちの姿があった。伯爵も、ドクターも、大きく見開いた目を俺たちに向けている。窓まどに取り付いた俺は、その顔目がけて消火剤を放った。煙けむりを浴びた伯爵たちの白い車は、百八十度スピンして後ろからガードレールに激げき突とつし、停止した。

「やった！　やったぞリリネット！」俺は思わず叫んだ。達彌も同じようなことを言う。しかしリリネットからは一言も返ってこなかった。前を見ると、血のように真っ赤な車が一台、塩ビパイプを満まん載さいして走っていた。

「決着を付けるわよ」リリネットが静かに言った。




〈まさか本当に飛ぶとはね。驚おどろいたよ〉玲れい子こが言った。〈反則ギリギリ、というかほとんど反則だけど、この歓声じゃお咎とがめはなしだろう。皆リリネットちゃんの応おう援えんをしているよ。空飛ぶ精せい霊れいさんの応援をね。リリネットちゃん、レースは実質リリネットちゃんと魔ま法ほう使つかいの一いつ騎き打うちだ。ドクターたちは再スタートしたけど、全然スピードが出てない。どうやらギアがおかしくなってしまったようだ。その後ろにも一台いるけど、かなり遅れている〉

「それじゃあ、あの人をぶち抜いて優勝をもぎ取ってくるわ！」リリネットはそう答えた。

　兄アニさんの車までは、まだ多少の距きよ離りがある。兄さんの運転は一見して非常に荒い。後ろから見てみると、このレースに参加している誰だれよりも雑ざつに車を走らせているように感じる。しかし素人しろうと目めにはわからない何かが、まるで魔法のように兄さんの車を前へ前へと押し進めていた。それでも後ろに付けて空気抵抗の面でも有利になったリリネットは、ジワリジワリとその距離を縮めてみせた。俺は新しい消火器を準備して来るべき瞬間を待まった。

　兄さんに続いて、長く続いた山道を出る。ここからは道みち幅はばも広がり、直線が多くなる。俺たちは既すでにロケット花火の射しや程てい圏けん内ないに入り込んでいた。しかしどういうわけか兄さんたちは撃うってこなかった。そして妙みようなことが起きた。何もない直線、兄さんが突とつ然ぜんブレーキを踏ふんでやんわりと減速した。それを避よけようとしたリリネットは進路を右へずらし、俺たちは意い図とせず兄さんと並へい走そう状態になった。

「達たつ彌みィ！」兄さんの怒ど鳴なり声が聞こえた。「待たせたなァ！　テメェに昨日のお返しだ！　喜びな！」

　兄さんは、達彌の膝ひざの上に白いビニール袋を投げ込んだ。オレンジ色の火花が透けて見える。ビニール袋は一瞬にして溶解し、中から火の点いた吹ふき出し花火がロケットのように飛び出した。およそ二十個、火花を噴ふく五センチほどの紙かみ筒つつはその勢いで車内を飛び回る。強きよう烈れつな光が網もう膜まくを刺さしてきて、俺は視力を奪われた。

「利り一いち！　利一！」耳元で達彌の声がした。「火を消せ！　今すぐに！　焼け死にてぇのか！」

　炎は、車内のありとあらゆるものに燃え移っていた。シート、天てん井じよう、ドアの隙すき間ま。俺は手に持っていた消火器のレバーを握にぎり、闇やみ雲くもに消火剤を噴ふん射しやした。狭せまい空間で粉こなが反射し、俺は頭から靴くつ先さきまでピンク色になった。

「リリネットちゃん、足を離はなすな！　アクセルを踏め！　踏み続けろ！」再ふたたび達彌の声がした。

　車は左右に揺ゆれながら、それでも前へ進んでいく。火花が収まり、俺の視界も徐じよ々じよに回復する。俺は消火剤を炎ほのおに集中させた。グリスに食い付いた炎はかなりしぶとく、消し切るためにまるまる一本の消火器を消しよう費ひしてしまった。車内には大量の消火剤が雪のように積もっていた。兄さんとの距離は、また少し、広がってしまっていた。

「あのヤロウ！　利一、消火器はあと何本残ってる？」憤ふん慨がいした様子で達彌が言った。

「あと一本しかないぞ」俺は答えた。「空なら山ほどあるが、どうする？　投げ付けるか？」

「そんなことしたって届とどきゃしねぇよ。クソッ、残り一本か……よし、よし！　それなら俺に考えがある！　利一、後ろに行くぜ」

　達たつ彌みはそう言って座ざ席せきを倒たおし、その上を這はって俺の横にやってきた。

「利り一いち、空の消火器を集めて俺に渡せ」達彌は言った。

　俺は何が何やらわからないまま、言われた通りに使い終わった消火器を集めた。狭せまい車内なのでなかなか厄やつ介かいだ。俺たちがそうしている間に、リリネットはまた二つほどカーブを曲がっていた。レースも終しゆう盤ばん、コーナーはもうほとんど残っていない。

　そして俺が達彌に空の消火器を渡すと、達彌は達彌で俺に丸いものを寄よ越こした。二中の奴やつらが投げてきたカラーボールだ。まだ割れていなかった。

「ソイツ以外は全部やられちまった。利一、これでお前の武器は二つだ。上う手まく使えよ？」

「武器があるなら、お前が使えばいいじゃねえか。なんで俺に？」俺は言った。

「俺は俺にできることをする」達彌は答えた。「リリネットちゃん、前にも言ったように、目の前のアイツは生来追いかけられるよりも追いかける方が得意な男だ。抜かすなら今が丁ちよう度どいい。考えようによっちゃあ理想的な展開だ。チャンスは、今から俺が作ってやる」

　また一つ、コーナーが迫せまる。右コーナー、リリネットはタイヤを軽くロックさせるくらい強くブレーキペダルを踏ふみ込み、同時にギアを落とした。エンジンが一瞬唸うなる。リリネットがハンドルを回し始めると、遠心力が俺たちの体を外側へ引っ張った。そしてコーナーの頂ちよう点てん付近、最もつとも車速が落ちたあたりで、達彌はこう叫さけんだ。

「それじゃ、あとは任せたぜ！」

　達彌は指一本で器用にドアを開け──そこから外へ飛び出していった。

「おい達彌！」俺は達彌を追ってドアから頭だけ出し、後ろを見た。達彌の体は地面を何度も転がり、空の消火器が付近に散らばった。

　カーブのせいでそれ以上はドアから見ることができず、俺は頭を引っ込めてリアウィンドウ越しに続きを見た。沿道にいた数人の高校生が達彌へ駆かけ寄り、何か言葉をかけていた。すると間もなく達彌は立ち上がって、こっちに向かってブンブンと手を振ふってみせた。

「なんのつもりだ、あのバカ……」

「きっと軽量化のつもりね。命懸がけの」リリネットが言った。

「さすがに命はかかっちゃいねえよ。あの装備だからな」俺は言った。「しかしやるならやるで前もってちゃんと説明しろってんだ。俺たちを驚おどろかせたって意味はねえだろ」

「いいじゃない。今の、結構格かつ好こうよかったわよ」リリネットはそう言って、クスリと笑った。「あーあ、またあんたと二人っきりね」

「嫌いやなら俺も飛び降りようか？」

「わたしを殺す気？　あんた、鎖くさりのこと忘れてないでしょうね？」

「冗じよう談だんだよ。忘れるわけねえだろ、こんな邪じや魔まなもん」俺は手て錠じようの付いた腕うでを見た。摩ま擦さつと炎ほのおと消火剤のせいで、ガムテープに書かれたメッセージは消えかけていた。

「じゃあ、ちゃんと仕事しなさいよ」リリネットは言った。「一応、頼たよりにしてるんだから」

「ああ。勝つのは俺たちだ」俺は答えた。

　達たつ彌みと消火器、合わせれば七十キロほどの重さだ。一トン以上もある車からたったそれだけ減ったとして、何が変わるのか、俺にはわからない。もしかすると、本当に何も変わらないのかもしれない。それでも達彌がいなくなったあとのリリネットの運転は、素人しろうとの俺の目には最も早はや異い次じ元げんの領域にまで達していた。そうしてリリネットは兄アニさんとの差を詰つめ、レースは小学校前の最後の山やま場ばを迎えた。

　このレースで最もつとも長い直線。それが小学校の裏うら門もんまで続く。リリネットは素早くシフトを繫つなぎながら兄さんを追いかける。未いまだパイプを積んでいる兄さんの車はそれほど速度が出ていなかった。俺たちは一気に赤い車へと近づいていった。兄さんの車からは引っ切りなしにロケット花火が飛んでくる。笛ふえのような音、閃せん光こう、爆音。俺にもリリネットにも何度も当たったが、もうそんな脅おどかしは通用しない。俺はカラーボールだけを手に持ってチャンスを待まった。

　あと数メートルという距きよ離りまで近付くと、兄さんは急に車を蛇だ行こうさせ始めた。妨ぼう害がいのつもりだろう。俺は意を決して天てん井じようの穴あなから体を出し、カラーボールを振りかぶった。凄すさまじい走行風に腕が押される。兄さんの車が左に寄ったそのとき、俺はその風を突つき破やぶるように腕を振るった。そして投げ出されたカラーボールは、兄さんの車の、運転席側のサイドミラーをオレンジ色に塗ぬり上げた。すかさず、リリネットがその隙すきを突いた。兄さんの後ろにいた攻こう撃げき役やくの高校生が撃うち込んでくる火炎放射器の炎ほのおを浴びながら、俺たちの車は、兄さんの右側をすり抜けていった。俺も、リリネットも、歓喜の声を上げた。

「やった！　やったわ！　わたしたちがトップよ！」リリネットが言った。「あと少し、あと少しで……！」

「ああ！　ああ！　このまま行けば優勝だ！　すげーよリリネット、最高だ！」俺は言った。そして言いながら、消火器のピンを抜いた。最終決戦への準備である。

　トップに立つ。それはつまり、追う側から追われる側に転じたということだ。しかもあろうことか、相手はあの生きるビックリ箱ばこ、天性の狩人かりうど、炎の魔ま法ほう使つかい。俺たちは『勝って兜かぶとの緒おを締しめる』どころか、鎧よろいを新調して刀かたなを研とぎ直すくらいのことをしなければならないのである。炎か、花火か、追突か。何が出てきてもトップは死守しなければならない。俺は心の中で三回十字を切って、背はい後ごに付ける兄さんの車を見つめた。

　そして兄さんは、俺の予想を遥はるかに超こえた反撃を繰くり出してきた。

　俺の目に妙みような光景が映った。小学校に戻る直前、兄さんが運転席の背もたれをいっぱいまで倒たおして仰あお向むけになった。そして少し前に助手席へ移っていたチームメイトが、ハンドルに片手をかけ、片足を運転席側に差し込み、体を後ろへずらした兄さんに替わって運転席に腰こしを落とした。

「ヤツら、ドライバーを交代しやがった！」トランシーバーのボタンを押して俺は言った。

「……本当ね」ルームミラーで見ていたのだろう、リリネットはそう返した。「一体どういうつもりかしら？」

「わからんが、嫌いやな予感しかしないぜ」俺は答えた。「リリネット、気を付けろよ」

「あんたもね」リリネットは言った。

　県道を右に折おれ、裏うら門もんをくぐる。俺たちは遂ついに小学校のグラウンドへと戻ってきた。数百人の観衆がトラックを囲んでいる。このトラックを一周すればゴールだ。コーナーも、残すところ二つ。俺は立ち上がってルーフの穴あなから上じよう半はん身しんを出し、消火器を構えた。

　後続の赤い車、同じように開けられたルーフの穴から、兄アニさんの右手が見えた。その右手は穴の縁ふちを摑つかむ。直後、兄さんの全身が穴から飛び出した。左手に握にぎり締しめた点火済みの発はつ炎えん筒とうが二本、直視できないほど強い光を放っていた。兄さんはルーフへ両足を着けて腰こしを落とし、揺ゆれる車の上で器用にバランスを取りながら、発炎筒の一本を右手に持ち替えた。

　俺は兄さんの考えに気付いて、思わず消火剤を噴ふん射しやした。薄うすく桃もも色いろがかった煙けむりが天てん井じようの兄さんを包む。しかし発炎筒の光はその煙の向こうに見え続けた。兄さんは、視界を塞ふさがれても全まつたく動じなかった。

　一つ目のコーナーが迫せまった。兄さんの赤い車はブレーキングを遅おくらせた。開いていた差が、スッと縮まる。そこで遂ついに兄さんが動いた。兄さんは慣性力を味方に付けてボンネットの先端まで滑すべるように移動し、そこで強く跳ちよう躍やくした。消火器から出続ける煙えん幕まくを押しのけ、兄さんは俺たちの車へ飛び移った。トランクルームに着地した兄さんは、発炎筒を短たん剣けんのように扱あつかい、天井の穴から体を出した俺の腕うでを突ついた。スーツのおかげで熱さは感じなかったが、プロテクター越しの衝しよう撃げきで、俺は消火器を取り落とした。

「万ばん事じ休きゆうすだな、古い顔オールド・フエイス！」遠心力に対抗して体を斜ななめに傾かたむけながら、兄さんが叫さけんだ。走行音と風切り音の中でも、その大声はよく聞こえた。「まさかここまでやるとはよ！　妖よう精せいさんの才能にゃオドロキだ！　テメェも珍めずらしく気合いが入ってたじゃねぇか！　皆潰つぶしちまいやがった！　今の一発も、まさか撃うってくるとは思わなかったぜ！　ヘタすりゃ死ぬところだった！　いよいよテメェもこのチンケなイナカに毒どくされてきたみてぇだな！　それとも『コイゴコロ』ってヤツのおかげか？」

「どっちでしょうね！」俺は声を張った。「俺にもわかりませんよ！　ただ、とにかく負けたくはないんです！　負けてコイツを兄さんに返しちまうのは嫌いやなんです！」

「ハッ、そうかい！」兄さんは言った。「そんじゃ、もうちょっとオレを楽しませてみせろッ！」

　コーナーを終え、俺たちの車はストレートを疾しつ走そうする。後続の赤い車との距きよ離りは、兄さんが飛び移ってくる前よりも大きくなっていた。俺は、炎ほのおのような威い圧あつ感かんを全身にまとった兄さんに負けないよう、足を真っ直ぐ踏ふん張って、腰のあたりまで体を突き出した。

　兄さんは俺の心臓を狙ねらい、一ひと刺さしにするかのように発炎筒を繰くり出してきた。赤い炎が迫る。俺は両腕をクロスさせて振り下ろし、兄さんの右腕を叩たたき落とした。直後、左手に握られた発炎筒が俺のこめかみ目がけて飛んできた。俺はそれをかわそうとしたが、ネックサポーターのせいで首が曲がらなかった。ヘルメットを横から殴なぐられて、目が眩くらんだ。発はつ炎えん筒とうは直ちよく撃げきの拍ひよう子しにポッキリと折おれ、閃せん光こうを散らした。

「燃え尽つきろォォォオオオ！」

　兄アニさんが右手を振ふり上げた。と、そのとき、車体が左右に揺ゆれた。両足でトランクルームに踏ふん張っているだけの兄さんが、一瞬よろける。俺は握にぎり拳こぶしを作って、闇やみ雲くもに突つき出した。俺の拳は兄さんの胸きよう部ぶを捉とらえた。兄さんの体が後ろへ倒たおれる。しかし兄さんは発炎筒を手放して俺の腕にしがみ付き、すんでのところで車上へ留まった。

「ハッハッハッハッハ！　足りねぇ足りねぇ、全然足りねぇなァ！」

「クソッ！」

　俺は振り払はらおうとしたが、兄さんの握あく力りよくは万まん力りき並なみで、逆に自分の体が穴あなから引っ張り出されそうになった。兄さんは体を引き戻した。そしてレースは最後のコーナーに差しかかった。

　リリネットは攻せめ気味に減速する。それに合わせて、兄さんが頭ず突つきを放ってきた。ヘルメット同士がぶつかり、どちらもシールドが外れた。俺は兄さんの脇わき腹ばらを殴った。その一発は上手く命中して、兄さんは体を折った。俺は肘ひじを振り出して追い打ちをかけようとした。しかし車がコーナーを曲がり始め、俺はバランスを崩くずした。俺の肘は空くうを切った。そのとき宙ちゆうを舞まった鎖くさりを、兄さんが摑つかんだ。

「貰もらったッ！　オレの勝ちだッ！」
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　兄アニさんは鎖くさりを引っ張った。その先にあるのは、俺の手て錠じようとリリネットの首輪。途と端たんに、車がコースから外れ始めた。恐らく、首を締しめられたリリネットがハンドルを手て離ばなしたのだろう。曲がるべきカーブから離れ、車はまっすぐ進んでいく。

「ッ、離せ！」

「ハッハッハ、ヤダね！　『離せ』だなんて甘あまえたこと抜かしやがって、テメェみてぇな甘ったれがオレに勝とうだなんて百億年早ぇぜ！」兄さんは言った。「離して欲しけりゃ、やることは一つだ！　このオレを倒たおしてみせろ！　このオレを、叩たたき落としてみせろッ！」

「く、この……！」

　と、そのとき、ヘルメットに仕込まれたスピーカーから、俺の名を呼ぶ微かすかな声が聞こえてきた。それは、達たつ彌みでも、玲れい子こでもない、リリネットの声だった。暴走を始める車の中で、兄さんに首を締め上げられて、それでも必死に絞しぼり出したらしい、リリネットの掠かすれた声だった。絶体絶命の状じよう況きようで、トランシーバーのスイッチを押して、俺を頼たよった、リリネットの小さな声だった。

　俺は視界が赤く染そまるのを感じた。血液がボコボコと音を立てて沸ふつ騰とうするのを感じた。

「この、クソ魔ま法ほう使つかいがァァアア！」

　俺は全身の気力という気力を搔かき集めてヘソのあたりに押し固め、手錠のかかった腕うでを渾こん身しんの力で引いた。鎖を握にぎる兄さんの体が引き寄せられる。僅わずかにバランスを崩くずして生まれる、一瞬の隙すき。俺は逆の手で兄さんの頭を殴なぐった。俺の拳こぶしはヘルメットの顎あごあたりに当たって、兄さんの頭が九十度回転した。俺はすかさず拳を引き、戻ってきた兄さんの顔面、シールドのなくなった隙間に、もう一いち撃げき叩き込んだ。拳が頭ず蓋がいを殴る、重い感触。電流のような衝しよう撃げきが俺の腕を這はい、ビリビリと肘ひじにまで響ひびく。しかし俺は構うことなく、思い切り、その拳を振り抜いた。兄さんの体が、弾はじかれた頭部に引っ張られるようにして、大きく仰のけ反ぞった。兄さんは、焦しよう点てんの定まらない目を、ギョロリと俺に向けた。俺はその目を睨にらみ返して、声の限りに叫さけんだ。

「どうだッ！　勝つのは俺だッ！　お前じゃないッ！　勝つのは俺と、リリネットだッ！」

　鎖が、兄さんの手を離れた。そして兄さんは、腕を回しながら、トランクから落ちていった。

「リリネット！」無線機のボタンも押さず、俺は叫んだ。その声が届とどいたのかどうかは知らないが、俺たちの車はフロントタイヤの向きを変えてコーナーの内側に戻り始めた。しかしその先には兄さんの赤いマシンがいた。五メートルほどリードしていた。

「いっけええええええええええ！」

　二台の車はエンジンを限界まで高鳴らせ、コーナーから脱出し、最後のストレートを駆かけていった。シフトチェンジのたびに、二台の差が詰つまった。グランプリに集まった全員がゴールラインの近くに密集し、俺たちの勝負の行く末を見守っていた。










　そして旗はたが振ふられた。チェッカーフラッグを受けたのは──兄アニさんたちの赤い車だった。




　俺は言葉を失った。リリネットに何か言わなければと思ったが、何も出てこなかった。リリネットはいつまでもブレーキを踏ふまず、ようやく止まったときにはゴールラインから遥はるかに遠ざかっていた。

「……負けちゃった」リリネットはポツリとそう言った。呆ぼう然ぜんとした表情が、徐じよ々じよに歪ゆがみを帯びていく。次の瞬間、リリネットは両手で激しくハンドルを叩たたいた。

「ああああああああ！　悔くやしい！　悔しいっ！　もうちょっと、もうちょっとで勝てたのに！　もうちょっとで！　ああああああ！　ああああああああああっ！」

　そしてその叫さけび声が収まると、今度はまるで壊こわれたかのように大声で笑い始めた。

「むちゃくちゃよ、むちゃくちゃ！　こんなレースってあり？　撃うたれて、燃えて、ぶつかって、もうボロボロよ！　死ぬかと思ったわ！　なんなのこれ！　もうだめ、意味わかんない！」

　リリネットはトラック一周分くらいの時間笑い続けた。俺はやはり言葉が見つからず、その声をただじっと聞いていた。しばらくして落ち着いたリリネットは、苦しそうに肩で息をしながら、こう呟つぶやいた。

「……楽しいわね、こういうの」

「……ああ」やっとのことで俺の口から出てきたのは、たったそれだけだった。

　一台の車が、背はい後ごから猛もうスピードでやってきた。その車は俺たちの横で急停車し、高校の大きな旗を携たずさえた一人の男が運転席から降りた。兄さんだった。走行中の車から転げ落ちたというのに、ピンピンしていた。

「妖よう精せいさん」窓まどから頭を突つっ込み、兄さんが言った。「いい腕うでしてやがるぜ。妖精の国に住まわせとくのは勿もつ体たいないくらいだ」

「……あんたも、凄すごかったわ」リリネットはそう返した。「ほんとうに」

「嬉うれしいこと言ってくれるねぇ」兄さんはそう言って、満足そうに車の天てん井じようを二、三度叩いた。「……さて、お喋しやべりはあとでもできる。残りの仕事を片付けちまおうぜ。皆さんお待まちかねだ」

「残りの仕事？」

「体験コーナーさ」兄さんは言った。「皆を横へ乗せて走ってやれ。妖精さんのトコにゃ、きっと長ぇ行列ができるぜ。グランプリは、こっからが本番だ」

　リリネットは頷うなずいた。そして兄さんが走り去ったところで、俺たちは駆かけ寄ってきた大勢に囲まれた。一中の皆だけではなかった。小中高、この田舎いなかの子供という子供が、俺たち二人をその熱気で囲んでいた。

　俺とリリネットがレーシングスーツを脱いだのは、それからおよそ二時間後のことだった。














　　その十一　約束のとき






「そんじゃ、妖よう精せいさんは貰もらっていくぜ、古い顔オールド・フエイス。勝ったのはオレだからな。約束は約束だ。いいな？」片付けをほっぽり出して俺たちの前に現れた兄アニさんが言った。

「ええ、わかってます。コイツは兄さんにお返しします」兄さんを見上げて、俺は言った。「ただ、無理を承知で一つだけお願いします。この鎖くさり、まだしばらく切らないでもらえますか？　明日の朝にはきっと外れると思いますから、もう少しだけコイツと一緒にいさせてください」

「あのガキとの約束か」兄さんは言った。「まぁ、妖精さんがそれでいいって言うんならオレぁ別に構わねぇぜ。テメェが一緒にいたら困るようなことをするわけでもねぇ。一緒に来てぇのならそうすりゃいい」

「じゃあわたしからもお願いするわ」リリネットが言った。「話さなきゃならないこと、まだちゃんと話してないから」

「……好すきにしな」兄さんは言った。

　兄さんは自分のバイクに跨またがり、後ろへ乗るよう俺たちに指示した。俺とリリネットはレースに使ったヘルメットをもう一度被かぶり、リリネットを真ん中にしてタンデムシートへ跨った。三人乗りだ。それを指し摘てきすると、「人間じゃねぇんだからノーカンだろ」なんて返された。

　せっせと片付けに励はげむ達たつ彌みや玲れい子こをよそ目に、俺たちは小学校を飛び出した。人の気も車の気もない未み舗ほ装そう路ろをガタガタ走れば、目の前に現れるのは七なな号ごう児じ遊ゆう館かん。児遊館の様子は一昨日と何も変わっていない。焦こげ跡あともガラス戸のダンボールもそのままで、酷ひどくみすぼらしかった。

「オマエらはここで待まってろ。勝手にどっか行くんじゃねぇぞ」兄さんはそう言って俺たちを降ろし、バイクを転回させて今一度児遊館の敷地から出ていった。俺とリリネットは玄げん関かん先さきに腰こしかけて十分ほど待った。帰ってきた兄さんは、ハンドルに二つビニール袋を吊つり下げていた。

　エンジンを切ってヘルメットを脱いだ兄さんは、荷物を俺に押し付け、自分はバーベキューの準備を始めた。裏うら口ぐちに置いてあった小さめのコンロを庭の真ん中まで運び出し、そこへ炭を並べ、得体の知れない液体をたっぷりかける。火か炎えん放ほう射しや器きで炎ほのおを吹ふき付けると、火柱が一メートルほど上がった。炭にはすぐに火が点いた。兄さんはその上へ真っ黒に汚よごれた網あみを被せた。

　それから兄さんは、俺とリリネットに台所からいくつかものを運ぶよう命じた。三さん脚きやくの椅い子すに金ダライ、まな板、研とぎ澄すまされた立派な包ほう丁ちよう、食器などだ。兄さんは金ダライをひっくり返して地面に置き、ちゃぶ台代わりにした。

　一つ目のビニール袋に入っていたのは牛肉の塊かたまりだった。ステーキ用だろうか、脂し肪ぼうの点々模も様ようが切り口にビッシリ見える。兄さんは金ダライの上にまな板を置いて、かなりいい加減にそれを切った。そして、兄さんはその肉を網に並べてごく軽く焼いた。肉を焼いている間に、リリネットが三つのコップへコーラを注いだ。二つ目のビニール袋には飲み物が入っていた。

「よーし、じゃ、オレの勝利と妖よう精せいさんの健けん闘とうに、乾かん杯ぱい！」兄アニさんはそう言ってグラスを掲かかげた。俺とリリネットもそれに続いた。

　兄さんは肉を一枚ずつ取り分けた。塩コショウだけでソースもない。皿さらに載のったデカい肉にく塊かいを見て、リリネットは困こん惑わくしていた。俺は兄さんに習い、割わり箸ばしで肉を吊つり上げてライオンみたいにかじり付いた。味はよかった。ただ、この食べ方は少し贅ぜい沢たく過ぎるような気がした。

　一枚目をあっという間に飲み込んだ兄さんは、まだ手を付けられないでいるリリネットを見かねて、皿をひったくり、炙あぶった包ほう丁ちようで短たん冊ざく状じように切り分けた。

「ほらよ」

「あ、ありがと……」リリネットはそう言って皿を受け取り、ウサギのようにチマチマと肉をかじった。「……おいしいわね」

「だろ？」兄さんはリリネットの頭をガシガシと撫なでた。

　食べ終わる頃ころには日もとっぷりと暮れていた。今日は少々雲が出ていて、俺たちは顔だけ赤く炭火に照らされていた。兄さんはヤカンをコンロに載せてお湯を沸わかした。そしてインスタントコーヒーをステンレスのマグカップに作った。

　コーヒーを飲みながら、兄さんはリリネットにいろいろと質しつ問もんを投げかけた。内容は昨日の朝横よこ山やまさんが聞いてきたものとほとんど同じだった。リリネットの返答に対する兄さんの反応を見る限り、俺には意い図としてそうしているように思えた。恐らく、兄さんは横山さんからリリネットの話を聞いている。その上で、リリネットが特に調子よく答えていた質問ばかりを集めて聞き直しているのだ。俺にはその目的がなんとなくわかった。兄さんはリリネットの設定を固定化しようとしているのだ。粗あら探さがしをしようと思えば、リリネットの与よ太た話ばなしからはいくらでもボロが出てくる。兄さんはそれによってリリネットの『妖精さん』という設定が壊こわれてしまうことを嫌きらっているのだろう。きっと、リリネットはこの田舎いなかじゃもう人間には戻れない。

　答えやすい質問ばかりを目の前に並べられて、始めはちょっと緊張していた様子だったリリネットも次し第だいに兄さんと打ち解けていった。兄さんと初めて出会ったときもこんな感じだったのだろうか、今は昔むかしからの友達みたいに和気あいあいと話している。

「……その魔ま法ほう使つかいの友達にも会ってみてぇもんだな」あるところで兄さんがそう言った。

「同じ魔法使いとして？」

「まぁ、オレはニセモンだけどな。機会があったら連れてきてくれよ」兄さんは言った。

「……ちょっと難むずかしいかもしれないわ」少々間を置いてから、リリネットはそう答えた。「実はね、マリーはもう精せい霊れいの世界にはいないの。遠い世界に引っ越しちゃって。しかも喧けん嘩か別れみたいになっちゃったから、今はもう連絡も取れないのよ」

「そいつぁ残念だ。仲良くなれると思ったんだがなぁ」兄さんはリリネットから視線を逸そらしてそう言った。

「……わたしもそう思うわ」リリネットは言った。「マリーもきっと気に入ると思う。あなたも、ここも」

「そうか。そうだといいなぁ」兄アニさんは言った。

　炭を足し、湯を足し、兄さんとリリネットの会話は何時間も続いた。途と中ちゆうからはリリネットが兄さんへ質しつ問もんをすることもあった。兄さんはこの土地のさまざまな出来事について臨りん場じよう感かんたっぷりに語った。中には俺でさえ初めて聞くような話もあった。兄さんは玲れい子こよりも更さらにこの田舎いなかについて詳くわしかった。そして話し上じよう手ずでもあった。




　午後九時が近付いてきて、兄さんは目をしょぼつかせ始めた。舌したの回りも徐じよ々じよに悪くなる。元もと々もと滑かつ舌ぜつがいい人ではないことも相まって、その内兄さんが何を言っているのかさっぱり聞き取れなくなった。そして長い沈ちん黙もくのあと、カランという金属音とともに飲みかけのブラックコーヒーが地面に散った。兄さんはカックリと頭を垂たれて、座すわったまま寝始めた。

「……なんだか、子供みたいね」リリネットが言った。「高校生なのに」

「愛あい嬌きようのある人だよ、炎ほのおの魔ま法ほう使つかいは」俺は言った。「兄さんの生き方は皆の模も範はんだ。ただちょっと模範的過ぎて、ここの人間でも付いていけないときがあるんだけどな」

「……こんな人ばっかりだったら、世の中きっと楽しいでしょうね」

「木造の家は建てられないだろうけど」俺は言った。

「その冗じよう談だん、あんまり面おも白しろくないわよ」リリネットはそう返した。「なんていうか、あんたっていろいろとセンスに欠けてるわね。冗談も、運転も、生き方も」

「なんだよ、チクショウ、酷ひでえこと言いやがる……」

　俺はそう呟つぶやきながら天を仰あおいだ。雲の切れ目から細い月が覗のぞいていた。

「……レース、済まなかったな」俺は言った。「俺がもっとちゃんとしてりゃあ兄さんに優勝を取られることもなかっただろう。そしたら今日も玲子の家でゆっくり風ふ呂ろへ入れたのにな」

「別にあんたのせいじゃないわよ」リリネットは言った。「もともと予選のタイムもこの人の方が上だったんだから、あれが妥だ当とうな結果なのよ。それに、お風呂はないけど、お肉はおいしかったわ」

「前向きだな」

「自分でも不ふ思し議ぎなくらいにね」リリネットはそう言ってカップにお湯だけ注いだ。そしてそれを半分ほど飲んでから、静かに語り始めた。

「……あんたさ、昨日、昔むかし住んでたところについてイトコに話してたじゃない？」

「ああ」

「わたしがいた世界も、おんなじだったのよ。ギスギスして、みんなでお互いに監視し合って、輪からはみ出さないように必死でさ。はみ出した人がいたら、みんなで攻こう撃げきして、それで自分は安心してるの。『ああ、自分じゃなくてよかった』って」

　小さくなった一つが砕くだけて、炭の山が少し崩くずれた。赤い火の粉こがふわりと舞まった。

「……マリーとは保育園からの友達だった。物心付く前からずっと一緒にいたわ。わたしの一番古い記き憶おくの中にも、マリーがいる。わたしたちは一緒に絵本を読んでるの。わたしたちはどっちもお伽とぎ話ばなしが好すきで、保育園中のそういう本を片かたっ端ぱしから全部読んだわ。中でも一番好きだったのが魔ま法ほう使つかいと精せい霊れいのお話で、お絵かきの時間はいつもその絵本の絵を写してた。わたしが描かくのはいびつな魔法使いの絵。マリーが描くのは綺き麗れいな精霊の絵。あのお話は今でも空で言えるわ」

　俺はコンロに炭を足した。疲つかれてはいるが、まだ寝るには早い。兄さん以外にとっては。

「わたしとマリーは、大きくなってもずっとそういうものが好きだった。神話とか、小説とか、アニメとか、ゲームとかね。わたしはその内ゲームにハマって他のジャンルにもいろいろ浮気したりしたんだけど、マリーは一いち途ずにファンタジーが好きで、難むずかしい本とかもよく読んでたわ。それで、外国のお話とかをわたしに聞かせてくれるの。マリーは話すのが上じよう手ずでね、時々わたしから新しいお話をせがんだりもしたわ」

「……羨うらやましいな、そういう友達は」俺は言った。「誰だれにでもできるようなもんじゃない」

「わたしもそう思うわ。マリーはまさに親友よ」リリネットは言った。「わたしたちはその内に、お話を読んだり聞いたりするだけじゃ物足りなくなって、自分たちでも作り始めたわ。小さいノートに、二人でいろんな設定を書き込んでさ。もっとも、わたしは字も絵も下へ手ただったから、書くのはもっぱらマリーの仕事で、わたしはアイデアを出すだけだったりもしたけど。それで、創つくったのは魔法使いと精霊のお話。わたしは魔法使いの設定、マリーは精霊の設定を考えたわ。魔法使いの名前はマリークライン・ファルビオーネ、精霊の名前はリリネット・ブルーグラス。どっちも、わたしたちの名前が元もとなの」

　俺の手は無意識に震ふるえ、マグカップのコーヒーに波は紋もんができた。俺はそれを見つめながら、黙だまって話を聞いた。

「そうしている内に、わたしたちは中学生になった。マリーとはクラスも部活も違ちがったけど、もちろん同じ中学で、毎朝一緒に登校しようって約束したわ。朝八時にマリーを迎えに行ってさ。二人で、いつも通りの話をしながら通学路を歩くの。最初は昔むかしと同じように幸せだった。でも、ある日全すべてが変わった。マリーが、標的にされたの」

　リリネットはあくまで淡たん々たんと話している。感情を押し殺しているという風にも見えなかった。カップのお湯で唇くちびるを濡ぬらし、リリネットは続けた。

「実のところ、理由はわかるのよ。わたしを見ていればあんたにもわかると思うけど、マリーも普通の子とは言いがたいの。わたしはマリーのそういうちょっと変なところが好きだったけど、他の皆はそうじゃなかった。それで、狙ねらわれたの。『ちょっと変』だなんて、あの世界じゃ絶対に許されない。わかるでしょ？」

　俺は顎あごを三センチばかり引いてそれに答えた。

「マリーを助けるべきだって、頭ではわかってた。でも、わたしにはできなかった。怖かったの。怖くて、怖くて、どうしようもなかった。わたしとマリー、何が違ちがう？　何も違わないわ。狙ねらわれたのがわたしじゃなかったのは、単たんに運がよかったから。それだけよ。それで、いつそれがわたしに切り替わってもおかしくはなかった。わたしは、マリーと友達でいることさえ怖くなった。仲がいいと思われるのが怖くなった。わたしとマリーを繫つなぐものが怖くなった。一緒に登校することも、放課後遊ぶことも、電話することもなくなった。でも、まだ十分じゃなかった。わたしとマリーが一緒に作ったあのノートは、マリーが肌はだ身み離はなさず持ち歩いてたの。唯ゆい一いつ手放してたのは体育の時間。わたしは授業を仮け病びようで抜け出してマリーのクラスに行ったわ。それで、机つくえの奥おくにあったそのノートをこっそり持ち出したの。一緒に書いたノートを、泥どろ棒ぼうみたいに盗んだのよ。親友だったのに。それから二週間くらいして、マリーは転校したわ。どこに引っ越したのか、わたしは未いまだに知らないの」

　まるで八百メートルトラックを全力疾しつ走そうしたかのように、俺の心臓はバクバクと異常な早さで鼓こ動どうしていた。俺は額ひたいを拭ぬぐった。汗あせが出ていた。しかし一方で妙みような寒さを感じていた。

「もの凄すごく後こう悔かいしたわ。というか、今も後悔してる。なんであんなことしたんだろうって。なんで守ってあげられなかったんだろうって。どうしてお話の精せい霊れいみたいにマリーを助けてあげられなかったんだろうって。でも、そうやって夜中泣いて後悔しても、次の日になったらまた同じことをしてる。親友まで失って、それでもあの世界の秩ちつ序じよに抗あらがえないでいる。『自分じゃなくてよかった』って安心してる自分がいるの。もう、何もかもイヤになったわ。自分も、あの世界も。好すきなのは、マリーと、マリーとの楽しかった思い出と、二人で作ったあのお話だけ。だからわたしは、わたしをやめることにした。人に合わせて楽しくもないのにヘラヘラ笑ってる人間なんてもういらない。あんな生き方に、意味なんてないもの」

　兄さんが寝づらそうに呻うめいた。カップを蹴け飛とばし、頰ほおをボリボリ搔かいて、また静かになった。

「お父さんのカードでこっそり買い物して、髪かみの毛を染そめて、家を出た。駅で、できるだけ遠くまでの切きつ符ぷを買って、何度も乗り継ぎして、終電になって、公園のベンチで寝て、また電車に乗って、お小こ遣づかいがなくなって、そこから先は歩いたわ。駅でも、電車でも、道路でも、いろんな人がジロジロわたしのことを見てきた。まるでお風ふ呂ろのカビでも見るような目で。それを避よけていたら、どんどん街から離はなれていったわ。その内、周りに家もなくなって、あるのは一本の山道だけになったの。わたしは、その道を進んだわ。もうご飯を買うお金も残ってなかった。夜になって、まだ歩いて、そしたら駐ちゆう車しや場じようを見つけたの。明かりがあったから、少し休もうと思って、中に入ったわ。リュックを降ろして、なんとなく電灯を見上げたら、そこにカブトムシが止まってた。お店以外でカブトムシを見るのは初めてだったからビックリしたわ。本当に野生にいるだなんて、今まではあんまり信じられなかったから。それで、ちょっと触さわってみたくなって、腕うでを伸のばしてたら、後ろから足音が聞こえたの。振ふり向いたら、同い年くらいの変な男が立ってた。そいつは、わけのわからないことを散さん々ざん口走った挙あげ句く、ここから先には進むななんて言い始めたわ。偉えらそうで、ムカッとした。でも今まで見たことのないタイプの人間で、わたしの格かつ好こうにも、言葉にも、ぜんぜん驚おどろいてなくて、むしろ見み飽あきてるような感じで、なんだか妙みように興味が湧わいたの。あんたにも、あんたが言ってた『この田舎いなか』にも。だから、わたしは先に進んだ。それで最後にするつもりで。これが、全部よ。あんたに話さなきゃならないことの、ぜんぶ」

「……最後って、どういうことだよ」俺は言った。「こんなところまで来て、金もなくて、お前はどうするつもりだったんだよ」

「自分でケリを付けるつもりだったわ。終わりにするつもりだった。山の中でも、どこでも」リリネットは事もなげにそう言った。「というか、最初はそればかり考えてた。最後の反抗のつもりだったのよ。この、つまんない世界への、最後の反抗」

「……そんなことしたって、なんにもならねえじゃねえか」俺は言った。「誰だれも喜ばねえし、つまんねえよ、そんなの」

「つまらなくはないわよ」リリネットは言った。「つまらなくもないし、楽しくもない。なんにもないだけ。なんにも感じなくなるだけよ。わたしにとっては、それでもよかった。それでも前よりマシだと思ってたの。楽しくはないけど、少なくとも、これ以上苦しまないで済む。それも悪くはないかなって、思ってたのよ。あんたに会って、こうして鎖くさりに繫つながれて、泣いたり、笑ったり、着替えたり、鼻血を出したり、炎ほのおに巻かれたりするまではね」

　リリネットは、熱のこもったため息を吐いて、赤く燃えるコンロの火を見つめた。

「久しぶりに、楽しかった……生きててよかったなって、思ったの」

「お前──」

「あんたに会えてよかったわ。全部諦あきらめちゃう前に、あんたに会えて」リリネットは言った。「おかげで、わたしは今、明日も生きていたいって思ってる。明日も生きて、もっと楽しいことがしたいなって、思ってる。つまんないことなんて、魔ま法ほうで全部蹴け散ちらして、自分の好すきなように生きてみたいって。そうしていつかはマリーに謝あやまって、もしも許してもらえたら、マリーにここを見せてあげたいって、そう思ってるの」

「……自由になったら、どうするつもりだ？」俺は言った。「この鎖が外れて、兄アニさんの許しが出たら、お前はどうするんだ？」

「……帰るわ。本来わたしのいるべきところへ。元もといたところへ」リリネットはそう答えた。目を伏せて、少し寂さびしげな笑顔を見せながら、そう答えた。

　突とつ然ぜん、低い声が周囲に響ひびいた。

「……なぁ妖よう精せいさん」

　兄さんが、目を開けて、頰ほお杖づえをつき、唇くちびるの間から白く尖とがった歯を見せていた。

「ここにいたけりゃ、ずっといてくれたって構わねぇんだぜ？」

「っ、兄さん、それは──」

「なんにも心配はいらねぇ。金なら腐くさるほど転がってる」ギラギラした目をリリネットに向けて、兄アニさんはそう言った。「妖よう精せいさん一人くらいならオレの小こ遣づかいでも充分だ。三食ステーキに月一万の小遣いだって出せるぜ。寝ね床どこはここを使えばいい。学校の席せきだって、美み月つきとそこの古い顔オールド・フエイスの力があればどうにでもなる。生きるに困ることは何もねぇ。約束するぜ。どうだ？」

　リリネットは、俺の顔を見た。自分が今どんな顔をしているのか、俺にはわからない。言うべき言葉が見つからず、表情筋きんに変な力がこもっている。しかしそれを見て、何かを感じたのだろう、リリネットは肩をちょっとだけ落としながらこう返答した。

「魅み力りよく的てきだけど、その誘さそいは遠えん慮りよしとくわ」

「どうして？」

「さすがに常識外れ過ぎるわよ」リリネットは言った。「それに、今はお父さんとお母さんのことも気になるの。たぶん、凄すごく心配してる。だから、わたしはやっぱり帰るべきなんだと思う」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「心配ないわよ。あなたにも勇気を貰もらえたから。炎ほのおの魔ま法ほう使つかいさん」

「……そうか。ならこれ以上言うことはねぇよ」兄さんはそう言って、自分のポケットを探り始めた。胸むねポケット、尻しりポケットと探して、最終的に摘つまみ出したのは一つの小さな鍵かぎだった。

「妖精さん、首をこっちに出しな」兄さんは言った。そしてリリネットが兄さんの方へ首を差し出すと、兄さんはその鍵で首輪にかかっていた南なん京きん錠じようの片方を外した。

「妖精さんの所有権はオレにある。飼かうも逃がすもオレの自由だ」兄さんは言った。「行きたきゃ行きな。泣くも笑うも好きにすりゃあいい。テメェの好きに。世の中、結局それが一番だ」

「……ありがとう」リリネットはそう言って、兄さんに微笑んだ。

「さて、いい加減に寝ようぜ」兄さんが言った。「全まつたく、夜も遅ぇのにいつまでもウダウダ話してんじゃねぇよ。人間っちゅうのは昼間に動くイキモンだ。日が暮れたら寝る。そういうもんだろ。古い顔、水汲くんでこい」

　俺とリリネットは金ダライを拾って、それに水を汲んだ。兄さんは水を受け取ると、一息に炭火へとかけた。ブシューという音がして、訪れた暗くら闇やみに煙けむりが立ち昇った。

「あとは明日だ。さ、寝るぞ」兄さんはそう言って、金ダライを片手に下げたまま児じ遊ゆう館かんへ上がっていった。俺たちもそのあとに続いて、綺き麗れいな方の座ざ敷しきへ入った。

　座敷に着くなり横になった兄さんは、数秒後には寝息を立て始めた。俺たちはその隣となりに、川の字を描えがくように寝転がった。リリネットの毛もう布ふが側に落ちていた。俺とリリネットは、腹はらのあたりに二人でそれをかけた。

「……あんたさ」天てん井じようを見上げながらリリネットが言った。

「ん？」

「最初の頃ころに言ったわよね、『もう二度と人間には戻れないかもしれない』って。わたしはそれでもいいわ。わたしはリリネット・ブルーグラス。異い次じ元げんからやってきた《精せい霊れい種しゆ族ぞく》なの」

　間もなくして、俺たちも眠りに落ちた。疲ひ労ろうしているのは肉体か、そうじゃないのか、ともかく夢も見ないほどの深い眠りだった。




　──四十八時間。

　それ以前も含めれば三日間という時間も、終わってみればあっという間で、気の利いた別れの言葉も用意できぬまま、そのときは、蹄ひづめの音とともに慌あわただしくやってくるのだった。




　リリネットを真ん中にして、俺たち三人は玄げん関かんの前へ並んだ。真横から光を投げかける稜りよう線せん上の太陽。前方遠くに揺ゆれる薄うす茶ちや色いろの砂すな煙けむり。疾しつ走そうする三頭の在ざい来らい馬ばと箱はこ馬ば車しや。蹄てい鉄てつが地面を叩たたく、太たい鼓このような音。朝日を反射して輝かがやく、金属製の刺さす又また。騎き士しにもカウボーイにも見えるその小学生の集団は、七なな号ごう児じ遊ゆう館かんへ近付くにつれて速度を落とし、最後には常なみ歩あしとなった。生いけ垣がきの切れ目から庭へ進入した伯はく爵しやく一いつ行こうは、馬車を操あやつる一人を残して馬から降りた。

　俺の前に立った伯爵は、時計を見つめてしばらく黙だまった。時間にしておよそ二十秒。それから俺に向かってこう言った。

「さて時間だ、織おり戸ど殿どの。私の期待には答えられそうかな？」

　俺は頷うなずいた。

「よろしい。君に任せて正解だったようだ」伯爵は笑みを浮かべてそう言った。「しかし随ずい分ぶんと仲良くなった様子じゃないか。嫁よめにでも貰もらうつもりかね？」

「……変な冗じよう談だんを言うのはやめろよ」俺は言った。

「おや、私はそれなりに本気で言ったのだが」おどけた調子で伯爵は言った。「存外、君も子供なのかもしれないな。まあいい。それでは本題に移ろう。織戸殿、その女がどうしてこの土地に現れたのか、真の理由を、聞かせてくれ」

「わかった」俺はリリネットの横顔を見た。化け粧しようは直したてで、綺き麗れいだ。「リリネットは……」

　そして俺は次の言葉に詰まった。

　よく考えてみれば、リリネットの『事情』は伯爵の予想通りなのである。しかも伯爵はそれを『危険なもの』とカテゴライズしていた。さて、昨さく晩ばんリリネットから聞いたあの話をそのまま伯爵に伝えたとして、リリネットは無事に開放されるのだろうか？　それとも──

　俺は咄とつ嗟さに、何か適当な噓うそで誤ご魔ま化かそうと頭を捻ひねった。しかしそのちょっとした間を、伯爵は見逃さなかった。

「おやおや、どういうことかな？」伯爵は言った。「どうして黙る？」

「あ、いや……」

「織戸殿、織戸殿」きっと何かを感じ取ったのだろう、伯爵はゆっくり考える時間を与えないつもりらしい。「噓で誤魔化そうというのならこの沈黙は大きなミスだぞ？　君にそういう姿を見せられては、私も疑わざるを得ない。真実をありのまま言いたまえ。包み隠かくさず、全すべて」

「ち、違ちがうんだ伯はく爵しやく、なんでもない、変に勘かんぐるのはよしてくれ！」俺は慌あわてて言った。「コイツは、コイツは単たんに家出してきただけだ。危険なことなんて何も……」

「噓うそを吐つくのが随ずい分ぶん下へ手たになったな、織おり戸ど殿どの」片かた眉まゆを上げ、伯爵は言った。「昔の君は心にもないことを笑顔でスラスラ言っていたじゃないか。その能力はどこへ消えた？　それとも、私にはその程度の噓でも通じると思ったのかな？」

「ちが、そうじゃない、待まってくれ！」

「残念だよ、織戸殿。女は私が連れていく」伯爵は言った。「これも約束だ。我々の安全を保証できないのなら、その女は拘こう束そくするしかない。もう君には任せておけん」

「オイオイ、ちょっと待てよ」兄アニさんが怒り顔で口を挟はさんだ。「妖よう精せいさんはオレのモンだ。最初に見つけたのもレースに勝ったのもオレだ。横からしゃしゃり出てきて勝手なことを言うんじゃねぇよ。テメェは鍵かぎだけ寄よ越こしゃいいんだ。サッサと渡して、その汚ぇロバ乗って帰んな」

「貴き様さまの戯たわ言ごとを聞くつもりはない」伯爵は鼻で笑ってそう言った。「全まつたくもって愚おろかしい。邪じや魔ましたいのなら好すきにしたまえ。力尽づくでも私は構わん」

「上等だこのクソガキ！」

　兄さんは三点式スリングのロックを解かい除じよし、背せ負おっていた水みず鉄でつ砲ぽうを構えた。瞬間、伯爵の横に並んでいた二人の小学生が後ろ手に隠かくしていたパチンコを兄さんへ向けた。

「……しかし段々読めてきたぞ」伯爵が言った。「君たちがそうやってその女を庇かばうということは、その女もクスリの売人や強ごう盗とう殺人犯などではないのだろう。とすると、どうして織戸殿は私への報告を躊ちゆう躇ちよしたのだろうか。残された可能性は一つ。つまり、私の懸け念ねんが当たっていたということだろう。その女はこの山奥で自みずからの命を絶つ予定だった。違うか？」

　乗じよう馬ば帽ぼうの下に小さく覗のぞく伯爵の鋭するどい目が、朝日を瞳ひとみに宿してギロリと俺を睨にらんだ。途と端たんに、まるで刺さす又またで突つかれたかのように俺の喉のどが詰つまった。

　リリネットがそんな俺の手を握にぎった。リリネットの手は、温かくて、少し汗あせばんでいた。

「……そうよ」伯爵を見上げて、リリネットが答えた。

「っ、リリネット！」

「いいのよ」リリネットはそう言って半歩前へ出た。ほとんど頭一つ大きい伯爵を前にしても、リリネットは毅き然ぜんとしていた。「あんたの言う通り、最初はそういうつもりもあったわ。でももう今は違う。あんたたちのおかげで、もうそんなことをしたいだなんて思わない。だから安心して。わたしは大だい丈じよう夫ぶ」

「ほう」伯爵は横へ手をかざした。小学生たちが武器を下ろす。兄さんも少しだけ銃じゆう口こうを下げた。「なるほどなるほど。二人は貴様のその言葉を信じたわけだ。しかし根拠もなしに私にまでそうしろというのは少々乱暴が過ぎるぞ。なぜだ？　なぜやめようと思ったのだ？　理由によっては私も貴様を信じて開放してやってもいいが、納得できない答えなら、やはり貴様を野放しにすることはできない。さあ、言ってみろ」

「楽しいと思ったのよ」リリネットはキッパリとそう言った。「生きるのが楽しいと思ったのよ。あんたたちのおかげで。理由はそれだけよ」

「それだけ？」

「ええ、それだけ」

「……なるほど」

　伯はく爵しやくはため息を吐つきながらそう呟つぶやいて、首を横に振った。そしてベルトから何かを外し、俺に放った。チャリンという音。受け取ったそれは、小さな鍵かぎがたくさん付いた鍵束たばだった。

「伯爵……」

「君の勝ちだ、織おり戸ど殿どの。君の勝ち。外したまえ」伯爵は言った。

　俺は刻こく印いんの番号が合う鍵を探し、リリネットの首輪に付いた南なん京きん錠じようを外した。南京錠で繫つなぎ止められていた鎖くさりと首輪は、ともに重い音を立てて地面に落ちた。リリネットの細い首にはクッキリと跡あとが残っていた。

「妖よう精せい殿どの」伯爵は言った。「して、これから君はどうするのだ？　このままこの土地に住まうつもりかな？　それとも……」

「帰るわ。元もといた場所に」手て錠じようを外しにかかった俺の横で、リリネットはそう答えた。「それがきっと一番だから」

「……よろしい。ならばそうだな、私が駅まで送ろうか？」伯爵は言った。「歩くのは骨だろう。丁ちよう度ど君のために用意した馬車がある。まあ、今すぐでよければの話だがね。もう何日かゆっくりしていくかな？」

　リリネットは、ようやく手錠を外し終えた俺の顔を一いち瞥べつしてからこう言った。

「……もう行くわ。あんまりだらだらしてたら決心が揺ゆらいじゃいそうだもの。送ってもらえるかしら？」

「喜んで」伯爵がそう言うと、馬車を操あやつっていた小学生の手によってキャビンの扉とびらが開かれた。リリネットは足元に転がしていたリュックサックを拾い上げ、馬車へ向かって歩き始めた。

「オイ、待まてよ、オレも行くぜ」兄アニさんが言った。兄さんは水みず鉄でつ砲ぽうを軒のき下したへ放り出し、リリネットのあとを追った。俺も、鍵束を伯爵へ返し、急いでそれに続いた。

「騎き乗じよう！」俺たち三人が馬車へ乗り込んだことを確認して、伯爵はそう号令した。御ぎよ者しや台だいへ一人が上った。伯爵含む他の小学生たちはめいめい自分の馬へ跨またがり、間もなく、黒馬のヴィクターを先頭に隊列を組んで歩き始めた。

「妖精さん、これ持ってけ」俺たちと向かい合って座すわった兄さんが、輪ゴムで留めた札さつ束たばを差し出してそう言った。「どこにあるのか知らねぇが、そんだけあれば妖精の国にも帰れるだろ」

「あ、ありがと」リリネットは大人しくそれを受け取り、枚数をそれとなく数えてギョッとしていた。

「余あまったら好すきに使え。遠えん慮りよなんかするなよ」兄さんは言った。

　まだシャッターの降りた商店街を抜け、隊列は駅前のロータリーで停止した。俺たちは馬車から降り、伯はく爵しやくのみを伴ともなって駅の構内へ入った。駅はまだ無人だった。

　滅めつ多たに見ることのない時じ刻こく表ひようを四人で確認すると、幸か不幸か、電車はあと十分ほどでやってくるようだった。俺たちはホームに立って電車を待まった。待つ間、俺とリリネットは至し極ごく取り留めのない会話をして、特段面おも白しろくもないのに変に盛り上がっていた。

　電車は一分ほど遅おくれて駅へ滑すべり込んできた。ワンマン列車の扉とびらのボタンを、伯爵が押した。リリネットは車両へ乗り込むと、俺の方を向いて、ちょっと寂しそうな顔をして、言った。

「ほんとに、ありがとね」

「……礼を言わなきゃならんのは、きっと俺の方だ」俺は言った。「ありがとな。お前のおかげで、俺も少しは変われそうだ」

「あんたはあんたよ」リリネットは言った。「それじゃ、皆にもよろしくね。あんたのイトコとか、達たつ彌みくんとか。ありがとうって、言っておいて」

　俺は頷うなずいた。リリネットがニッコリ笑ってみせるのと同時に、車しや掌しようが笛ふえを吹ふいた。エアシリンダが音を立て、扉が閉まった。俺は、リリネットを乗せて走り去さる電車を見つめて、その場に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。横では兄アニさんがブンブンと手を振ふっていた。














　　その十二　俺とアイツを繫ぐもの






　リリネットが去さって、ここの住人は皆寂しがった。特に顕けん著ちよだったのは玲れい子こと達たつ彌みの二人で、コイツらは丸二日間俺の家に泊まってまでリリネットとの思い出話をしたがった。そして三日目、学校でちょっとした事件が起きた。一人の女子がリリネットの髪かみにそっくりなウィッグを被かぶって登校してきたのである。その妙みような思い付きは爆笑をもって迎えられ、携けい帯たいで撮影された写真が一瞬にして小学校や高校にまで広がり、昼休みには兄アニさんが見物にやってきた。中学の校こう舎しやを大おお股またでのしのし歩く兄さんの姿を見て、西にし松まつ先生は気を失い欠けていた。この一件がきっかけとなって、この田舎いなかには空前のカツラブームが到とう来らいした。

　誰だれも彼かれもがインターネット通つう販はんで派は手でなカツラやウィッグを買い漁あさり、学校では毎日その品評会が行われた。色も形も様々だ。黄色いショート、深い紺こんのストレート、緑のポニーなどなど。伯はく爵しやくは乗じよう馬ば帽ぼうの下にシルバーのウィッグを被り、それが異常に似合っていると女子の間で評判になった。達彌の七色のモヒカンは若じやつ干かん滑すべった。兄さんの黄金のリーゼントは小学生の間で人気が出た。そうこうしている内に一部の連中が服装にまで凝こり始め、ブームは一気にコスプレへと発展していった。登下校中の光景は、まるでロールプレイングゲームの世界にいるような錯さつ覚かくを覚えるほどである。リリネットが見たら喜びそうだな、と、俺はそう思った。そして、この熱量に押し流される形で、リリネットのことは皆の頭から消えていった。二週間もする頃には、皆があの一件を遠い過去の思い出のように扱あつかうようになっていた。

　皆がリリネットのことを思い出さなくなると、対照的に、俺はよくアイツのことを考えるようになった。俺はウィッグとコスプレの流行には参加していなくて、その分少し暇ひまだった。昼休みに一人ボーっとしている俺を見るたび、玲子は「君が変われたのはリリネットちゃんがいた間だけだったようだね」などと言っていた。玲子はそれを嫌いや味みのつもりでは言っていなかったし、俺もそうは取らなかった。俺がカツラや衣装を買わなかったのは、単たんに金がなかったからだった。この流行を外から眺ながめるのは好すきだった。

　騒動が終わって、携帯電話を伯爵から取り戻し、久々にゆっくり風ふ呂ろへ浸つかって、俺は夜中の散歩を再開した。散歩の時間だけはこの田舎も静かなもので、刺激がない分、俺は寂しさというものを強く感じることができた。

　リリネットに対して自分が感じていたものは一体何か、俺はたびたび考えてみた。友情、共感……コイゴコロというのは少し違ちがうと思った。同情というのが近い気もしたが、その言葉の響ひびきは嫌きらいだった。

　リリネットが今どこにいて何をしているか、それについてもよく考えた。恐らく髪の毛の色もカラーコンタクトレンズもそのままだろう。あの格かつ好こうのまま、両親と喧けん嘩かし、学校にも行ったんじゃないだろうか。学校で精せい霊れいの格かつ好こうをする。この田舎いなかでは誰だれにでも容よう易いなことだが、精霊の世界じゃそうもいかないだろう。アイツは今、きっと、戦たたかいの中にいる。自由を摑つかむ戦いの中に。敵は自分以外の全すべて。人間だけではなく、社会構造そのものすらもアイツの敵なのだ。

　俺には、とてもじゃないが勝機があるようには思えなかった。兄アニさんや伯はく爵しやくみたいに芯しんから強きよう靭じんな人間なら別だが、どうしても付け焼やき刃ば的てきなリリネットには難むずかしいだろう。そして苦しんでいるだろうリリネットの姿を想像するたびに、俺の全身を強きよう烈れつな無力感が包んだ。

　俺は驚おどろくほどアイツのことを知らない。三日も一緒にいて、二日も鎖くさりで繫つながっていたのに、住んでいる場所はおろか、本当の名前すらも知らないのだ。電話番号もメールアドレスも知らず、俺とアイツを繫ぐものは、最も早はや、共通の記き憶おくしかない。俺は何よりもそのことを寂しく思った。俺たちを隔てるものは、今はもう、それこそ次元の壁かべのように分厚いのであった。




　月はいつか、真ん丸に輝かがやき、それから段々と欠けて、半月となった。俺は今日も、一人きり、懐かい中ちゆう電灯も持たずに、夜道を歩いていた。曲がりくねった山道をどこまでも行くと、左側に、便所しかない小さな駐ちゆう車しや場じようがあった。俺は、最近いつもそうしているように、駐車場へ入り、一本の街がい灯とうを見上げた。街灯には、カブトムシが一匹、器用に止まっていた。コイツは一件以来たびたびここへ現れた。ツノが立派な、オスのカブトムシ。リリネットのノートによれば、コイツはこの山についてなんでも知っている。そしたらリリネットのことについても俺以上によく知っているんじゃないかと、コイツを見るたびそんな風に思った。

　俺は携けい帯たい電話を取り出し、一枚写真を撮った。なんの捻ひねりもない構図。俺の携帯には同じような写真がもう何枚もある。しかし撮影したあとに、今回はちょっとした異変が起きた。

　写真を保存しようとボタンを押すと、携帯が容量不足を告げてきたのである。

　音楽プレーヤーとしても使っていたから、俺はあまり疑問に思わなかった。俺は保存を取りやめ、何か消してしまってもいいものはないかと携帯を漁あさった。すると、見覚えのないフォルダに開くことのできない妙みようなファイルを二つ見つけた。名前は──『資料一』、『資料二』。

　ファイルが作成された日付を見て、俺は内臓が全部溶けるような感覚を味わった。そのファイルが一体なんなのか、俺にはすぐにわかった。




　明くる日曜日、朝早く、俺は兄さんの家まで走った。パソコンを使うにはそれが最速の方法だった。案の定じよう、兄さんは既すでに起きていて、防護メガネをかけながら何やら物騒なものを弄いじり回していた。

「よう、朝から珍めずらしいな、古い顔オールド・フエイス」手先から目を離さず、兄さんは言った。「どうした？」

「兄さん、パソコン、使わせて、貰もらえま、せんか」息を切らせながら、俺は言った。

「パソコン？　別に構わねぇが、なんでまた？」

「ちょっと、見たいものが、ありまして」俺は答えた。

　兄アニさんは鼻を鳴らして作業を中断し、デスクトップパソコンの電源ボタンを押した。途と端たんに、黒かったパソコンケースがギラギラと七色の光を発し始めた。

　兄さんにパスワードを打ち込んでもらい、俺はパソコンの前に座すわった。携けい帯たいからメモリーカードを抜き、パソコンのスロットに差し込む。間もなくポップアップが出てきて、メモリーカードの中身が画面に表示された。俺は例のフォルダを開いた。二つのファイルは、どちらも同じように認識されていた。

　ファイルにカーソルを合わせてダブルクリックすると、画面いっぱいに画像が映った。それは、間ま違ちがいなく、リリネットのプリクラ帳だった。

「……なるほどね」横から覗のぞいていた兄さんはそう呟つぶやき、俺の背中をバシッと叩たたいた。

　俺は震ふるえる手でマウスのホイールをゆっくり回し、一枚一枚のプリクラを確認した。その半分以上にはマリーと思おぼしきあの女の子が写っていた。マリーの横には必ずリリネットがいた。マリーもリリネットも幸せそうな顔をしている。それを見るのはなんとなく苦しかった。

　そして俺は、ファイルの最後の方に、あとからマウスで描かき足したであろう赤い丸を見つけた。赤い丸は、ある大きめのプリクラに書かれた中学校の名称を囲っていた。

　俺はウェブブラウザを立ち上げて、検けん索さくフォームにその名前を打ち込んだ。検索結果は、その中学のホームページと地図、加えて何枚かの画像を提示していた。画像の一枚には生徒の姿が写っていて、俺はそこにリリネットが着ていた制服を見た。俺は地図のリンクをクリックした。パステルカラーの地図が画面いっぱいに表示される。その端はしの方に、大きな駅があった。

　──その駅を、俺はよく知っていた。リリネットの中学は、俺が住んでいたあの街にあった。

「……貸せよ」兄さんがそう言って俺からマウスを奪った。兄さんは、この家からリリネットの中学までのルートを検索した。

「結構遠いじゃねぇか。だが行けねぇ距きよ離りでもねぇな」兄さんは言った。「今から会いに行くか？　学校は何日か休まにゃならんだろうが、構うことはねぇだろ」

「会いに、行く……？」

「なんだ、そのために朝から押しかけてきたんじゃねぇのか？」兄さんは怪け訝げんそうな顔をして言った。

「いえ、そんなつもりは……」俺は言った。そして俺は、昨晩の経けい緯いを話した。

「なんでもいいからアイツのことを知りたいと思ったんです。あのノートも、ちゃんと読んだことはありませんでしたし……」

「ノート？」

　俺はマウスを貸してもらって、二つ目のファイルを開いた。やはりそのファイルは、リリネットが持っていたあのノートの複写物だった。

「オ、こりゃいい。コピーしとこう」兄さんはそう言って、自分のパソコンにそれを転送した。

　俺と兄さんは、しばらくノートの中身を眺ながめた。綺き麗れいな字で書かれた精せい霊れいの世界の設定が並んでいる。ユニコーンの話もあった。マリーの設定と、そのイラストもあった。魔ま女じよっ子マリーのイラストは、誰だれが描かいたのか知らないが、《精せい霊れい種しゆ族ぞく》のイラストと比べて酷ひどく不ぶ格かつ好こうだ。でも俺は、なんとなくその絵が好すきだった。俺はその絵に吸い込まれるかのように、画面に顔を近付けていた。

　兄アニさんが突とつ然ぜん、ファイルを閉じた。ビックリして兄さんの方を向くと、眉み間けんに皺しわを寄せた怖い顔がそこにあった。

「……わかんねぇな、わかんねぇ。ホントのところ、テメェはどうしたいんだよ」兄さんは言った。「本当に、テメェはこのノートを読んだらそれで満足して帰んのか？　なんなら印いん刷さつしてやってもいいぜ？　肌はだ身み離はなさず持ってりゃ少しはテメェの気も紛まぎれるだろ」

「そんな……」

「そんじゃどうすんだよ」兄さんは不ふ機き嫌げんそうに目をギラつかせる。「シャッキリしねぇヤツだな。妖よう精せいさんと一緒にいたときのテメェはどこに行ったんだ？」

「アイツと一緒にいたときの、俺……」

「そうさ。妖精さん欲しさにオレに啖たん呵か切ったテメェだよ」兄さんは言った。「実際、なんかあんだろ？　やりてぇことがよ。オレにゃわかんねぇぜ。なんでテメェはそうやって遠えん慮りよしてんだよ。いつでもそうだ。バカみてぇだぜ」

「俺は、俺は……」

　俺は、あの街にいるリリネットを想像した。高いビルと、強い閉へい塞そく感かん。コンクリート、ガラス、リノリウム。無機質な清潔さ。その真ん中で、まるで一点の汚よごれのように扱あつかわれるリリネット。今までよりもハッキリと、生々しく、想像できた。リリネットは、今、あの街にいるのだ。俺の心に今でも巣す食くっている、あの街に。

　兄さんの言ったことは、当たっていた。俺には、確かに一つ、やりたいことがあった。

　俺は、立ち上がって、兄さんの目をまっすぐ見み据すえた。無意識に、拳こぶしを固く握にぎっていた。

「あの街なんかに、リリネットを渡したくない。俺は、リリネットと一緒に、ここで暮らしたい。アイツと一緒に、ここで、馬ば鹿か騒さわぎして、笑いたい。アイツが、アイツがちゃんと《精霊種族》として生きていられるのはここだけだ。ここには、兄さんがいる。伯はく爵しやくがいる。横よこ山やまさんも玲れい子こも達たつ彌みもいる。そんで、俺もいる。俺たちなら、アイツと一緒に、物語の続きを創つくれる。魔ま法ほう使つかいも、貴き族ぞくも、予言者も、何もかも揃そろっているんだから」

「……まるで妖精さんのためだと言わんばかりだな」兄さんは言った。「不純だぜ、そんな理由はよ。気に入らねぇな。国に帰った妖精さんの覚かく悟ごに泥どろをかけるみてぇだ。気に入らねぇ」

「違ちがう、違う！　そうじゃない！」俺は言った。「全部、全部俺のためだ！　俺自身のためだ！　俺は、楽しそうだと思っちまった！　アイツと一緒に毎日を過ごせたらどんなに楽しいだろうって、そう思っちまったんだ！　アイツは、俺にないものを持ってる。アイツと一緒にいれば、俺も、ここの大騒ぎを腹はら一いつ杯ぱい楽しめる。俺のためだ。百パーセント、混じりっけなしに、俺が楽しむためだけに、アイツを、取り戻したいんだ。あの街から、アイツを！」

　それは、俺の本当の気持ちだった。この言葉にだけは、打算も、機き嫌げん取とりのお世せ辞じも、何もなかった。俺がリリネットに対して持っていたのは、結局のところ、立派な感情などではなくて、ただの子供じみた欲望だったのだ。

「バカなヤツだ」兄アニさんはそう言うと、空からのバッグを拾い上げてそこに花火やら火か炎えん瓶びんやらを詰つめ込み始めた。「手放したくなかったのなら、別れる前にちゃんとそう言ゃあよかったんだ。ゴチャゴチャ考えて、何もかも後ご手て後手だから、こんな面めん倒どうなことになる。もっと軽く生きろよ。それこそ、羽のように軽くだ。そうすりゃ後こう悔かいなんかしねぇで済む。ホラ、持ってろ」

　兄さんは満まん杯ぱいになったバッグを投げ、二つ目のバッグにも同じように荷物を詰めた。そしてそれを背せ負おうと、改造水みず鉄でつ砲ぽう、ヘルメット、バイクのキーを摑つかみ、部屋の扉とびらを開けて、言った。

「行くぞ。次元の壁かべってヤツに、ドデカい穴あなぁ開けてやろうじゃねぇか」

　俺は、近くに転がっていたハーフタイプのヘルメットを被かぶって兄さんのあとを追った。心臓が、不自然なくらいに高鳴っていた。

　そうして日曜朝の野や蛮ばんなヒーロー二人は、剝むき出しの欲望を胸むねに、下道の国道を原付バイクで走り抜けた。背負った武器を警察にでも見られれば即そつ刻こくアウト。しかし今はもう、あの街含め、怖いものなど何もなかった。世界征せい服ふくを目もく論ろむ悪の組織でさえ裸足はだしで逃げ出すような、宇う宙ちゆう一いちの危険が、この俺の味方だった。




　俺が再ふたたび田舎いなかの地を踏ふんだのは、それから一週間後のことだった。バイクの兄さんに遅おくれること三時間、俺とリリネットは、見かけだけ立派な駅のホームに降り立った。そこには、小学生から高校生まで、この田舎の子供という子供が、好き勝手な衣装を着込んで詰めかけていた。

　俺がリリネットの手を高く掲かかげると、拍はく手しゆと歓声が、それこそ嵐あらしのように巻き起こった。俺たちはそのまま小学校まで移動した。そして『ささやか』という言葉とは程ほど遠いような歓迎会が催もよおされ、俺たちは、声が枯かれるほど騒いだ。














　　その十三　マヌケが二匹






「結局のところ、アレはどれくらい本気だったんだ？」俺はそう尋たずねた。

「アレって？」

「自分でケリを付けるってヤツ」

「ああ……」リリネットは眉まゆを寄せてちょっと考え込んだ。そして、こう答えた。「ちゃんと本気だったわ。でも実際、そのときがきたら怖くてできなかったと思う。そんな度ど胸きようがあったらそもそもあんなことにはならなかったはずだもの。どっちにしろ弱虫だったのよ、わたしは」

　俺とリリネットは、夜道を二人、歩いていた。リリネットを取り戻して以来、俺の散歩は一人きりの静かな趣しゆ味みではなくなっていた。リリネットだけではなかった。週に一度くらいは、玲れい子こや達たつ彌み、その他クラスメイトも参加することがあった。眠れないという理由で小学生が加わることもあった。そして俺は、イヤホンをしなくなっていた。

「……じゃあ、もしも俺や兄アニさんに見つからなかったら、どうなってたんだ？」

「わからないわよ、そんなの」リリネットは言った。「そんなの、どうだっていいじゃない。もしもの話なんてさ」

「……まあ、確かにな」

「いつだって、大切なのは今この瞬間よ」リリネットは、なぜだかとても得とく意い気げに言った。

　川に近付くと、ホタルが地上の星のように飛び交っていた。

「いつ見てもキレイね」リリネットが言った。そのとき一いつ匹ぴきのホタルが川辺から飛び出して、リリネットの髪かみに止まった。黄緑色の光で、リリネットの髪まで光っているように見えた。

　リリネットは、やはりあの街でも髪を染そめたままだった。眉も、ファンデーションも、コンタクトもそのままだった。そして、当然というべきか、まるで腫はれ物のように扱あつかわれていた。その現場を目にした俺と兄さんが一体何をしたのか、そこは想像に任せたい。ともかく、兄さんの荷物は充分役立った。

　この田舎いなかに戻ってきたリリネットは、化け粧しようとカラーコンタクトレンズをやめた。肌はだや目のためというよりは金の節せつ約やくのためだった。普通の中学生にあの見た目をキープするほどの財力はないのだ。しかしリリネットは今も間ま違ちがいなく《精せい霊れい種しゆ族ぞく》だった。見た目の変化についての新たな設定が数行、ノートの最後に追つい加かされていた。

「早くマリーに見せてあげたいわ」リリネットは言った。「この景色も、あんたたちのことも」

「そう思うんなら、サッサと玲子の申し出を受け入れればいい」俺は言った。「明日にでも探しに行けるぜ？」

「だめよ、それは」リリネットは首を振ふった。「マリーに『友達のお金で飛んできた』なんて言えると思う？　そんな再会なんて、わたしイヤよ」

「そんなもんかね？」

「そんなもんよ」リリネットは言った。

　リリネットはあの街で、親友が転校した学校の名前を担たん任にん教師から聞き出していた。その学校の名前を玲れい子このパソコンに打ち込むと、住所はすぐにわかった。しかし容よう易いに行けるような場所ではなかった。陸続きですらなかった。国内とはいえ、あまりに遠かった。

　そこで玲子が一つ提案をした。提案というか、無む茶ちや苦く茶ちやな申し出だ。会いに行くためにかかる費用を全ぜん額がく負ふ担たんすると言い出したのだ。確かに玲子にはそれほど難むずかしい金額ではなかった。

　リリネットはそれをキッパリと断った。それでは誠意がないから、という理由だった。俺にはそれだけじゃないように思えた。親友との再会に対してリリネットにはまだ少し抵抗があるんじゃないか、と俺は思った。リリネットは現在、毎月の小こ遣づかいを貯ためつつ、ここの住人相手に工作や変装、催もよおし物の手伝いをしたり、精せい霊れい世界の妄もう想そう設定を手本に物語の作り方をレクチャーしたりと変なバイトに励はげみ、チマチマと旅りよ費ひを稼かせいでいた。

　俺たちは、川を渡り、山道を登った。曲がりくねった道を進むと、左手に便所しかない小さな駐ちゆう車しや場じようがあった。そこの街がい灯とうに、今日は二に匹ひきのカブトムシが止まっていた。一いつ匹ぴきはオスで、一匹はメス。つがいのようだった。俺たちはしばらくそれを見つめた。

「……リリネット、そろそろ行こうぜ」三分ほどして、俺はそう促うながした。すると、リリネットは俺の方を向いて、真ま面じ目めくさった表情でこう言った。

「ねえ、その呼び方、そろそろ他人行ぎよう儀ぎ過すぎると思わない？」

「そうか？」

「そうよ。《精霊種族》的にはね」リリネットは言った。「リリーって呼んでちょうだい。友達はみんな、わたしのことをそう呼ぶわ」

「へえ、それじゃあ俺もお前のお友達の仲間入りってわけだ。よろしくな、リリー」

　俺がそう言うと、リリーは少しこそばゆそうに笑った。

「よろしくね、リーチ。それじゃ、帰りましょ。そろそろ眠くなってきたわ」リリーは言った。

　俺たちは並んで、来た道を引き返した。満天の星空が、俺たちを明るく照らしていた。




　この土地に戻ってきたリリーは、七なな号ごう児じ遊ゆう館かんに母と二人で暮らしている。リリーの両親は、娘を脇わきに抱かかえて突とつ如じよ現れた俺と兄アニさんの申し出に、比較的快こころよく応じてくれた。説得にかかった時間は、たったの三日三晩。娘の家出と見た目の変化が相当こたえていたのだろう。最終的には娘の望みを優先したという次し第だいだ。

　兄さんは帰ってすぐ、七号児遊館を綺き麗れいに直し、小さいながらも風ふ呂ろまで増設した。リリーの母は娘に八日遅れてこの田舎いなかへやってきた。俺はその間に、自分の古い顔オールド・フエイスを活いかしていろんな人を説得し、完全なヨソモノを受け入れさせる準備を整えた。これには横よこ山やまさんや伯はく爵しやくの力も大いに借りた。そして横よこ山やまさんのアイデアで、俺はここの住人たちに一つ噓うそを吐ついた。横山さん曰いわく『年寄りの薄うすれかけた色情を刺激していい感じにボケさせる粋いきな噓』だ。ハイになっていた俺は、あまり深く考えずそのアイデアを拝はい借しやくした。横山さんの言う通り、その噓はかなり効果的に作用した。おかげで、リリー親子が人付き合いに困るようなことはなかった。




　リリーは今、俺の婚こん約やく者しやということになっている。本人はまだそのことを知らない。










　　あとがき




　はじめまして、佐さ々さ山やまプラスと申します。

『事実は小説よりも奇きなり』とはよくいったもので、二〇一三年の大だい変へん革かくを経へた今、高専生時代から一貫して工業の世界に身を置いていたはずの人間が、米国フィラデルフィアでビジネス英語なるものを学びながらライトノベルを書いております。人生、何が起こるかわからないものですね。しかしこうして皆様方を楽しませるチャンスを賜たまわりました幸運について、非常に嬉うれしく思っております。

　さて、この話を書いたのはしばらく前のことなので、本ほん音ねを申しますと、ここに何を書いたらいいのかわかりません。ともかく、出版に至いたった経緯と、本作の背景について簡単に説明させていただきたいと思います。

　本作は、第二十回電撃小説大賞に投とう稿こういたしました『スーパー・レジェーラ』というタイトルの作品に加筆・修正を施ほどこしたものです。賞をいただくどころか最終選考にさえ残らなかった話ですが、幸運なことにこのような出版の機会をいただくこととなりました。お目をかけてくださいました編集部の方々には心よりの感謝を申し上げます。

　この話は、私が高専を卒業して東京の大学院へ進学した際に感じました、言いようのない退たい屈くつさを基もととしております。車、空地、ペットボトルロケット、妙みようなコスプレ衣装で吞のん気きな休日を過ごしていた私には、消費ばかりの都会の遊びは肌はだに合わないところがありました。生まれ育った世界を離はなれて改あらためて、他人を気にしない高専生の世界を、広々とした田舎いなかの世界を心から愛していたことに気付かされたわけです。そこでこの感情に多分な脚きやく色しよくを施し、私なりの理り想そう郷きようにそれを展開して本作ができました。従って、本作では主人公たちの住む場所のことを『田舎』と表記いたしましたが、これが田舎一般を指す言葉ではないということをどうかご理解いただきたいと思います。ちなみにこの田舎は、中部のとある農村をモデルとしております。

　あまり万人受けする話ではないなあと、常つねながら感じております。よってどの程度読者の皆様に受け入れられるのか、自信はありませんが、楽しんでいただけた方に本作の続きをお届けできればと願っております。次回作ではここにアメリカのことでも書くつもりです。

　以下、謝しや辞じを申し上げます。お声をかけていただいた上に、改かい稿こうに際して貴重なご意見をくださり、加えて留学という勝手まで許容していただきました担たん当とう編集のお二方には頭が上がりません。イラストレーターのえびら様には、本作の厄やつ介かいなキャラクターたちを見事に表現していただきました。また、高専時代からの友人であり、本作の執筆に際しましてもご助力をいただきましたＴ、Ｕ、Ｏ、Ｉ、Ｉ氏、そして栄光あるＲ２Ｃのメンバー諸君にもこの場を借りてお礼申し上げます。そして本作をお手に取り、このような最後の一文までお読みくださいました読者の皆様方に、最上の感謝を捧ささげます。ありがとうございました。


佐々山プラス
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佐さ々さ山やまプラス

バリッバリの工学系男子。趣味は工作及び妄想を他人に語って聞かせること。実はほとんど読書をしません。異常なくらい若白髪が多いので大概実年齢より五～十歳上に見られます。上のイラストは友人のナックルさんに描いてもらいました。もうすぐ日本に帰ります。
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イラスト／えびら

フリーのイラストレーターです。私にとっても初のノベルのお仕事、猫に見守られながらがんばりました。どうぞよろしくお願いします。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「佐々山プラス先生」係

「えびら先生」係










初出





本書は第20回電撃小説大賞応募作品『スーパー・レジェーラ』に加筆・修正したものです。
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ハコニワフールズ




-精せい霊れい、火か炎えん放ほう射しゃ魔ま、古ふるい顔かお-








佐さ々さ山やまプラス
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